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　第二章　アリシゼーション計画　西暦二〇二六年七月




　　　１




　顔を上げると、十字の窓まど枠わくに四分割された青白い満月が見えた。

　アルヴヘイム南西部、シルフ領首都スイルベーンは分ぶ厚あつい夜の帳とばりに包まれ、ほとんどの商店は固く鎧よろい戸どを下ろしている。メインストリートを往来するプレイヤーの数さえごく少ないのは、いまが現実時間の午前四時、接続者数が一日で最も減少するタイムゾーンだからだ。

　アスナは窓からテーブルに視線を移し、湯気を立てるカップを持ち上げた。濃こい色のお茶を口に含むと、仮想の熱感が舌したを刺激する。眠ねむ気けは感じないが、ここ三日ほどまとまった睡すい眠みんを取っていないせいか、頭の芯しんがわずかに重い。

　眼めをつぶり、こめかみにそっと指を当てる。その仕草を見て、隣となりに座る風妖精族シルフの少女が気き遣づかわしそうに言った。

「大だい丈じよう夫ぶですか、アスナさん？　あんまり寝てないんでしょう？」

「ううん、わたしは平気。リーファちゃんこそ、あちこち走り回って疲れてるんじゃない？」

「現実の体はいまベッドの上でしっかり休んでますから、大丈夫ですよ」

　交互に大丈夫と言い合う声が、双そう方ほうともまるで元気そうに聞こえないことに気付き、揃そろって苦笑する。

　ここは、桐きりヶが谷や直すぐ葉はが《アルヴヘイム・オンラインＡＬＯ》で使用しているアバター・リーファの所有するプレイヤーホームだ。貝かい殻がら様ようの光こう沢たくを持つ壁に囲まれた円形の部屋は、微妙に色彩を変え続けるランプで控えめに照らされ、どこか幻想的な雰ふん囲い気きを醸かもしている。中央にはパールホワイトのテーブルと四脚の椅い子すが設しつらえられ、今はそのうち三つが埋うまっている。

　二人の会話を聞いていた、アイスブルーの髪から三角形の耳を伸ばす少女が、両手の指を卓上で組み合わせながら口を開いた。

「無理すると、肝かん心じんな時に頭が働かないわよ。眠れなくても、眼を閉じて横になってるだけでかなり違うわ」

　落ち着いたその声の主は、作成して半年が経たつ猫妖精族ケツトシーのアバターでダイブ中の朝あさ田だ詩し乃のだ。キャラクターネームも、ホームの《ガンゲイル・オンラインＧＧＯ》と同じくシノンである。アスナはそちらに視線を向け、こくりと頷うなずいた。

「うん……ミーティングが終わったら、ここのベッドを借りてそうさせて貰もらうわ。ほんと、催さい眠みん魔ま法ほうがプレイヤーにも効けばいいのにね」

「そこの揺ゆり椅子で、お兄ちゃんが寝てればそれだけで眠くなるんですけどね……」

　リーファの呟つぶやきに、アスナとシノンもほのかに口くち許もとを綻ほころばせる。だが、その笑みに力はない。

　両手で包み込んでいたカップをテーブルに戻したリーファは、大きく息を吸い込むと表情を改めた。

「それじゃ……まずは今日、じゃなくて昨日調べたことの報告から始めます。結論から言うと、所ところ沢ざわの防ぼう衛えい医い大だい病院にお兄ちゃんが運ばれたっていう具体的な証しよう拠こは見つかりませんでした。データ上は確かに二十三階の脳神経外科に入院中なんですが、完全面会謝絶で病室どころかそのフロアにも立ち入れないし、該がい当とうする時間に救急車が到着した形けい跡せきもないんです。ユイちゃんが監かん視しカメラに侵入して映像をチェックしたので、これは確実です」

「つまり……キリトは、実際には防衛医大病院にいない可能性が高い……ってことね？」

　シノンの言葉を、リーファは小さく首しゆ肯こうする。

「そんなことが有り得るなんて信じられないですが……でも、家族なのに面会どころか顔も見られないのも異常と言えば異常ですから……」

　その先は、かぶりを振ることで言葉に代える。つかの間、部屋に重い沈ちん黙もくが落ちた。




　リーファの兄であるキリト──桐きりヶが谷や和かず人とが、死銃事件の逃亡犯《ジョニー・ブラック》こと金かな本もと敦あつしに襲しゆう撃げきされたのはほんの二日前、六月二十九日のことだ。

　アスナの家からほど近い東京都世せ田た谷がや区宮みや坂さか一丁目の路上で、金本によって劇物サクシニルコリンを注射された和人は、急速に筋肉を麻ま痺ひさせる薬の作用によって呼吸停止に陥おちいった。救急車内で人工呼吸が施されたものの、酸素の供給が途絶えた心臓までもやがて停止し、近隣の世田谷総合病院に運び込まれた時点ですでに到着時死亡ＤＯＡと分類される状態だったのだ。

　ＥＲの当番医師の腕が良かったのか、和人の生命力が強きよう靭じんだったのか、あるいは二人ともにその日の運勢が最良だったのか──。救きゆう命めい措そ置ちの結果、かろうじて心しん拍ぱくが戻り、薬物が分解されるに伴って自発呼吸も再開して、奇き跡せき的てきに和人は死地を脱した。処置を終えて現われた医師にそれを聞いた明あ日す奈なは、安あん堵どのあまり失神しそうになったのだが、続いた言葉がそれを許さなかった。

　和人の心停止は五分強に及び、その結果脳に何らかのダメージが発生した可能性がある、と医師は告げた。思考能力または運動能力、ことによるとその両方に恒こう久きゆう的てきな障しよう害がいが残ることは充分考えられ、最悪の場合はこのまま目を覚まさないかもしれない──、と。

　詳くわしいことはＭＲＩによる検査を行わないと何とも言えないので、早急にもっと設備の整った病院に移すべきです、と医師は説明を締しめくくった。明日奈は再度襲おそってきた不安感と戦いながら、和人の妹である直すぐ葉はに連絡を取って、どうにか事情を説明した。結局、駆かけつけた直葉の顔を見た途と端たんまた大泣きしてしまったのだが。

　やがて飯田橋の職場から直行してきた和人の母・桐ヶ谷翠みどりとともに、その夜はＩＣＵ前のベンチで明かした。

　翌六月三十日の朝、看かん護ご師しに「もう危険な状態は脱しましたから」と説得されて、明日奈と直すぐ葉はは病院から程近い明あ日す奈なの家に、翠みどりは健康保険証などの用意のために川かわ越ごえの自宅に一時戻ることになった。

　交替でシャワーを使い、それぞれの学校に欠席の連絡を入れてから、無理にでも仮か眠みんしようと二人はベッドに横になった。ぽつぽつと言葉を交わすうちに数時間うとうととまどろみ、午後一時ごろ、明日奈は桐きりヶが谷や翠からの電話で目を覚ました。

　飛びついた携帯端末の向こうで、翠は、残念ながら和かず人との意識はまだ戻らないけれど、精密検査と高度治療のために、自宅のある川越からほど近い防ぼう衛えい医い大だい病院に転院することになった、と告げた。これから救急車が来て和人を搬はん送そうし、自分は手続きを済ませ次第タクシーで移動すると言う翠に、私たちもすぐに新しい病院に向かいますと明日奈は答えた。

　昏こん睡すい状態の和人は、確かに三十日の午後一時四十分前後、緊きん急きゆう搬はん出しゆつ入にゆう口より救急車に乗せられ世せ田た谷がや総合病院を出ている。これは、病院の防犯カメラにもはっきりと映像で捉とらえられていることをユイが確認済みだ。

　その救急車は、記録上は同日午後二時四十五分に埼玉県所ところ沢ざわ市の防衛医大付属病院に到着している。和人は即座に二十三階の脳神経外科に収容され、精密検査を受けて、現在経過観察中──と、明日奈も直葉も信じて疑わなかったのだ。一昨日おとといの深夜に訪れた病院で、和人への面会どころか遠えん隔かく映像を見ることさえ拒否されるまでは。




　リーファの言葉をしばらく吟ぎん味みしてから、アスナはひとつ頷うなずき、言った。

「キリト君が、世田谷の病院から救急車で運び出されたのは確実なのよね。そして受け入れ先の防衛医大病院には、《桐ヶ谷和人》の入院記録が存在する……けれど、キリト君の姿は誰も見ていないし、防犯カメラにも撮影されていない。もし、キリト君を乗せた救急車が、防医大病院以外の場所に向かったとすれば……それは、患かん者じやデータの取り違えみたいな偶ぐう発はつ的てき事故じゃなくて……」

「意図的な情報欺ぎ瞞まん、言いかえれば何者かが仕組んだ……拉ら致ち」

　シノンが静かな口調で引き取り、三角形の耳を鋭するどくいちど振り動かす。

「でも、その場合は、問題の救急車そのものが偽にせ物ものだったということにならない？　救急隊員の制服くらいならともかく、車両まででっち上げるなんて可能なのかしら」

　その疑問には、リーファが答えた。

「レコンが車好きなんで、それとなく訊きいてみたんですけど、病院関係者まで騙だまされるような偽にせ救急車を造るのは素人しろうとには絶対に無理だし、プロでも大変なお金と時間がかかるそうですよ。お兄ちゃんが一昨日おととい、世田谷で金かな本もとって人に襲おそわれて入院するなんて誰にも予想できたはずがないし、転院が決まったのは入院からたった十八時間後ですから……」

「キリト君が倒れたのを知ってから偽救急車を準備するのは、物理的に不可能ね」

　アスナの言葉に、再びシノンが問いを重ねる。

「でも、そうなると、対象を選ばずにとにかく偽ぎ装そう救急車で誰か患かん者じやを誘ゆう拐かいしようとずっと前から計画してた奴やつがいて、キリトが狙ねらわれたのはあくまでも偶ぐう然ぜんってこと……？」

「ところが、それも違うみたいなんです」

　ポニーテールをそっと横に振ったリーファが、一拍置いてから流れるように説明する。

「ふつう、病院間で患者さんを搬はん送そうするときは、送り出すほうの病院から管区の救急指令センターに救急車を要よう請せいする電話を入れるんですが、ユイちゃんの調査によれば、あの日は誰もその電話をしていないのに問題の救急車がぴったりのタイミングで現われたんですね。で、病院の人はみんな、自分以外の誰かが要請したんだと思っちゃったみたいです。ところが、その救急車に乗ってた救急隊員は、行き先が所ところ沢ざわの防ぼう衛えい医い大だい病院だってことも、それどころかお兄ちゃんの名前も知ってたんですよ。最初に応対した看かん護ご師しさんが、それは間違いないって言ってました」

「……じゃあ、やっぱり最初からキリトを狙った、計画的拉ら致ち……」

「つまり犯人は、キリト君が入院した途と端たんその情報を入手できて、そのうえ本物の救急車を自分の目的のために出動させられる人間ということね」

　アスナが口にした言葉に、二人が少し遅れて頷うなずく。

　躊躇ためらうような仕し草ぐさの訳は、このまま推測を連ねていくことへの怖おそれだろう。アスナにも同じ気持ちはある。なぜなら、全すべてが事実だとしたら、和かず人とを拉致した相手は、救急車を運用する消防庁という公の機関に少なからぬ影響力を及ぼせる存在だということになるからだ。

　いっそ、何もかもが思い過ごしであってくれたなら。

　和人はちゃんと防衛医大病院で治療を受けていて、病室の映像さえ観みられないのは精密な医い療りよう器機との兼ね合いで、到着時の映像が存在しない理由も防犯カメラの不具合か何かで……。いや、むしろそう考えるのが普通だろう。実際、和人と直すぐ葉はの母親である翠みどりは、現状では病院の説明を一切疑っていないはずだ。拉致だの情報欺ぎ瞞まんだのは、心配性の女の子が三人がかりで育ててしまった集団的妄もう想そう。現実にはそんな犯罪など存在せず、和人の治療も成功して、いますぐにでも《意識が戻った》という連絡が入る……。

　しかしアスナは、常識や分ふん別べつとは別の部分で、何かが起きていることを痛いほど感じていた。きっとそれは、和人の妹であるリーファも、彼と死線を共にしたシノンも同じだろう。

　和人に劇薬サクシニルコリンを注入した三人目の《死銃》こと金かな本もとの襲しゆう撃げきまでもが、仕組まれた出来事だとは思わない。だが、その事件を利用して、和人をいずこへと拉致した何者かがいるのだ。

「…………個人にせよ組織にせよ、この際そいつのことはもう《敵》と呼ばせてもらうわ」

　アスナが断固とした口調でそう宣言すると、シノンはぱちくりと瞬まばたきし、次いでかすかながら微び笑しようを浮かべた。

「私……今日ここに来るまで、二人がすごく落ち込んでるだろうって、結構心配してたんだけどな。リーファにとってはもちろん大事なお兄さんだし、アスナにとってはその、まあ、彼氏ってわけで……その人が意識不明な上に、失しつ踪そうまでしちゃったんだから……」

　思いがけないことを言われて、そう言えばわたし思ったより打ちのめされてないな、キリト君が倒れた夜はあんなに泣いたのに……とアスナが内心で少し不思議に思っていると、両手を胸の前でぎゅっと握にぎったリーファが口を開いた。

「そりゃ……やっぱり心配です。でも、あたし、お兄ちゃんが病院にいないかもしれないって気付いた時、もの凄すごく不安になると同時に少しだけ、やっぱりって思ったんです。お兄ちゃんはきっとまた何かとんでもない事件に巻き込まれて……あたしの想像もつかないような場所で大暴れしてるんだ、って。ＳＡＯ事件のときも、死銃事件のときだってそうだった……だから、今度もきっと……」

「うん……そうだよね」

　やっぱり、長年一いつ緒しよに暮らしてきた妹にはかなわないなあ、と胸の中で呟つぶやきながらアスナは大きく頷うなずいた。

「キリト君は、きっとどこかでいつもみたいに戦ってる。だから、わたしたちも、わたしたちにできる戦いをしよう」

　それはそうと、とシノンをちらりと横目で見て続ける。

「シノのんも、あんまり落ち込んでるようには見えないよね？」

「え……そりゃまあ……私の場合はほら、アイツを倒せるのは私だけだって信じてるから……」

　ごにょごにょ、と語尾を吞のみ込むシノンと微び妙みような視線を一いつ瞬しゆん交換してから、アスナは話題を戻した。

「ともかく……救急車の一件だけを取っても、敵の力は相当に大きいってことだわ」

「いっそ、警察に届けるのはどうなの？　警官と一緒なら病院も、遠えん隔かく映像のチェックくらいさせてくれるんじゃない？」

　シノンの提案はもっともだが、アスナは軽くかぶりを振る。

「防ぼう衛えい医い大だい病院のサーバーにはキリト君が到着した時間も脳神経外科に収容された時間も完かん璧ぺきに記録されてるの。データ上は、キリト君はあの病院にちゃんと存在してる。拉ら致ちされたっていう根こん拠きよが、《到着時の映像がない》っていうだけじゃ警察は動いてくれないわ……。それに、その映像をチェックした手段が……」

「ユイちゃんのハッキングだもんね」

　微び苦く笑しようとともにそう呟いたシノンが、何かを思いついたように続けた。

「あ……でもそれなら、病院外の防犯カメラじゃなくて、院内のカメラ網には侵入できないの？　キリトが入院してることになってる病室の映像を確認できれば……」

「ところが、病院内部のセキュリティシステムは外とは別系統になってて、これがもの凄すごく強力な防壁で守られてるらしくて、ユイちゃんにも突とつ破ぱできなかったみたいです」

　リーファがしょんぼりした顔でかぶりを振る。

　彼女は昨日いちにち、遠く離はなれた世せ田た谷がや総合病院と防ぼう衛えい医い大だい病院であれこれ調べ上げてきたのだ。携帯端末に接続したＡＩユイの手助けがあったとは言え、移動だけでも一苦労だっただろう。

　アスナももちろん同行したかったのだが、キリトの状態が表向きは落ち着いた今、二日連続で学校を休むことは許可されなかった。せめてもの助力として端末にチャージしてあった電子マネーをタクシー用に全額リーファに預けたものの、授業中もまるで集中できなかったことは言うまでもない。

　学校には、和かず人との欠席は急病とのみ届けられているので、クラスメートたちは当然のこと、親友のリズベット／篠しの崎ざき里り香かやシリカ／綾あや野の珪けい子こも襲しゆう撃げき事件についてはまだ知らない。和人の容よう態だいを心配する二人に、真実を半分も伝えられない罪悪感は胸を引き裂さかんばかりだった。

　しかし、昨日の朝にリーファと話し合って決めたのだ。状況が──つまり和人が防衛医大病院にいるのかいないのかがはっきりするまでは、事件のことはシノンを加えた三人だけの内に留めておこう、と。

　シノンにだけは連絡した理由は、襲撃の直前まで《ダイシー・カフェ》で会っていたことと、彼女が死銃事件の重要な関係者だからだ。しかしこうなってみると、彼女の冷静さと聡そう明めいさが大いに心強い。ＡＬＯでも変わらず狙撃手スナイパーを天てん職しよくとするシノンの横顔を見やり、アスナは口を開いた。

「わたしたちの最大の武器は、キリト君のことを誰よりも知ってるってことだと思うの。だから、一歩戻って考えてみましょう。敵のターゲットがキリト君だったとして、その動機は何なのかしら」

「こう言っちゃなんだけど、身みの代しろ金きん目的ならアスナを攫さらうだろうしね。犯人からのコンタクトはないのよね？」

　シノンの問いに、リーファがかぶりを振る。

「電話も、メールも、手紙類も一切ありません。そもそも、営利誘ゆう拐かいにしては大掛かりすぎますよ。偽にせ救急車まで用意して、わざわざ病院から拉ら致ちするほどのＶＩＰじゃありませんから、お兄ちゃんは」

「それもそうか……。じゃあ、あんまり考えたくないけど、怨えん恨こんとか……？　キリトを恨うらんでそうな相手、心当たりある……？」

　今度は、アスナがゆっくり首を横に振った。

「そりゃ、ＳＡＯの生せい還かん者の中には、キリト君に牢ろう屋やに叩たたき込こまれたりして恨んだり、ゲームクリアしたことを妬ねたんでる人はいると思う。でも、こんなことができる資金力と組織力がある相手って言うと……」

　アスナの脳裏にちらりと、かつてＳＡＯプレイヤーを実験台におぞましい研究を行い、野望半なかばにしてキリトの手で警察に引き渡された須す郷ごう伸のぶ之ゆきの顔が浮かんだが、あの男はまだ拘こう置ち所しよの塀へいの向こうだ。海外逃亡の準備をしていたことが祟たたって保ほ釈しやく申しん請せいも却きやつ下かされている。

「……ううん、ここまでするほどの人間は思い当たらないわ」

「お金でも、恨うらみでもない、か……うぅーん……」

　しばらく顔を伏せていたシノンは、指先で猫耳の先せん端たんをつまみながら、自信なさそうに口を開いた。

「……あのさ、まったく根こん拠きよの無い想像なんだけど……動機がお金でも恨みでもないのに拉ら致ちまでするってことは、つまりこの敵はどうしてもキリトが今すぐに必要だったってことになるわよね。もっと言えば、キリトという人間に属する何かが。アイツの持ってるもの……ゲーム用語を使えば《属性》ってどんなのが思い浮かぶ？」

「剣の腕」

　アスナは考えるまでもなく即座にそう答えていた。瞼まぶたを閉じてキリトの姿を思い描くとき、真っ先に浮かぶのは常に、黒衣をまとい二刀を手に敵を暴風のごとく斬きり伏ふせていく旧ＳＡＯ時代の彼だからだ。ＡＬＯで共に旅をしたリーファもそのイメージは同様らしく、間かん髪はつ入いれずに続ける。

「反射スピードですね」

「システムへの適応力」

「状況判断力」

「サバイバビリティ……あ」

　リーファと交互にそこまで列れつ挙きよしたアスナは、あることに気付いて口をつぐんだ。意を得たり、というふうにシノンが頷うなずく。

「ね。それって全部、ＶＲＭＭＯ……仮想世界内の話でしょう」

　ずばり言われて、アスナは抵抗するように小さく苦笑いした。

「や、現実のキリト君にもいいとこはいっぱいあるよー」

「そりゃいいとこはあるよ、ご飯おごってくれたりさ。でも、私たち以外から見れば、現実のアイツはこう言っちゃなんだけどごく普通の高校生男子でしょう。つまり、敵がいま、こんな無茶な工作をしてまで欲しがったのは、キリトの仮想世界内における突とつ出しゆつした能力だったってことにならない？」
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「まさか……何かのＶＲゲームをクリアさせようとでもう言うんでしょうか……。でも、お兄ちゃんはいま、意識不明状態なんですよ。治ち療りようも、検査すらしてないのに、そんな状態で攫さらっても何もできないんじゃ……」

　あらためてキリトの体調を心配する表情で、リーファが両手を握にぎる。シノンは、テーブルに落としたスチールブルーの瞳ひとみを、標的を照準する時のように鋭するどく細め、ゆっくりと答えた。

「意識不明……って言っても、それは外から見た話だよね。もし、脳じゃなく、魂たましいそのものにアクセスできるマシンを使えば……」

「あっ……」

　何でいままでそれに思い当たらなかったのか、と愕がく然ぜんとしながら、アスナは鋭するどく息を吞のんだ。

「ね、そう考えれば私たち、《敵》に該がい当とうする組織に心当たりがあるはずでしょ。魂たましいに接続するっていう、世界にたった一つしかないマシンを持っていて、しかもつい数日前までキリトをテストダイバーにした稼か働どう実験を行ってたっていう組織」

　シノンの言葉を受け、アスナは頷うなずきながら言った。

「……キリト君を拉ら致ちしたのは、ソウル・トランスレーターを開発した企業《ラース》……？　確かに……そんなとんでもない機械を作れるくらいの資金力がある相手なら、救急車を一台動かすくらいの工作は可能かも……」

「ラース……って、お兄ちゃんが最近バイトしてた会社ですか？」

　リーファの言葉に、アスナは思わず身を乗り出した。

「リーファちゃん、ラースのこと知ってるの？」

「あ、いえ、詳くわしいことは……。ただ、会社があるのが東京の六本木、とは聞いてます」

「そういえば、私もそう聞いたかもしれない。でも、六本木って言っても広いなぁ……。そのどこかにラースの研究所があって、キリトがそこにいるかもしれない、ってだけじゃやっぱり警察は動いてくれないでしょうね」

　唇を嚙かむシノンと、不安そうに眼めを伏せるリーファに向かって、アスナはためらいながら口を開いた。

「……あのね、結果が出るまでは、と思っていままで言わなかったけど、実はキリト君に繫つながってるかもしれない細い糸が一本だけあるの。でも、途と中ちゆうで切れてる可能性がかなり大きいんだけど……」

「……どういうこと、アスナ？」

「シノのんにはこのあいだ説明したよね。キリト君の、これ」

　アスナは右手の指先で、自分の胸の中心をつついた。

「あ、そうか……例の心しん拍ぱくモニターね。確か、ネット経由でアスナの携帯端末にリアルタイムの情報を送ってるって……」

「もうずっと信号が途と絶だえたまんまなんだけど、もしかしてキリト君が偽にせ救急車で運ばれる途中の経路情報をさかのぼって追つい跡せきできれば、居場所の特定ができるかもしれない、って思って、いま解かい析せきをお願いしてるところなの」

「……誰に？」

　答えるかわりに、アスナは視線を宙に向け、名前を呼んだ。

「ユイちゃん、どう？」

　するとすぐに、テーブル表面の数センチ上空にきらきらと光の粒つぶが生まれ、凝ぎよう集しゆうして小さな人の形を取った。光は一いつ瞬しゆんだけその輝きを強め、消しよう滅めつする。

　現われたのは、身長が十センチ足らずしかない少女型アバターだった。ストレートの黒くろ髪かみに白いワンピース姿、背中には四枚の虹にじ色いろに光る翅はねが伸び、細かく震ふるえている。少女──妖よう精せいは、伏せていた長い睫まつ毛げを持ち上げ、くるりとした愛らしい瞳ひとみでまずアスナを、次にリーファとシノンを見た。最優先で挨あい拶さつするべき相手をシノンと判断したようで、ホバリングしたままふわりと上体を屈かがめてお辞じ儀ぎをする。

「お久しぶりです、シノンさん」

　銀ぎん糸しを爪つま弾びくような声による挨拶に、シノンはほのかな微び笑しようを浮かべて頷うなずき返した。

「こんばんは、ユイちゃん。……っと、もう『おはよう』かな」

「現在時刻は午前四時三十二分、今日の日の出時間は四時二十九分ですから朝と判断していいでしょう。おはようございます、リーファさん、ママ」

　旧ＳＡＯ内のプレイヤー・カウンセリング用ＡＩを出しゆつ自じとする人工知能ユイは、体を六十度ずつ回転させながら順に挨拶すると、アスナの正面で再びホバリングした。

「パパのハートレート・モニター装置からママの携帯端末に向けて発信されたパケットの追跡は、九十八パーセントまで終了しました」

「なるほど、そのパケットが六本木周辺から発信されてれば、私たちの仮説もずいぶん信しん憑ぴよう性せいを増す……ってわけね」

　シノンの言葉に、アスナは大きく頷うなずいた。リーファも含め、三人の期待のこもった視線がユイに集まる。

「それでは、現時点での解かい析せき結果をお伝えします。防ぼう衛えい医い大だい病院ほどではないですが、携帯端たん末まつ中継基地の防壁も少々手て強ごわくて、残念ながら特定できた発信位置は三箇所だけでした」

　ユイが言葉を切りさっと右手を振ると、テーブル上、ユイの素足の下に水色のホログラムで東京都心の詳しよう細さいな地図が表示された。ユイは翅はねの振動を止めて着地し、とことこと数歩あるいて地図の一点を指差す。ポーン、という音とともに赤い光点が生まれる。

「ここが、パパが最初に運ばれた世せ田た谷がや総合病院です。そして、第一の発信元は、ここです」

　さらに数歩移動して新たな光点をともす。

「目黒区青葉台三丁目、時間は二○二六年六月三十日十四時十五分前後。予測移動経路を表示します」

　二つの光点を結ぶ道路上に、白い光のラインが伸びる。ユイは再び南西に足を進め、三つ目の光点を表示させた。ラインも追つい随ずいして長さを増す。

「第二の発信元、港区白しろ金かね台だい一丁目、同日十五時前後」

　世田谷から六本木に向かうにしてはコースが南すぎるかな、とアスナは少し不安に思ったが、口をつぐんだままユイの言葉を待った。

「そして……第三の発信元が、ここです」

　三人の予想を大きく裏切り──ユイが示したのは、六本木の遥はるか東、臨海部の埋うめ立たて地ちだった。

「江こう東とう区新しん木き場ば四丁目、同日二十一時五十分前後です。ここを最後に、パパからの信号は現在まで約三十時間に渡って途と絶ぜつしています」

「新木場……!?」

　アスナは思わず絶句したが、しかし考えてみると、あの辺の新開発地区には新興の巨大インテリジェントビルが林立している。そのどこかに、ラース第二の拠きよ点てんが存在するという可能性もあるのではないか。

「ユイちゃん……その住所にあるのは、どういう施設なの？」

　動どう悸きが速まるのを感じながらそう訊たずねたが、返ってきた答えは、アスナの予想を更さらに裏切るものだった。

「この地番に存在する施設は、《東京ヘリポート》という名称です」

「え……それって、ヘリコプターの発着基地じゃないの」

　シノンが啞あ然ぜんとした表情で呟つぶやいた。リーファも、さっと顔色を変える。

「ヘリコプター!?　……じゃあ……お兄ちゃんは、そこから更に遠くに運ばれた……ってことですか？」

「でも……待って」

　アスナは、混乱する頭の中を懸けん命めいに整理しながら言った。

「ユイちゃん、その新しん木き場ばからの発信以降、信号は一切届いていないのよね？」

「はい……」

　そこで初めて、妖よう精せいのように愛らしいユイの顔が、沈ちん鬱うつな表情を浮かべた。

「日本国内のすべての携帯基地局に、パパのモニター装置が接続した形けい跡せきはありません」

「ということは……新木場からヘリコプターで飛び立ったとして、着陸したのは端末の電波が届かないような山奥とか……原野ってことですか……？」

　リーファの言葉に、シノンがかぶりを振る。

「たとえどこに着陸しても、最終的には何らかの施設に運び込む必要があるはずよ。最先端のベンチャー企業の入る施設が、いまどき携帯圏外なんてことは考えられない。たとえキリトが電波遮しや断だん区画に入れられたとしても、どこかで一度は接続してていいはず……」

「日本じゃない……？　外国……なの……？」

　アスナの細く震ふるえる声に、即座に答えられる者はいなかった。

　短い沈ちん黙もくを破ったのは、ユイの、あどけなさと落ち着きの同居する声だった。

「東京から無着陸で国外に到達できるほどの航こう続ぞく距きよ離りを持つヘリコプターは、一部の軍用機を除き存在しません。現時点ではデータが少なすぎるので確定的なことは言えませんが、パパはまだ国内のどこかにいるとわたしは考えます」

「そうね。ラースが進めている研究は、今の仮想空間技術をひっくり返すようなものでしょう？　企業にとっては最大級の秘密なわけで、その研究施設を外国に置くみたいなことはちょっと考えにくいわね」

　シノンのその言葉に、アスナも頷うなずいた。アスナの父親が率いる総合エレクトロニクスメーカー・レクトも企業スパイの跳ちよう梁りようには頭を痛めており、重要な研究開発は多た摩ま丘きゆう陵りように存在する、厳重に警備された研究所で行われていると聞いている。海外にも多くの拠きよ点てんを構えてはいるが、やはり情報漏ろう洩えいの発生率は国内と比べて明らかに高いようだ。

　考え込む表情で、リーファが俯うつむいたまま呟つぶやく。

「じゃあ……やっぱり日本のどこか、人里離はなれた僻へき地ちなんでしょうか……。でも、今の日本で、そんな秘密研究所みたいなものを本当に造れるんですか？」

「しかも、ちょっとやそっとの規模じゃないだろうしね。……ユイちゃん、ラースについては何か解わかった？」

　アスナが訊たずねると、ユイは再び空中に浮き上がり、三人の目線と同じ高さで停止すると口を開いた。

「公開されている検けん索さくエンジン十二、非公開のもの三を使用して情報を収集したんですが、企業名、施設名、ＶＲ技術関連プロジェクト名いずれも該がい当とうするものは見つかりませんでした。また、《ソウル・トランスレーション》テクノロジーなるものについて言及した資料も、申しん請せい済みの特許を含め一切発見できませんでした」

「人の魂たましいを読み書きするなんていう一大発明を、特許申しん請せいもしてないなんて……。異常なほど徹てつ底ていした機密管理ね……」

　とてもラース側から綻ほころびを見つけるのは無理そうだ、とアスナが溜ため息いきをつくと、シノンも呆あきれたように首を振った。

「なんだか……ほんとに実在する企業なのかすら疑わしくなってくるわね。こんなことなら、キリトにもっと詳くわしいことを聞いておくんだったな……。このあいだ会ったとき、あいつ何か、手がかりになりそうなこと言ってなかったっけ……？」

「うーん……」

　眉まゆを寄せ、懸けん命めいに記き憶おくを掘り返す。金かな本もとの襲しゆう撃げきと、それに続く拉ら致ち疑惑の衝しよう撃げきが大き過ぎて、直前のダイシー・カフェでの平和な会話はまるで遠い過去のように霞かすみがかっている。

「たしかあの時は……ソウル・トランスレーターの仕組みの話だけ聞いてるうちに夕方になっちゃったのよね。あとは……ラースＲａｔｈっていう企業名の由ゆ来らいは何か、って話も少しだけしたかな……」

「ああ……『不思議の国のアリス』に出てくる豚ぶただか亀かめだか、って奴やつね。考えてみると妙みような話だよね、豚と亀ってぜんぜん似てないよ」

「言葉を作ったルイス・キャロル自身はどっちとも明言してないみたいね。後の世のアリス研究家たちがそう推測してるだけで……」

　アスナは不意に言葉を切った。何かが脳裏を掠かすめた気がしたのだ。

「アリス……。キリト君が、店を出る間際に、アリスについて何か言ってなかった？」

「え？」

　シノンと、黙だまって会話を聞いていたリーファも眼めを丸くする。

「お兄ちゃんが、不思議の国のアリスの話をですか？」

「ううん、そうじゃなくて……ラースの研究室にいるとき、アリスって言葉、いえ略語を聞いたとか何とか……。ほら、よくあるでしょ、ひと繫つながりの単語の頭かしら文字を取り出して並べると、別の意味を持つ単語になるみたいな……」

「いわゆる《頭とう字じ語ご》ね。アメリカの政府機関とかが語ご呂ろ合わせでよくやるやつ」

　シノンの補足情報を受け、リーファがポニーテールを揺ゆらして呟つぶやく。

「つまり……五つの単語の頭文字を並べると、Ａ、Ｌ、Ｉ、Ｃ、Ｅになる……ってことですか？」

「そう、それよ。ええと、キリト君が言ってたのは確か……」

　全精神力を振ふり絞しぼって集中すると、耳の奥に他ほかの誰よりも聞き慣れたキリトの声が遠く甦よみがえった。それを、慎しん重ちようになぞっていく。

「……アーティフィシャル……レイビル……インテリジェン……。ＣとＥは聞き取れなかったけど、Ａ、Ｌ、Ｉはそう聞こえたわ」

　記き憶おくのスポンジをあまりに強く絞しぼりすぎたせいか、わずかな頭痛を感じながら、アスナはどうにかそれだけを口にした。が、聞いていた他ほかの二人は腑ふに落ちない表情で首を捻ひねる。

「アーティフィシャル……って《人工の》って意味よね。インテリジェン……ス？　は《知性》として……レイビル、なんて英単語あったっけ？」

　シノンの問いに、空中のユイが即座に答えた。

「その発音に最も適合する単語は《ｌａｂｉｌｅ》だと推測されます。適応力の高い、というような意味の形容詞です」

　わずかに間を置いて、

「《Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ　Ｌａｂｉｌｅ　Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅ》を強引に翻ほん訳やくすれば、《高適応性人工知能》ということになるでしょうか」

「人工……知能？」

　藪やぶから棒ぼうに出てきた言葉に、アスナは思わず瞬まばたきした。

「ああそうか……アーティフィシャル・インテリジェンスは、つまり《ＡＩ》のことよね、ユイちゃんみたいな。でも……ブレイン・マシン・インタフェースを開発してる会社に、ＡＩがどう関係するのかしら」

「仮想空間内で動かす自動キャラクターじゃないの？　そのへんにいるＮＰＣみたいな」

　シノンが右手を伸ばし、窓の外に立ち並ぶ商店を指しながら言った。しかし、アスナはいまひとつしっくりこない思いで唇を引き結ぶ。

「でも……ラース、っていう社名が『不思議の国のアリス』から取ったものだとして、ラース内部で使われてる《ＡＬＩＣＥ》って単語が人工知能に関係するコードネームだとしたら……少し妙みようじゃない？　それだと、会社の目的は、次世代ＶＲインタフェースの開発じゃなくて、その中で動かすＡＩのほうだっていうふうに取れるよね」

「うーん、そうなるのかな……。でも、ゲーム内ＮＰＣなんて特に珍めずらしくもないし……デスクトップ用の常じよう駐ちゆうＡＩパッケージもいっぱい市販されてるよね。わざわざ、会社の存在そのものを隠かくしたり、人ひとり拉ら致ちまでして開発するようなものなの？」

　シノンの問いかけに、アスナも即答することができない。一歩進むたびに次の壁で行き止まりになる嫌いやな感かん触しよくに、もしかしてまったく見当違いのことを考えているのではないかという危き惧ぐをおぼえながら、それでも何か手がかりを探ろうと、アスナは顔を上げてユイに訊たずねた。

「ねえ、ユイちゃん。そもそも《人工知能》って、どういうものなの？」

　するとユイは、珍しく苦笑のような表情を浮かべ、すとんとテーブルに降下した。

「わたしにそれを聞きますか、ママ。それは、ママに向かって《人間とは何か》と聞くようなものです」

「そ、そう言えばそうよね」

「厳密に言えば、これが人工知能である、と定義することは不可能なのです。なぜなら、真しん正せいの人工知能というものは、いまだかつてこの世界に存在したことはないからです」

　ポットの縁ふちにちょこんと腰掛けながらユイが口にした言葉に、三人は呆あつ気けにとられ、揃そろって瞬まばたきした。

「え、で、でも……ユイちゃんはＡＩなんだよね？　つまり、人工知能っていうのはユイちゃんのことでしょう？」

　リーファが口くち籠ごもりながら言うと、ユイは小首を傾かしげ、生徒に向かってどう説明したものかと考える教師のような風ふ情ぜいでしばし沈ちん黙もくしたが、こくり頷うなずくと喋しやべり始めた。

「それでは、現時点でいわゆるＡＩと呼ばれているものの話から始めましょうか。──前世紀、人工知能の開発者たちは、二つのアプローチで同じゴールを目指しました。ひとつは《トップダウン型人工知能》、そしてもうひとつが《ボトムアップ型人工知能》と呼ばれるものです」

　幼い少女の口からあどけない声で語られる内容を理解しようと、アスナは懸けん命めいに耳をそばだてた。

「まず、トップダウン型ですが、これは既き存ぞんのコンピュータ・アーキテクチャ上で単純な質疑応答プログラムに徐じよ々じよに知識と経験を積ませ、学習によって最終的に本物の知性へと近づけようというものです。わたしを含め、現在人工知能と呼ばれているもののほぼ全すべてがこのトップダウン型です。つまり……わたしの持つ《知性》は、見かけ上はママたちのそれに似ていますが、実は完全に異なるものなのです。端たん的てきに言えば、わたしという存在は、『Ａと聞かれたらＢと答える』というプログラムの集合体でしかないのです」

　そう口にするユイの白い頰ほおに、かすかに寂さびしさの影のようなものが過よぎったのは目の錯さつ覚かくだろうか、とアスナは考える。

「たとえば、先ほどママに『人工知能とは何か』と問われたとき、わたしは《苦笑》と分類される表情のバリエーションを表現しました。これは、自分自身に関する問いを投げかけられたとき、パパがそのような表情で反応することが多いことから、わたしが経験的に学習した結果です。原理的には、ママの携帯端たん末まつに搭とう載さいされている予測変換辞書プログラムと何ら変わるところがありません。裏を返せば、学習していない入力に関しては、適切な反応ができないということなのです。──このように、トップダウン型人工知能というものは、現状では真に知能と呼べるレベルには達していないと言わざるを得ません。これが、先ほどリーファさんが言われた《いわゆるＡＩ》というものだと思ってください」

　言葉を切り、ユイは視線を窓の外に遠く光る月へと向けた。

「……次に、もうひとつの《ボトムアップ型人工知能》について説明します。これは、ママたちの持つ脳……脳細胞が一千億個連結された生体器官の構造そのものを、人工の電気的装置によって再現し、そこに知性を発生させよう、という考え方です」

　そのあまりにも壮そう大だい……言い換えれば荒こう唐とう無む稽けいなビジョンに、アスナは思わず呟つぶやいた。

「そ……それはちょっと無茶じゃないの……？」

「ええ」

　ユイが即座に頷うなずく。

「ボトムアップ型は、わたしの知る限り、思考実験の域を出ないまま放ほう棄きされてしまったアプローチです。もし実現すれば、そこに宿る知性は、わたしとは本質的に違う、ママたち人間と真に同じレベルにまで達しうる存在となるはずなのですが……」

　どこか遠くから視線を戻し、ユイは一息入れてから総そう括かつした。

「以上のように、現在、人工知能──ＡＩという言葉には二つの意味があるのです。ひとつはわたしやカーナビゲーション・プログラムやゲーム内ＮＰＣのような、言わば擬ぎ似じ人工知能。そしてもう一つは、概がい念ねんとしてのみ存在する、人間と同じ創造性、適応性を持つ真なる人工の知性」

「適応性……」

　アスナは鸚おう鵡む返がえしにそう呟つぶやいた。

「高適応性人工知能」

　二人とひとりの視線がさっと集まる。それを順番に見返しながら、頭のなかでもやもやと形を取りつつあるものを、ゆっくり言葉にしていく。

「もし……もし、ラースの開発しているＳＴＬが、目的じゃなく手段なんだとしたら……？　そうよ、確か、キリト君もそんな疑問を持ってるみたいだった。ラースはＳＴＬを使って何かをしようとしてるんじゃないか、って……。もし、人の魂たましいそのものの構造を解かい析せきすることによって、本物の……世界初のボトムアップ型人工知能を創つくろうとしてるんだとしたら……」

「その、真のＡＩのコードネームが《ＡＬＩＣＥ》ということですか……？」

　アスナの言葉を受けてリーファが呟き、同じくどこか呆ぼう然ぜんとした表情のシノンが続けた。

「つまり、ラースというのは次世代ＶＲインターフェース開発企業ってわけじゃなくて……ほんとは、人工知能開発を目的とした企業なの……？」

　検討を進めるにつれて、《敵》の形と大きさがどんどん漠ばくとしたものになっていく展開に、三人は思わず黙だまり込んだ。ユイさえも、得たデータを処理しきれないとでもいうかのように、きゅっと眉まゆをひそめている。

　アスナは手を伸ばし、マグカップのポップアップメニューから熱あつ々あつのお茶をリチャージすると、大きく一口飲み下した。ほっ、と息をついてから、改めて敵の戦力評価をし直すつもりで唇を開く。

「ラースが《敵》だとすると、もう単なるベンチャー企業のスケールじゃなくなってきたわね。偽にせ救急車やヘリコプターまで使って人を拉ら致ちする手口、所在すらわからない研究所にＳＴＬなんていうお化ばけマシン、その上目的が人間と同じレベルのＡＩを創ることだって言うんだから。──キリト君にラースでのバイトを紹介したのがクリスハイト……総務省の菊きく岡おかさんだったのは、あの人がＶＲ関連業界にコネが多いからとかじゃなくて、そもそもラースが国と繫つながってるからだったのかも……」

「菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうかぁ。見た目どおりのトボケメガネじゃないとは思ってたけど……。連れん絡らくは相変わらず取れないの？」

　渋じゆう面めんを作るシノンに、力なく頷うなずく。

「一昨日おとといから、電話も繫つながらないしメールも返ってこない。いざとなったら総務省の仮想課まで直接乗り込もうと思ってるけど、多分ムダでしょうね」

「だろうね……。前、キリトがあいつを尾び行こうしたけどあっさり撒まかれたって言ってたからなあ……」

　四年前のＳＡＯ事件発生直後、総務省に置かれた《被害者救出対策本部》は、事件解決後も仮想空間関連問題に対応する部署として残された。そこに所属する黒ブチ眼鏡めがねの国家公務員・菊岡誠二郎は、和かず人ととは現実世界帰き還かん直後からの付き合いらしく、現実世界では一いつ介かいの高校生に過ぎない和人をなぜか高く買っていて、死銃事件の際にも調査を依頼したりしている。

　アスナもリアルで数回会ったことがあるし、ＡＬＯ内では彼のアバターである水妖精族ウンデイーネの魔法使いメイジクリスハイトと何度もパーティーを組んだ。しかし、人当たりのよいにこやかな態度の奥にどこか底知れない部分がある気がして、今ひとつ心を許せないという印象を持っている。本人は常々、閑かん職しよくに飛ばされた窓際公務員を自称していたが、本来の所属はもっと別の部ぶ署しよなのではないか──と和人も疑っていた節ふしがある。

　謎なぞの企業ラースでのアルバイトを和人に持ちかけてきたのがその菊岡であったということもあり、アスナは和人の失しつ踪そう直後から何回も連れん絡らくを取ろうと試みているのだが、菊岡の携帯端たん末まつは常に圏けん外がいであるとの自動メッセージが応答するのみだった。

　業ごうを煮にやして直接総務省に電話をしたところ、菊岡は海外に出張中であると言われ、それなら電話が繫つながらないのも仕方ない──と思う反面、こうもタイミングがいいと、まさか和人の失踪にもあの男が関わっているのではないか、とすら疑いたくなってくる。

「でも……」

　その時、アスナとシノンのしかめ面つらを交こう互ごに見ながら、リーファがぽつりと言った。

「あの菊岡って人を通してラースと国が繫がってるとして、どうしてこうまで何もかも秘密にしなきゃならないんでしょう？　企業なら利益のために秘密を守る必要もあるんでしょうけど、国がそんな凄すごいプロジェクトを進めてるなら、むしろ大々的に喧けん伝でんするのが普通じゃないんですか？」

「それは……確かに……」

　シノンが器用に、首を捻ひねりながら頷く。

　近年、仮想空間と並んで二大フロンティアと言われている宇宙空間の開発は各国が急ピッチで進めており、外部ブースターを使わない軌き道どう往おう還かん船せんや月面有人基地、はたまた宇宙エレベータの建設計画が、米べい露ろ中ちゆうそして日本でも矢継ぎ早にアナウンスされている。それらに並ぶか、あるいは上回るインパクトがあるだろう真しん正せい人工知能の開発を、国が執しつ拗ように秘密にする理由はアスナにも思いつかなかった。

　しかしもし本当に、キリトの拉ら致ちが国家的規模の極ごく秘ひ計画に関わっているなら、ただの高校生に過ぎない自分たちにできることはもう何もないのではないか……更さらに言えば、それは警察の手ですら届かない領域なのではないか。無力感に打ちのめされそうになりながら肩かたを落としたアスナの眼めに、テーブルの上から見上げるユイの視線がぶつかった。

「ユイちゃん……？」

「元気を出してください、ママ。このアルヴヘイムでママを探していたときのパパは、ただの一度も諦あきらめたりしませんでしたよ」

「で……でも……わたしは……」

「今度はママがパパを探す番です！」

　先ほど、自分の反応はすべて単純な学習プログラムの結果だ、と言い切ったユイは、その言葉が信じられなくなるほどに優しく温かい笑みを浮かべてみせた。

「パパへと繫つながる糸は絶対に残されています。たとえ相手が日本政府でも、ママとパパの絆きずなを断ち切ることなんてできないとわたしは信じます」

「……ありがとう、ユイちゃん。わたし、諦めたりしないよ。国が敵だって言うんなら……国会議事堂に乗り込んで総理大臣を締しめ上あげてやるわ」

「その意気です！」

　愛まな娘むすめと笑いあうアスナを、微笑ほほえみながら見ていたシノンが、不意にきゅっと眉まゆを寄せた。

「……？　どうしたの、シノのん？」

「いや、その……現実問題として、もしラースが国に繫がってる研究機関なんだとしても、政府とか国会が研究の中身を何から何まで承知してるわけじゃないと思うのよ」

「うん……それで？」

「もしこれが、どこかの省庁の一部で極秘に進められてる計画なんだとしたら、絶対に隠かくし切れないものが一つあると思わない？」

「何……？」

「予算よ！　研究施設にしても、ＳＴＬにしても、巨額の予算が必要なのは間違いないよね。何億だか何十億だか、そのもっと上かは判わからないけど、そんな金額を国庫……税金からこっそりちょろまかすなんて無理だと思うわ。つまり、何らかの名目で、国の予算に計上されてるんじゃないのかしら」

「うーん、でも……ユイちゃんに検けん索さくしてもらったかぎりでは、ＶＲ技術関連でそんな大きな予算をかけてるプロジェクトは……あっ、そうか……キーワードが違う……？　ＶＲ技術じゃなくて、人工知能……？」

　アスナが視線を向けると、ユイも真剣な表情で頷うなずき、ちょっと待ってください、と言って両手を広げた。十本の指先がちかちかと紫むらさき色いろにまたたく。ＡＬＯ内からネットワークに接続しているのだ。

　三人の期待と不安に満ちた数秒の沈ちん黙もくのあと、ユイは薄くまぶたを持ち上げ、数秒前と打って変わっていかにも電子の妖よう精せい然ぜんとした抑よく揚ようの薄い声を発した。

「公表されている昨年度各省庁概がい算さん要求データにアクセスしました。人工知能、ＡＩ、その他三十八の類似キーワードを用いて検けん索さく中……十八の大学、七の第三セクターに該がい当とう名目で研究費が認可されていますがいずれも小額……文部科学省が介かい護ごロボット用ＡＩ開発プロジェクトを進めていますが無関係と判断……国土交通省の海洋資源探たん査さ艇てい開発プロジェクト……自動運転乗用車開発プロジェクト……いずれも無関係と判断……」

　その後もユイは幾いくつかの難解なプロジェクト名を挙げたが、いずれも無関係と続け、やがて小さくかぶりを振った。

「……一般会計、特別会計ともに、条件に適合する不自然な巨額予算請求は発見できませんでした。複数の小額請求に分散・偽ぎ装そうしているのかもしれませんが、その場合は公開情報からの発見は困難です」

「うーん……やっぱり、すぐそれとわかるような穴は残してないか……」

　シノンが腕組みをして唸うなる。藁わらにでもすがるような気持ちで、アスナはでも、と声を上げた。

「──いまユイちゃんが見つけたプロジェクトの中に、ラースの偽装予算が紛まぎれてるかもしれないよね。なんとかそれを見つけられないかなあ。まあ、さすがに海洋資源とかは関係ないと思うけど……いったいなんでそんな研究がヒットしたの？」

「ええと……」

　ユイは再度半はん眼がんになり、どこかのデータベースにアクセスすると、すぐに顔を上げた。

「……海底の油田やレアメタル鉱こう床しようを探すための小型潜せん水すい艇ていを自じ律りつ航こう行こうさせようという研究のようですね。その潜水艇に搭とう載さいするＡＩを開発するための予算なのですが、優先度プライオリテイに対して金額がやや大きいので検索フィルターに残ったようです」

「へえ……そんなものもロボット化されてるのね……。どんなとこで開発してるんだろう」

「プロジェクトが置かれているのは……《オーシャン・タートル》となっていますね。今年の二月に竣しゆん工こうした海洋研究目的の自走式メガフロートです」

「あ、あたしニュースで見ました」

　リーファが口を挟はさんだ。

「なんか、船っていうより海に浮くピラミッドみたいな感じなんですよ」

「そう言えば、聞いたことあるわね。オーシャン……タートル……」

　アスナは口をつぐみ、眉まゆをひそめ、しばらく俯うつむいてから、さっと顔を上げた。

「ねえ、ユイちゃん……その研究船の画像って、出せる？」

「はい、ちょっと待ってください」

　ユイが右手を振ると、地図のときと同じように卓たく上じようにスクリーンが広がり、それはたちまち海面の立体画像に変化した。さらにその中央に光が複雑なワイヤーフレームを描き出し、面をテクスチャーが埋うめていく。

　小さな海に出現したのは、確かに一見して黒いピラミッドと言いたくなる代しろ物ものだった。

　しかし真上から見ると、正方形ではなく短辺と長辺が二対三程度の長方形だ。ピラミッドの高さは短辺と同程度だろうか。表面は、細長い窓を除のぞけばつるりと滑なめらかで、ダークグレーの光こう沢たくを放っている。注視すると、どうやら正六角形のソーラーパネルがびっしりと貼はられているらしい。

　四方の角からは操そう舵だ装置らしき突とつ起きが突つき出だし、そして短辺のいっぽうには小さなビルにも見えるブリッジが伸びていた。屋上にあるＨマークはヘリポートだろうか。それがあまりにも小さいので、傍かたわらに表示されているスケールメーターに目をやると、長辺が四百メートルという驚おどろくべき数字だった。

「なるほど……、四本の足といい、四角い頭といい、ピラミッドの甲こう羅ら模も様ようといいこりゃ確かにカメに見えるね。それにしても大きいな……」

　シノンが感心したように言った。アスナはちらりとそちらを見てから、右手の人差し指で超大型船オーシャン・タートルのブリッジ部分を指差した。

「でも……ほら、頭のここんとこ、ちょっと平らに突き出してて、他ほかの動物にも見えない？」

「あー、そうですね。ちょっとブタにも見えますよね。泳ぐカメブタだぁ」

　無む邪じや気きな声でリーファが言った。

　直後、自分の言葉に打たれたかのように、両りよう眼めを見開く。唇を数度わななかせてから、掠かすれた声を絞しぼり出だす。

「亀かめでもあり……豚ぶたでもある……」

　アスナとシノン、リーファは、無言で視線を交わしたあと、声を揃そろえて叫さけんだ。




「──《ラース》！」










　　　２




　ＥＣ１３５型ヘリコプターの機体が濃こい海うみ霧ぎりの塊かたまりを抜けると、窓の向こうに一面の藍あい色いろが広がった。

　高高度を飛ぶ旅客機からの眺ながめとはまるで違う、砕くだける波は頭とうすら見て取れそうな海面の輝きに、神こう代じろ凛りん子こは、最後に海で泳いだのは何年前だろう、と考えた。

　凛子の現在の職場であるカリフォルニア工科大学のキャンパスからは、サンタモニカ湾まで車でほんの一時間だ。その気になれば毎週末に好きなだけ肌はだを焼ける環境だったが、大学に職を得てからの二年間、一度として砂浜を踏ふんだことはない。

　海風も陽光も決して嫌きらいではないものの、レジャーをレジャーとして素直に楽しめる心境に至るには、まだまだ長い時間がかかりそうだった。誰も自分を知らない異国の街で過去を漂ひよう白はくする日々は、十年や二十年で終わるものではあるまいと凛子は覚かく悟ごしていた。

　だから、二度と帰ることはないと思っていた日本の土をわずか一日にせよ踏み、そのうえ捨てたはずの過去に直結する場所へと一直線に飛行している自分を、凛子はどこか不思議な気分で眺めていた。

　四日前、思わぬ人物から受け取った長いメールを、その場で削さく除じよし、忘れ去ることもできたはずだが、なぜか凛子はそうせず、たった一晩考えただけで要よう請せいを受じゆ諾だくするむねの返事を送った。思考も記き憶おくも深く凍こおらせた二年間の日々をまったく無む駄だにする行為だと解わかっていながら、なおそうしたのだった。

　いったい何がここまで自分を衝つき動うごかし、重い因いん縁ねんの付きまとう場所へと足を向けさせたのか──。

　ロサンゼルスから東京へと飛ぶ旅客機の中で、一いつ泊ぱくした成なり田たのホテルで、そしてこの小さな航空機に乗ってからも、何度も自問したその謎なぞを、凛子は軽い吐と息いきとともに頭の奥に押しやった。見るべきものを見、聞くべきことを聞けばおのずと答えは出るだろう。

　とりあえず、最後に海水浴をしたのは十年前、何も知らなかった大学一年生の時だ。二年上の先せん輩ぱいだった茅かや場ば晶あき彦ひこを無理やり誘さそい出だし、ローンで買ったばかりの軽自動車で江ノ島に行ったのだ。自分がどのような運命に足を踏ふみ入れつつあったのか、まるで気付きもしなかった、無む邪じや気きな十八の頃……。

　遠い過去に彷徨さまよい出そうとした凛子の耳に、隣りん席せきの同乗者が、ローターの唸うなりに負けないよう張り上げた声が届いた。

「見えてきましたよ！」

　長い金きん髪ぱつをかきあげながらサングラスの下で眼めを細める同乗者の視線を辿たどると、確かにコクピットの湾曲したガラスの向こう、どこまでも広がる凪ないだ海面の一角に、小さな黒い矩く形けいが見えた。

「あれが……オーシャン・タートル……？」

　凛りん子こが呟つぶやくと同時に、黒い太陽電池パネルの一部が陽光を反射して虹にじ色いろに煌きらめいた。飛行中ずっと押おし黙だまっていた、コ・パイ席のダークスーツの男が、低い声で答えた。

「そうです。あと十分程で着ちやつ艦かんします」




　ヘリコプターは、東京・新しん木き場ばからの約二百五十キロに及ぶ長距離飛行の締しめくくりに、サービスなのか大型海洋研究母船《オーシャン・タートル》の周囲をひと回りしてから着艦体勢に入った。

　凛子は、そのあまりの威い容ように思わず眼めをみはった。船、という言葉ではまったく足りない。海にどっしりと根を下ろした巨大なピラミッドだ。全長は、世界最大の空母ニミッツ級の一・五倍。高さは二十五階建てのビル相当──等のデータは事前に調べていたが、想像と実物との間には月と地球ほどもの開きがある。

　長辺四百メートル、短辺二百五十メートルの底面積を持つ四し角かく錐すいを、光こう沢たくを持つ黒いパネルが甲こう羅らのように覆おおっている。その一枚一枚が、ホバリングするヘリコプターの影の胴どう体たい部分と同じほどの大きさだ。いったい、総建造費がどれくらいに達しているのか、凛子には見当もつかなかった。近年開発された相さがみ模わん湾おき沖レアメタル鉱こう床しようからの収益のほぼ全額がつぎ込まれているという噂うわさも、常識外れの巨きよ軀くを見ればあながち的外れとは思えない。

　この自走メガフロートの表向きの建造目的は、次なる鉱こう床しようや海底油田の発見・開発に主眼が置かれている──はずなのだが、実はその内部に次世代型フルダイブマシン、人間の魂たましいを解読するという《ソウル・トランスレーター》の研究施設が置かれている可能性がある、と一週間前のメールは告げていた。当初凛りん子こは半信半疑だったが、こうして実際に連れてこられれば、もう信じるほかはない。

　いったいなぜ、こんな何もない伊い豆ず諸島の遥はるか沖おき合あいで、よりにもよってブレイン・マシン・インターフェースの研究をしなければならないのか、その理由はさっぱり解わからない。しかし、この黒いピラミッドの奥で、茅かや場ば晶あき彦ひこの設計したナーヴギアと、それを凛子が発展させたメディキュボイドから産まれたマシンが息づいているのは確かな事実なのだ。

　二年間の海外生活は、凛子の傷を麻ま痺ひさせこそすれ、癒いやしてくれはしなかった。果たしてこの船の中で直面するものは、その傷を塞ふさいでくれるのか、あるいは搔かきむしって鮮せん血けつを流させるのか──。

　降下を始めたヘリコプターの中で、凛子はゆっくり深呼吸すると、ちらりと隣りん席せきの同乗者を見やった。サングラス越しの視線に軽く頷うなずきかけ、降りる準備を始める。

　パイロットがよほどのベテランなのだろう、機体はほとんど揺ゆれることなく、オーシャン・タートルの艦橋構造物ブリツジ屋上に設けられたヘリポートに着陸した。まず案内人役のダークスーツが俊しゆん敏びんな動作で機外に滑すべり出て、走り寄ってきた同じようなスーツ姿の男と敬礼を交わし合う。

　続いてハッチに向かった凛りん子こは、手を貸そうとする男にかぶりを振ると、ジーンズを穿はいてきてよかったと思いながら四十センチほどの落差を飛び降りた。スニーカーのソールが捉とらえた人工の地面は、そこが船上とは思えないほどどっしりと安定している。

　続けて同乗者が、金きん髪ぱつを眩まばゆく煌きらめかせながら機外に出ると、サングラスを太陽に向けて大きく背を伸ばした。凛子も倣ならって両手を広げ、胸いっぱいに潮しおの香りがする空気を吸い込んだ。

　ヘリポートで待っていたほうの男が、よく灼やけた肌はだに生き真ま面じ目めな表情を浮かべながら、凛子に向かってさっと敬礼した。

「神こう代じろ博はか士せ、オーシャン・タートルへようこそ。そちらが……」

　男の視線が同乗者に向くのを見て、頷きながら紹しよう介かいする。

「助手のマユミ・レイノルズです」

「Ｎｉｃｅ　ｔｏ　ｍｅｅｔ　ｙｏｕ」

　滑なめらかな英語とともに同乗者が差し出した右手を、ややぎこちなく握にぎり返かえし、男も名乗った。

「私は、お二人のご案内を命じられました中なか西にし一いつ等とう海かい尉いです。お二人の荷物は後ほどキャビンに運ばせますので、さあ、どうぞこちらへ──」

　右手を、ヘリポートの一いつ端たんに見える階段へ伸ばしながら、男は続けた。

「菊きく岡おか二に佐さがお待ちです」




　艦かん橋きようビルディング内の空気はまだ真夏の熱気と太平洋の塩気を含んでいたが、エレベーターと長い通路を経てオーシャン・タートル本体──黒いピラミッドの内部へと続く分ぶ厚あつい金属扉とびらをくぐった途と端たん、冷たく乾かわいた風が凛子の顔を叩たたいた。

「船じゅうこんなにエアコンが効きいてるの？」

　思わず、前を歩く中西一いち尉いに訊たずねると、若い自衛官は上体を捻ひねって頷うなずきながらこともなげに言った。

「ええ。精密機械が多いので、常に気温二十三度前後、湿度五十パーセント以下に保たれています」

「電力は太陽発電だけでまかなってるわけ？」

「まさか、ソーラーモジュールでは需じゆ要ようの一割も満たせません。主機は加圧水型原げん子し炉ろを使用しています」

「……そう」

　いよいよもって何でもありね、と軽く頭を振る。

　明灰色のパネルを貼はられた通路には、人の姿はまったくなかった。事前にざっと資料を読んだ限りでは、百近くにも及ぶ研究プロジェクトが入居しているはずだが、容いれ物ものが巨大なぶんスペースにはかなり余よ裕ゆうがあるらしい。

　右に折れ、左に折れしながら二百メートルほども歩くと、前方突つき当あたりのドアの手前に、紺こん色いろの制服を着込んだ男が待ち受けていた。警備会社のユニフォームにも思えるが、中なか西にしを見るやサッと敬礼したその仕し草ぐさはやはり民間人のものではない。

　答礼し、中西はきびきびした口調で言った。

「招しよう聘へい研究員の神こう代じろ博はか士せと助手のレイノルズさんがＳ３区画に入ります」

「確認します」

　警備員は、手にしていた金属製の端たん末まつ機きを開くと、射い貫ぬくような視線を凛りん子この顔とモニタの間で往復させた。頷うなずき、次いで凛子の背後に立つ研究助手を見るや、きれいに髭ひげをあたった口元を動かす。

「失礼ですが、サングラスを外して頂けますか」

「Ｉ　ｓｅｅ」

　大きなレイバンを持ち上げた研究助手の、艶つややかな金きん髪ぱつか、抜けるように白しろい肌はだのどちらかに少しばかり眩まぶしそうに眼めを細め、警備員はもう一度頷いた。

「確認しました。どうぞ」

　ほっ、と息を吐はき、凛子は微び苦く笑しようしながら中西に言った。

「ずいぶん厳重なのね。こんな海のど真ん中なのに」

「これでも、ボディチェック等は省略しているんですよ。金属・爆発物探知機は三回ほど潜くぐっていますが」

　答えながら、スーツの胸から外したプレートをドア脇わきのスリットに差し込み、右手の親指をセンサーとおぼしきパネルに押し当てる。約一秒後、ドアは軽いモーター音とともにスライドし、オーシャン・タートル中ちゆう枢すう部ぶへの入り口を開いた。

　やけに分ぶ厚あついドアを抜けると、その先の通路はさらに低温の空気とオレンジがかった照明、かすかな機械類の唸うなりに満たされていた。かん、かんと響ひびく三人の足音を意識しながら、南洋に浮かぶ船の中とはとても思えない空間を数十メートル歩くと、先導する中西がとあるドアの前で足を止めた。

　見上げると、簡素なプレートには【第だい一いち制せい御ぎよ室しつ】の文字。

　ついに、茅かや場ば晶あき彦ひこ最後の遺い産さんが息づく場所まで来てしまった。凛子は息を詰つめながら、再びセキュリティチェックを行う自衛官の背中を眺ながめた。

　ここが、意識を凍こおらせあてどなく彷徨さまよった二年間の終着点となるのか。

　それとも、新たな道の開始点なのか──。

　重々しく横に動いた扉とびらの向こうは、何かを暗示するような深い闇やみに包まれていて、凛子はしばらく動けなかった。闇は拒きよ絶ぜつするでも、誘さそうでもなく、ただ無言で選択を迫っている。

「……先生」

　背後から研究助手に声をかけられ、はっと我に返る。中西はすでに暗い部屋に数歩踏ふみ込こみ、振り向いて凛りん子こを待っていた。よくよく見ると《第だい一いち制せい御ぎよ室しつ》の内部は完全な暗くら闇やみではなく、床ゆかにオレンジ色のマーカーが瞬またたき、奥には青白い照明がぼんやり滲にじんでいる。

　凛子は大きく深呼吸してから、意を決して右足を前に出した。続いて助手が入室するやいなや、背後でドアが閉まった。

　巨大なネットワーク機器やサーバー群の間を縫ぬうように床のマーカーを辿たどり、ようやく機械の谷間を抜けた途と端たん、凛子は啞あ然ぜんと眼めを見開いた。

「…………え……!?」

　喉のどから無意識の声が漏もれる。正面の壁が一面大きな窓になっていて──その向こうに、信じられないものが見えたのだ。

　街……いや、都市か。しかしどう見ても日本の都市ではない。建物はすべて白はく亜あの石造りで、不思議な丸屋根を持っている。ほとんどが二階建てかそれ以上の規模なのに、ミニチュア風に見えるのはそこかしこに巨大な樹じゆ木もくが根と枝葉を広げているからだ。

　同じく白い石いし畳だたみの道路は、無数の階段やアーチを成して樹き々ぎの間をくぐり、そこを歩く沢たく山さんの人間たちは──これも明らかに現代人ではなかった。

　背広の男性やミニスカートの女性は一人としていない。皆、ゆったりしたシルエットのワンピースや革製のベスト、地面に引きずりそうな貫かん頭とう衣いといった中世風の衣い装しようを身に着けている。頭とう髪はつは、金から茶色、黒まで様々で、眼を凝こらしても顔立ちは西洋人とも東洋人とも即断できない。

　いったいこれは何ど処こなのだろう。いつの間にか、研究船の中から地下世界か何かに移動してしまったのか。呆ぼう然ぜんとしながら凛子が視線を動かすと、どこまでも広がる街並みの向こうに、一ひと際きわ純白に輝く巨大な塔とうが見えた。四つの副塔を従えた主塔の上部は、窓まど枠わくに収まりきれずに遥はるか青空の彼方かなたと伸びている。

　塔の天てつ辺ぺんを視界に入れるべく、数歩前に進んだところで、凛子はようやく眼前の光景が窓ではなく大画面のモニタパネルに映し出された映像であることに気付いた。直後、天てん井じようで控えめな照明が点灯し、部屋から暗くら闇やみを追おい払はらった。




「オーシャン・タートルへようこそ」




　不意に右側からそんな声が聞こえ、凛子はさっと視線を動かした。

　小劇場のスクリーンほどもありそうなモニタパネルの手前には、幾つものキーボードとサブモニタを備えたコンソールが伸び、そこに二人の男の姿があった。

　椅い子すに掛ける一人は、背を向けたまま忙せわしなくキーを叩たたいている。しかし、腰をコンソールの縁ふちに乗せたもう一人の男が、凛子と視線が合った途端、眼鏡めがね越ごしにニッと笑みを浮かべた。

　かつて何度か見た、人ひと懐なつこそうでありながらまるで内面を見通せない笑顔。総務省に出向中の自衛官、菊きく岡おか誠せい二じ郎ろう二等陸りく佐さである。しかし──。

「……何なんですか、その格好は？」

　二年ぶりに会う人間への挨あい拶さつがわりに、凛りん子こは顔をしかめながら訊たずねた。隙すきのないスーツ姿の中なか西にし一いち尉いと手早く敬礼を交わす菊岡二佐は、青い久く留る米め絣がすりの浴衣ゆかたに紬つむぎの角かく帯おび、そのうえ裸足はだしに下げ駄た履ばきという出いで立たちなのだ。

「それでは、私はここで失礼致します」

　凛子にも敬礼して中西が去り、機械群の向こうでドアの開閉音がすると、直立していた菊岡は再びだらりとコンソールに寄りかかり、やや錆さびの入ったソフトな低音で言い訳をした。

「だって、こんな海のど真ん中にもう一ヶ月もいるんだよ。いつまでも制服なんか着てられないよ」

　さっと両手を広げ、再び破顔する。

「──神こう代じろ博はか士せ、それにレイノルズさん、遠路はるばるご苦労様でした。我らが《ラース》にお運び頂けて本当に嬉うれしいよ、何度も声を掛けた甲か斐いがあった」

「ま、来てしまったことだし、しばらくお世話になります。お役に立てるかどうかは保証できないけど」

　凛子がぺこりと会え釈しやくすると、隣となりで助手もそれに倣ならった。菊岡はわずかに眉まゆを持ち上げ、助手の豪ごう奢しやな金きん髪ぱつに眼めを止めていたが、すぐに笑顔に戻って言った。

「貴女あなたは、僕がこのプロジェクトにどうしても必要だと考えていた三人の人間の、最後の一人なんだよ。これでついに、三人ともこの海うみ亀がめの腹に集つどったわけだ」

「ふうん。なるほどね……そのうちの一人は、やっぱり君だったのね、比ひ嘉が君」

　凛子が声を掛けると、いままでずっと背中を見せていた二人目の男が、手を止めて椅い子すごとくるりと向き直った。

　長身の菊岡と並ぶと、いっそう小こ柄がらに見える。ブリーチした髪かみを剣けん山ざんのように逆さか立だて、無ぶ骨こつなデザインの丸まる眼鏡めがねを掛けている。色落ちしたＴシャツに七分丈たけのジーンズ、かかとを潰つぶしたスニーカー履きという格好は、大学生の頃とまるで変わっていない。

　五、六年ぶりに会う比嘉タケルは、体格に見合った童顔に照れたような笑みを浮かべ、口を開いた。

「そりゃもちろんボクっスよ。重しげ村むらラボ最後の学生として、先せん輩ぱい方の志こころざしは継つがないと」

「まったく……相変わらずね、君は」

　東とう都と工こう業ぎよう大だい学がく電気電子工学科重村研究室に於おいて、茅かや場ば晶あき彦ひこと須す郷ごう伸のぶ之ゆきという巨大な二つの個性の陰かげに隠かくれていた感のある比嘉が、いつの間にかこのような極ごく秘ひの大規模プロジェクトに深く関わっていようとは。そんな感かん慨がいを覚えながら、凛子は手を伸ばしてかつての後こう輩はいと軽い握あく手しゆを交わした。

「……で？　三人目は、どこの誰なんです？」

　もう一度菊きく岡おかに向き直ってそう訊たずねると、自衛官は相も変わらぬ謎なぞめいた笑みを浮かべ、短く首を振った。

「残念ながら、今は紹しよう介かいできないんだ。折を見て、数日中に……」




「じゃあ、代わりにわたしが名前を言ってあげるわ、菊岡さん」
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　──と言ったのは、凛りん子こではなく、今まで背後で影のようにひっそりとしていた《助手》だった。

「なにっ……!?」

　啞あ然ぜんと目を見開く菊岡の顔を、してやったりと眺ながめながら、凛子は一歩退ひいて彼女に場所を譲ゆずった。

　勢いよく進み出た《助手》は、右手で金きん髪ぱつのウィッグを、左手で大きなサングラスをむしり取るように外すと、はしばみ色の瞳ひとみでまっすぐに菊岡を見み据すえて続けた。

「キリト君を、どこに隠かくしたの？」

　恐おそらく、驚きよう愕がくという感情にあまり馴な染じみがないのであろう二等陸りく佐さは、何度か口を動かしては閉じるということを繰くり返かえしてから、ようやく囁ささやくような声で言った。

「……研究助手の身元確認は、カリフォルニア工科大学の学がく籍せきデータベースから得た写真で多重チェックしたはずだが」

「ええ、わたしも先生も、何回も嫌いやってほど顔をじろじろ見られたわよ」

　大学で凛りん子この助手を務めるマユミ・レイノルズの身元証明を隠かくれ蓑みのに、ついにオーシャン・タートルの中ちゆう枢すうまで潜せん入にゆうしてのけた《閃せん光こう》アスナこと結ゆう城き明あ日す奈なは、背筋を伸ばして菊きく岡おかの視線をまっすぐ受け止めながら答えた。

「ただ、学籍データベースの写真は事前にわたしの顔に差し替え済みですけどね。うちには、防壁破りが得意な子がいるものですから」

「ちなみに、本物のマユミは今ごろサンディエゴで肌はだを焼いてるわ」

　付け加え、凛子はにっこりと笑ってみせた。

「さて、これで、なぜ私が突とつ然ぜんあなたの招しよう聘へいに応じる気になったか解わかって貰もらえたかしら、菊岡さん？」

「ああ……大変よく解った」

　指先でこめかみを押さえながら、菊岡は力なく首を振った。突然、今まで凛子たちのやり取りをぽかんとした顔で傍ぼう観かんしていた比ひ嘉がが、くっくっと笑い声を上げた。

「ほら、だーから言ったじゃないッスか菊さん。あの少年は、この計画における最大のセキュリティホールだって」




　四日前の七月一日、【結城明日奈】という名の差出人からプライベート・アドレスに届いたメールは、半なかば世捨て人として自宅とキャンパスを往復するだけの日々を送っていた凛子の心を大いに揺ゆさぶる内容だった。

　凛子が、日本を発たつ前に厚こう労ろう省しようへ技術提供した医療用フルダイブ機《メディキュボイド》。その設計を基にした《ソウル・トランスレーター》なる怪物的マシンの開発が、ラースという謎なぞの機関によって進められていると明日奈は書いていた。

　人間の魂たましいそのものにアクセスするというそのマシンの目的は、恐おそらく世界初のボトムアップ型人工知能を作り出すこと。実験に協力していた少年、あの桐きりヶが谷や和かず人とが病院から昏こん睡すい状態のまま拉ら致ちされ、その行き先は恐らく進水したばかりの巨大海洋研究母船オーシャン・タートルであり、全すべてを企たくらんだ黒幕はＳＡＯ事件に当初から深く関わり続けた公務員・菊岡誠せい二じ郎ろうである疑いがある──という、一読しただけでは容易に信じられない話が続いていた。

【神こう代じろ博はか士せのメールアドレスは、キリト君のＰＣ内のアドレス帳から見つけました。先生だけが、私をラースへ、キリト君のところへ導いてくれるただ一つの可能性なのです。どうか、力を貸してください】──。

　メールはそう結ばれていた。

　凛子は、激しく動どう揺ようしながらも、結城明日奈の言葉は真実であろうと直感した。なぜなら、一年ほど前から、菊岡誠二郎二等陸りく佐さの名で次世代型ブレイン・マシン・インターフェースの開発プロジェクトへの参加要よう請せいが再三届いていたからである。

　モニタから顔を上げた凛りん子こは、自宅コンドミニアムの窓越しに広がるパサデナの夜景を眺ながめながら、日本出国前に一度だけ会った桐きりヶが谷や少年の顔を思い描いた。

　須す郷ごう伸のぶ之ゆきが企たくらんだ違法人体実験の顚てん末まつを説明した彼は、最後にためらいがちに付け加えた。仮想世界内で、茅かや場ば晶あき彦ひこの《幻影》と会話をしたこと、そしてその幻影は、何らかの意図を秘めて桐ヶ谷少年にシュリンク版《カーディナル・システム》を託たくしたということを。

　思えば、茅場晶彦が自らの命に幕を引くために使った高密度・高出力の大脳パルス走そう査さ機きこそがメディキュボイドの、ひいてはソウル・トランスレーターの原型である。結局、全すべては繫つながっており、何も終わってはいなかったのだ。ならば、今になって結ゆう城き明あ日す奈なからのメールが届いたのも必然なのではないか──？

　一晩かけて心を決めた凛子は、明日奈に要請を承しよう諾だくするむねの返事を送った。




　危険な賭かけではあったが、こうして菊きく岡おか誠せい二じ郎ろうの驚おどろき顔が見られただけでもはるばる太平洋を横断した甲か斐いはあった、と凛子は微び笑しようした。ＳＡＯ事件直後からあれこれ暗あん躍やくし、何もかも思うままにコントロールしてきた感のある菊岡からついに一本取ったわけだが、しかしまだまだ安心するのは早すぎる。

「さて、ここまで来たら、何もかも白状してくれてもいいんじゃないかしら……菊岡さん？　自衛官のあなたが、どうして総務省の窓際課長なんて偽装身分カバーを使ってまでＶＲワールドに首を突つっ込こみつづけたのか、このでっかい亀かめのお腹なかで何を企んでるのか、そして……何のために桐きりヶが谷や君を拉ら致ちしたのか」

　畳たたみ掛かけるように凛子が言うと、菊岡は左右に首を振りながら長い溜ため息いきをつき、相変わらず内心の読めない笑顔を浮かべた。

「まず、最初に誤解のないよう言っておきたいんだが……確かにキリト君を少々強引なやり方でラースに招待したのは申し訳なかった。でも、それはどうにかして彼を助けたかったからだよ」

「……どういう意味？」

　腰こしに剣があったらとうに柄つかへ手をかけているであろう表情で、明日奈が一歩詰つめ寄よる。

「キリト君が《死銃事件》の逃亡犯に襲しゆう撃げきされ、昏こん睡すい状態に陥おちいったことを僕はその日のうちに知った。彼の脳が、低酸素状態による損傷を受け、そしてそのダメージは現代医学では治ち療りよう不可能であるということもね」

　明日奈の顔がさっと強こわ張ばる。

「治療……不可能……？」

「脳の、重要なネットワークを構成していた神経細胞の一部が破は壊かいされてしまったんだ。あのまま入院していても、彼がいつ目覚めるかはどんな医者にも解わからなかったろうね。あるいは、永遠に眠ねむったままか……おっと、そんな顔をしないでくれたまえアスナ君。さっき、現代医学では、と言ったろう？」

　菊きく岡おかは、この十数分で最も真しん剣けんな表情を作り、続けた。

「だが、世界中でもこのラースにだけ、キリト君を治ち療りよう可能な技術が存在するんだ。君ももうよく知っているＳＴＬ、ソウル・トランスレーターだよ。死んだ脳細胞は治療できないが、しかし、ＳＴＬで直接フラクトライトを賦ふ活かつすればネットワークの再生を促そく進しんすることはできる。時間はかかるがね」

　浴衣ゆかたの袖そでから伸びる逞たくましい右腕が、天てん井じようを指差す。

「キリト君は今、このメインシャフトの上部に設置されたフルスペックＳＴＬの中にいるよ。六本木の分室にあるリミテッドバージョンでは精細なオペレーションができないので、どうしてもここに来てもらう必要があったんだ。治療が終わり、彼の意識が戻ったら、ご家族やアスナ君にすべて説明したうえでちゃんと東京に送り届けるつもりだったんだよ」

　そこまで聞いたとたん、ふらりと明あ日す奈なの体が揺ゆれ、凛りん子こは慌あわてて手を伸ばして支えた。

　恐おそるべき洞どう察さつ力りよくと意思力を発揮し、愛する少年のもとへと一直線に突つき進すすんできた少女は、ここに来て緊きん張ちようの糸が切れたかのように一いつ滴てきだけ大おお粒つぶの涙なみだをこぼしたが、気き丈じようにそれを拭ぬぐって再びしっかりと立った。

「じゃあ、キリト君は無事なんですね？　また元気になるんですね？」

「ああ、約束しよう。彼の治ち療りよう態勢はどんな大病院にも劣るものではないよ、専任の看かん護ご師しさえついている」

　菊きく岡おかの真意を見み透すかそうとするような強い視線を数秒間ぶつけたあと、明日奈はごく小さく頷うなずいた。

「……解わかりました、今はあなたを信じます」

　それを聞いて、ほっとしたように菊岡は肩かたの力を抜いた。そんな彼に向かって、凛子は一歩進み出ながら訊たずねた。

「でも、そもそもなぜＳＴＬの開発に桐きりヶが谷や君が必要だったの？　こんな何もない海の真ん中に隠かくすほどの極ごく秘ひプロジェクトに、どうしていち高校生である彼を？」

　隣となりの比ひ嘉がと顔を見合わせてから、菊岡はやれやれ、というように肩をすくめた。

「それを説明しようとすると、すごく長い話になるんだけどね」

「構わないわ、時間はたっぷりあるんだし」

「……全部聞くからには、神こう代じろ博はか士せにはちゃんと開発を手伝ってもらいますよ」

「聞いてから決めるわ」

　少々恨うらめしそうな顔を作った自衛官は、これ見よがしに溜ため息いきをついてから、浴衣のたもとを探って小さなチューブを引っ張り出した。何かと思えば、安っぽいラムネ菓が子しだ。二、三粒つぶ口に放り込んでから、凛子たちに向かって差し出す。

「食べます？」

「……いえ、結構」

「これ、イケるのになぁ。……さてと、お二人は、ＳＴＬの概がい要ようはもうご存知と思っていいのかな？」

　明あ日す奈ながこくりと首しゆ肯こうした。

「人の魂たましい……《フラクトライト》を解読して、現実と全く同じクオリティの仮想世界にダイブさせる機械」

「ふむ。では、プロジェクトの目的については？」

「ボトムアップ型の……《高適応性人工知能》の開発」

　ぴゅうっ、と口くち笛ぶえを鳴らしたのは比ひ嘉がだった。丸まる眼鏡めがねの奥の目に賞しよう賛さんの色を浮かべ、信じられない、というように首を振る。

「驚おどろいたなぁ。キリト君もそこまでは知らなかったはずッスけどね。どうやってそんなことまで調べ上げたんスか？」

　明日奈は、比嘉の人物を確かめるような視線を向けながら、固い口調で答えた。

「……キリト君が言ってたのを聞いたんです。アーティフィシャル・レイビル・インテリジェンス、って言葉を……」

「ははぁ、なるほどね。六本木の保守態勢も点検したほうがいいッスよ、菊きくさん」

　にやにや顔の比嘉の言葉を、菊きく岡おかはしかめ面つらで受け流す。

「キリト君からある程度の情報漏もれがあることは覚かく悟ごしていたよ。そのリスクを勘かん案あんしても、彼の協力が不可欠だったことは君も納なつ得とくしていたはずだ……で、どこまで話したかな？　そう、高適応性人工知能だったね」

　もう一ひと粒つぶ振り出したラムネを空中に弾はじき上げ、器用に口で受け止めてから、二等陸りく佐さは国こく文ぶんの教師然とした風ふう貌ぼうにそぐわしい口調で続けた。

「ボトムアップ型、つまり我々人間の意識の構造をそのまま再現した人工知能の創造は、長いあいだ夢物語だと思われていた。意識の構造、と言ってもそれがどのような形をしていて、何で出来ているのかすらさっぱり解わからなかったんだからね。──だが、神こう代じろ先生が提供してくださったデータをもとに、この比嘉君がひたすら解像力を高めて作り出したソウル・トランスレーターは、ついに人間の魂……我々が《フラクトライト》と呼ぶ量りよう子し場ばを捉とらえることに成功したわけだ。ここまで来れば、ボトムアップ型人工知能の開発は成功したも同然だ、と我々は考えた。なぜだか解るかい？」

「人の魂を読み取れるなら、あとはそれをコピーすればいい……そういうことね？」

　かすかな戦せん慄りつを覚えながら、凛りん子こはそう口にした。

「もちろん、魂のコピーを保存するためのメディアという問題があるでしょうけれど……」

「そう、その通りだ。従来の量子コンピュータ研究に用いられてきたゲート素子では、とても容量が足りないからね。そこで、これも巨費を投じて開発されたのが《光ひかり量りよう子しゲート結晶体》……通称《ライトキューブ》というものだ。一辺五センチのプラセオジミウム結晶構造体の中に、人間の大脳とほぼ同容量、百億キュービットのデータを保存することができる。つまり……我々はすでに、人の魂たましいの複製には成功しているんだ」

「…………」

　指先がすうっと冷えていく感覚をごまかすために、凛りん子こは両手をぐっとジーンズのポケットに差し込んだ。隣となりに立つ明あ日す奈なの横顔も、色を失っているようだ。

「……なら、もう研究は成功しているってことじゃないの。なぜ今いま更さら私を呼ぶ必要があったの？」

　畏おそれを悟さとられないように、お腹なかに力を入れながら問とい質ただす。もう一度比ひ嘉がと視線を交わした菊きく岡おかは、唇の左ひだり端はしに虚きよ無む感かんのにじむ笑みを漂ただよわせ、ゆっくり頷うなずいた。

「そう、魂の複製には確かに成功した。しかしね、我々は愚おろかにも気付いていなかったのさ。人間のコピーと、真の人工知能のあいだには途と方ほうもなく深く広い谷が広がっていることに。……比嘉君、例のあれ、見せてやりたまえよ」

「ええー、もう勘かん弁べんしてくださいよ。あれやるとめちゃくちゃ凹へこむんスよ」

　心底嫌いやそうに首を振る比嘉だったが、ひとつため息をつくと、不ふ承しよう不ぶ承しようという様子でコンソールに指を走らせた。

　突とつ然ぜん、謎なぞの異郷都市を映し出していた巨大スクリーンが暗転した。

「それでは、ロードします。コピーモデルＨＧ００１」

　たん、と比嘉がエンターキーを叩たたくと同時に、スクリーンの中央に複雑な形の放射光が浮かび上がった。中央は白に近く、先せん端たんに行くほど赤くなる光の棘とげが、不規則に伸しん縮しゆくしながらうごめいている。

『……サンプリングは終わったんスか？』

　不意に頭上のスピーカーから声が降ってきて、凛子と明日奈はびくりと体を震ふるわせた。比嘉自身の声に聞こえる。しかし、薄うすく金属質のエフェクトがかかっているせいか、語尾にざらりとした質感がある。

　椅い子すに座る比嘉は、コンソールから伸びるフレキシブルマイクを引き寄せると、自分と同じ声に向かって答えた。

「ああ、フラクトライトのサンプリングは全すべて問題なく終了したッスよ」

『そうか、そりゃよかった。でも……どうしたんだろ、真っ暗ッスよ。体も動かない。ＳＴＬの異常ッスか？　悪いけど、マシンから出してくれ』

「いや……残念だが、それはできないんス」

『おいおい、何だ、何を言ってるんスか？　あんたは誰だ？　聞き覚えのない声ッスね』

　比嘉は背筋を緊きん張ちようさせると、ひとつ間を置いてから、ゆっくりとした口調で答えた。

「ボクは比ひ嘉がっス。比嘉タケル」

『…………』

　赤い光のトゲトゲが、突とつ然ぜんぎゅっと収しゆう縮しゆくした。しばしの沈ちん黙もくのあと、何かに抗あらがうように、鋭するどい先せん端たんを一杯に伸ばす。

『馬鹿な、何を言ってるんスか。俺おれが比嘉だ。ＳＴＬから出れば解わかる！』

「落ち着け、取り乱すな。キミらしくないッスよ」

　ここにきて、ようやく凛りん子こは眼前で展開している一幕の意味を悟さとった。

　比嘉は、自らの魂たましいのコピーと会話をしているのだ。

「さあ、よく考え、思い出すんス。キミの記き憶おくは、フラクトライトのコピーを取るためにＳＴＬに入ったところで途と切ぎれているはずッス」

『……それがどうした。当然だろう、スキャン中は意識がないんだから』

「ＳＴＬに入る前に、キミは自分に言い聞かせたッスよね？　もし、目覚めたとき周りが真っ暗で、体の感覚がなかったら、その時は冷静に受け入れなくてはならない。自分が、ライトキューブに保存された、比嘉タケルのコピーだということを」

　再び、ある種の海生生物のように、光が小さく縮こまった。長い静せい寂じやくに続いて、弱々しく二、三本のトゲを伸ばす。

『……噓うそだ、そんなことは有り得ない。俺はコピーじゃない、オリジナルの比嘉タケルだ。俺には……俺には記憶がある。幼よう稚ち園えんの頃から、大学、オーシャンタートルに乗るまでの詳しよう細さいな記憶が……』

「そうッスね、だがそれも当たり前のことッス。フラクトライトの保持する記憶もまたすべてコピーされたんスから……。コピーとは言っても、キミが比嘉タケルであることは間違いない。なら、何者にも負けない知性を備えているはずッスよ。状況を冷静に受け入れよう。そして、ボクたちの共通の目的を達成するため、力を合わせよう」

『…………ボクたち……ボクたちだって……？』

　金属的なコピーの声に、生なま々なましい感情の揺ゆれを聞き取った瞬しゆん間かん、凛子の両腕が激しく粟あわ立だった。これほど残ざん酷こくでグロテスクな《実験》を、凛子はこれまで見たことはなかった。

『……嫌いやだ……嫌だ、信じない。俺はオリジナルの比嘉だ。これは何かのテストなんだろう？　もういいよ、ここから出してくれ。菊きくさん……そこにいるんだろう？　悪趣味な冗じよう談だんはやめて、俺を出してくれよ』

　それを聞いた菊きく岡おかは、陰いん鬱うつな表情を浮かべながら身をかがめ、マイクに口を寄せた。

「……僕だ、比嘉君。いや……もうＨＧ００１と呼ばなければならない。残念だが、君がコピーバージョンだというのは本当のことなんだ。スキャンの前に、君は何度もカウンセリングを受け、僕や他ほかの技術者と話し合い、自らがコピーであることを受け入れるための準備をしたはずだ。そしてそれが可能であるという確信を得てＳＴＬに入ったはずだ」

『だが……だが、こんな……こんなものだとは誰も教えてくれなかった！』

　コピーの激げきした絶ぜつ叫きようが第一制せい御ぎよ室しついっぱいに響ひびいた。

『俺おれは……俺のままなんだ！　コピーならコピーだと実感できてもいいじゃないか……こんな……こんなのは酷ひどすぎる……嫌いやだ……出してくれ！　俺をここから出せよ！』

「落ち着け、冷静になるんだ。ライトキューブのエラー訂てい正せい機能は生体脳ほど高くない、論理的思考を失うとどうなるか、その危険性も君は知っているはずだ」

『俺は論理的だ！　比ひ嘉がタケルなんだぞ！　何なら、そこの偽にせ物ものと円周率の暗あん誦しよう競争でもしてみるか!?　そら、始めるぞ！　３・１４１５９２６５、３５８９７９３２、サンバチヨウログニーログヨディル、ディル、ディッディッディル、ディルディルディルディルディ────────────』

　赤い光が、スクリーン一杯に爆発したかのように広がり、中心部分から暗転して消え去った。小さなノイズをひとつ残してスピーカーも沈ちん黙もくする。

　比嘉タケルはもう一度、とてつもなく長いため息をついたあと、コンソールのキーを力なく叩たたきながら呟つぶやいた。

「崩ほう壊かいしたッス。四分二十七秒」




　うっ、というこもった声が聞こえ、凛りん子こはいつの間にか握にぎり締しめていた両手を開いた。掌てのひらが冷たい汗あせで濡ぬれている。

　見ると、明あ日す奈なが右手で口くち許もとを押さえていた。その様子に気付いた菊きく岡おかが、広いコンソールに幾いくつも備えられているキャスター付きの空あき椅い子すを一脚、そっとこちらにスライドさせてきた。受け取め、真っ青な顔の明日奈をそこに座らせる。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　聞くと、少女は顔を上げ、気き丈じように頷うなずいた。

「ええ……、すみません。もう平気です」

「無理しないで。少し眼めを閉じてたほうがいいわ」

　手を乗せた明日奈の両肩かたからふうっと力が抜けるのを確認し、改めて菊岡の顔を睨にらみながら凛子は言った。

「……悪趣味にも程があるわね、菊岡さん」

「申し訳ない。だがこれは、直接観みてもらう以外に説明は不可能だということも、もう解わかってもらえたろう」

　首を振りながら、自衛官は嘆たん息そく混まじりに続ける。

「この比嘉君は、百四十近いＩＱを持つ天才だ。その彼のコピーにして、己がコピーであるという認識に耐えることができないんだ。私を含め、十人以上の人間のフラクトライトを複製したのだが、結果は一いつ緒しよだった。例外なく、ロードしてから平均三分で思考ロジックが暴走し、崩ほう壊かいしてしまう」

「ボク、普段あんなふうに喚わめいたりすることぜんぜんないし、《俺おれ》っていう一人称もほとんど使わないんスよ。それは、凛りん子こ先せん輩ぱいなら知ってると思いますけど」

　とてつもなくげんなりした顔の比ひ嘉がが言葉を繫つないだ。

「これはもう、コピー元になった人間の知的能力や、複製に対するメンタルケアとかそういう問題じゃなくて、ライトキューブに丸ごとコピーしたフラクトライトの持つ構造的欠けつ陥かんなんだと考えてるッス。あるいは……──神こう代じろ先輩は、《脳共鳴》って言葉、知ってます？」

「え？　脳共鳴……たしか、クローン技術に関係したことだったような気がするけど、詳くわしくは……」

「まぁ、オカルトもんのヨタ話なんスけどね。もし、オリジナルとまったく同一のクローン人間を作ることができたら、二人の脳から発生する磁じ気きがマイク・ハウリングみたいに共鳴しあって、両方とも吹っ飛んじゃうって、そういう話っス。それは眉まゆ唾つばとしても──もしかしたら、ボクら人間の意識は、自分がユニーク存在じゃないっていう認識には根源的に耐えることができないのかもしれません……おや、胡う散さん臭くさそうな顔してるッスね。もしよかったら、凛子先輩もコピー取って試してみます？」

「絶対にお断りだわ」

　怖気おぞけをふるいながら凛子は言下に否定した。黙だまり込んだ三人に代わって、今まで椅い子すの上で瞼まぶたを閉じていた明あ日す奈なが細い声で言った。

「……菊きく岡おかさんはＡＬＯで何度か会ったことがあると思いますけど、トップダウン型人工知能のユイちゃんも言ってました……。人間の意識とは構造からしてまったく違うはずのあの子でも、自分のコピーを作るのは恐おそろしいそうです。もし、何らかの事故でバックアップが解かい凍とうされて動き出したら、多分わたしたちは互たがいを消滅させるために戦わざるを得ないでしょう、って……」

「へえ、それは興味深いッスね。とても興味深い」

　途と端たん、比嘉が眼鏡めがねを押し上げながら身を乗り出す。

「ずるいなあ、菊さんだけ。今度ボクもぜひ会わせて欲しいな。うーん、そうか……やっぱり、完成された知性の複製は不可能ってことなんスかね……あるいは、知性ってのはユニークであることが存在の大前提条件なのか……」

「でも、じゃあ……」

　凛子は少し考えてから、両手を小さく広げながら菊岡に向かって言った。

「魂たましいのコピーに成功したのは両手放しに凄すごい成果だと思うけど、あなたたちの研究そのものは、最終的には失敗だったってことなの？　いくら遣つかったのか知れないけど、公的資金でこれだけのものを作っておいて……？」

「いやいやいや」

　菊きく岡おかは大きな苦笑を浮かべた顔を横に振った。

「もしそれが結論なら、今ごろ僕の首は成層圏まですっ飛んでるよ。僕だけじゃない……統とう合ごう幕ばく僚りよう監かん部ぶの偉えらいさんも数人まとめて討うち死じにだ」

　またしてもラムネのチューブを掌てのひらの上で傾け、それが空からだと知ると今度は反対側の袂たもとから白いキャラメルの箱を取り出して一ひと粒つぶくわえる。

「実のところ、このプロジェクトはそこが出発点なんだと言ってもいい。出来合いの魂たましいのコピーは不可能だ、というね。……丸ごとコピーが無理なら、じゃあどうすればいいと思います、博はか士せ？」

「……私も頂ちよう戴だいしていいかしら、それ」

　菊岡が嬉うれしそうに差し出すキャラメルを左手で受け取り、包み紙を剝むいて含むと、甘あま酸ずっぱいヨーグルトの味が広がった。アメリカでは中々出会えないフレーバーだ。糖分が疲れた脳に染み渡っていくのを感じながら、考えを整理する。

「……記き憶おくを制限すればどうなの？　例えば……名前や生い立ちといった個人的な記憶を削さく除じよする。自分が誰だか分からなければ、さっきみたいな急激なパニックは起こらないんじゃないかしら……」

「さすが先せん輩ぱい、よく即座にそこまで出てくるっスね」

　大学時代に戻ったような口調で比ひ嘉がが言った。

「ボクらも、一週間あれこれ考えた挙あげ句くようやくそれを思いついて、実行してみました。ただ、ね……生なま身みの人間のフラクトライトというのは、ＰＣ用ＯＳの階層フォルダみたいに整理整せい頓とんされてるわけじゃないんス。簡単に言うと、記憶と能力は複雑に絡からみ合あって存在してるんですよ。考えてみれば当然で、我々の能力ってのは最初っからインストールされてるわけじゃなくて、全すべて学習の結果なんスね」

　そこで比嘉は卓たく上じようからメモパッドを一枚取ると、右手の指二本でそれを挟はさむようなゼスチャーをした。

「学習とは、つまり記憶ッス。初めてハサミで紙を切ったときの記憶を消せば、ハサミの使い方も忘れてしまう……言い換えれば、成長過程の記憶を削さく除じよすれば、関連した能力もごっそり消えていく。出来上がったものの悲ひ惨さんさは、さっきのフルコピーの比じゃあないっスよ。一応、見てみます？」

「い……いえ、結構」

　凛子は慌あわててかぶりをふった。

「なら……もう、記憶も能力も何もかも消去して、改めて最初から学習させたら？　いえ……それも現実的じゃないわね。時間が掛かりすぎる……」

「ええ、その通りッス。そもそも、言語や計算といった基本的能力は、我々大人おとなの発達余地のないアタマで学習することは非常に困難なんス。ボクもずっと韓かん国こく語ごを勉強中なんですけどね、あれだけシステマチックな言語でももう何年やってるか……。結局、学習というのは、脳神経ネットワークっていう量りよう子しコンピュータの発達過程……言いかえれば《新生児からの成長》と同期してないと効率が悪すぎるんです」

「じゃあ、記き憶おく……つまりデータ領域だけじゃなくて、思考、ロジック領域も制限するの？　ＳＴＬっていうのは、そんなことまで可能なの……？」

「やれば不可能ではないでしょう。ただ、途と方ほうもない時間をかけてフラクトライトを解かい析せきし、何億キュービットにも及ぶデータの、どこがどんな機能を受け持っているということを完全に突つき止とめる必要があります。何年……何十年かかるか知れたもんじゃないっスよ。でもね……もっとずーっとシンプルでスマートな方法があることを、このオッサンが思いついたんです。ボクら科学者には、多分思いつけない方法をね……」

　凛りん子こは瞬まばたきして、コンソールに浴衣ゆかたの腰こしを乗せたままの菊きく岡おかの顔を見た。相変わらずその表情は穏おだやかで、それでいてこの人間の内面性を見み透すかすことを拒否している。

「……シンプルな方法……？」

　首を捻ひねるが、さっぱり解わからない。降こう参さんして訊たずねようとしたとき、少し離れた椅い子すで休んでいた明あ日す奈なが、がたん、と音を鳴らして弾はじかれるように立った。

「まさか……まさか、あなたたち、そんな恐おそろしいことを……」

　相変わらず頰ほおは蒼あおざめているが、瞳ひとみには力強い光が戻ってきている。日本人離れした美び貌ぼうに強い憤いきどおりを浮かべながら、明日奈はキッと自衛官を睨にらみつけた。

「……赤ちゃんの……生まれたばかりの赤ちゃんの魂たましいをコピーしたのね？　何も学習してない、無む垢くなフラクトライトを手に入れるために」

「いよいよ、驚くべき洞どう察さつ力りよくだね。もっとも、キリト君と二人でＳＡＯをクリアした……つまり、かの茅かや場ば晶あき彦ひこをも出し抜いた英えい雄ゆうなんだから、こんな言い方は失礼というものかな」

　賛さん嘆たんの色を隠かくそうともせず、菊岡が微笑ほほえむ。

　思いがけないところで茅場の名前を聞いたことで、凛子の胸の奥はずきんと疼うずいた。

　知り合ってからのたった数日のうちに、結ゆう城き明日奈に対しては大いに好感を抱いだくに至っている凛子だが、厳密に言えば彼女には凛子を大いに糾きゆう弾だんし、罵ののしり、断罪していい権利があるのだ。様々な事情があったにせよ、凛子は茅場晶彦の恐ろしい計画に協力し、その結果明日奈は残ざん酷こくなデスゲームのなかに二年間も囚とらわれることになったのだから。

　だが、明日奈も、そしてずっと以前に対面した桐きりヶが谷や和かず人とも、ひと言たりとも凛子を責めようとはしなかった。まるで、すべては起こるべく決められていたことだったのだ、と言わんがばかりに。

　ならば明日奈は、この一連の《ラース事件》もまた必然の出来事だと考えているのだろうか？　──思わずそう考えながら、じっと見守る凛子の視線の先で、明日奈はさらに一歩菊岡に詰つめ寄よった。

「あなたは……自衛隊なら、国なら何をしてもいいと思っているの？　自分の目的がすべてに優先するとでも？」

「とんでもない」

　菊きく岡おかは本気で傷ついたような顔をし、盛んに首を横に振った。

「確かにキリト君の拉ら致ちはやりすぎだった。しかしあの時点で、アスナ君やキリト君のご家族に機密を洗いざらい説明することは僕にもできなかった。防ぼう医い大だいのコネを使ってまでキリト君をオーシャン・タートルへ運んだのは、一刻も早く、ここのＳＴＬで彼を治ち療りようをしたいがための非常手段だったんだよ。僕も彼のことが大好きだからね」

　一度言葉を切り、無む邪じや気きと言っていいほどの笑みを浮かべてから、二等陸りく佐さは黒くろ縁ぶち眼鏡めがねを押し上げて続けた。

「……それ以外の点では、僕は法と道徳を守りすぎるほど守っていると思うよ。現在、世界で同種の研究を行っているいくつかの企業や国家に比べれば。今、君が問題にしている点に関してもそうだ。ＳＴＬによる新生児フラクトライトのスキャンを行うにあたっては、当然両親の承しよう諾だくを得、充分な謝礼を支し払はらったよ。そもそも六本木の開発分室は、そのために作られたんだ……産科のある病院のすぐ近くにね」

「でも、赤ちゃんの両親には、洗いざらい説明したわけじゃないんでしょう？　ＳＴＬがどんな機械なのか」

「ああ……それは確かに、脳波のサンプルを取る、としか言えなかったが……しかし、まるで出で鱈たら目めでもないよ。フラクトライトは、脳内の電でん磁じ波はであることには違いないんだから」

「詭き弁べんだわ。それと知らせずに赤ちゃんのＤＮＡを採取して、そこからクローン人間を作るようなものでしょう」

　そこで不意に、やり取りをだまって聞いていた比ひ嘉がが、菊岡に向けて両手で大きなバッテンを作った。

「こりゃ分ぶが悪いッスよ、菊さん。確かに、新生児のフラクトライトをこっそりコピーしたことには一定量の倫理的問題はあるとボクも思うッスよ。でも……結ゆう城きさんだっけ？　君の理解にも少々誤ご謬びゆうがあるかな。フラクトライトというのは、遺伝子ほどには個人による差が無いんス。特に、生まれたばっかりの時はね」

　上司と似たような仕し草ぐさで銀ぎん縁ぶち眼鏡のブリッジを押し上げながら、言葉を探すように視線を泳がせる。

「そうだな……こう説明すればいいかなぁ。たとえば、メーカー製の同モデルのパソコンは、出荷されるときには性能も外見もまったく同一の個体ッスよね。でも、ユーザーの手に渡り、半年、一年と使用されるうちに、新しいハードウェアやソフトウェアをインストールされていって、やがてまったく別物と言っていいくらいに変わってしまう。人間のフラクトライトもそれと同じなんス。ボクたちは、最終的に十二人の赤ん坊からフラクトライトをコピーしたんスけど、比較したところ、大脳の容積にかかわらず、なんと九十九・九八パーセントまではまったく同一の構造でした。〇・〇二パーセントの違いは、胎たい内ないと出産直後に蓄ちく積せきされた記き憶おくだと考えてます。つまり、人間の思考能力や性格ってのは、全部生後の成長過程で決定されるってことッス。能力や性格が遺伝するって説は完全に否定されたわけッスね。優生学の信しん奉ぽう者しや連中のケツの穴に、この事実を片かたっ端ぱしから突つっ込こんでやりたいッスよ」

「プロジェクト完了の暁あかつきには、好きなだけ突っ込みたまえ」

　どこか疲れたような顔で菊きく岡おかが言った。

「ともかく、比ひ嘉が君が説明してくれたとおり、新生児のフラクトライトには個人を特定し得るコードは含まれていないという結論となった。そこで、十二のサンプルから〇・〇二パーセントの差異を慎しん重ちように削さく除じよして、得られたそれを、僕らはこう呼ぶことにした」

　両手で、大事な何かを包み込むような仕し草ぐさを見せながら──

「《精神原型》……《ソウル・アーキタイプ》、と」

「……また大げさな用語をひねり出したものね。それってつまり、ユング心理学で言うところの《自己ゼルプスト》？」

　凛りん子この問いに、菊岡は軽く苦笑しつつ肩かたをすくめた。

「いやいや、思し弁べん的てきに解釈するつもりはないよ、あくまで機能面の話さ。そうだな……精神原型は、全すべての人間が共通して生まれ持つＣＰＵコア、とでも考えてくれればいいかな。人間は、成長する過程でそのコアに、様々なサブプロセッサやメモリを増設していく。そしてやがてはコアそのものの構造も変化していってしまう……。その《完成品》を単純にライトキューブへコピーしただけでは、我々の求める《高適応性人工知能》足りえないことは先ほどお見せしたとおりだ。ならば、精神原型を最初からライトキューブ中……つまり仮想世界内で成長させればどうだろう、と考えた訳なのさ」

「でも……」

　まだ納なつ得とくできない様子の明あ日す奈なだったが、その肩に手を掛けてそっと椅い子すに座らせ、凛子は口を挟はさんだ。

「成長させる、って言ってもペットや植物とは訳が違うでしょう。人間の赤ちゃんと同じなんでしょ、その精神原型って。なら、必要とされる仮想世界の規模は膨ぼう大だいなものになるはずよ。現実社会と、まったく同じレベルのシミュレーション……そんなものが作れるの？」

「不可能だね」

　菊岡が、溜ため息いき混まじりに頷うなずいた。

「いくらＳＴＬによる仮想世界の生成が、既き存ぞんＶＲワールドと違って３Ｄオブジェクトを必要としないと言っても、さすがにこの複雑怪奇な現代社会をそっくり作り上げることは難しい。──アスナ君が生まれる前の映画に、こんな奴やつがあったんだけど覚えているかな？　一人の男の、誕たん生じようから始まる人生の全てをテレビショーとして放送するべく、巨大なドームの中に町のセットをまるごと建て、何百人ものエキストラを配置して、そうと知らないのは主役の男ばかりなり……という状況を作り上げる。だが、男が成長し、世界というものを学ぶに伴って、様々な齟そ齬ごが露ろ見けんし、やがて男も真実に気付く……」

「観みたわ。けっこう好きな映画だった」

　凛りん子こが言い、明あ日す奈なも頷うなずくと、菊きく岡おかは首しゆ肯こうして続けた。

「つまり……この現実世界の精巧なシミュレーションを作ろうとすれば、それが必然的に含む情報……地球は巨大な球体であるとか、その上には沢たく山さんの国が存在するとか、そういう知識が、シミュレーション内で成長する人間に誤ご魔ま化かしきれない違和感を生じさせてしまうというジレンマがあるんだ。いくらＳＴＬでも、仮想の地球を丸ごと作り上げるなんてことはとても無理だからね」

「じゃあ、シミュレーションの文明レベルを大きく過去に遡さかのぼらせたら？　人間が、科学だの哲学だのと考え出す前の、一つの地方だけで生まれて死んでいった頃の時代に……。それでも、精神原型を成長させるっていうあなたたちの目的は達せられるんじゃないの？」

「うん。迂う遠えん極まる話だけど、時間はたっぷりあるんでね……ＳＴＬの中では。とりあえず、神こう代じろ博はか士せの仰おつしやるとおり、非常に限定的な環境の中で第一世代のＡＩを育ててみようと僕らは考えた。具体的には、十六世紀ごろの日本の小村だ。だが……」

　そこで言葉を切り、再び大きく肩かたをすくめる菊岡に代わって、比ひ嘉がが口を開いた。

「これが、期待したほど簡単な話じゃないんスよ。何せボクらは、当時の習俗やら社会構造についてまるで門もん外がい漢かんなんスから。家一つ造るにも膨ぼう大だいな資料が必要だってことが解わかって、頭を抱かかえて……そこでようやく気付いたんス。別に、本物の中世を再現する必要なんか無い、ってことにね。ボクらが求めていた、限定的な地勢で、習俗なんかも好き勝手に設定できて、厄やつ介かいなトラブルは丸ごと《魔ま法ほう》の一言で片付けられる世界は、実はもう山ほど存在したんスよ。そこの結ゆう城きさんや桐きりヶが谷や君が慣れ親しんでいるネットワークの中にね」

「ＶＲＭＭＯワールド……」

　掠かすれた声で呟つぶやいた明日奈に向かって、比嘉はぱちんと指を鳴らした。

「ボクも実はそこそこ遊んでたもんで、すぐにあれこそ打ってつけだと解ったッスよ。しかも、誰が作ったのかは知らないけど、最近じゃあフリーのゲーム作成支援パッケージまであるって言うじゃないスか」

「…………！」

　比嘉の言っているのが、《ザ・シード》……つまり茅かや場ば晶あき彦ひこが作り、桐ヶ谷和かず人とが公開したシュリンク版カーディナル・システムのことであるとすぐに気付き、凛子は鋭するどく息を吸い込んだ。だが、どうやら比嘉は──そして菊岡も、あのプログラムの出しゆつ自じについてまでは知らないらしい。

　瞬しゆん間かん的てきに、その件はまだ伏せておこうと考え、凛子は何気なさを装って明日奈の肩に指を触ふれさせた。言いたいことは伝わったようで、明あ日す奈なも無言のままかすかに頭を動かす。

　そんな二人の様子を気にもとめず、比ひ嘉がは闊かつ達たつな口調で続けた。

「ＳＴＬのメインフレーム内に仮想世界を作るだけなら別に３Ｄデータは要いらないんスけど、それだと外部からモニタできるのが生データだけなんでつまんないんスよね。そこで、早速あのザ・シードって奴やつをダウンロードしてきて、付属エディタでちょこちょこっと小さな村と周囲の地形を作って、それをＳＴＬ用のニーモニック・ビジュアルに変換したんス」

「ふうん……つまり、その世界は二重構造になってるわけね？　下位サーバーでは汎はん用ようデータ形式のＶＲワールドが動いてて、上位のＳＴＬメインフレームでは専用形式のＶＲワールドが動いてる。その二つが相そう互ごにリアルタイム変換されてる……ってこと？」

　イエスッス、と頷うなずく比嘉に、思いつくまま次の質問をぶつける。

「……なら、下位サーバーのほうには、ＳＴＬを使わなくても従来のアミュスフィアでダイブできるのかしら」

「えーと……まぁ、理り屈くつのうえでは可能っちゃ可能ッスね。でも、稼か働どう速度を一倍まで引き下げる必要があるし……ニーモニックデータとポリゴンデータの同期も完全じゃないだろうしなぁ……」

　ブツブツ呟つぶやき始める比嘉に代わって、菊きく岡おかが両手を擦こすり合あわせながら言った。

「ともあれ、紆う余よ曲きよく折せつを経て、ようやく最初の箱庭が完成したというわけだ」

　自衛官は、まるで遠い過去を懐なつかしむように視線を宙に彷徨さまよわせる。

「一番最初に作った村では、二つの農家で合わせて十六の精神原型……つまりＡＩの赤ん坊を十八歳さい程度まで成長させた」

「ちょ、ちょっと待って。成長って……育てた親は誰なのよ？　まさか既き存ぞんのＡＩだとでも言うの？」

「それも検討したんだが、いかにザ・シード付属のＮＰＣ用ＡＩが高機能と言っても、さすがに子育てまではできないからね。第一世代の親を務めたのは人間さ。四人の男女スタッフが、ＳＴＬ内部で十八年間にわたって農家の主あるじとその妻つまを演じたんだ。いかに内部での記き憶おくは最終的にブロックされると言っても、実験中は途と方ほうもない忍耐を強いてしまった。ボーナスを幾いくら払はらっても足たりないくらいだよ」

「いやぁ、案外楽しんでやってたみたいっスよ」

　吞のん気きな会話を交わす菊岡と比嘉の顔をしばし呆ぼう然ぜんと眺ながめたあと、凛子はどうにか言葉を唇から押し出した。

「十八年ですって……？　ソウル・トランスレーターには主観的時間を加速させる機能があるとは聞いたけど……それは、現実世界ではどれくらいの期間だったの？」

「ざっと一週間ッスかね」

　即座に返ってきた言葉に、再び驚きよう愕がくさせられる。十八年と言えばおよそ九百四十週だ。つまり、ＳＴＬの時間加速倍率は一千倍という凄すさまじい数字に迫っていることになる。

「に……人間の脳を普段の千倍も速く動かして、問題は出ないわけ？」

「ＳＴＬがアクセスするのは、生体脳じゃなくて、意識を構成する光ひかり量りよう子しそのものなんスよ。電気的スパイクがニューロンに神経伝達物質の発生を促うながして……とかそういう生理的プロセスは全部すっとばせるんス。つまり、理論的には、思考クロックをどれだけ加速しても脳組織が損傷することは有り得ないと考えていいんです」

「上限がないって言うわけ……？」

　ソウル・トランスレーターの時間加速機能ＦＬＡについて、事前に受け取っていた資料で簡単な予備知識は仕入れていたものの、具体的な数字までは知らなかった凛りん子こは言葉もなく立たち尽つくした。今まで、ＳＴＬ最大の機能は人の魂たましいをコピーできることだと思っていたが、インパクトは時間加速も負けず劣おとらず大きい。なぜならそれは、仮想空間で行うことが可能なあらゆる作業の効率を事実上無限に引き上げられるということに他ほかならないからだ。

「ただ……まだ未確認の問題が無いでもないので、今のところは最大でも千五百倍ほどに制限してるんスけどね」

　衝しよう撃げきに痺しびれた凛子の頭を、比ひ嘉がタケルのやや陰いん鬱うつな表情が冷れい却きやくした。

「問題？」

「生体組織としての脳とは別に、魂自体にも寿じゆ命みようがあるんじゃないかっていう意見が出てるんスよね……」

　すぐには理解できず、凛子が首をかしげると、比嘉は、この先を話していいかと問うように菊きく岡おかのほうを見た。自衛官は、まるで舐なめているキャラメルが急に苦くなったかの如ごとき表情をちらりと浮かべたものの、すぐに口を開いた。

「まあ、まだまったく仮説の域を出ない話なんだ。簡単に言えば、我々が《フラクトライト》と呼ぶ量子コンピュータには、情報の保存容量に限界があって、そこを超えると構造の劣れつ化かが始まっていく……ということだね。検証のしようがないので確たることは言えないんだが、安全を優先してＦＬＡ倍率に上限を設けたわけだ」

「……つまり、肉体的には一週間足らずの時間でも、内部で何十年も過ごせば、そのぶん魂が老化するわけ？　それじゃ、せっかくの加速機能も意味ないでしょう。現象を回かい避ひする手段はないの？」

　研究者としての習い性が顔を出し、凛子がついそう問とい質ただすと、今度は比嘉が渋しぶい表情を見せた。

「えーと、まぁ、理論的……というか空想的にはなくもないッスよ。常時装着型のポータブルＳＴＬみたいなデバイスを作って、加速中の記き憶おくはそのデバイスを介かいして外部メモリに保存すれば、自前のフラクトライトの容量は消費されないッスから。ただ、ＳＴＬをそこまで小型化するのは現状の技術じゃ絶対不可能ですし、もしその方法を採った場合、ポータブルデバイスを外すと加速中の記き憶おくも飛んでしまうというおっそろしい問題があるッスけどね」

「……空想を通り越して、まるで夢物語ね。脳のオーバークロックだの、不ふ揮き発はつメモリの外付けだの……私が受験生の頃に実現していて欲しかったわ」

　首を左右に振り動かしながら呟つぶやき、凛りん子こは脇に逸それかけた思考を本線に戻した。

「ともあれ、現状ではフラクトライトの容量圧迫を回かい避ひする手段はないわけね。……ってことは……ちょ、ちょっと待って。菊きく岡おかさん、あなたさっき、精神原型を育成するためにスタッフが十八年もＳＴＬの中で過ごした、って言ったじゃない。彼らのフラクトライトはどうなるのよ？　今後の人生で、本来より十八年早く、知的能力の衰おとろえが訪れるってことじゃないの？」

「いや、いや、そうはならない……はずだよ」

　はずぅ？　と凛子は菊岡を睨にらんだが、相手は飄ひよう々ひようと視線を受け流し、説明を続けた。

「フラクトライトの総容量と、それを消費していくペースから概がい算さんして、我々は《魂たましいの寿じゆ命みよう》をおよそ百五十年と見積もっている。つまり、仮に我々が完かん璧ぺきな健康を維持し、幸運にも脳が様々な病変から逃のがれつづけられた場合、最大で百五十歳さいくらいまでは思考能力を保ち続けうるというわけだ。だが無論、僕らはそんなに長くは生きられないからね。安全マージンを充分取っても、三十年程度ならＳＴＬ内部で消費しても問題はないと考えている」

「これからの一世紀に、何か画かつ期き的てきな長命技術が開発されたりしなければね」

　皮肉っぽく凛子が口を挟はさむと、菊岡は事もなげに答えた。

「もしそんなものが開発されても、僕ら庶しよ民みんがその恩恵に与あずかれるはずがないさ。まあ、その意味ではこのＳＴＬも同じことかもしれないが……。──ともかく、魂の寿命の件は納なつ得とくしてもらって、先に進ませていただくよ。スタッフ四名の献けん身しん的てき努力によってすくすく成長した十六人の若者たち……便べん宜ぎ上じよう《人工フラクトライト》と呼ぶが、彼らの出来栄えは、相当に満足すべきものだった。彼らは言語力──むろん日本語だ──と基本的な計算やその他思考能力を獲かく得とくし、僕らの作り出した仮想世界において立派に生活していけるだけの水準に達した。実にいい子たちだったよ……両親の言うことをよく聞き、朝から水を汲くみ、薪まきを割り、畑を耕し……ある子はおとなしく、ある子はやんちゃと言った個性を示しつつも、基本的には皆とても従順で善良だった」

　そう言いながら微笑ほほえむ菊岡の口くち許もとに、かすかな苦悩の色が漂ただよっているように見えたのは眼めの錯さつ覚かくだろうか。

「成長した彼ら……二軒の家に男女四人ずつの兄弟姉妹たちは、互たがいに恋さえするようになった。そこで、もう彼らは自らの子供を育てることすら可能だと判断した僕らは、実験の第一段階を終了することにした。十六人の若者たちを八組の夫婦とし、それぞれの家と農地を持たせて独立させたんだ。親をつとめた四人のスタッフは、その後流は行やり病やまいによって相次いで《死去》し、ＳＴＬから出た。彼らの十八年間の記き憶おくはその時点でブロックされ、一週間前にＳＴＬに入ったときとまったく同じ状態で現実に帰き還かんしたわけだが、外部モニターで、自分たちの葬そう儀ぎで泣く子供たちを見て彼らも涙なみだしたものだよ」

「あれはいいシーンだったッスねえ……」

　しんみりした様子で頷うなずきあう菊きく岡おかと比ひ嘉がに、凛りん子こは軽く咳せき払ばらいして先を促うながす。

「……で、人間のスタッフがログアウトした以上、ＦＬＡの倍率を気にする必要もなくなったので、僕らは内部世界の時間流を一気に現実の五千倍にまで引き上げた。八組の夫婦にはそれぞれ十人前後の赤ん坊、つまり精神原型を与えて育てさせ、彼らはあっという間に成人してまた新しい家庭を持った。村の住民を演じさせていたＮＰＣも徐じよ々じよに取り除き、ついには人工フラクトライトだけで村を作ることができるようになった。世代交代が進み、彼らの子孫は増え続け……現実世界での三週間、内部世界での三百年に及ぶシミュレーションが経過した頃には、なんと人口八万人という一大社会が形成されるに至ったんだよ」

「八万……!?」

　凛子は思わず絶句した。何度か唇を動かしてから、ようやく探し当てた言葉を絞しぼり出だす。

「……それじゃあ……それはもう、人工知能っていうよりも、ひとつの文明のシミュレートじゃないの」

「そうだね。だが、ある意味ではそうなるのは当然なんだ。人間というのは社会的生物だ……他者との関わりの中でのみ向上していくことができる。フラクトライトたちは、三百年の時間で、小さな村ひとつからまたたく間に広がっていき、僕らの設定した広大なフィールド全体を支配するに至った。血なまぐさい争いひとつ無しで立派な中央集権構造を築き上げ、宗教までをも見出した……もっともこれは、実験の当初から各種システム・コマンドを子供らに説明するのに、科学ではなく神という概がい念ねんを使わざるを得なかったせいもあるがね。比嘉君、モニタに全体マップを出してくれたまえ」

　菊岡の言葉に頷き、比嘉は素早くコンソールを操そう作さした。先刻のグロテスクな実験からブラックアウトしたままだった巨大スクリーンに光が入り、そこに航空写真じみた詳しよう細さいな地形図が浮かび上がる。

　当然ながら、日本、いや世界のどの国ともまるで似ていなかった。

　海洋は存在しないようで、ほぼ円形の平野の周囲を、ぐるりと高い山脈が取り囲んでいる。全体に森と草原が多く、湖や河川もそこかしこにあって、肥ひ沃よくな土地のようだ。マップ下部の縮尺スケールを見ると、山脈に囲まれた平野の直径は千五百キロメートルほどもあるらしい。面積を比較すれば日本の本州よりも八倍近くも広い。

「この広さで住民がたった八万人？　ずいぶんと余よ裕ゆうのある人口密度ね」

「むしろ日本が異常なんスよ」

　凛子に向かってにやりと笑い、比嘉はマウスに手を伸ばすと、カーソルをマップ中央あたりでぐるぐる動かした。

「このあたりに首都があります。人口二万、我々の感覚だと大したことないように思えるッスけど、どうしてなかなか立派な都市ですよ。フラクトライトたちが《公こう理り教きよう会かい》と呼ぶ行政機関もここに存在します。《司し祭さい》という階級によって統とう治ちが行われているようですが、支配力は見事なもんです。この広大な世界を、争いごとひとつ起こさず治めている。──この時点で、ボクはこの基礎実験は成功したと考えました。仮想世界内でなら、人工フラクトライトは人間と同レベルの知性へと成長しうる。これなら、我々の目的にそぐう能力を持った《高適応性人工知能》を育成するという次の段階へ進むことができる、と喜んだわけッス。しかし……」

「……僕らは、そこでようやくひとつの重大な問題に気がついた」

　モニタを眺ながめながら、菊きく岡おかが言葉を引き取った。

「……話を聞く限り、何も問題なんてなさそうだけど？」

「問題のないところが問題……と言えばいいかな。この世界は、あまりにも平和すぎる。整然と、美しく運営されすぎるんだ。最初の十六人の子供たちが、驚おどろくほど親に従順だった時点でおかしいと思うべきだった……。人間なら、互いに争っておかしくない。むしろそれこそが、人間の本質の一面だと言ってもいい。だが、この世界には争いがないんだ。戦争など一度も起きたことはないし、それどころか殺人事件すら起こらない。やけに人口の増えるペースが速いと思ったら、そういうことなんだよ。疫しつ病ぺいや自然災害はほとんど起きないように設定していたので、人が寿じゆ命みようでしか死なない……」

「まるで理想社会ユートピアじゃないの」

　凛りん子この言葉に、比ひ嘉がが皮肉そうな笑みを浮かべて答えた。

「昔っから、《ユートピアもの》が本当にユートピアだった話があるッスか？」

「……それは、そうしないと物語にならないからでしょ。あなたたちは別に、この仮想社会にスペクタクルなんか求めてないんでしょう？」

「もちろん求めていないが、しかしリアルさは求めているんだ」

　下げ駄たを鳴らしてコンソールから降りた菊岡が、大スクリーンに向き直って解説を再開した。

「人工フラクトライトたちにも、僕ら人間と同じような欲望はあるはずなのに、なぜ一切の争いが起きないのか……。僕らは、彼らの暮らしぶりを詳くわしく調査してみた。すると、この世界には、ひとつの厳格な法が存在することに気付いたんだ。公理教会の司祭たちが事細かに作り上げた、《禁きん忌き目もく録ろく》と呼ばれる長大な法律だ。そこには、殺人を禁じる一項もあったよ。同じ法律は、もちろん僕らの暮らす現実世界にもある。だが、僕らがいかにその法を守らないかは、毎日のニュースを見ていればわかるだろう。ところが、フラクトライトたちは法を守る……守りすぎるほどに守る。こう言い換えてもいい……彼らには、法を、規則を破ることはできないんだ。生来的な性質として」

「……結構なことじゃないの？」

　菊岡の厳しい横顔を眺ながめながら凛子は首を捻ひねった。

「それだけ聞くと、むしろ私たちより優れているように思えるけど」

「まあ……一面ではそう言えるかもしれないがね。比ひ嘉が君、映像を《セントリア》に戻してくれないか」

「へい」

　比嘉がコンソールのキーを叩たたくと、大モニタは再び、凛りん子こたちがこの部屋に入ってきたときと同じ異い邦ほうの都市の映像を映し出した。大たい樹じゆの根が絡からむ白はく亜あの建築物のあいだを、簡素だが清潔な服装をした人々がゆっくりと行き交っている。

[image: ]

「あ……、じゃあ、これが？」

　思わず画面に見入りながら凛子が訊きくと、比嘉は少々得意そうに頷うなずいた。

「ええ、人工フラクトライトたちの暮らす世界の首都、《央おう都とセントリア》ッス。もっとも、これはボクらにも見えるように、下位サーバーのポリゴン映像を使ってますから解像度はケタ違いに低いし、表示速度も千分の一スロー再生ですけどね」

「セントリア……。そんな固有名詞まで、彼らは生み出せるのね。世界そのものには名前はないの？」

　凛子が何気なく発した問いに、なぜか少し照てれ臭くさそうな表情になった菊きく岡おかが、咳せき払ばらいして答えた。

「あるにはある……が、これはフラクトライトたちが自発的に名付けたのではなく、計画当初から我々が使用していたコードネームが、そのまま内部にも残ってしまったんだ。この世界の名前は、《アンダーワールド》という」

「アンダー……ワールド」

《不思議の国のアリス》から採ったらしいというその名前を、凛りん子こはすでに明あ日す奈なから聞いていたが、世界内部でも用いられているとは知らなかった。恐おそらく比ひ嘉がたちは、本来の《地下世界》ではなく《現実の下か位い世界》という意味合いで名付けたのだろうが、モニタに映し出される都市の幻想的な美しさは、むしろ天上の国かとも思える。

　そんな凛子の感想を読み取ったように、菊きく岡おかが言った。

「確かにこの都市は美しい。我々が最初の住民たちに与えた素そ朴ぼくな木造の農家から、よくもここまで建築技術を進化させたものだと思うよ。しかしね……僕に言わせれば、この街は美しく整いすぎている。道にはゴミ一つなく、泥どろ棒ぼうは一人もおらず、当然殺人事件など一度たりとも起きたことはない。それも全すべて、あの遠くに見える《公こう理り教きよう会かい》が定めた厳げん格かくな法を、何なん人ぴとも破ろうとしないからだ」

「だから、それのどこが問題なのよ」

　眉まゆをひそめて再度問うたが、菊岡はなぜか口を閉じたまま、言うべき言葉を探しているようだった。比嘉はというとこちらも不自然に視線を逸そらし、発言する気はないようだ。

　広い第一制せい御ぎよ室しつに満ちる静せい寂じやくを破ったのは、今まで沈ちん黙もくを続けていた明日奈だった。この場では最年少の女子高校生は、抑制された静かな口調で、囁ささやくように言った。

「それでは、菊岡さんたちは困るんですよ、神こう代じろ先生。なぜなら、この巨大な計画の最終的な目的は、単に適応性の高いボトムアップ型人工知能を作ろうということじゃなくて……戦争で敵の兵士を殺せるＡＩを作ることだから」

「な……」

　三者三様の表情で絶句する凛子、菊岡、そして比嘉の顔を、明日奈は順番にじっと見てから、続けて唇を動かした。

「わたし、なんで菊岡さん……つまり自衛隊がそんなに高度な人工知能を作ろうとしてるのか、ここに来るまでずっと考えてました。長いこと、わたしとキリト君は、菊岡さんがＶＲＭＭＯに興味を持つ理由はその技術が警察や自衛隊の訓練に転用できるからだと推測してたんです。だから、人工知能を作るのもその延長線上で、訓練で敵の兵隊の役目をさせたいからかなって最初は思いました。でも……よく考えてみれば、ＶＲワールド内での訓練なら現実の危険は何もないんだし、人間同士チームに分かれて戦えばいいんです。わたしたちも、よくそうやって模も擬ぎ戦せんをしますから」

　一いつ瞬しゆん言葉を切り、周囲の機械群と正面の大モニタを見回す。

「──それに、訓練プログラムの開発のためにしては、この計画は大きすぎます。菊岡さん、あなたは、いつ頃からは知りませんけど《その次》を考えてたんですね。仮想世界内で育てたＡＩに、本物の戦争をさせることを」

　少女の澄すんだ瞳ひとみにじっと見み詰つめられた幹部自衛官は、一いつ瞬しゆんの驚きよう愕がくをすぐにいつもの謎なぞめいたポーカーフェイスに隠かくし、静かに微笑ほほえんだ。

「最初からだよ」

　柔やわらかさの奥に、鋼はがねの強きよう靱じんさを秘めた声。

「ＶＲ技術を軍事訓練に転用することは、フルダイブ技術が開発される以前の、ヘッドマウント・ディスプレイとモーションセンサーの時代から盛んに研究されていた。当時の米軍が開発した骨こつ董とう品ひんが、今もまだ市いちヶ谷やの技研本部にあるよ。──五年前、ナーヴギアという機械が発表されたその時点で、自衛隊と米軍は共同であれを使用した訓練プログラムの開発を始めることになった。だが、その後すぐに開始されたＳＡＯのベータテストを見学して、僕は考えを変えたんだ。この世界、この技術にはもっと大きな可能性がある。戦争という概がい念ねんを、根底から一変させてしまうほどの……、とね。同年の末にＳＡＯ事件が起きたとき、僕は自ら志願して総務省に出向し、対策チームに加わって、事件を間近で見守りつづけた。それも全すべて、このプロジェクトを立ち上げるためだ。五年かかってようやくここまで来たよ」

「…………」

　まったく予想していなかった方向に話が進み、凛りん子こはしばし言葉を失った。混乱した思考をどうにか整理して、渇かわいた喉のどから言葉を絞しぼり出だす。

「……イラク戦争のときは私はまだ小学生だったけど、よく覚えてるわ。アメリカ軍が無人の小型飛行機とか、小型戦車とかを遠えん隔かく操そう作さして敵を攻こう撃げきする映像が盛んに報道されてた。つまりあれね？　ああいうものにＡＩを搭とう載さいして、自律的に攻撃する兵器を作ろうと、あなたは考えてるのね……？」

「僕だけじゃないがね。この種の研究は、すでに各国、とくにアメリカでは何年も前から続けられている。明あ日す奈なくんにとっては辛つらい記き憶おくだろうが……」

　菊きく岡おかはわずかに言葉を切り明日奈を見たが、彼女が落ち着いているのを確かめ、続けた。

「……君を仮想世界内に監かん禁きんし、多くのＳＡＯプレイヤーを実験台に用いた須す郷ごう伸のぶ之ゆきが、アメリカの企業に、研究成果を手て土産みやげにして自分を売り込もうとしていたのは覚えているかな？　彼が接せつ触しよくしていたグロージェン・マイクロ・エレクトロニクスはＶＲ分野では一流企業だが、そういうところでも非合法取引に応じようとするくらい、フルダイブ技術の軍事利用は隠かくれた花形産業だということだよ。そんなアメリカの軍ぐん需じゆ産業界が今もっとも注目しているのが、さっき神こう代じろ博はか士せの指摘した無人兵器さ。そのなかでも特に航空機──アンマンド・エアー・ビークル、略して《ＵＡＶ》と呼ばれるものだ」

　気を利かせたのか、比ひ嘉がが無言でマウスを動かし、再度モニタを切り替えた。映し出されたのは、やけに細長い胴どう体たいから何枚もの翼つばさを伸ばした小型飛行機だった。翼よく下かには幾つものミサイルらしき筒つつがぶら下がり、機種には窓が一枚もない。

「アメリカ軍が運用中の無人偵てい察さつ攻撃機だよ。コクピットが要いらないのでものすごく小さいし、ステルス性を追求した形状だからレーダーにはほとんど映らない。これの一世代前の機体は、遠えん隔かく地ちにいる操そう縦じゆう者しやがモニタを見ながらフットペダルとジョイスティックで飛ばしていたんだが、こいつは違う」

　言葉とともに画面が変わり、操縦者らしき兵士の姿を映し出した。だが、深くリクライニングしたシートに座るその兵士の両手は、だらりと肘ひじ掛かけに載のったままだ。そして頭は、凛りん子こも見慣れた流線型のヘルメット──ナーヴギアに覆おおわれていた。よく見ればシェルの塗装色や細部の形状は違うが、明らかに同型の機械だ。

　ちらりと隣となりに視線を動かすと、明あ日す奈なは表情を凍こおり付かせ、ただ両りよう眼めだけを見開いていた。凛子が顔を戻すと同時に、菊きく岡おかの解説が再開された。

「この状態で、操縦者は仮想のコクピットから、まるで実際に搭とう乗じようしているかのように機体を操あやつり、敵軍を偵てい察さつしたりミサイルを撃うち込こんだりすることができる。だが問題は、いかんせん電波を使った遠隔操作なので、ＥＣＭ……電子妨ぼう害がいにものすごく弱いということだ。もう十年も前のことだが、米軍が中東某ぼう国に侵入させた偵察用ＵＡＶが、ジャミングを受けて不時着・鹵ろ獲かくされるという事件が実際にあった。あの時はすわ開戦かと緊きん張ちようしたもんだよ」

「そこで人工知能……ということなのね？　この飛行機を自律的に動かすために……」

　菊岡は視線をモニタから凛子たちのほうに戻し、ゆっくりと頷うなずいた。

「最終的には、人間のパイロットが操る戦せん闘とう機きをドッグファイトで撃げき墜ついし得るレベルを目指す。恐おそらく、現状の人工フラクトライトでも、適切な成長プログラムを与えれば実現可能だと思うよ。ただ、一つ大きな問題がある。それは、肉体無き兵士である彼らに、いかにして《戦争》という概がい念ねんを理解させるか、ということだ……。殺人は原則として悪、だが戦時下においては敵兵を殺すのもやむなし、という矛む盾じゆんする思考を、現状の人工フラクトライトたちは受け入れることができない。彼らにとっての法とは、たったひとつの例外すらもあってはならないものなんだ」

　眼鏡めがねのブリッジを押し上げながら、自衛官は眉み間けんに深い谷を刻む。

「──僕らは、アンダーワールドの住民たちの遵じゆん法ぽう精神を試すべく、ある種の《過か負ふ荷か試験》を行った。具体的には、孤立した山村を一つ選び、畑の作物と家か畜ちくの七割を死滅させたんだ。村の全住民が冬を越すのは到底不可能な状況だった。総体としての村が生き延びるためには、一部の住民を切り捨て、食料の分配を偏かたよらせるしかない。禁きん忌き目もく録ろくの殺人禁止条項に背そむいて、ね。だが、結果は……わずかな収穫を、老人や幼児に至るまで村人全員で分配することを彼らは選んだ。春が来る前に、全員が餓が死ししたよ。彼らは、何があろうと法や規則に背くことのできない存在なんだ。その結果、どんな悲ひ惨さんなことになろうとも。つまり……現状の彼らをパイロットとして兵器に搭とう載さいしようとすれば、《人間は殺すべきもの》という第一原則を与えねばならない。それがどんな状況を生むか、いくら僕でも想像はできるからね……」

　浴衣ゆかたの袖そでから出る筋肉質の腕を胸の上で組み、自衛官は力なく首を振った。

　凛りん子こは想像せずにいれなかった。既き存ぞんの航空機とは異質なフォルムを持つ無人戦闘機の群れが、兵士と民間人の区別なくミサイルや機き銃じゆう弾だんで殺さつ戮りくしていく光景を。軽く粟あわ立だった二の腕を、両の掌てのひらで何度も擦こする。

「……冗じよう談だんじゃないわ、そんなこと。いったい、なんでそんな危険をおかしてまで兵器にＡＩを載のせなきゃいけないの？　多少の制限はあっても、遠えん隔かく操そう作さでいいじゃないの。ううん、そもそも……無人の兵器っていう存在それ自体が、私にはどうしても受け入れがたいものに思えるわ」

「まあ、その気持ちは解わからなくもないよ。僕も、初めて米べい軍ぐんの大だい口こう径けい狙そ撃げきライフル搭とう載さい型無人車両を見たときは実にグロテスクだという感想を禁じ得なかった。だがね……兵器の無人化、これはもう、少なくとも先進国では抗こうしがたい時代の要よう請せいなんだ」

　世界史の教師めいた仕し草ぐさで菊きく岡おかは指を立て、続けた。

「それでは、世界第一の軍事大国アメリカを例に取ってみよう。あの国が、第二次世界大戦で失った兵士の数は実に四十万人だ。それだけの戦死者を出しながら、時のルーズベルト大統領は国民から熱狂的な支持を得て、脳卒中で倒れるまで四期十三年ものあいだ最高権力者の座に留とどまった。僕は時代精神という言葉は嫌きらいだが、八十年前は、兵士がどれだけ死のうとも国が勝利すればよいというのがまさに時代の精神だったんだ」

　さすがに逞たくましい拳こぶしから、二本目の指が音もなく立つ。

「続くベトナム戦争では学生を中心に反戦運動が広がり、ジョンソン大統領は二期目不ふ出しゆつ馬ばに追い込まれたものの、そこに至るまでに六万人の戦死者が出た。反共という錦にしきの御み旗はたのもとに、兵士は次々と戦場に送られ、死んでいった。──だが、冷戦という名の長い暫ざん定てい的てき平和の中で、国民感情は少しずつ変化していき……そしてソ連の崩ほう壊かいとともに一つの時代が終わった。共産主義という敵を失ったアメリカは、国に深く根を張った軍産複合体を維持し続けるために、対テロ戦争に乗り出していくことになる」

　三本目の指を伸ばした菊岡は、滑なめらかに語り続ける。

「──だが、その戦場にはもう、兵士の死を国民に納なつ得とくさせる旗はた印じるしは無かった。今世紀初頭のイラク戦争における米軍の死者は約四千人だが、その数字によって当時のブッシュ政権は大きく揺ゆらいだ。無論それだけが原因ではないが、任期の終わりには支持率が歴代ワースト一位にまで落ち込んだんだ。彼が支持した共和党候補のマケインが、イラクからの完全撤てつ退たいを公約にした民主党のオバマに敗北したのも当然と言えるだろうね。──つまり、だ……」

　手を下ろし、一息入れてから、菊岡は長い講こう釈しやくを締しめくくった。

「もう、人間が戦う戦争ができる時代じゃない、ということなんだ。しかしあの国は戦争を、というか防衛予算という巨大なパイの分配を止めることができない。結果として、これからの戦争は、無人兵器対人間、あるいは無人兵器対無人兵器というスタイルにシフトしていくことになる」

「……アメリカの事情は分かったわ。納なつ得とくできるかどうかはともかく」

　クリーンな戦争をするための無人兵器、という発想にいっそうのおぞましさを感じながら、凛りん子こは短く頷うなずいた。改めて菊きく岡おかをきつく睨にらみながら、再度追及する。

「でも、なんで日本の自衛官のあなたが、そんな馬鹿げた開発競争の尻しり馬うまに乗らなきゃいけないのかしら？　それとも、この《ラース》での研究は米べい軍ぐん主導なの？」

「とんでもない！」

　菊岡は珍めずらしく大きな声で否定した。しかしすぐにいつもの微び笑しようを取り戻し、大おお袈げ裟さに両手を広げてみせる。

「むしろ、米軍から身を隠かくすためにこんな海のど真ん中を漂ただよっている、というほうが正しいよ。本土の基地はどこも向こうさんに素通しだからね。──なんで僕が自律型無人兵器開発に血ち道みちを上げてるのか……その理由を説明するのは簡単じゃないな。茅かや場ば先生に、なぜＳＡＯを作ったのかと訊きくようなものだ、と言っても納得はしてもらえないだろうね？」

「当たり前だわ」

　素そっ気けなく凛子が言うと、菊岡は大きな苦笑いを浮かべ、肩かたをすくめた。

「失しつ敬けい、ちょっと不ふ謹きん慎しんな発言だったね。そうだな……最も大きな理由としては、現在の日本には、自前の防衛技術基盤というものがあまりにも不足し過ぎている、ということかな」

「防衛……技術基盤？」

「兵器をゼロから開発、生産する能力と言えばいいかな。しかしこれはある意味では当然のことで、日本では兵器の輸出が一切できないからね。メーカーも、巨額の開発予算をかけたところで取引先が自衛隊だけではとても利益は見込めない。結果として、最新の装備はアメリカから購入するか、せいぜい共同開発ということになる。だが、これが何と言えばいいか……共同とは名ばかりの、一方的な代しろ物ものでね」

　浴衣ゆかたの襟えり元もとを正すとその上で腕を組み、自衛官はほんの少し苦にがい口調で説明を続けた。

「たとえば、現在配備されている支援戦闘機はアメリカと共同で開発したものだが、その実、先方は自分の手の内は隠かくしたまま、日本メーカーの先せん端たん技術だけを攫さらっていったよ。購こう入にゆうする兵器に至っては何をかいわんや。先頃納入された最新型の主力戦闘機からは、その頭脳とも言うべき制せい御ぎよソフトウェアがごっそり抜き取られている有様だった。米軍に言わせれば、我々は彼らが与えるテクノロジーのおこぼれを有り難く頂ちよう戴だいしていればいい、ということらしいね。……おっと、この話をするとつい愚ぐ痴ちっぽくなっていけないな」

　もう一度苦笑して、菊岡はコンソールデスクの上で足を組むと、つま先に引っ掛けた下げ駄たを揺ゆらした。

「この状況に、僕ら一部の自衛官と、中小の防衛関連メーカーの一部若手技術者たちは以前から強い危機感を抱いてきた。いつまでも防衛技術の中核をアメリカに頼ったままで本当にいいのか、とね。その危機感こそがラース設立の原動力となったわけだ。何か一つでいい、日本独自のテクノロジーを生み出したい。我々はそう思っているだけなんだよ」

　殊しゆ勝しようとも思える菊きく岡おかの言葉を、どこまで額面どおり受け取っていいものか。そう考えながら凛りん子こは、黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの奥で光る切れ長の眼めを見み据すえた。が、相変わらず自衛官の瞳ひとみは黒い鏡のようにその内面を晒さらそうとしない。

　凛子は視線を動かし、菊岡の隣となりに座る比ひ嘉がタケルを見た。

「……比嘉君がこの計画に参加した動機も同じなの？　君がそんなに国防意識が高かったなんて知らなかったわ」

「いやあ……」

　比嘉タケルは、凛子の言葉に、照れたように頭を搔かいた。

「ボクの動機は何ていうか、個人的なもんスよ。ボク、学生の頃から韓かん国こくの大学にダチがいたんスけど、そいつ兵役中にイラクに派兵されて、自じ爆ばくテロで死んじゃったんス。そんでまあ……この世界から戦争がなくなることはないとしても、せめて人間が死なずにすむようになるんなら、って……ガキっぽい理由っスけどね」

「……でも、そこの自衛官さんは、無人兵器を自衛隊独自の技術にしようと考えてるのよ？」

「や、菊さんの前でこう言うのも何ですけど、技術なんてそうそう長い間独占できるもんじゃないっスよ。それはこのオッサンも分かってるはずです。独占が目的じゃなくて、一歩先を行ければいいと考えてる……そうっスよね」

　比嘉の直ちよく截せつな物言いに、自衛官が何度目かの苦笑いを浮かべた、その時だった。三人の話を黙だまって聞いていた明あ日す奈なが、美しい、しかし冷たく透すき通とおった声で言った。

「あなたたちのそのご立派な理念は、キリト君にはいっさい話してない、そうですよね」

「……なぜそう思うんだい？」

　ひょいっと首を傾かしげる菊岡を、明日奈は小こ揺ゆるぎもしない視線で正面から見み据すえる。

「もしキリト君に話してれば、彼があなたたちに協力するはずがないわ。あなたたちの話には、大切な視点が一つ欠け落ちてる」

「……それは？」

「人工知能たちの権利」

　その言葉を聞いた途と端たん、菊岡は眉まゆをぴくりと持ち上げた。

「……いや、確かにキリト君にはさっきの話はしていないが、それは単にその機会がこれまでなかったからだよ。彼こそ、筋すじ金がね入いりのリアリストだろう？　そうでなければＳＡＯをクリアできなかったはずだ」

「解わかってないわね。もしキリト君が、アンダーワールドの真の姿に気付いてれば、きっとその運営者に対してものすごく怒おこってるわよ。彼にとっては、自分のいる場所こそが現実なんです。仮の世界、仮の命なんてことは考えない……だからＳＡＯをクリアできたんだわ」

「解らないな。人工フラクトライトに生なま身みの肉体はない。それが仮の命でなくてなんだと言うんだい？」

　明あ日す奈なは、どこか悲しそうな──いや、あるいは目の前の大人おとなたちを憐あわれんでいるような光をその瞳ひとみに浮かべ、ゆっくりと言葉を続けた。

「……話しても、結局あなたには理解できないかもしれないけど……アインクラッドの五十六層にある町で、わたしも今のあなたみたいなことを彼に言ったわ。どうしても倒せないボスモンスターがいて、それを攻略するのに、ＮＰＣ……つまりＡＩの村人を囮おとりにする作戦を主張した。ボスモンスターを村内に引き込んで、村人を襲おそってるところをまとめて攻こう撃げきする作戦だった。でもキリト君は、絶対にだめだと言ったわ。ＮＰＣだって生きてる、他ほかになにか方法があるはずだ、って。わたしのギルドの人はみんな笑ったけど……結局、彼が正しかった。たとえ人工フラクトライトが、大量生産されたメディアの中の模も造ぞう品ひんだとしても、戦争の道具として殺し合いをさせるなんてことに、キリト君が協力するはずはないわ、絶対に」

「──言いたいことは僕にも解わからなくもないよ。確かに人工フラクトライトたちは、僕ら人間と同等の思考能力がある。その意味では彼らは確かに生きている。だがこれは優先順位の問題なんだ。僕にとっては、十万の人工フラクトライトの命は一人の自衛官のそれより軽い」

　答えの出ない議論だ、と凛りん子こは思った。人工知能に人権はあるか否いなか──それは、真のボトムアップ型ＡＩが発表されたその時から、世界中で年単位の議論を尽くしたとしても容易に結論の出せない命題だろう。

　果たして自分はどう感じているのか、それすらも凛子にはよく分からなかった。科学者としてのリアリズムは、コピーされた魂たましいは生命ではない、と告げている。だが同時に、あの人なら何と言うだろうか、と考えている自分も居る。いつも《ここではないどこか》を望み、ついにはそれを創造し、二度と還かえることのなかったあの人なら──？

　自分を過去に引き戻そうとする思考の流れを断ち切るように、凛子はその場の沈ちん黙もくを破った。

「そもそも、なんで桐きりヶが谷や君が必要だったの？　あなたたちにとって最大級の機密が漏もれる危険を冒おかしてまで、どうして彼を……？」

「──そうか、それを説明するためにこんな話をしていたんだったね。あまりにも回り道をしすぎて忘れてしまった」

　菊きく岡おかは、明日奈の磁じ力りよく的てきな視線から逃のがれるように笑うと、咳せき払ばらいをひとつして続けた。

「なぜ、アンダーワールドの住民たちは禁きん忌き目もく録ろくに背そむけないのか……それはライトキューブに保存されたフラクトライトの持つ構造的な問題なのか、あるいは育成過程に原因があったのか、僕らは議論を重ねた。前者であれば、保存メディアの設計からやり直す必要があるが、後者ならば修正することができるかもしれないからね。そこで、僕らはひとつの実験を試みた。スタッフの一人、つまり本物の人間の記き憶おくを全すべてブロックし、幼い子供に戻して、アンダーワールドの中で成長させる。その行動パターンが人工フラクトライトと同一なものになるか否か、それを確かめるために」

「そ……そんなことをして、被験者の脳は大だい丈じよう夫ぶなの？　人生をもう一回やり直すようなものでしょう……記き憶おく領域が足りなくなっちゃわないの？」

「問題ない。フラクトライトには、およそ百五十年ぶんの記憶に耐える容量があるという話はさっきしたろう？　なぜそんなに過か剰じようなマージンがあるのか、その理由は分からないがね……聖書によれば、ノアの時代の人間は数百年生きたという、なんて話を思い出すね。とりあえず、成長と言っても最大で十歳さいくらいまでだよ。禁きん忌き目もく録ろくを破れるかどうか知るにはそれくらいで充分だからね。無論、向こう側での記憶は再びブロックされるため、現実に戻った時には、ＳＴＬに入る前とまったく同じ状態が保たれる」

「……で、結果は……？」

「スタッフから八人の被験者を募つのり、アンダーワールドで様々な環境のもと成長実験を行った。結果は……驚おどろくべきことに、十歳になり実験が終了するまで、禁忌目録を破ったものは一人もいなかった。むしろ予想とは逆……人工フラクトライトの子供たちよりも非活動的で、外に出ることを嫌きらい、周囲と馴な染じめない傾向を示した。我々は、それを違和感のせいだと推測した」

「違和感？」

「生まれてからの記憶をブロックしても、それが消滅するわけではない。そんなことをしたら現実に戻ってこられなくなってしまうからね。つまり、《知識》ではなく、体の動かし方に代表される《本能》が、被験者がアンダーワールドと馴染むことを阻そ害がいするんだ。いかにリアルとは言っても所しよ詮せんはザ・シードで作成した仮想世界であることに違いはない。中に入ってみればわかるが、現実世界での動作とは微び妙みように感覚が違うんだよ。僕が初めてナーヴギアを使い、ＳＡＯのベータテストを体験してみた時に感じたものと同種の違和感だ」

「重力感覚のせいよ」

　明あ日す奈なが短く言った。

「重力……？」

「視覚や聴覚の信号と違って、重力や平へい衡こうを感じる部分の研究は遅れてるの。信号の大部分が、視覚からわたしたちの脳が補完する重力感覚に頼ってるから、慣れてない人はうまく動けない」

「そう、その慣れだよ」

　菊きく岡おかは指をパチンと鳴らし、頷うなずいた。

「散々実験を繰り返してから、仮想世界内での動作に慣れている被験者が必要だ、と僕らもようやく気付いた。それも、一週間、一ヶ月ではなく年単位の経験がある、ね。これでもう解わかったろう。僕が、日本中でも最も仮想世界に順応している人間に協力を仰あおいだ理由が」

「──ちょっと待って」

　固い声で、再び明日奈が菊岡の言葉を遮さえぎった。

「もしかして、それが、キリト君の言ってた《三日間の連続ダイブ》なの？　……でも、キリト君はわたしたちに、ＦＬＡ機能は最大三倍だから、内部時間でも十日だけだ、って言ってたわ。彼に噓うそをついたの？　本当は、十年……？」

　鋭するどい視線を浴びせられた菊きく岡おかと比ひ嘉がは、バツの悪そうな表情を作って頭を下げた。

「すまない、その件に関しては六本木支部のミスだ。僕は、加速倍率は完全に伏せるよう指示していたんだが……」

「なお悪いわよ！　キリト君の魂たましいの寿じゆ命みようを十年分もそんな目的に使って、これでもし彼の治ち療りように失敗したら、わたしはあなたたちを絶対に許さないわ」

「言い訳にはならないが、僕も比嘉君も二十年以上実験に提供しているんだよ。──だが、キリト君に貰もらった十年は、スタッフ全員が消費したフラクトライト寿命を合算しても遠く及ばないほどの成果をもたらしてくれた」

「つまり、彼は、アンダーワールド内での成長過程で、禁きん忌き目もく録ろくに違反する行動を取ったのね？」

　思わず凛りん子こがそう口を挟はさむと、菊岡はにこりと笑みを浮かべ、大きくかぶりを振った。

「厳げん密みつにはそうではない。だが、結果としてはこちらが望む以上の形だったと言える。キリト君は、幼児期から他の被験者には見られなかった旺おう盛せいな好こう奇き心しんと活動性を示し、何度も禁忌目録違反の寸前まで行ってはお仕置きを受けていたよ。──無論、彼のフラクトライトが禁忌を犯おかしたところで、それは人工フラクトライトの構造的欠けつ陥かんを示すだけなので喜んではいられないんだが、それでも我々は注意深く彼の行動を観察し続けた。内部時間で七年ほど経過した頃だったかな……。この比嘉君が、ある興味深い事実に気付いた」

　菊岡の言葉を引き取り、比嘉が続けた。

「ええ。ボクは元々、桐きりヶが谷や君を実験に参加させることには、道義的にも保安面からも反対だったんスけどね、それに気付いたときは菊さんの慧けい眼がんに感服せざるを得なかったっスよ。ボクらは、禁忌目録のそれぞれの条項の重要性を数値化して、住民ひとりひとりがどれくらい禁忌違反に近づいたかを指数に表わしてチェックしてたんスけど、桐ヶ谷君……内部ではキリト君でしたが、彼といつも一いつ緒しよに行動してた人工フラクトライトの少年と少女の違反指数が、突とつ出しゆつして増大しはじめたんです」

「え……？　つまり……」

「つまり、キリト君は、現実世界の記き憶おくと人格を封ふう印いんされた状態でありながら、周囲の人工フラクトライトの行動に強い影響を及ぼしていたんス。もっと嚙かみ砕くだいて言えば、彼の腕わん白ぱくっぷりが他ほかの子供に伝染してた、って感じスかね」

　比嘉の喩たとえを聞いた明あ日す奈なの口くち許もとに、ごくごくかすかな笑みが浮かんだのに凛子は気付いた。恐おそらく明日奈にとっては、それは容易たやすく想像できる話だったのだろう。

「……現在でも、なぜ人工フラクトライトが与えられた規則に違反しないのか、その理由が完全に判明したわけじゃあないっス。恐らくはライトキューブの構造的要因に拠よるものなんでしょうけど、ボクらはもう、その解明は最優先課題ではないと考えてます。ボクらには、問題の全面的解決じゃなくて、たった一つの例外があればいいんス。一つだけでも《規則の優先順位》という概がい念ねんを得た真の高適応性人工知能を手に入れられれば、あとはそれを複製加工することで一定の成果は得られるはずですから」

「あんまり好きじゃないなあ、そういう考え方。……でも、往々にしてブレイクスルーっていうのはそんな手法で達成される、ってことかしらね」

　短く息を吐はき、凛りん子こは比ひ嘉がに先を促うながした。

「で、その例外は得られたの？」

「一度は確かにボクらの手に落ちてきましたよ。キリト君と最も近しい存在だったある少女が、実験が終了する直前、ついに禁きん忌き目もく録ろくに背そむいたんス。しかも《移動禁止アドレスへの侵入》っていうかなり重大な違反っスよ。後でログをチェックしたら、少女の視界内の禁止アドレスで他ほかの人工フラクトライトがひとつ死亡しているのが確認されました。恐おそらく、それを助けようとしたんでしょう。いいっスか、つまりその少女は、禁忌目録よりも他者の命を優先したんです。それこそがまさに、ボクらが求める適応性って奴やつっスよ。まぁ、兵器として実用化の暁あかつきに求められるのはまったく逆の、《倫りん理りに背そむく殺人》だってのは皮肉な話ですが」

「……一度は、って言ったわね？」

「あー、ええ。情けない話ッスが……手に落ちてきた宝石を、摑つかみそこねたとでも言いますか……」

　比嘉は肩かたを落とすと、何度も首を左右に振った。

「……さっき説明したとおり、アンダーワールド内は対現実比一千倍という凄すさまじいスピードで時間が経過しています。それを外側からリアルタイムに監かん視しするのは不可能なので、記録した事象をコマギレにして、それを言わばスロー再生で複数のオペレーターがチェックしてるわけっス。結果、必然的に内部時間と大きなラグが発生してしまうんス。ボクらは、少女が禁忌目録に違反したのを発見した時点でサーバーを停止し、彼女のフラクトライトを保存するライトキューブを物理イジェクトしようとしたんスが……その時にはすでに内部時間で約二日が経過していました。そして、驚おどろいたことに、公こう理り教きよう会かいはそのたった二日のあいだに少女を央おう都とに連行して、フラクトライトにある種の修正を施してしまったんス」

「しゅ……修正ですって？　君たちは観察対象にそこまでの権限を付与してるの？」

「そんなわけないっスよ。……ない筈はず、でした。秩序維持のためにアンダーワールドの全住民にはある種の権限レベルが設定してあって、それが高い住民は《神しん聖せい術じゆつ》と呼ばれるシステムアクセス権を行使できるんですが、最高レベルの権限を持つ公理教会の司し教きようたちだって、可能なのはせいぜい寿じゆ命みようの操そう作さくらいなんスよ。でも連中はいつのまにか、システムの抜け道を見つけて……、まぁ、詳しよう細さいは後で生データをお見せします。《アリス》の過去と現在の禁忌違反指数を、ね」

「アリス……？」

　さっと顔を上げ、そう囁ささやいたのは明あ日す奈なだった。凛りん子こもその単語の意味は事前に聞いていた。確か、菊きく岡おかと比ひ嘉がが追い求めている《高適応性人工知能》のコードネームとでも言うべき名称だったはずだ。

　二人の疑問を察したように、菊岡がひとつ頷うなずいた。

「そう、それが、キリト君とそしてもう一人の少年といつも一いつ緒しよにいた、問題の少女の名前なんだよ。もともと、アンダーワールドの住民の名前はそのほとんどが、ランダムな音の組み合わせとしか思えない奇き妙みようなものばかりだ。だから、少女の名前がアリスだと知ったとき、我々はその恐おそるべき偶ぐう然ぜんに驚きよう愕がくしたよ。なぜなら、それは、このラースという組織を含めてすべての計画の礎いしずえとなったひとつの概がい念ねんに与えられた名称でもあったからだ」

「概念……？」

「人工高こう適応型知的自律存在、アーティフィシャル・レイビル・インテリジェント・サイバネーテッド・イグジスタンス。頭文字を取って《Ａ．Ｌ．Ｉ．Ｃ．Ｅ．》……。僕らの究極の目的は、ライトキューブに封じられたフォトンの雲を一なる《アリス》に変化させることだ。スタッフたちは、短く縮めて《アリス化》と呼んでいる」

　二等陸りく佐さ・菊岡誠せい二じ郎ろうは、これだけの機密を明らかにしながら、なお謎なぞめいて見える笑みを浮かべて言った。




「ようこそ、我らが《プロジェクト・アリシゼーション》へ」










　　　３




　──なんと途と方ほうもないものを造ったのか。

　自分が提供したデータから生まれたマシンであるはずなのに、それでも神こう代じろ凛りん子こはそう驚きよう嘆たんせずにいられなかった。

　分ぶ厚あついガラスの壁を隔へだてた隣りん室しつには、上端が天てん井じように接するほど巨大な直方体が二つ鎮ちん座ざしている。外装は無む塗と装そうのアルミ板剝むき出だしだが、鈍にぶい銀色の輝きがいっそう機械としての存在感を伝えてくる。ナーヴギアはむろんのこと、医い療りよう用ハイスペック機のメディキュボイドと比べても数倍は大きい。

　メーカーのロゴなどはもちろん存在せず、ただ側面に【Ｓｏｕｌ　Ｔｒａｎｓｌａｔｏｒ】のシンプルな英字と、その上に大きく数字がペイントされているだけだ。左の機械のナンバーが４、右にあるほうが５。ようやく実物と対面できた《魂たましいの翻ほん訳やく機き》をたっぷり十秒以上も凝ぎよう視ししてから、凛子は眉まゆを寄せ、呟つぶやいた。

「４……？　これは四号機……で、あっちが五号機……？」

　ナンバリングはそうとしか解釈できないが、しかしそのわりに、ガラスの向こうのクリーンルームにはマシンは二台しか存在しない。小さく首を傾かしげた時、右側からひそひそ声の解説が聞こえた。

「試作一号機は六本木の分室にあって、衛星回線で接続してます。二号・三号機はオーシャン・タートルですが、何せ見たとおりの図ずう体たいですので、スペースの関係でロウワー・シャフトに設置されてるんです。というか……この最新の四号機と五号機が、下に入らなくてアッパー・シャフトに追い出されたと言うべきかしら」

　声の主は、凛子と明あ日す奈なをこの場所に案内した人物だが、菊きく岡おかでも比ひ嘉がでも中なか西にし一いち尉いでもない。それ以前に男性ですらない。スタイルのいい長身を純白の制服に包み、靴くつはソールの低いスリッポン、頭にはナース帽ぼうを乗せた──つまり女性看かん護ご師しだ。

　なぜこんな場所に看護師が、と少々不思議に思わないでもないが、考えてみればこれだけの大きな船だ。当然船内に医務室はあるだろうし、ならばスタッフもいるだろう。

　三つ編みにまとめた髪かみと、リムレスの眼鏡めがねが印象的なナースは、手にしていたタブレット端たん末まつを凛子に向けると素早くタップした。表示されたのは、どうやらオーシャン・タートルの立面図らしい。爪つめを短く整えた指先が、巨大船の真ん中を縦たてになぞる。

「ピラミッド部分の中央には、《メイン・シャフト》と呼ばれる直径二十メートル、高さ百メートルの頑がん丈じようなチューブが通ってます。これは船の各フロアを支える柱であると同時に、重要機関を守る隔かく壁へきでもあるんです。内部には、船自体の制せい御ぎよシステムと、アリシゼーション計画の中ちゆう枢すう……つまり四台のＳＴＬと、メインフレームである《ライトキューブ・クラスター》が格納されています」

「ふうん……。アッパーとか、ロウワーっていうのは？」

「メイン・シャフトは上下分割された構造になってて、真ん中には壁と同じチタン合金の耐圧隔かく壁へきがあるんです。その上側をアッパー・シャフト、下側をロウワー・シャフトと呼んでます。いま私たちがいるのはここ、アッパー区画にある《第二制せい御ぎよ室しつ》です。スタッフは《サブコン》なんて呼んでますけどね」

「なるほどね。ということは、最初に案内された、ロウワー区画の第一制御室が《メインコン》なわけ？」

「ご名答です、神こう代じろ博はか士せ」

　そう言ってにっこり笑うナースに苦笑を返し、凛子は体ごと左に向き直った。

　無言で立つ少女──結ゆう城き明あ日す奈なは、両手をガラス壁に押し当て、食い入るように向こう側の四号機を見つめている。正確には、四号機の下部に接続されたジェルベッドに横たわる、一人の少年を。
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　白い病衣の下にモニタリング電極を幾いくつも貼はられ、左腕には輸液用マイクロインジェクターを装着されている。肩かたから上がＳＴＬにすっぽり吞のみ込まれて顔は見えない。しかし、明日奈には解わかるのだろう。彼が、ひたすら探し求めた桐きりヶが谷や和かず人とであることが。

　凛子の視線に気付く様子もなく、明日奈はじっと和人に瞳ひとみを向け続けていたが、やがて長い睫まつ毛げがゆるやかに伏せられ、唇が無音で何かを呟つぶやいた。目め尻じりに小さな雫しずくが生まれ、こぼれ落ちる寸前でかすかに震ふるえる。

　そんな明あ日す奈なに、凛りん子こは言葉を掛けようとしたが、それより早く──。

「大だい丈じよう夫ぶよ、明日奈さん。桐きりヶが谷やくんはきっと帰ってくるわ」

　と、眼鏡めがねのナースが言ったので少々驚おどろく。一歩下がった凛子に代わって、明日奈の隣となりに進み出たナースは、左手を少女の肩かたへと伸ばした。しかし明日奈はまるでそれを避さけるかのようにさっと体を回転させると、指先で涙なみだを払はらい落おとし、どうしたことか少しばかり挑ちよう戦せん的てきな口調で答えた。

「もちろんです。でも……どうしてあなたがここにいるんですか、安あ岐きさん？」

「え……？　お二人はお知り合いなの？」

　凛子が大いに途と惑まどいつつ発した問いに、明日奈が軽く頷うなずく。

「ええ。こちらの安岐さんは、千代田区の病院にお勤めの看かん護ご師しさんです。そのひとがこんな伊い豆ず諸島沖で何をしているのかは知りませんが」

「桐ヶ谷君のお世話をしているのよ、もちろん」

「お仕事はどうしたんですか？　それとも、菊きく岡おかさんみたいに、看護師っていうのも偽ぎ装そうだったんですか？」

　明日奈の強い視線を受けても、安岐という苗みよう字じらしいナースはいっこうにたじろぐ様子もなく、微笑を浮かべつつ軽く肩をすくめた。

「まさか、私はあのオジサマと違って本物のナースよ、国家資格だってちゃんと持ってるわ。ただ、卒業した学校が、《自衛隊東京病院高等看護学院》ってトコなんだけどね」

「…………それで色々納なつ得とくしました」

　頷く明日奈に、凛子は遠えん慮りよがちに声を掛けた。

「ええと、私はまだよく解わからないんだけど……結局、こちらの安岐さんはどういう方なの？」

「看護師さんなのは本当なんでしょう。ただ、それだけじゃないってことです」

　凛子に一度顔を向けてから、明日奈は滑なめらかに説明する。

「自衛隊病院付属の看護学校を卒業した看護師さんは、原則としてそのまま自衛隊病院に勤務するはずです。それなのに、安岐さんが千代田区の病院でＳＡＯ事件の被害者を担たん当とうしていたのは、つまり菊岡さんが動いた結果だった……そうですよね？」

「ご名答よ、明日奈さん」

　先ほど凛子に言ったのと同じ台詞せりふを、安岐ナースは微笑ほほえみながらもう一度繰くり返かえした。長身の看護師をじろっと睨にらみ、明日奈は更さらに付け加えた。

「それと、もう一つ。確か自衛隊病院付属の看護学校は、入学した時点で入隊と同じ扱いになるって学校の進路ガイダンス資料で読みました。ということは、安岐さんは看護師であると同時に……」

　皆まで言うな、というふうに右手で明あ日す奈なの言葉を遮さえぎった安あ岐きナースは、その手を額ひたいに持っていくと、びしっと堂に入った敬礼をして──

「安岐ナツキ二等陸りく曹そうであります！　桐きりヶが谷やくんの身しん体たい生命は、本官が責任を持って守ります！　……なんてね」

　最後にウインクを一いち撃げき決める女性看かん護ご師し兼自衛官を、明日奈はしばらく疑念半分呆あきれ半分の顔で見つめていたが、ため息をひとつついてから、軽く頭を下げて言った。

「よろしくお願いします」

　そして再びガラスに隔へだてられたＳＴＬ四号機に向き直り、直線距離で三メートルほど離れたジェルベッドに横たわる少年へ、強い感情のこもった眼まな差ざしを注そそぐ。

「…………帰ってきますよね、キリト君」

　ぽつりと零こぼれた呟つぶやきに、安岐ナースは深く頷うなずくと、今度こそ左手を明日奈の肩かたに乗せた。

「もちろんよ。こうしている今も、キリト君のフラクトライトは治ち療りよう用プログラムの中で元気に活動しているわ。脳神経ネットワークも順調に再生してるから、もう少ししたら眼めを醒さますはずよ。それに……あの子は、ＳＡＯをクリアした《英えい雄ゆう》じゃないの」

　その言葉は、凛りん子この胸に、ちくりと鋭するどい痛みをもたらした。深呼吸でそれを吞のみ下くだし、凛子も明日奈の隣となりに立つと、ガラス越しに巨大なマシンを見上げた。




　午後八時。

　左手首の時計から顔を上げると、凛子は意を決して右手を持ち上げ、【呼出】と刻印してある金属のボタンを押した。数秒後、ドアの横に設けられたスピーカーから短い応答があった。

『……はい』

「私、神こう代じろです。少しだけ、話をさせてもらっていいかしら」

『どうぞ、今開けます』

　声と同時に、インターフォン・パネルのインジケータが赤から青に変わり、モーター音とともにドアがスライドした。

　凛子が部屋に入ると、ベッドの横に立っていた結ゆう城き明日奈は軽く会え釈しやくし、右手の統とう合ごう制せい御ぎよリモコンを操そう作さした。背後でドアが閉まり、ロック機構が小さな音を立てる。

　船室は、通路を隔てた凛子の部屋と全く同じつくりだった。六畳じようほどの空間はオフホワイトの樹じゆ脂しパネルで装われ、調度は固定されたベッドと小さなテーブル、ソファー、艦かん内ないネット接続用の小型端たん末まつ一つだけ。二人を案内した中なか西にし一いち尉いは『一等船室ですよ』と言っていたので、凛子は思わず豪ごう華か客船のスイートキャビンを想像してしまったのだが、どうやら各部屋ごとに小さなユニットバスが備えられているというのが一等たるゆえんだったらしい。

　ただ、明日奈の部屋は凛子のものとは違い、ベッドの奥に細長い窓が設けられていた。つまりここはオーシャンタートルの最外周部、発電パネル層と接する場所だということになる。エレベーターでかなり登ったので、夕刻には窓から美しい南洋の落日が望めたはずだが、いまはもう漆しつ黒こくの闇やみが広がるばかりだ。生憎あいにくの曇どん天てんで星もまったく見えない。

「どうぞ、掛けてください」

　明あ日す奈なに言われ、凛りん子こはエレベーター脇の自販機で買ってきたペットボトルのウーロン茶をテーブルに置くと、硬かためのソファに腰を下ろした。つい「どっこいしょ」と言ってしまいそうになり、危うく口を閉じる。自分ではまだまだ若いつもりでいるが、Ｔシャツにショートパンツ姿の明日奈の輝くような美しさを目まの当たりにすると、迫りつつある三み十そ路じの声を意識せざるを得ない。

「良かったら、飲んで」

　ボトルの片方を勧めると、明日奈は小さく微笑ほほえんで頭を下げた。

「ありがとうございます、ちょうど喉のどが渇かわいてたんです」

「洗面台の水は味見してみた？」

　悪戯いらずらっぽく笑いながら訊たずねると、明日奈も瞳ひとみをくるりと回してみせる。

「東京の水道水のほうがずっとマシですね」

「まあ、海水を濾ろ過か脱だつ塩えんした水らしいから、少なくともトリハロメタンは入ってないと思うわ。案外、コンビニで売ってる海洋深層水より体にいいかも。私は一口でもうご免めんだけど」

　ウーロン茶のキャップを捻ひねり、冷えた液体を大きく飲み下す。本当はビールが欲しかったのだが、下層の食堂まで行かないと買えないようなので断念した。

　ふうっ、と息をつき、凛子はもう一度明日奈を見た。

「……桐きりヶが谷や君、顔が見られなくて残念だったわね」

「でも、なんだか元気そうでしたよ。楽しい夢でも見てるみたいでした」

　微笑む明日奈の顔は、ここ数日彼女を苛さいなんでいた焦しよう燥そうがようやく抜け落ちたように見えた。

「まったく困った彼氏ね。突とつ然ぜん失しつ踪そうした上に、こんな南の海でクルージング中だなんて。首に縄なわでもつけておいたほうがいいわよ」

「検討しておきます」

　淡あわい笑顔を見せてから、明日奈は口くち許もとを引ひき締しめ、深く頭を下げた。

「ほんとうに、神こう代じろ先生には感謝しています。こんな無茶なお願いを聞いて頂いて……。お礼の言いようもないくらいです」

「やめてやめて、凛子でいいわよ。……それに、こんなことくらいじゃあ、あなたと桐ヶ谷君への罪滅ぼしにはぜんぜんならないわ」

　凛子は大きく何度もかぶりを振り、意を決して、じっと明日奈を見つめた。

「……私、あなたに話しておかなくちゃならないことがあるの。ううん、あなただけじゃない……旧ＳＡＯプレイヤーの全員に、告白しなきゃいけないことが……」

「…………」

　無言でまっすぐに見返してくる明あ日す奈なの眼めを、凛りん子こは懸けん命めいに受け止めた。大きく息を吸い、吐はき出だしてから、身につけていたコットンシャツのボタンを二つ外す。襟えり元もとを大きく開き、細い銀のネックレスを持ち上げると、胸きよう骨こつの少し左を斜ななめに走る切せつ開かい痕こんが露あらわになった。

「この傷きず痕あとのことは……知ってるわよね……？」

　明日奈は瞳ひとみを逸そらすことなく凛子の心臓の真上を凝ぎよう視しし、やがてかすかに頷うなずいた。

「ええ。遠えん隔かく起き爆ばく型がたマイクロ爆ばく弾だんが埋うめ込まれていた場所ですね。それで先生……凛子さんは、二年間も団長……茅かや場ば晶あき彦ひこに脅きよう迫はくされていた」

「そう……それによって私はあの恐おそろしい計画に協力を強いられ、長期ダイブ中のあの人の肉体を管理していた……。──世間ではそういうことになっているわ。だから私は不ふ起き訴そ処分になったし、名前すら公表されずに、のうのうとアメリカに脱出できた……」

　シャツとネックレスを戻し、凛子は気力を振ふり絞しぼってその先を続けた。

「でも、本当は違うの。警察病院で摘てき出しゆつされた爆弾は確かに本物だったし、実際に起爆も可能だった。でも、それが決して爆発しないことを、私はよく知っていた。──カモフラージュだったのよ。事件が終わったあと、私が罪に問われないように、あの人が埋め込んでくれたまやかしの凶きよう器き。あの人が私にくれた、たった一つのプレゼント」

　その言葉を聞いても、明日奈の表情は変わらなかった。心の底まで見み透すかすような澄すんだ瞳ひとみを微動だにさせず、ただじっと凛子を見つめている。

「──私と茅場君は、私が大学に入った年から付き合い始めて、修士課程が終わるまで六年のあいだ恋人同士だったわ。……でも、そう思っていたのは私だけだった。いまのあなたよりも年上だったのに、いまのあなたより遥はるかに愚おろかだった私には、茅場君の心の内側がまるで見えてなかった。彼がただひとつ求めていたものに、まったく気付かなかった……」

　窓の向こうにどこまでも広がる夜の海を見やり、凛子は四年間抱かかえつづけていた言葉を少しずつ語り始めた。普段なら、思い出すだけで鋭するどい痛みをもたらすその名前は、意外なほど滑なめらかに唇から零こぼれ落おちていった。




　日本で有数の工業系大学に、ストレートで進学したその時点で、茅場晶彦はすでに株式会社アーガス第三開発部の長たる立場だった。茅場が高校在学中にライセンス契けい約やくしたいくつかのゲームプログラムによって、アーガスは弱小三流メーカーから世界に知られるトップメーカーへと飛ひ躍やくしたのだから、大学入学直後の彼をいきなり管理職待たい遇ぐうで迎えたのもさして不思議はなかった。

　茅場の年収は十八歳さいにして億を超えていると言われ、それまでのライセンス料を合わせれば総資産は恐おそるべき金額になるはずだった。自然な成り行きとして、キャンパスでの彼は複数の女子学生から有形無形のアプローチを受けたらしいが、興味のないものに彼が向ける、あの液体窒ちつ素そよりも冷たい視線を浴びせられて立ち直れた者は居なかった。

　だから、凛りん子こには、なぜ茅かや場ばが一歳さい年下の冴さえない山やま出だし娘むすめを拒きよ絶ぜつしなかったのか、今でもよく解わからない。彼の名声をまるで知らなかったから？　一年時から重しげ村むらゼミに出入りすることを許される程度の頭はあったから？　少なくとも容姿に惹ひかれたわけではないことだけは確かだ。

　凛子の抱いだいた茅場の第一印象は、養分の不足した豆もやし、である。いつも青白い顔をしてよれよれの白衣を羽織り、観測装置にまるで備品のように貼はり付いている彼を、無む理り矢や理りおんぼろの軽自動車に乗せて湘しよう南なんまで引っ張り出した時のことは、昨日の出来事のように鮮せん明めいに憶おぼえている。

「たまにはお日様を見ないと、出るアイデアも出ね！」

　と、お国言葉丸出しで叱しかる凛子を、茅場は助手席からどこか呆ぼう然ぜんとしたような顔でしばらく眺ながめていた。やがてぽつりと、自然光が与える皮ひ膚ふ感覚のエミュレーションも考えないとな、と呟つぶやいて凛子を大いに呆あきれさせた。

　しばらく後になって、茅場の若きセレブリティというもう一つの顔を知ったのだが、だからと言って付き合い方を変えられるほど器用な育ち方はしていなかった。凛子にとって茅場は、いつだって栄養の足りていないもやしっ子で、部屋に行くたびに叱り付けて持参の郷土料理を食べさせた。

　あの人が私を拒絶しなかったのは、つまり助けを求めていたのだろうか、私がそれに気付かなかっただけなのか、と凛子は後に何度も自問したが、しかしその答えは常に否いなだった。茅場晶あき彦ひこという人間は最後まで自分以外に恃たのむものは無く、彼が欲していたのはただ一つ、《ここではない世界》という、神ならぬ人の子には許されぬ場所への扉とびらだけだった。

　茅場は何度か、寝物語に空に浮かぶ巨大な城の話をしてくれたことがある。その城は、無数の階層からできていて、層ひとつひとつに街や森や草原が広がっているのだそうだ。長い階段を使って層をひとつひとつ登っていくと、天てつ辺ぺんには夢のようにきれいな宮きゆう殿でんがあって──。

「そこには誰がいるの？」

　と問う凛子に、茅場はかすかに笑いながら、解らないのだ、と答えた。

　──私は、すごく小さな頃は、毎晩夢のなかでその城に行けたんだ。毎晩ひとつずつ階段を昇って、少しずつ天辺に近づいていった。でも、ある日を境に、二度とその城には行けなかった。くだらない夢さ、もうほとんど忘れてしまったよ。

　しかし彼は、凛子が修士論文を書き上げたその翌日に、空中の城に旅立ち二度と帰ることはなかった。己の手だけで浮ふ遊ゆう城じようを現実のものとし、一万のプレイヤーを道連れに、凛子ひとりを地上に置き去りにして──。




「ニュースでＳＡＯ事件を知って、茅場君の名前と顔写真を見てもまだ、私には信じられなかった。でも、車で彼のマンションまで飛んでいって、そこにパトカーが山ほど詰つめ掛けてるのを見て、初めてほんとなんだって解わかったわ」

　凛りん子こは、久しぶりに長時間声を出したせいでわずかな喉のどの痛みを感じながら、ぽつりぽつりと話し続けた。

「あの人は、最後まで私には何も言わなかった。旅立つときも、メール一つ寄よ越こさなかった。ううん……私が大馬鹿だったのね。私はナーヴギアの基礎設計にも協力したし、彼がアーガスで作ってたゲームのことも知ってた。なのに、彼が考えてることにまったく気付かなかった……。茅かや場ば君が行方ゆくえ不明になって、日本中が血ち眼まなこになって彼を探してるとき、私、奇き跡せき的てきに思い出したの。昔、彼の車のカーナビの履歴に、長なが野のの山奥の座標が残ってて、変だなって思ったことを。直感的に、そこだ、って思ったわ。その時点でそれを警察に教えてれば、ＳＡＯ事件はもっと違った経過を辿たどったかもしれない……」

　あるいは警察があの山荘に踏ふみ込こんだら、茅場は事前の宣言どおりプレイヤー全員を殺したかもしれなかった。しかし自分がそれを言葉にすることは許されないと、凛子は思った。

「──私、警察の監かん視しを撒まいて、一人で長野に行った。記き憶おくだけを頼りに山荘を探し出すのに三日かかったわ。見つけたときはもう全身泥どろだらけで……でも、そんなに必死になったのは、彼の共犯者になりたいからじゃなかった。私……茅場君を殺すつもりだった」

　最初に会ったときとまったく同じ、途と惑まどったような顔で茅場は凛子を出迎えた。そのとき、後ろ手に握にぎっていたサバイバルナイフの重さと冷たさは、今でも忘れられない。

「でも……ごめんなさいね、明あ日す奈なさん。私、殺せなかった」

　抑おさえようもなく声が震ふるえたが、しかし涙なみだを流すことだけは懸けん命めいに堪こらえる。

「これ以上、あの時のことをどう言葉にしても噓うそになっちゃうと思う。茅場君は、私がナイフを持ってるのを知ってて、いつもみたいに『困った人だなあ』とだけ言って、またナーヴギアをかぶってアインクラッドに戻っていった。それまでずっとダイブしっぱなしだった彼は、髭ひげぼうぼうで汚よごれ放題で、腕に点てん滴てきの痕あとがいくつもあった。私……私は……」

　それ以上言葉が出ず、凛子はただ何度も呼吸を繰くり返かえした。

　やがて、静かに、明日奈が言った。

「わたしも、キリト君も、凛子さんを恨うらんだことは一度もありません」

　はっと顔を上げると、十歳さい年下の少女は、かすかに微笑ほほえみながらじっと凛子を見ていた。

「……それどころか……キリト君は違うかもしれないけど、わたしは団長……茅場晶あき彦ひこのことを恨んでいるのかすら、今でもよく解わからないんです」

　明日奈が、あの世界の中で、茅場の作ったギルドに属していたことを凛子は思い出していた。

「確かにあの事件で、四千もの人が亡くなりました。彼らが、どれほどの恐きよう怖ふと絶望の中で死んでいったか……それを想像すると、団長の犯罪は決して許されることではありません。でも……物もの凄すごくわがままな言い草ですけど、多分わたしは、あの世界でキリト君と暮らした短い日々を、これからも人生最良のひとときとして思い出すでしょう」

　明あ日す奈なの左手が動き、腰こしのあたりで何かを握にぎるような仕し草ぐさを見せた。

「団長に罪があるように、わたしにも、キリト君にも、そして凛りん子こさん、あなたにも罪はある……。でもそれは、誰かに罰ばつしてもらえば償つぐなえるようなものじゃない、そう思います。恐おそらく、永遠に赦ゆるしを得られる日は来ないのかもしれません。だとしても、わたしたちは、自分の罪と向き合い続けていかなければならないんです」




　その夜、凛子は、久しぶりにあの頃──何も知らない学生だった頃の夢を見た。

　眠ねむりの浅い茅かや場ばは、いつも凛子より先にベッドから抜け出して、コーヒーカップ片手に朝刊を読んでいた。完全に日が昇ってから凛子がようやく目を醒さますと、寝坊した子供に対するように小さく苦笑し、おはよう、と言った。




「本当に、困った人だな。こんなところまで来るなんて」




　穏おだやかな声に、凛子が薄うすく眼めを開けると、暗くら闇やみのなか、ベッドの傍かたわらに長身の人影が立っているのが見えた気がした。

「まだ夜中よ……」

　微笑ほほえみながら呟つぶやき、凛子はもう一度瞼まぶたを閉じた。かすかに空気が動き、硬い足音が遠ざかり、ドアの開閉音がそれに続いた。

　再度の眠りの淵ふちに落ちていく、その直前に──。

「────!!」

　凛子は息を詰つめながら飛び起きた。心地ここちよいまどろみは一いつ瞬しゆんで消え去り、心臓が早はや鐘がねのように喚わめいている。どこまでが夢で、どこからが現うつつなのか、とっさに判断できなかった。手探りでリモコンを探し、部屋の照明を点つける。

　窓のない船室は、当然のように無人だった。だが、凛子は、空気中にかすかに何者かの残のこり香がが漂ただよっているのを感じた。

　ベッドから飛び降りると、素足のままドアまで駆かけ寄よる。操そう作さパネルをもどかしく叩たたき、ロックを外すと、スライドしたドアの隙すき間まから通路に走り出た。

　オレンジの薄うす暗ぐらい照明に照らされた船内通路は、右も、左も、視界に入る限りどこまでも無人だった。

　夢……？

　そう思ったが、しかし耳の底には、確かにあの低くソフトな声の残ざん響きようが漂っていた。無意識のうちに、凛子は右手で、常に身につけているロケットペンダントを強く握り締しめた。

　ろう付けされて二度と開くことのできないその中には、凛子の心臓直上から摘てき出しゆつされたマイクロ爆ばく弾だんが封入されている。ペンダントは、まるでそれ自体が熱を放っているかのように、ほんの少し掌てのひらを灼やいた。
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　──不思議な子たち。




　あどけなさの残る寝顔を、高い梁はりの上から眺ながめていると、不意にそんな思考が生まれた。

　古びた納な屋やの床ゆかに、分ぶ厚あつく積み重ねられた干しワラをベッドにして熟じゆく睡すいする少年二人。外見的にはさして特異な部分はない。右側で、横向きになって眠ねむる少年の髪かみは亜あ麻ま色いろ、今は閉じられている瞳ひとみは深ふか緑みどり色。どちらも、このエリアＮＮＭ……《ノーランガルス北域中部ノーザン・ミドル》ではしばしば発現する色だ。身長・体格も、この年ねん齢れいの男子としては平均値の域内。

　対して、左側で、手足を投げ出す豪ごう快かいな寝姿を披ひ露ろうする少年は髪も瞳も漆しつ黒こく。こちらは少々珍めずらしい。ダークカラーはエリアＥもしくはＳで発現率が高く設定されている色で、こんな北に生まれた子供が髪も眼めも黒になるのはレアケースだが、とはいえ確率はゼロではない。ヒューマン・エンパイア全域の人口がこれほど増えれば、充分に起こり得ることだ。体格は、隣となりの少年と、まるで双ふた子ごででもあるかのようにうり二つ。

　百六十三日前、《マスター》にこの二人の直接観察を命ぜられ、はるばる央おう都とセントリアからやってきた時は少々拍ひよう子し抜ぬけしたものだ。外見も、言動も、同性・同地域・同年代のユニット群から大きく逸いつ脱だつする所はないと思えたし、計画性や危険回かい避ひ力に於おいてはむしろ平均より劣るのではないかという気さえしたからだ。

　しかし、存在に気付かれないよう細心の注意を払はらいながら二人の旅に同行すること、半年。

　雨期が過ぎ、夏もまた去ろうとしているいまになってようやく、なぜ《マスター》がこの二人に眼めを留めたのか、その理由が解わかったような気がしている。

　計画性・規則性の不足はすなわち、旺おう盛せいな好こう奇き心しんや探求心の裏返しだ。ことに、黒くろ髪かみの少年の発想力や行動力は、二百年以上を生きてきた身でも時に驚おどろかされる。観察を始めてから、今にも禁きん忌き目もく録ろくを破りそうな彼に何度はらはらさせられたことか。

　考えてみれば──そうでなくてはそもそも、あんなことができるはずはないのだ。《マスター》の仇きゆう敵てきである《かの者》が、世界の各地に配置した永久障しよう壁へきをわずかな日数で破壊してのける、などということが……。

　と、眠ねむる黒髪の少年が、何の夢を見ているのか手足を大きく動かした。そのはずみで、寝巻き代わりのシャツの裾すそが派手にめくれ上がる。剝むき出だしになった腹を気にする様子もなく再び動かなくなる様子を見て、思わずため息をつきそうになる。

　夏の終わりとはいえ、ぎりぎりノーランガルス北域にあたるこの地域では、夜の風はかなり冷える。ただでさえ隙すき間まの多い納な屋やの、しかもワラ製ベッドの上でお腹なかを丸出しにして寝れば、《天てん命めい》に軽度の病気ステータスが発生する確率は低くない。明日──人じん界かい暦れき三七八年八の月二十八日は、二人のこれまでの旅で最大の関門が待ち構えているというのに。

　この農場でひと夏働いて稼かせいだお金がそこそこあるのだから、せめて今日くらいは街の宿屋に泊まりなさいと、何度言おうと思ったことか。しかし、彼らへの直接接せつ触しよくは一切許されていない。やきもきしながら見守るうちに、二人はいつものように粗そ末まつな納屋で寝入ってしまい──結局、この有様だ。

　……仕方ない。これくらいの干かん渉しようなら、《マスター》も許してくれるだろう、きっと。

　高い梁はりの上で、右腕をそっと振る。ごく小声で術じゆつ式しきを唱えると、手の先に小さな緑色の光、《風ふう素そ》が一つ生成される。

　それを、慎しん重ちように誘ゆう導どうしつつ落下させる。黒髪の少年のすぐ傍そばに舞い降り、干ほしワラの奥に三十センほど潜もぐり込んだところで、ごく穏おだやかに《解放》。

　生み出された風が、ワラを一ひと抱かかえぶん巻き上げ、少年の剝き出しの腹にはらはらと降り積もらせた。上うわ掛がけとしては多少心こころ許もとないが、すきま風の冷気くらいはなんとか遮しや断だんしてくれるはずだ。

　手を下ろし、何にも気付かず眠り続ける二人の少年をじっと見つめながら、今の自分の行動についてしばし考察する。

　天てん命めいを永久凍とう結けつされ、《マスター》の使つかい魔まとして生きてきた二百数十年の間に、似たような任務に就ついたことは何度もあった。しかし、観察対象に、興味以上の感情を抱いた記き憶おくは皆無と言っていい。いや、そもそも《感情》なる機能は最初から存在しないはずだ。なぜならこの身は、人じん界かい……あるいは《アンダーワールド》の主役たるヒューマン・ユニットではないのだから。

　少年が、大事な試練を前に風か邪ぜを引くことを予測したまではいい。問題は、なぜそれを看かん過かできず、術じゆつ式しきまで使って干かん渉しようしたのかだ。むしろ、彼が体調を崩くずし、試練に失敗し、元の村に帰るという結果になれば、長い観察任務もそこで終了して懐なつかしい大図書館の書しよ棚だなの隅すみに戻れるはずなのに。

　つまり……家に戻ることよりも、彼らとの旅が続くことを望んでいる？

　有り得ない。非論理的だ。これではまるで、二人の不規則性が伝染してしまったかのようではないか。

　もう考えるのはやめよう。それは任務のうちではない。すべきことは、同行し、見届けることだけ。彼ら──亜あ麻ま色いろの髪かみの少年ユージオと、黒髪の少年キリトの歩みが辿たどり着く、その場所を。

　梁はりの上で、体のサイズを最小の五ミルにまで縮小し、飛び降りる。この大きさだと落下による天命損そん耗もうは発生しないので、術式を使うまでもない。干しワラの一本に音もなく着地すると、細い脚あしを動かしてするすると移動し、いつもの定位置──キリトという名の少年の、少し長めの黒髪に潜もぐり込こむ。

　自分と同じ色の髪を数本抱かかえて体を固定すると、再び原因不明の感情が小さな体を満たした。

　穏おだやかさ、落ち着き、安あん堵ど、それらの奥でほんの少し高鳴る何か……なぜこんな感覚が生まれるのか、何度考えても解わからない。

　──まったく、不思議な子たち。

　再びそんなことを思いながら、瞼まぶたを閉じ、浅いまどろみに落ちる。
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　明くる八の月最後の一日は、朝からよく晴れた。

　大きく伸びをしてから瞼まぶたを開いたキリトは、自分を覆おおっている干ほしワラの一本を怪け訝げんそうに摘つまみ上げたが、すぐに勢いよく上体を起こした。その揺ゆれで意識が完全に覚かく醒せいし、彼の髪かみの中で同じように手て脚あしを伸ばす。

　黒髪の根元近くをするする移動し、前髪の少し手前で停止。ここが、日中の定位置だ。キリトにはたまに頭をがりがり搔かくクセがあるので、その時は少し気をつけねばならない。天てん命めいが凍とう結けつされていると言ってもそれは老化による自然減少だけで、体が傷つけばそれなりの損そん耗もうは発生する。もっとも、最大値が人間よりも遥はるかに高く、縮小していても体の強度はほぼ保たれるので、ちょっとやそっとの衝しよう撃げきなど問題にならないのだが。

　自分の髪の中に、麦むぎ粒つぶほどの観察者オブザーバーが潜ひそんでいることに気付く様子もなくワラ山から滑すべり降おりると、キリトは横向きになって眠ねむる相あい棒ぼうの肩かたに手をかけた。

「おいユージオ、起きろよ、朝だぞ」

　少し乱暴に揺ゆさぶられた少年が、髪と同じ色の睫まつ毛げを小刻みに震ふるわせてから、ゆっくり持ち上げる。グリーンの瞳ひとみはしばらくぼんやりとした光を浮かべていたが、いちど強く瞬まばたきをすると、苦笑するように細められた。

「……おはよう、キリト。相変わらず、何かある日だけは早起きだね」

「その逆よりマシだろ。ほら、起きた起きた！　とっとと朝の仕事を済ませて、メシの前に《型》の稽けい古こしようぜ。俺おれ、七番あたりがまだちょっと不安なんだよ」

「だから、模も擬ぎ戦せんだけじゃなくて型もちゃんとやろうっていつも言ってるのに……。信じられないよ、大会当日の朝に一いち夜や漬づけだなんてさ……いや、朝だからその言い方は違うか。ええと……」

「アサ漬けでもシバ漬けでもいいよ、型の演えん武ぶなんてどうせ一回こっきりなんだからさ！」

　意味不明な台詞せりふとともにユージオを無理やり引きずり下ろしたキリトは、数分前までベッドだった干しワラを両腕いっぱいに抱かかえ上げると、壁際の大きな木き桶おけに移した。山盛りになった桶を軽々持ち上げ、入り口へと歩き始める。

　納な屋やから出たとたん、昇ったばかりの朝日が正面から二つの眼めを射た。少し後退して黒髪の房ふさに身を隠かくす。長いこと薄うす暗ぐらい大図書室の片かた隅すみで暮らしていたせいか、日光は少々苦手だ。しかし、キリトのほうは気持ちよさそうに朝あさ靄もやを胸いっぱい吸い込むと、誰にともなく言った。

「朝はだいぶ涼すずしくなったなあ。肝かん心じんな日に風か邪ぜ引かなくてよかったよ、ほんと」

　これには、まったくいい気なものね、と呆あきれざるを得ない。次にお腹なか丸出しで寝てももう助けてやるまいと考えていると、追いかけてきたユージオが代わりに答えた。

「そろそろ、納な屋やにワラの寝ね床どこじゃ辛つらいかもね。明日からは、宿代払はらって母おも屋やで寝かせてもらおうか？」

「いや、その必要はないよ」

　ニヤリと笑い──もちろん、前まえ髪がみの根元からは宿やど主ぬしの顔は見えないが、もうその悪戯いたずらっぽい表情がありありと推測できる──キリトはふてぶてしく答えた。

「だって、今夜から俺おれたちはザッカリアの衛えい兵へい隊たい宿舎に寝泊まりするんだからな」

「……その自信がどこから出てくるのか、教えてほしいよ本当に……」

　やれやれ、と首を振るユージオも、キリトと同じくワラを山盛りにした大おお桶おけを抱えている。二人とも平然とした顔をしているが、いかに干ほしワラと言っても直径一メルもある頑がん丈じような木桶に限界まで積せき載さいすれば、その重量はかなりのものになるはずだ。平均的な同年代の若者なら、持ち上げることはできても二十歩は歩けまい。

　どちらかと言えばやせ気味な体格の二人が、なぜ額ひたいに汗あせひとつかいていないのか。その理由は、彼らの《オブジェクト・コントロール権限オーソリテイ》が有り得ないほど高いからだ。納屋の壁に無む造ぞう作さに立てかけてある一振りの長剣──クラス45という《神じん器き》級のオブジェクトを意のままに操れるほどに。

　ならば、辺境の村に生まれた平凡な若者である二人がどうしてそれほどの権限を持っているのか。その理由までは、観察を始めて半年が経過してもなお不明だ。しかし少なくとも、通常の鍛たん錬れんや寸すん止どめの試合では絶対に到達不可能な数値である。高クラスの野や獣じゆうを相手にした実戦ならば可能性があるが、それとても、村の周辺に配置された獣けものが一時的に絶滅するほどの数を狩らねばならないはずだ。第一、天てん職しよく《狩人かりうど》ではない者が、許可された割り当てを超える獣を狩るのは二重の禁きん忌き目もく録ろく違反。いかに行動力横おう溢いつなキリトといえどもそこまでするはずがないし、おとなしいユージオならばなおのこと──。

　残る可能性はもう、権限上昇率が野獣とは比較にならぬ敵……すなわち《ダークテリトリーからの侵入者》と剣を交え勝利した、くらいしか想定できない。だがそれも、違う意味で有り得ない話だ。衛えい士しですらない二人が、恐おそろしい闇やみの軍ぐん勢ぜいに立ち向かえたとは到底思えないし、そもそも定期的に来訪する暗あん黒こく騎き士しやゴブリンの偵てい察さつ兵へいは、央おう都とセントリアから派は遣けんされる整せい合ごう騎士が全て《果ての山脈》の向こう側で撃げき退たいしているはずなのだ。

　仮に、キリトたちが暮らしていた村付近に予定外の《侵入》があったのだとすれば……実はそのほうが、二人の異常な権限上昇よりもずっと大きな問題だ。なぜならそれは、前ぜん兆ちようかもしれないのだ。いつか必ず訪れるが、しかし遠い未来のことと常に信じられてきた、《予言の時》の…………。

　黒くろ髪かみの房ふさに隠かくれたまま、そんな思考を巡めぐらせる間に、若者二人は山盛りの干しワラを納屋に隣りん接せつした厩きゆう舎しやに運ぶと、十頭の馬の餌えさ桶おけをたっぷりと満たした。たちまちばりばり食べ始める馬たちの体を、一頭ずつブラシで擦こすっていく。この作業が、ザッカリア近郊の《ウォルデ農場》に仮住まいするキリトとユージオの、朝一番の仕事というわけだ。

　五ヶ月以上も続けているだけあって、《馬うま飼かい》の天てん職しよくと見み紛まごうばかりの手際で二人はブラシ掛けをこなし、互たがいに最後の一頭を終えるのと、全すべての馬がワラを食べ終えるのがほぼ同時だった。直後、約三キロル離れたザッカリアの教会から、朝七時を告げる鐘かねの音が届く。央おう都との公こう理り教きよう会かいが製造し、あらゆる村や町に配置している神じん器き《時とき告つげの鐘》は、半径十キロル以内ならほぼ減げん衰すいなく時鐘を届かせるが、それ以上離れると音がまるで聞こえなくなるという性質がある。ヒューマン・ユニットの自発的遠距離移動を妨さまたげる心理的障しよう壁へきのひとつだが、キリトたちにはさして効果がなかったようだ。

　水みず桶おけで手を洗った二人は、大きな馬用ブラシを柱の釘くぎに掛け、空からになった桶をそれぞれの右手にぶら下げて厩きゆう舎しやから出た。途と端たん、それを待ち構えていたように元気のいい挨あい拶さつが響ひびいた。

「「おはよう、キリト、ユージオ！」」

　ぴったり揃そろった声の主は、農場主の娘むすめたちだ。今年で九歳さいになるという、テリンとテルルの双ふた子ご。同じ赤茶色の髪かみと焦こげ茶ちや色いろの瞳ひとみを持ち、チュニックとスカートの色いろ柄がらも一いつ緒しよなので、二人を見分ける目印は馬の尻尾しつぽのように結った髪を留めるリボンの色しかない。五ヶ月前に自己紹しよう介かいをしたときは、赤がテリンで青がテルルだったのだが、この悪戯いたずら娘たちは時折リボンを交換し、キリトとユージオにわざと間違わせようとする。

「おはよう、テリ……」

　いつものように挨拶を返そうとしたユージオの口を、背後からキリトが塞ふさいだ。

「待った！　なんか怪あやしい気配がするぞ……」

　それを聞いた娘たちが顔を見合わせ、同時にうふふと笑った。

「さあ、どーかしら？」「気のせいかもしれないわよ？」

　その声も、悪戯っぽい笑顔も、頰ほおに浮かぶそばかすの位置と数すらまったく同一で、キリトとユージオは唸うなりながら二人を交こう互ごに眺ながめる。

　ヒューマン・ユニットになぜ双子……ごくまれに三つ子が発生するのか、その理由は《マスター》にも完全には解明できていないらしい。近きん隣りんエリアでユニットの死亡が連続した直後に双子が生まれるパターンが多いので、人口調節機能によるものなのかもしれないが、それなら敢あえて外形を同一にする必要はないはずだ。少なくとも、識別が困難になるというデメリットを上回るメリットは存在しないように思える。

　──とはいえ、《観察者オブザーバー》の視界には、常に全ユニットのステータス・ウインドウ……彼ら言うところの《ステイシアの窓》が表示されるので、双子のリボンがいつもと逆だということは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。つまり、キリトの直感は正しかったことになる。

　自分の勘かんを信じなさい、と黒髪の根元でため息混じりに呟つぶやいた声が聞こえたわけはなかろうが、キリトは左手を持ち上げると、まず左側の赤リボンを指差した。

「おはよう、テルル！」

　次に右の青リボンを差し、

「おはよう、テリン！」

　すると双ふた子ごはもう一度顔を見合わせ、声を揃そろえて「あったりー！」と叫さけんだ。いままで後ろに回していた手をくるっと前に持ってくると、そこには四角い籐とうかごが一つずつ握にぎられている。

「正解のご褒ほう美びに、今日の朝ご飯はマルベリーのパイだよ！」

「マルベリーはすごく力がつくのよ！　今日の大会で二人が勝てるように、あたしたちが一日がかりで摘つんできたんだから！」

「おー、そりゃ嬉うれしいな。ありがとう、テルル、テリン」

　キリトは木き桶おけを足あし許もとに置くと両手を伸ばし、少女二人の頭をぐりぐりと撫なでた。双子は顔中でくしゃっと笑ってから、同時にユージオに目を向け、少し心配そうな表情を作る。

「……ユージオは、嬉しくないの？」

「もしかして、マルベリー嫌きらいだった？」

　すると、亜あ麻ま色いろの髪かみの少年は慌あわてたように手と顔を振った。

「ち、違うよ、僕も大好きだよ！　……ちょっと、昔のことを思い出してただけなんだ。ありがとう、二人とも」

　それを聞いて双子は安心したように笑い、厩きゆう舎しやと放牧地の間に置かれたテーブルへと走っていった。手早く朝食の準備を始める少女たちから視線を外したキリトは、ユージオの隣となりまで来ると、背中をぽんと叩たたいた。

「俺おれたちは今日の大会で勝ち抜いて、衛えい兵へい隊たいでもすぐ一番になって、来年にはセントリアに……アリスのすぐ近くまで辿たどり着つく。そうだろ、ユージオ」

　小声の、しかし力のこもった言葉に、ユージオも深く頷うなずいた。

「うん、そうだ。そのために僕はこの五ヶ月、キリトに《アインクラッド流》を教わってきたんだから」

　たったひと言ずつ交わされただけの会話だが、そこには興味深い情報が幾いくつも含まれている。

　使つかい魔まとして二百年以上を生きた身でもついぞ聞いたことのない、不思議な名前の剣術。

　そして、二人の最終的な目的──《アリス》という名のユニット。

　そのアリスが、使い魔としての記き憶おくに存在するアリスと同一ユニットならば……彼らの望みは遥はるかに遠く、あまりに儚はかない。なぜなら彼女は今や、央おう都とセントリアにそびえる《セントラル・カセドラル》の高い、高いところに…………

「キリトー！　ユージオー！　何してるのよー!!」

「早く来ないと、あたしとテリンで食べちゃうわよー!!」

　準備を終えた双子に大声で呼ばれ、キリトは慌あわててユージオの背中を押しながら駆かけだした。

　その振動によって思考が中断し、我に返る。考えることは観察者オブザーバーの任務ではない、この五ヶ月で何度そう自分に言い聞かせたことか。それなのに、気付くと二人の行く末を考え……いや、心配してしまっている。

　黒くろ髪かみの根元にしっかり摑つかまりながら、この朝何度目かのため息を漏もらす。




　騒そう々ぞうしい朝食が終わると、双ふた子ごは「応援に行くからねー！」と言い残して帰っていった。

　十頭の馬を放牧地に出し、厩きゆう舎しやの掃そう除じを済ませた後は、いつもなら木ぼつ剣けんでの稽けい古こが始まるのだが今日は違った。井い戸ど端ばたで髪と体を洗った二人は──その間だけは、キリトの頭から近くの梢こずえに避ひ難なんしていた──支給された作業着から私物のチュニックに着替え、少し離はなれた農場の母おも屋やへと赴おもむいた。

　当主の妻つまであるトリザ・ウォルデは、この規模の農場の女主人にしては非常に気前のいい性格のユニットだ。だからこそ怪あやしげな風ふう来らい坊ぼう二人を快く雇やとったのだろうが、今日も、大会出場の挨あい拶さつに来たキリトとユージオを大声で激げき励れいし、弁べん当とうまで持たせた。見送り際ぎわに、『負けたら街の衛えい兵へいになんざならないで、ウチでテリンとテルルの婿むこになんな！』と付け加えたのには、若者二人も実に複雑な笑顔を浮かべていたが。

　母屋を辞してから街までの三キロルを歩くあいだ、二人がいつになく言葉少なだったのは、やはりそれなりに緊きん張ちようしていたのだろう。毎年、八の月二十八日にザッカリアの街で開かい催さいされる《ノーランガルス北域剣術大会》には、近きん郷ごうの村や町から、五十人以上の参加者が集まる。原則的にはその全員が故郷で《衛えい士し》の天てん職しよくに就つく者たちで、そうでないのはキリトとユージオだけだと予想される。

　ザッカリア衛兵隊たいへの入隊が許されるのは、大会の東西ブロックを勝ち抜いた二名だけなので、二人ともに望みを果たすには一度の負けも許されない。それも大変な難関だが、問題は二人がともに同じブロックに配置されてしまった場合だ。そのへんのことを、若者たちは考えているのかいないのか──。

　などと気を揉もんでいると、行く手でぽん、ぽんとケムリ草の爆はぜる音が聞こえた。

　キリトの前髪からそっと顔をのぞかせると、低い丘の向こうに赤せき褐かつ色しよくの砂岩で築かれた街並みが見えた。エリアＮＮＭ最大の街ザッカリアだ。現時点の定住人口は千九百五十八ユニットと央おう都とセントリアの一割にも満たないが、年間最大規模の催もよおしの当日だけあって、それなりの賑にぎわいが伝わってくる。

　西の大門目指して歩きながら、ユージオがぽつりと言った。

「……実は僕、こうして本物を見るまで、ザッカリアの街なんて実在しないんじゃないかってちょっとだけ疑ってたんだよ」

「そりゃまたどうして」

　キリトに問われ、亜あ麻ま色いろの髪の少年は淡あわく笑う。

「だってさ……ルーリッドの村の大人おとなたちだって、ほんとは誰もザッカリアを実際に見ちゃいないんだ。前の衛士長だったドイクさんには、ザッカリアの剣術大会に参加する権利があったんだけど、引退するまで結局一度もその権利を使わなかったからね。ましてや《ギガスシダーの刻きざみ手て》だった僕には、ザッカリアに行く機会なんか一生ないはずだった。村の誰も行ったことがない、自分の目で見ることもできない場所なら……」

「存在しないのと一いつ緒しよ、か」

　ユージオに代わってそう呟つぶやいたキリトは、にやっと口こう角かくを上げて付け加えた。

「あって良かったな、ザッカリア。あの街が実在したからには、セントリアも幻まぼろしじゃないってことだからな」

「そうだね。ほんとに……不思議な感じだよ。ルーリッドを旅立ってもう五ヶ月も経たつのに、世界があの村だけじゃなかったことが、いまだに凄すごい……とっても凄いことに思えるんだ」

　ユージオ少年の言葉は、半なかば理解しがたく、それでいて奇き妙みような感かん慨がいを呼び覚ますものだった。

《マスター》の使つかい魔まとして生きた長い年月のあいだに、央おう都とセントリアはもちろん、直径千五百キロルにも及ぶ人じん界かいの各地を我が眼めで見てきた。その記き憶おく情報量は、《整合騎士インテグレーター》たちを除く全ヒューマン・ユニットを遥はるか上回るだろう。しかし、この身にもいまだ達し得ぬエリアがある。人界を囲む《果ての山脈》の向こう……すなわちダークテリトリーだ。伝でん聞ぶん情報としてのみ、かの地にも幾いくつもの街や村、そして漆しつ黒こくの巨大都市が存在することを知っているが……果たして、いつかそれらの実在を視覚情報として確認する機会が訪れるのだろうか。

　有り得ないに等しい……何の根こん拠きよもない想像だけれど、この二人の観察をずっと、ずっと続けていられれば、もしかしたらいつか──。

　そんなことを考えていたせいだろうか。

　いきなり予期せぬ振動に見舞われ、危うくキリトの頭から放り出されそうになる。慌あわてて黒くろ髪かみをしっかり摑つかみ直し、何事ならんと前を見る。

　視界に入ったのは、高々と持ち上げた前まえ脚あしで激しく宙を搔かく一頭の馬だった。ヒヒヒン、と悲鳴じみたいななきを放ち、背中に乗ったザッカリア衛えい兵へいを振り落とそうとする。先の揺ゆれは、キリトが馬の蹄ひずめを避さけようとして身を屈かがめた時のものか。

　ほんの十数メル先に、街の西門が見える。堀に架かかる石橋の手前には赤い制服の騎き馬ば衛兵が陣じん取どっていたのだが、キリトがその横を通り過ぎようとした瞬しゆん間かん、どうしたことか馬が暴れ出したらしい。

「ど……どう、どう！」

　鞍くら上じようの衛兵は懸けん命めいに手た綱づなを引き、馬を落ち着かせようとするが、まるで効果がない。馬という動的オブジェクトは、それなりに高いコントロール権限を要求するが、天てん職しよく《衛兵》を持つユニットならばその条件は満たすはずだ。

　となると、騎き手しゆの制せい御ぎよを受け付けずに暴れ続ける理由はかなり限られる。餌えさや水の不足から天てん命めいの減少が始まったか、危険度の高い大型野や獣じゆうの接近を感知したか──しかし、この状況ではそのどちらも考えにくい。

　推すい察さつを続けるあいだにも、暴れ馬は再び蹄ひづめを高く振り上げた。その真下で身を屈かがめるキリトは、しかし回かい避ひしようとしない。異変に気付いた周囲の通行人たちが、口々に悲鳴を上げる。馬にこの勢いで踏ふみ付つけられれば、大人おとなの男性ユニットでも天てん命めいが半減……当たり所が悪いと全損すら有り得る。

「あ、危ない…………！」

　誰かが叫さけんだ瞬しゆん間かん、キリトがようやく動いた。後ろではなく──前へ。振り下ろされる蹄をかいくぐって馬に密着すると、長い首の中ほどを両腕でしっかり抱だきかかえる。同時に、鋭するどいひと言。

「ユージオ、後ろだ！」

　その声が届いた時にはもう、相あい棒ぼうの少年は動いていた。キリトが馬を抑おさえている間に後ろ側へ回り込み、狂くるったように振り回される尻尾しつぽの付け根あたりに素早く右手を伸ばす。閃ひらめくように動いた指先が、茶色い毛から何か小さなものを引き剝はがした途と端たん、悍かん馬ばはそれまでの暴れようが噓うそのように大人おとなしくなった。

　それでもまだ、ぶるっ、ぶるっと荒い息を繰くり返かえす馬の鼻はな面づらを、キリトが優しく撫なでる。

「よーしよし、もう大だい丈じよう夫ぶだからな。──衛えい兵へいさん、手た綱づなの力を抜いてください」

　鞍あん上じようの、まだ若い衛兵は青ざめた顔を二、三度頷うなずかせ、引ひき絞しぼっていた手綱を緩ゆるめた。同時にキリトが首から手を離はなし一歩下がる。すると馬は勝手に回頭し、かっぽかっぽと蹄を鳴らして石橋右たもとの定位置へと戻った。周囲から安あん堵どの声が一いつ斉せいに漏もれる。

　思わず通行人と一いつ緒しよにため息をついてしまってから、キリトの前まえ髪がみの中で無意識のうちに伸ばしていた両腕をそそくさと折おり畳たたむ。危うく、キリトが蹄に直ちよく撃げきされるのを防ぐために術じゆつ式しきを使ってしまうところだった。いや、一いつ瞬しゆん速く彼が動かなければ、実際に使っていただろう。観察者オブザーバーとしては許されざる行いだ。

　自分の前髪の奥で、小さな同行者が胸をなで下ろしていることなど知るよしもない少年は、歩み寄ってきた相棒に囁ささやき声で訊たずねた。

「……《オオヌマアブ》か？」

「正解」

　同じく小声で答えながら、ユージオはちらりと周囲を見回した。足を止めていた通行人たちの往来が再開され、衛兵の注意も愛馬に向いていることを確認してから、キリトにそっと右手の中を見せる。

　掌てのひらに載のっているのは、どぎつい赤と黒の縞しま模も様ようを持つ、長さ四センほどの有ゆう翅し虫ちゆう類るいだった。蜂はちに似ているが、尻尾に毒どく針ばりはない。代わりに、口から鋭するどい突とつ起きが伸びている。

　ヒューマン・ユニットの活動エリアを制限するために存在する《害虫》型移動オブジェクトの中では、さして危険度の高いものではない。なにせ、人間には直接の害を及ぼさないのだ。吸血によって天命をわずかに奪うばうが、狙ねらうのは馬か牛、羊のみ。衛兵の愛馬が突とつ然ぜん暴れ出したのは、このオオヌマアブに尻しりを刺さされたからだった、というわけだ。だが──。

「妙みようだな……」

　キリトは呟つぶやくと、ユージオの掌てのひらから、捕ほ獲かくの衝しよう撃げきですでに絶命している害虫を摘つまみ上あげた。

「この近くに濁にごり沼ぬまはなかったよな？」

「うん。ウォルデ農場で働き始めた初日に教わったよ。いちばん近い濁り沼は西の森にあるから、そこには絶対馬を連れていくな、って」

「西の森からザッカリアまでは七キロ……ルはあるよな。濁った沼の周りにしかいないオオヌマアブが、こんな遠くまで飛んでくるはずがない……」

　キリトの指摘に、ユージオは軽く首を傾かしげたが、すぐに少々あやふやな口調で答えた。

「そうだけど……行商の荷馬車にでも紛まぎれてきたんじゃないかな？」

「…………まあ、そうかもな」

　少年たちがそんなやり取りをする間にも、キリトの指に摘まれた害虫は急速に赤の色合いを褪あせさせていく。虫類オブジェクトの天てん命めいは概がいして低いが、《死んだ虫》の天命は更さらに少なく、死し骸がいが形を保っていられるのはほんの一分程度だ。

　やがて全身を薄うすい灰色に染めたオオヌマアブの死骸は、かさりと小さな音を発して砂のように崩くずれ、ごくささやかな空間リソースを放出しながら消滅した。

　キリトは指先をフッと吹くと、何気ない仕し草ぐさで周囲を見回し、軽く鼻息を漏もらしてから言った。

「ま、俺おれもお前も、大事な大会前に怪け我がしなくて良かったよ。農場で、毎日馬と一いつ緒しよに寝起きした甲か斐いがあったな」

「はは、そうだね。もし衛えい兵へい隊たいに入れたら、僕らも騎き馬ば兵へいを志願してみるかい？」

「ここまで来て『もし』はナシだぜユージオ。絶対に二人揃そろって入隊するんだ、たとえどんな邪じや魔まが入ろうともな」

　ニヤリと笑いながらキリトが発した言葉に、ユージオはきょとんとした顔を見せる。

「邪魔って……そりゃ、大会を勝ち抜かなきゃいけないんだから、競う相手はたくさんいるけどさ」

「ああ……うん、そうだな。俺が言いたいのは、大会前も気を抜くなよってことさ。さっきみたいに、予想外のことがまだ起きるかもしれないからさ」

「へえ、意外に心配性だったんだなあキリトは」

「そりゃもう、俺ほど無茶や無む謀ぼうと縁えん遠どおい人間はいないぞ」

　そう言い放つと、キリトはぽんとユージオの背中を叩たたいた。

「さ、行こうぜ。大会前に、軽く腹ごしらえしとこう」
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　ザッカリアは、東西に長い四角形の城壁に囲まれた街だ。

　大きさは、南北が九百メル、東西に千三百メル。二人が暮らしていた北辺の小村ルーリッドと比べると、面積にして五倍以上の規模がある。草原の真ん中に築かれ、近くに川や湖がないので、生活用水は井戸水でまかなわれている。そのせいか、多少乾かわいた印象があるが、南帝国の砂漠の街あたりと比べれば植物オブジェクトはずっと多い。

　道路や建物を構成するのはほぼ全すべてが赤せき褐かつ色しよくの砂岩で、行き交う住民の服装も基本的に赤系基調だ。その中で、北から来た少年二人が着ている青系のチュニックは少々目立つ。ユージオは他人の視線が気になるようで俯うつむき気ぎ味みだが、キリトのほうはまるで意に介かいさず、目抜き通りに並ぶ屋台を次々に覗のぞき込んでいる。

「お、この店の肉まんじゅうイケそうだな……でも、さっきの串くし焼やきのほうが二シア安かったな……。ユージオはどっちが食いたい？」

　吞のん気きな発言とともに振り向き、そこでようやく相あい棒ぼうの態度に気付いたようで、黒い瞳ひとみを呆あきれたように瞬しばたたかせる。

「……あのなあユージオ、ザッカリアに来るのはこれでもう三度目じゃないか。そんなに緊きん張ちようしなくてもいいだろ」

「それを言うならまだたった三度目だよ。……僕、こんな沢たく山さんの人がいるとこ、村を出るまで一度も見たことなかったんだからさ……」

「ザッカリア程度でそんなこと言ってたら、央おう都とに行ったらどうなっちゃうんだよ。だいたい、剣術大会の本番じゃあ、何百人て観客の前で試合するんだからな。午後からはウォルデのおやっさんが、おばさんとテルリンを連れて応援に来るって言ってたし、かっこ悪いとこ見せられないぞ」

　キリトにばんと背中を叩たたかれ、ユージオはうらめしそうな顔を作る。

「……わ、解わかってるけどさ。キリトのいい加減さが、こんな時だけは羨うらやましいよ……」

「青い顔して、言ってくれるじゃないかユージオくん。《いい加減》はアインクラッド流剣術の重要な秘ひ訣けつなんだぞ」

「え、ほ、ほんとかい？」

「ホントホント」

　軽口を叩き合う間に、二人は長さ五百メルの西大通りを歩き終えた。行く手には、ひときわ高い建物がそびえる。ザッカリア最大の施設である《集会場》だ。城壁の縦じゆう横おう比ひをそのまま縮小した長方形の広場を、階段状の観覧席が取り巻いている。領主の演説や楽団・劇団の公演など多目的に使われる空間で、今日の剣術大会ももちろんここが会場となる。

　見物は無料とあって、正午の開会まではまだ二時間近くあるのに、すでに多くの市民がつめかけているようだった。《天てん職しよく》と《禁きん忌き目もく録ろく》を始めとする多くの法に日常を厳しく管理されているヒューマン・ユニットたちにとって、年に一度のこの大会は大変な楽しみなのだ。

　しかし、会場内から伝わってくる熱気もユージオ少年にとっては重圧を増すだけだったようで、キリトと比べると色白の頰ほおがいっそう血の気を失う。

「……あ、あんなところで試合をするのか……」

　掠かすれ声ごえを出す相あい棒ぼうの左腕を、もういちいち付き合っていられないとばかりにぐいぐい引っ張りつつ、キリトはまず集会場正面入り口に設けられた出場者登とう録ろく窓口に向かった。

　選手の大部分は市街に宿を取っているか、そもそもザッカリアの住民なので、登録も朝一番で済ませたのだろう。仮設の長机づくえでは、口ひげを生はやした初老の衛えい兵へいひとりが暇ひまそうに待たい機きしているだけだ。キリトは物もの怖おじする様子もなく机に歩み寄ると、大声で言った。

「二人分、登録お願いします！」

　すると衛兵は灰色の眉まゆを持ち上げ、まずキリトを、次いでユージオを胡う散さん臭くさそうに見回したあと、咳せき払ばらいして言った。

「大会に出るには、北域の町や村で衛えい士しの天職に就ついているか、ザッカリアで衛兵見習いの職にあるか、あるいは……」

「その《あるいは》です。おい、アレ」

　肘ひじで脇腹をつつかれ、ユージオが慌あわててチュニックの懐ふところを探さぐった。取り出されたのは、少々くたびれた羊よう皮ひ紙しの封筒だ。差し出されたそれを衛兵は眉を寄せて開き、中から一枚の書状を取りだした。

「なになに……ふむ、ルーリッド村長直じき筆ひつの証書か。『この書状を携たずさえる若者二名は、ステイシア神の御み名なのもとに与えられた天職を為なし遂とげ、新たな道を求むる身であることを証する』……。ほほう」

　そこで初めて、初老の衛兵はにやりと口ひげの端はしを持ち上げた。

「つまり、最北の小村ルーリッドで、しかも衛士ですらなかった小こ僧ぞうっこ二人が、新しい天職として栄えい誉よある我らがザッカリア衛兵隊員たらんと望んだか。ン？」

「そういうことです」

　負けずににやっと笑い返したキリトは、更さらにひと言付け加えようとした。

「ただ、衛兵で終わりじゃないですけどね。ここの次は央おう都との──」

　その脇腹を、今度はユージオがどすんとどやしつける。沈ちん黙もくした相棒に代わり、早口に説明する。

「そ、そういうことなんで、剣術大会の出場登録、よろしくお願いします！」

「うむ、よかろう」

　頷うなずいた衛兵は、卓たく上じように置いてあった布張りの台帳を開くと、赤しやく銅どう製せいのペンを差し出した。

「ここに名前と出身、剣技の流派を書きなさい」

「……り、流派も、ですか」

　伸ばしかけた手を止めるユージオの横から、キリトがひょいっとペンを奪うばい取とる。高耐久度の羊よう皮ひ紙しではなく白しら糸いと草そうから作られる常用紙を綴とじた台帳には、すでに多種多様の筆跡による選手名が黒々と記されている。

　その末尾に、名前キリト、出身ルーリッドと人じん界かい汎はん用よう語で記した黒くろ髪かみの少年は、ほんの少しペン先を止めてからすらすらと流派を書き記した。《アインクラッド流》。

　少年二人の観察を開始して早五ヶ月、その間に大小あれこれの疑問を感じたが、最も大きい謎なぞのひとつがこの名前だ。人界には約三十種の剣技流派が存在するが、アインクラッド流なる名称を聞いたのは初めてだった。

　最初は、剣技に於おいては先せん達だつであるらしいキリトが不ふ遜そんにも一人で打ち立てた流派なのかと推測したが、どうやらそれも違う。なぜなら謎のアインクラッド流には、他ほかの諸流派がたった一つしか持っていないはずの《秘伝の型》が、少なくとも十種類は…………。

　そこまで考えた時、キリトに続いて記帳を終えたユージオが──もちろん書いた流派は同じだ──ペンを衛えい兵へいに返した。それをペン立てに挿さし、次いで台帳をぐるりと回転させた衛兵は、再び片かた眉まゆを高々と持ち上げた。

「ふむ。ワシも剣を握にぎって長いが、ついぞ聞かん流派じゃのう。ルーリッドあたりにこんな流派があったかな？」

　衛兵の疑問は当然だ。台帳には、すでに五十以上の参加者名が登録されているが、その半数の流派が、初代のザッカリア領主が興おこした《ザッカライン流》。もう半分が、ノーランガルス北帝国で広く教えられている《ノルキア流》で、怪あやしげな小流派の名前は一つもない。

　しかしキリトは平然とした表情で、

「最近できた流派みたいですよ」

　などと答え、ユージオもやや青い顔でこくこく頷うなずく。もちろん衛兵も、流派を理由に登録を拒こばむようなことはなく、「そうかね」と頷くと二人に一枚ずつ銅どうの薄うす板いたを差し出した。キリトが受け取った板には【55】、ユージオのそれには【56】と数字が刻こく印いんされている。

「十一時三十分までに、会場の控ひかえ室しつに入りなさい。最初に、クジによって東組、西組に分けられる。試合用の剣もそこで貸与されるからの。十二時の鐘かねで、まずは予選じゃ。型の演えん武ぶで、ひと組が八人にまで絞しぼられる。一番から十番までの型は事前に配布した要項のとおりじゃが、大だい丈じよう夫ぶかな？」

　衛兵の問いに、ユージオはこくりと、キリトはやや微び妙みような角度で頷く。

「よろしい。続いて二時からが本番じゃ。八人が四人、二人、そして一人になるまで試合を行う。その一人……つまり東西で二人の勝者に、晴れてザッカリア衛兵の天てん職しよくが与えられるというわけじゃな」

　今度は、二人とも勢いよく頷うなずいた。キリトの前まえ髪がみの奥でその動きに揺ゆられながら、数時間前の思考を繰くり返かえす。

　二人の目標は、ともに衛えい兵へい隊たいに入ることだ。そのためには、二人が東西のブロックに分かれ、ともに予選・本戦を勝ち抜いて優勝する必要がある。だが、仮にクジで両方が同じブロックに配置されてしまえば目もく論ろ見みは最初からつまずいてしまう。その問題について、この吞のん気きな若者二人は、何か対策を講じているのだろうか……。

　──という疑問に答えがもたらされたのは、二人が無事に選手登録を終え、少し離はなれた広場で肉まんじゅうと串くし焼やき半分ずつの昼食をぱくついている最さ中なかだった。

「……それでだ、ユージオ。…………同じ組になったら、どうする？」

　半月型に割ったまんじゅうをあっという間に食べ終えたキリトが訊たずねると、

「………………どうしようか、キリト」

　一本目の串をきれいにしたユージオが答えた。

　つまり、二人とも何も考えていなかったわけだ。うっすらと予想していた結果ではあるが、それでも脱だつ力りよくのあまり頭から転げ落ちそうになる。考えておきなさいよ！　と怒ど鳴なりたい衝しよう動どうを、手近な髪かみの毛を軽く引っ張ることで紛まぎらわしていると、キリトが右手を持ち上げた。素早く頭頂部に退たい避ひ。前髪のあたりをがりがり搔かきながら、若者はこの期ごに及んでも楽観的な結論を口にする。

「ま、そんときはそんときだな。大だい丈じよう夫ぶ、きっと別の組になるさ。今け朝さ、ステイシア様とソルス様とテ……テレリ……」

「テラリア様！」

「そう、それリア様にちゃんとお願いしといたから」

　はあーっ、というユージオのため息とぴったり重ねて、キリトの頭上でも小さなため息。元の場所に戻りつつ、胸中で呟つぶやく。

　……仕方ないか。でも、ほんとにこれっきりですからね、坊やたち。




　三十分後、十一時半の鐘かねがカーンと鳴る直前に、二人は試合場控ひかえ室しつに入った。

　縦たて横よこ二十メルはありそうな広い部屋の西半分には頑がん丈じようそうな長椅い子すが四列に並べられ、大会参加者が東向きに座っている。対面する東の壁には、少し上等な椅子が四脚。そこはまだ空からだが、受付窓口には衛兵の姿がある。

　キリトとユージオが室内に踏ふみ込こんだ途と端たん、参加者五十四人ぶんの視線がぎろりと浴びせられた。

　誰も彼もが、いかにも腕に覚おぼえのありそうな大男たちだ。ザッカリア衛兵見習いのチュニックを着た者が十名ほど、これは若者が多いが、近きん隣りんの町々から選抜されてきた衛えい士したちはほとんどが壮そう年ねん。中には顔じゅうにヒゲを生はやしている者や、恐おそろしげな傷きず痕あとを誇こ示じしている者もいる。

　そんな猛も者さたちに注視され、ユージオはびくっと背中を竦すくませたが、キリトのほうは平然と広い室内を見回し、ひと言呟つぶやいた。

「……よかった……」

「な、何がよかったんだよ」

　硬かたい声こえで囁ささやくユージオの耳に顔を寄せ、ひそっと答える。

「女性の出場者がいなくて、さ」

「…………あのなあ、キリト……」

「お前だって、女の子相手に試合なんてことになったら困るだろ」

「そ、そりゃあまあ……と言うより、そんなこと考えてもいなかったよ」

「できれば、四帝国統一ナントカまでそういう試合はナシで行きたいもんだ」

「それはどうかなあ、昔聞いた話じゃ、西帝国には女性だけの騎き士し団だんとかもあるらしいよ」

「………………ほおー」

　などと、相変わらず緊きん張ちよう感かんのない会話を交わす若者二人に、五十四人の猛者たちはすぐ興味を失ったようだった。どうせ予選で消えるとばかりに顔を逸そらし、貸し出された剣の点検や、革かわ手袋の手入れに戻る。

　キリトはもう一度控ひかえ室しつを見回すと、何を思ったかユージオから離はなれ、参加者たちが陣じん取どる長椅い子すの列にまっすぐ歩み寄った。椅子と椅子の間をゆっくり歩きながら、せわしなく鼻から空気を吸い込んでいる。この行いの意味はまるで推測できない。

　五分ほどかけて、全参加者のそばを歩き終えると、再びユージオの隣となりに戻る。訝いぶかしそうな相あい棒ぼうに口を寄せ、囁ささやく。

「顔を動かすなよ。二列目の長椅子の、いちばん奥に座ってる若い奴やつ、見えるだろ」
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　その声に、ユージオが瞳ひとみだけちらりと動かし、軽く頷うなずく。

「うん。衛えい兵へい見習いの制服着てる人？」

「あいつと試合することになったら気をつけろよ。何かしてくるかもしれない」

　それを聞き、ユージオ同様怪け訝げんな気持ちで、キリトの前まえ髪がみからそっと顔を出す。問題の場所に座るのは、砂色の髪をやや長めに垂たらし、赤せき褐かつ色しよくの生き地じにザッカリアの紋もん章しようが小さく入ったチュニックを着た若者だ。表示される《ステイシアの窓》によれば、年ねん齢れいは十八。天てん命めい数すう値ちやオブジェクト制せい御ぎよ権限も平均値以下で、さして注意すべき存在とは思えない。

「え……知ってる人かい？」

　ユージオの呟きに、キリトはそっとかぶりを振った。

「いや。けど……こう言えば解わかるかな。あいつ、ジンクと似た性格だよきっと」

　ジンクという名のユニットが、二人の出身地であるルーリッドの村の現衛えい士し長であることは知っている。そして、二人にとってはあまり仲良くしたくない性格インデックスの持ち主であることも。

　多くの法や掟おきてを堅けん守しゆするヒューマン・ユニットたちではあるが、だからと言って彼らが例外なく善性を備えているというわけではない。ウォルデ農場の一家のように、怪あやしげな風ふう来らい坊ぼうにもあれほど親切に接するユニットもいれば、法に規制されない言動を弄ろうして他人を可能な限り貶おとしめたり、邪じや魔ましたり、あるいは利用しようとするユニットもいる。ルーリッド村のジンクは後者であり、そしてキリトの言葉が正しいなら、あの無害そうな衛えい兵へい見習いも──。

「……ジンクと似た奴やつか。なら、試合前に、僕の剣にシカミ草そうの汁しるを塗ぬるくらいのことはやりかねないな」

　顔をしかめてユージオが呟つぶやくと、キリトが首をひねった。

「それは……なんかの規則違反じゃないのか？」

「べつに剣の天てん命めいは減らないからね、むしろ艶つや出だしの効果がある。ただ、塗ってすぐはとっても臭くさいんだ。子供の頃何度かそのイタズラをやられたけど、練習に集中できなくて参まいったよ」

「……なるほどな。じゃあ、借りた剣は手て許もとから離さないようにしとこう。試合中も気を抜くなよ。俺おれとあいつが同じ組になればいいんだけどな……」

「もしそうなって、何か悪さを仕掛けられても、そっちこそ怒おこって試合を無む茶ちや苦く茶ちやにするなよ、キリト」

「……努力する」

　薄うすい笑みとともに頷うなずき、キリトは体を反転させた。相あい棒ぼうと一いつ緒しよに受付窓口に赴おもむき、参加登録の銅どう札ふだと引き替えに、全参加者共通の剣を借りる。試合用と言っても木ぼつ剣けんではなく鉄てつ剣けんで、優先度プライオリテイは低いが人間の天てん命めいを減らすのには充分な威い力りよくがある。無論、《寸すん止どめ》の規則があるので、試合場に血が流れることは絶対に──まず間違いなく起こらないのだが。

　しっかりと剣を抱かかえた二人が、待たい機き用よう長椅い子すの最前列に座るのと前後して、奥おく側の出入り口から新たに四人のユニットが入ってきた。全員、鮮あざやかな赤の制服を身につけた衛えい兵へい隊員だ。その中には、会場入り口で参加受付をしていたヒゲの衛兵の姿もある。

　金色の隊長肩けん章しようを飾かざった四十がらみの男が簡単な挨あい拶さつを終えると、若い衛兵が控ひかえ室しつに大きな箱を運び入れた。それをポンと叩たたき、隊長は言った。

「この箱の中には、１から28までの数字が書かれた球が赤と青の二種類ずつ、合計五十六個入っている。諸君には、フタに開いた穴から手を入れ、球を一つずつ取り出してもらう。赤が東の組、青が西の組だ。予選の演えん武ぶは、数字の順番に行う。質問がなければ、前に座っている者から順に球を……」

　その言葉が終わるか終わらないうちに、キリトが勢いよく立つと、真まっ先さきに箱の前まで移動した。慌あわててユージオが後を追い、少し遅れて他の参加者たちもガタガタと腰を上げる。

　キリトの前まえ髪がみの先近くまで移動して見下ろすと、木箱の蓋ふたには直径十センほどの穴が開けられているのが見えた。しかし内部は暗く、観察者オブザーバーの眼めをもってしても球の形すら識別できない。同時にキリトが軽く舌した打うちしたので、真っ先にクジを引こうとした彼の意図を悟さとる。箱にたくさんの球が詰つまっている状態なら、いちばん上にある球の色が穴から見分けられるかもしれないと期待したのだろう。

　まったく、ノンビリしているようでこういう知恵は妙みように働く少年だが、惜おしいかな知識が足りない。この世界では、《内側が見えないように作られたクジ箱の中は、普通に覗のぞくだけでは絶対に見えない》のだ。箱の属性を打ち消すに足る要素──たとえば箱の中に光こう素そをひとつ生成する、眼に視力増強の術じゆつ式しきをかけるなど──が必要となる。

「どうした、引いていいぞ、若いの」

　隊長に促うながされ、キリトはしぶしぶ箱に右手を伸ばした。色が見えないのでは、ユージオと違う組になれるかどうかは運任せだ。しかし──。

　……今度だけは助けてあげるわ。

　脳裏でそう呟つぶやき、キリトの右手が穴に差し込まれる寸前に、前髪から箱の蓋へと飛び降りる。腕が作る影を伝って全速で走り、穴から中へと飛び込む。

　直後、追いかけるように箱に入ってきた手が、最初に触ふれた球を摑つかみ、引き抜いた。さすがに箱の内部からなら色が解わかる。キリトが引いたのは青──西ブロックだ。

　それを確認すると同時に、体の大きさを変化させる。最小の五ミルから、二十倍の十センへ。本来のサイズからすればまだまだ小さいが、いまはこれで充分。二本の腕で、直径五センほどの木製の球を一つ、軽々持ち上げる。色はもちろん赤。

　数秒後、おずおずと差し込まれてきた白い手は、《窓》を見るまでもなくユージオのものだ。一発で引いたキリトと違い、迷うようにうろうろ揺ゆれる指先に、そっと赤い球を押しつける。指は驚おどろいたようにぴくりと震ふるえたが、すぐにその球を握にぎり締しめると、勢いよく箱から出ていった。同時に聞こえた「えいっ！」という声がどうにも微笑ほほえましい。

　手を開けるのにも数秒かかったのだろう、少し遅れて「やった、キリト、赤だよ！」という叫さけび声ごえが続いた。直後、三番目に並んでいた参加者に文句を言われたようで、二人分の足音が小走りに遠ざかる。

　……ほんとに、世話の焼けること。

　呟つぶやき、脱だつ出しゆつするために再び体を縮小しようとして、そこでふと考える。

　砂色の髪かみの、若い衛えい兵へい見習い。キリトはなぜ、あのユニットのことを気にしていたのか？　観察者オブザーバーとして、その理由が知りたい。ならば、あの見習いにはユージオではなくキリトと試合をしてもらったほうが良さそうだ。

　脱出を後回しにして、箱の隅すみでしばし待たい機きする。もし今、誰かが蓋ふたを開けて中を見たら腰を抜かすだろう。たかだか十センの大きさだが、ヒューマン・ユニットが暮らす世界に似たような生き物が存在するはずはない。

　息を潜ひそめて待つこと数分。何十回目かに差し込まれてきた、少々ひ弱そうな手に付ふ随ずいする《窓》があの衛兵見習いのものだった。神経質にがしゃがしゃ球をかき混ぜる指先に、用意していた青い球を転がしてやる。疑う様子もなくそれを摑つかみ、引き抜いていくのを確認して、ふうとひと息。今度こそ体を最小まで戻し、次に入ってきた腕の袖そで口ぐちに飛びつく。

　待機用の長椅い子す列までその腕にくっついて移動すると、少々危険を冒おかして床ゆかを全速力で走り抜け、奥のほうに座る少年たちの足あし許もとに辿たどり着つく。ややくたびれた革かわブーツをよじ上り、紺こん色いろのチュニックの背中を伝って黒くろ髪かみの襟えり足あしに忍しのび込こむ。前髪付近の定位置に戻ると、もういちど深いため息。

　くじ引きの操そう作さは、どう考えても観察者の任務からは逸いつ脱だつしている。《マスター》に知られれば、小言の一つも頂ちよう戴だいしてしまうかもしれない。

　いや、キリトとユージオの組を分けたことは観察の効率化に繫つながるだろうし、あの衛兵見習いをキリトと同じ組に入れたことは更さらなる情報を得るためだ。決して、任務から大きく外れたことを考えたせいではない。たとえば──もしあの見習いが何らかの害意を抱いだいていた場合、キリトとの試合中ならば術じゆつ式しきで介かい入にゆうできるから、などということは、決して。










　　　４




　ザッカリア教会の《時とき告つげの鐘かね》が高らかに正午の旋せん律りつを鳴なり響ひびかせると、観客席からひときわ大きな歓かん声せいが轟とどろいた。

　拍はく手しゆとケムリ草の破は裂れつ音おんが降ふり注そそぐなか、五十六人の大会参加者は二列になって控ひかえ室しつから試合場に出て行く。ユージオの並ぶ列は右に曲がって東の舞台へ、キリトの列は左に曲がって西の舞台へ。二十八人に分かれた参加者がそれぞれの舞台上で整列し、南側の貴き賓ひん席せきに陣じん取どるザッカリアの領主一族にまずは一礼。

　現領主であるケルガム・ザッカライトが少し長めの演説を行ない、じれた観客たちが少し短めの拍手を送ったところで、ようやく大会開始となった。といっても、まずは二十八人を八人まで絞しぼり込こむための予選だ。くじの順番どおりに、東西で一人ずつ四角い舞台に上がり、指定された剣けん技ぎの《型》を披ひ露ろうしていく。

　型という言葉は、剣の軌道はもちろん足あし捌さばき手て捌さばきまでがきっちり決められた一連の動作を指す。求められるのは動きの正確さ、勇ゆう壮そうさ、そして美しさ。

　少年たちの修行を五ヶ月間見守ってきた身としては、ユージオはともかく、キリトのほうに一いち抹まつの不安がないではなかった。謎なぞ多おおき独自流派《アインクラッド流》を身につけた彼ではあるが、大会指定の型は全すべてザッカライト流のものだ。しかも採点するのはザッカリア衛えい兵へい隊たいや町役場のお偉えら方がたなので、怪あやしげな参加者を見る目が厳しくなりこそすれ、絶対に甘あまくはならないだろう。

　少しばかりはらはらしながら予選の進行を見守るうちに、東組のユージオの番号が先に呼び上げられた。相変わらず顔は青ざめ気味だったが、いざというときの度胸はちゃんと持ち合わせているらしく、舞台上で一礼してから抜ばつ剣けんする動きに硬かたさはない。

　型ひとつに約十秒、合計百秒間の演えん武ぶを、ユージオはひとつの間違いもなく、しかも舞ぶ踏とうのように優美に演じきった。朝夕の猛もう練習の成果もあるだろうが、余りにも高度なオブジェクト制せい御ぎよ権限が効果的に機能しているのだ。今の彼には、試合用の鉄てつ剣けんが枯かれ枝えだのように軽く感じられるはずだ。

　衛えい士しでも衛兵見習いでもないユージオの演武に湧わき起こった拍手と歓かん声せいは、それまでの全参加者よりずっと大きいものだった。審しん査さ員いんたちも、内心では怪しげな風ふう来らい坊ぼうに高い点をつけたくはないだろうが、《演武の優劣のみを公平に採点する》という大会規則に規制され、手心は加えられない。下位規則には縛しばられない《帝国貴族》が出てくると話は別なのだが、この街に存在する貴族は五等爵しやく士しである領主ケルガム・ザッカライトただ一人で、幸い彼は審査員ではない。

　演武を終えて舞台から降りたユージオは、額ひたいの汗あせを拭ぬぐってから、西舞台脇で順番を待つ相あい棒ぼうに会心の笑顔を向けた。キリトは右手の親指を立ててそれに応こたえたが、正直心配なのはこちらのほうだ。

　二分ほどして、とうとうキリトの番号が呼ばれた。大またに階段へと向かう足取りに緊きん張ちようの気配は皆かい無むだが、逆にそれが不安にさせる。今日ばかりは妙みようなことを考えないで普通にやりなさい、と前まえ髪がみの奥で命令したくなるのをどうにか堪こらえる。

　砂岩ではなく赤大だい理り石せきを切り出し、隙すき間まなく並べて磨みがき上げた舞台の中央に立ったキリトは、貴き賓ひん席せきの領主に向かってぺこりと礼をするとすかさず剣を抜いた。せっかちな動作に、正面の天幕下に並ぶ審しん査さ員いんたちが顔をしかめる。しかしそれを意に介かいさず、右手で握にぎった剣をゆるやかに振りかぶり、まずは一番の型──。

　ズン、と強きよう烈れつな踏ふみ込こみに試合場が震ふるえ、ビュッ、と巻き起こった剣けん風ぷうが二十メル先の観客席にまで届いた。驚おどろきの声、いやちょっとした悲鳴が重なり合って響ひびき、着飾った貴賓たちが軽く腰こしを浮かせる。それも無理はない。キリトは本来十秒をかける型をわずか二秒で、しかもありったけの力を込めて演じたのだ。

　何を考えてるの！　と髪の毛を全力で引っ張りそうになるが、そこでようやく気付く。型として定められているのは、こういう動きを何秒以内で行いなさい、という要件のみだ。つまり、短いぶんには違反ではないのだが……それにしても。

　剣を振り抜いた姿勢から体を入れ替え、北側の客席を向いて二番の型。再び吹き荒れた剣風が、正面の観客たちの髪を激しく揺ゆらす。今度も悲鳴まじりの叫さけび声が起きるが、先ほどよりは歓かん声せいの割合が多い。続けて三番、四番、と超高速で演えん武ぶしていくたびに歓声は大きくなり、拍はく手しゆさえ湧わき起こる。考えてみれば、何十人もが同じ動きを繰くり返かえす予選は、観客には退たい屈くつな出し物なのだろう。大会が二組同時に行われるのは、あるいはそれが理由かもしれない。

　速度をまるで緩ゆるめることなく、ついに十番まで演じ終えたキリトが剣を鞘さやに収め一礼すると、割れんばかりの拍はく手しゆと歓声が会場を揺ゆらした。ひときわ甲かん高だかい歓声に視線を向けると、西側客席の中程にウォルデ農場の双ふた子ご、テリンとテルルの姿もある。約束どおり、両親に連れられて応援に来たのだろう。

　そちらに手を振ってから、悠ゆう然ぜんと舞台から降りたキリトのもとに、小走りに掛け寄ってきたのはもちろんユージオだ。胸ぐらを摑つかみたいのを必死に我が慢まんするような顔で、器用に囁ささやき声ごえで叫ぶ。

「な、何やってるんだよ！」

「いやあ、他ほかの奴やつの演武を見てたら、時間にけっこうばらつきがあったからさ……速いぶんにはいいかなと思って」

「そりゃ違反にはならないかもしれないけど、でも普通にやればいいじゃないか！」

「あんだけ速く動けば、指先とかつま先とかの微び妙みようなズレくらいなら、審査員にも見えないかなーって……」

「………………」

　呆あきれ七割、感心三割くらいの感情が混合する顔になったユージオは、肩かたの力を抜くと深く深くため息をついた。

「……審しん査さ員いんが、お客さんの拍はく手しゆを点につけてくれることを祈いのるよ……」

　ユージオが力なく漏もらした言葉に、黒くろ髪かみの奥おくで「まったく同感ね」と声に出さずに呟つぶやく。

　予選は更さらに一時間以上続き、午後二時の鐘かねとほぼ同時に終了した。選手が再び舞台上に整列し、審査員の代表者が彼らの前で本戦出場者の番号と名前を読み上げていく。

　ユージオの予選突とつ破ぱは確信していたが、数秒後にキリトの名前も呼ばれた時は、ここ数十年でちょっと記き憶おくにないほどの安あん堵どを覚え、思わず手て脚あしをへなへなと縮ちぢめてしまった。

　──まったく、こんなに心乱される観察任務はいつ以来だろうか。いや、あるいは初めてかもしれない。




　四十人の落選者が肩を落として控ひかえ室しつに去り、東西八人ずつの剣士が場内の待たい機き所しよに残った。全員に深井戸で冷やしたシラル水すいと軽食が配られ、その間に観客たちもひと息つく。三十分の休きゆう憩けいを経て、本戦開始。勝ち抜き式で一回戦から三回戦までを行い、東西一人ずつの優勝者を決定する。

　ウォルデ農場の主・バノーが農作業中にキリトたちに語ったところによれば、数十年前までは東西の勝者による最終戦を行っていたようだ。それが取りやめになった理由は、ある年の最終戦が白熱しすぎて事故が起き、流れてはならない血が流れたからだという。

　ザッカリアのこの大会に限らず、全ノーランガルス──いや全ぜん人じん界かいで催もよおされる地方レベルの剣術大会では、寸すん止どめが厳守される。

　これは、絶対の法である禁きん忌き目もく録ろくによって、《別項に挙げる理由なく他者の天てん命めいを故意に減じさせてはならない》と定められているからだ。ゆえに剣の試合では、相手を屈くつ服ぷくさせると同時に相手の体を保護する、という矛む盾じゆんする技術が求められる。

　各流派が《型》を重んじるのは、自分と相手の呼吸を合わせることで事故を防ぐ、という意味合いがあるのだ。型を型で受ける、言わば様式的な攻こう防ぼうを繰くり返かえし、先に体力と集中力の限界が来たほうが半ば自主的に敗者となる。実際に血が流れる《一本先取》規則が許可されるのは、央おう都とで開かい催さいされる上位大会か、帝国騎き士し団や修しゆう剣けん学院といった上位組織での立ち合いくらいのはずだ。

　だが、ヒューマン・ユニットには、他ほかの動的オブジェクト類にはない《感情》というものがある。だからこそ彼らは強い力を持つのだが、それは時として冷静さを失わせ、思わぬ現象を引き起こす。

　バノー・ウォルデの言う事故とはつまり、決勝戦に残った二人の剣士が「勝ちたい」という感情をたぎらせたあまり、剣が寸前で止まらずに相手の肉体に当たってしまったということだろう。もちろん死ぬほどの深ふか手でではなかったはずだが──そんな大事件なら公こう理り教きよう会かいが介かい入にゆうし、カセドラルの記録に残る──街の住民を震ふるえ上あがらせるには、一滴の血で充分だ。以降、東西ブロックの勝者による決勝戦が廃止されたというのも頷うなずける。

　そんな事情を、当然若き二人の剣士は知らないはずだ。彼らの目的は、この大会で二人とも勝者となり、衛えい兵へい隊たいでも頭とう角かくを現し、央おう都とセントリアにある修しゆう剣けん学院の受験資格を得ること。狭き門を一つずつくぐり抜け、いつか公理教会セントラル・カセドラルにいるはずの《アリス》と再会すること。

　驚おどろくべきことだが、二人の歩む方向は間違っていない。とてつもなく細く、果てしなく遠いが、道は確かにカセドラルに繫つながっている。だが……仮にキリトとユージオが本当にあの白はく亜あの塔とうに足を踏ふみ入いれる時が来るとすれば、その時二人はもう…………。

　物思いを、午後二時半の鐘かねが破った。続けて、客席の一角に並ぶ楽団が勇ゆう壮そうな行進曲を響ひびかせ、本戦の開始を告げる。

　とっくに軽食を食べ終えていた二人は、待たい機き所しよの折りたたみ椅い子すから勢いよく立ち上がり、黒と緑の瞳ひとみを見つめ合わせた。突つき出だした互たがいの右拳こぶしをごつんとぶつけると、もう言葉は要いらないとばかりに体を翻ひるがえし、東と西の舞台に上っていく。予選では少し空あきが残っていた観客席もいつしかぎっしりと埋うまり、降ふり注そそぐ歓声はまるで大嵐のようだ。

　雑用係の衛兵が、巨大な常用紙の貼はられた立て板を審しん査さ員いん用天てん幕まくの隣となりに運び出した。そこには、勝ち抜き式の本戦の組み合わせが汎はん用よう文字で黒々と記されている。東ブロックのユージオの初戦は、一回戦第三試合。キリトも同様に第三試合──だったが、その相手に眼めが吸い寄せられる。イゴームというその名前は、キリトが何らかの理由によって気にしていた、あの若い衛兵見習いだ。

　彼がキリトと同じブロックになるよう、くじ引きを操そう作さした時には感じなかった、奇き妙みような感覚が五ミルの体を満たす。何かが起きるのではないかという、根こん拠きよのない予測。そんな機能は、人間ならぬこの身には備わっていないはずなのに。

　観察者オブザーバーの懸け念ねんとは裏腹に、当のキリトはイゴームの名前を見てもほとんど何の反応もしなかった。審査員長の口こう上じようが終わるとさっさと舞台を下り、西待機所の椅子にどかっと座る。食事中はユージオもこちらに移動していたが、今は東の待機所に留とどまらねばならないので、会話の機会はない。

　キリトの頭から見物した第一試合、第二試合は、ともにまったくもって平へい穏おんな決着を見た。

　最初の攻せめ側が、三～四手からなる基本的な型を繰くり出だし、それを受け側がキン、キン、キンとのんびりした金属音を響ひびかせて破は綻たんなく受ける。次に攻守逆転すると、再びキンキンキン。稽けい古こと勘かん違ちがいしかねない光景だが、使用しているのが一応本物の鉄てつ剣けんなので、振るほう受けるほうともに疲労による天てん命めい減少が発生する。減り幅が一定値を超えると動作にキレがなくなり、防ぼう御ぎよも怪あやしくなっていって、先に受けに失敗したほうの体にぴたりと相手の剣けん尖せんがつきつけられ──「そこまで！」となるわけだ。

　央おう都とクラスの大会になれば駆かけ引ひきや速度感がまるで違うのだが、北域限定ではこんなものだろう。イゴームという若者の技ぎ倆りようが突とつ出しゆつしているとは思えないので、これならば第三試合も突出した権限レベルを持つキリトが危なげなく勝つはずだ。そんな予測で先刻の胸騒ぎを打ち消し、ついに名を呼ばれたキリトと一いつ緒しよに赤大だい理り石せきの舞台に上がる。

　ほんの少し遅れて、東舞台でもユージオの名前が呼ばれたが、そちらの相手は傍はた目めにも意気込みすぎで、すでに顔中汗あせまみれなので問題あるまい。一方、西舞台でキリトと対戦するイゴームは、砂色の髪かみの奥から瞬まばたきひとつしない両りよう眼めでこちらを見み据すえてくる。再度ステイシアの窓を確認するが、数値的にはやはり大会出場者の平均以下だ。キリトは、彼の何を警けい戒かいしたのか──。

　開始線に進み出た二人が、ゆっくりと剣を抜く。壮そう年ねんの審しん査さ員いんが右手を高々と持ち上げ、前に振り下ろしながら叫ぶ。

「──始め！」

　途と端たん、イゴームが動いた。普通は双そう方ほうがまず構えを見せ、先せん攻こう後こう攻こうの呼吸が合ってから始めるならいなので、観客が小さくざわめく。とは言え、規則違反ではない。奇き襲しゆうによる寸すん止どめ決着を狙ねらうのも、褒ほめられはしないが作戦の一つだ。

「イオオオオッ！」

　甲かん高だかい気勢とともに右上から斬きり込こんでくるイゴームの剣を、キリトは自らも前に出て受けた。ギャリンッ！　というこれまでの試合とは異質な金属音が響ひびき、黄色い火花が一いつ瞬しゆん双そう方ほうの顔を照らす。

　本来は軽く跳はね返されるはずの攻せめ側がわの剣は、衝しよう突とつ点てんに留とどまったまま小刻みに震ふるえている。凄すさまじい速度で迎げい撃げきしたキリトの剣が、遅れて動いたにもかかわらず、わずかに上から押さえ込む形になったからだ。二本の剣がギリギリと軋きしむ音が、静まりかえった会場の西半分に響き渡る。

　その状態で、キリトは更さらに身を乗り出すと、鼻筋に深いしわを刻んでいるイゴームの顔に自分の顔を近づけ──低く囁ささやいた。

「あんた、ネジレヅタの匂においがするぞ」

「………………それが、どうした」

　金属板を引ひっ搔かくような声で囁き返すイゴームに、キリトはいっそう低めた声で、

「ネジレヅタに用よう途とは一つしかないだろ。乾かわかしてから燃やして、その煙けむりで毒虫を麻ま痺ひさせる。たとえば……オオヌマアブみたいな」

「…………！」

　イゴームが細い眼を一瞬見開くと同時に、キリトの頭上で二つの眼を瞬しばたたかせる。

　つまり、キリトが控ひかえ室しつで参加者の間を歩き回っていたのは、ネジレヅタの匂いがするユニットを探すためだったのか。となれば、その理由はもちろん──。

「……今け朝さ、ザッカリアの西門で馬を暴れさせたオオヌマアブ……あれを放ったのは、あんただな」

　鋭するどい追及に、しかしイゴームはにやりとしたたかな笑みを浮かべて見せた。

「おまえごとき宿無しに答える必要はないな。でも、仮にそうだとしても……オレがしたのはただ、人には無害な小虫を一匹ぴき、殺さずに放してやったことだけだ。帝国基本法にも、ましてや禁きん忌き目もく録ろくにも違反しちゃいないぜ」

　衛えい兵へい見習いの言葉は事実だ。オオヌマアブが人を直接害する……つまり天てん命めいを減らす種類の害虫なら、それを人の暮らす領域に持ち込むことは違法。しかし馬しか刺ささないあの虫を放つ行為そのものは、いかなる条文にも抵てい触しよくしない。

　だが、ことはそれほど単純ではない。どんなに小さな子供でも、馬の近くで生きたオオヌマアブを飛ばせば、それがその馬を刺す……つまり馬の天命を損そこなうことは想像できる。更さらに、刺された馬が暴れ、付近の歩行者に大きな怪け我がを負わせることもまた推測可能なのだ。

　大多数のヒューマン・ユニットは、その可能性に気付いた時点でアブを放つことはできなくなるはずだ。《他人の天命を減らしてはならない》という禁忌が機能するからだ。しかしこのイゴームという若者は、キリトもしくはユージオが傷つく可能性を知っていながら……いや、積極的にその結果を狙ねらってアブを放した。彼の中では、《自分がしたことは人に無害な虫を逃がしただけで、その後に何が起ころうと知ったことじゃない》という思考が、禁忌への服従よりも強く機能している。

　…………貴族の血。

　この若者は、貴族の遺伝情報の、負の面を強く発現させているのだ。ウォルデ農場の人々とはまったく逆、《法に禁じられていないことなら何をしてもいい》と考えるユニット。

「……なんでだ」

　短く問とい質ただしたキリトに、イゴームは吐はき捨すてるように答えた。

「気に入らないんだよ。お前らみたいな宿無しの天てん職しよく無しが、このイゴーム・ザッカライト様と競うだと？　衛えい兵へい隊たいに入るだと？　許すわけねぇだろ。先月、大会要項を取りに来やがった時から、絶対潰つぶすって決めてたぜ」

「……なるほど、領主の一族か。でもな、ご立派な家いえ柄がらも、こうなったらもう役に立たないぞ。悪いけど、そろそろ勝たせて貰もらう」

　相手がザッカリア領主の血筋と聞いても、まるで恐おそれ入いった様子もなくキリトはそう言い切った。切り結ばれたままの剣を強く一押しし、相手の体勢を崩くずそうとした、その瞬しゆん間かん。

　イゴームがもういちどいやらしく笑い、直後、ピキッと鋭するどい音が生まれた。キリトの全身が小さく強こわ張ばる。見れば、せめぎ合う二本の剣のうち、キリトの持つ剣だけがわずかに、しかし確かに刃は毀こぼれしている。

　同じ試合用の剣なのに、なぜ片方だけが!?　と慌あわてて眼めを凝こらす。双そう方ほうの剣の《窓》が視界に出現すると、そこには予想外の情報が記されていた。

　キリトの剣は、クラス10オブジェクト。対してイゴームの剣はクラス15なのだ。よくよく注視すれば、確かに刃やいばの輝きが微び妙みように異なる。

「くっ…………！」

　声を漏もらし、剣を引こうとしたキリトに、今度はイゴームがのし掛かるように体重を預けた。ぴき、ぴき、と断続的な悲鳴が響ひびき、キリトの剣の天てん命めいだけが急速に減少していく。

「言っとくが、これも規則違反じゃないからな」

　勝ち誇ほこった表情で、イゴームが囁ささやいた。

「大会規則じゃ、参加者は全員、審しん査さ員いんが用意した剣を借りて戦うことになってる。なら……もしその剣の中に一本だけ業わざ物ものが紛まぎれ込んでて、それをオレが偶ぐう然ぜん借りちまっても、何の違反にもならないよなぁ？」

「……剣の貸出係だった衛えい兵へい、あいつを抱だき込こんだな」

「知らないね。それよりいいのか、宿無し？　そこで頑がん張ばってても、ボロ剣の天命が減るだけだぜ」

　言うと同時に、渾こん身しんの力で剣を押し込んでくるイゴームに対し、キリトは予想外の行動に出た。

　相手の力に逆らわず、わざと試合場に倒れ込みながら、イゴームの股また下したを潜くぐったのだ。相手の剣がぎゃりっと音を立てて滑すべり、したたかに大だい理り石せきを打つ。反動でイゴームの体が強こわ張ばった隙すきを逃のがさず、キリトは大きく跳とんで距きよ離りを取る。

　途と端たん、固かた唾ずを吞のんで見守っていた観客が、どおっとどよめいた。剣と剣を交えての力比べやそこからの股また潜くぐりなど、そう見られるものではない。二人のやりとりを知るよしもなく、盛んに拍はく手しゆと喝かつ采さいを浴びせてくる。

　ようやく痺しびれが取れたのか、向き直ったイゴームの顔は怒いかりに歪ゆがんでいた。

　危険だ、と直感する。もちろん、貴族といえども禁きん忌き目もく録ろくを破ることは不可能なので、あの剣でキリトを直接傷つけようとはするまいが──逆に言えば、事故の結果として偶然キリトが傷つくのは構わない、くらいのことは考えていても不思議はない。

　その推測を、続くイゴームの動作が裏付けた。

　これまで両手で握にぎっていたクラス15の剣を、右手だけでゆっくり振り上げると、肩かたに担かつぐような位置で止める。そのまま、何かを探るように数秒間じりじりと体を動かす。やがて、刀身を仄ほのかな青い光がおぼろげに包み込む。

　神しん聖せい術じゆつの光ではない。各流派に伝えられる《秘伝の型》──。

「……ザッカライト流秘ひ奥おう義ぎ、《蒼ソウ風フウ斬ザン》」

　再び会場が、今度は東半分も含めて激しくざわめいた。舞台上の審しん判ぱんが途と惑まどったように審査員いん席せきを見るが、そちらもどうしていいか判わからないようだ。《秘伝の型》はその名のとおり流派の奥おくの手てで、みだりに使ってはならないということになっているはずだが、それは法でも掟おきてでもなく使い手の判断に任せられている制限なので、いざイゴームが使うと決めればもう誰にも止められないのだろう。

　問題は、《秘伝》の威い力りよくは通常の型の比ではなく、また一度動き始めれば途中では止められないということだ。当人の意思とは別の、神しん聖せい術じゆつと似て非なる力が使い手の体を半なかば勝手に動かす。それはつまり、キリトが受けに失敗すれば、寸すん止どめできずに肉体まで切きり裂さきかねないということだ。イゴームにもそれは解わかっている。解っていてなお秘伝を使うのは──たとえ血が流れても、それは受けられなかったほうの責任だと考えているからか。

　ならば、イゴームに型を中断させる方法はある。

　キリトが剣を下ろし、五体を晒さらすのだ。その瞬しゆん間かん、イゴームの論理は崩ほう壊かいし、秘伝の使用は明白な禁きん忌き目もく録ろく違反となる。どんな貴族の血も、禁忌すなわち公こう理り教きよう会かいの権けん威いだけは乗り越えられない。それはヒューマン・ユニットという存在に刻み込まれた絶対の限界なのだ。

　剣を下ろしなさい。キリトにそう助言したい衝しよう動どうを、懸けん命めいに堪こらえる。言わずとも、キリトなら気付くはずだ。さあ、早く剣を…………

「…………秘ひ奥おう義ぎと来たか」

　不意にキリトが、頭上の観察者オブザーバー以外の誰にも聞こえない大きさで呟つぶやいた。

　イゴームと同じく剣から左手を外すと、下げるのではなく、左脇に抱え込むように構える。ぴたりと体が停まった瞬しゆん間かん、刀身から鮮あざやかな紫むらさき色いろの光が迸ほとばしる。

　その現象を目にした全観客、全審しん査さ員いんが息を吞のんだ。唯一、隣となりの舞台ですでに勝利を決めていたユージオがやれやれというふうに首を振ったのだが、その光景を思い出したのは何もかもが終わった後のことだった。

　イゴームの顔が震ふるえ、歪ゆがみ、歯が大きく剝むき出だされた。

「キエアアアアアア──────!!」

　大型の鳥類オブジェクトを思わせる叫び声とともに、型が始動した。左足の踏ふみ込こみに続いて、右肩かたに担かつがれていた剣が、斜めの軌き道どうを描いて襲おそいかかってくる。

　介かい入にゆうすることを、一いつ瞬しゆん、本気で考えた。だがもう神聖術では間に合わない。キリトの頭から飛び降り、本来の姿を露あらわにするしかない。完全なる命令違反だが──たとえマスターにどのような罰ばつを受けようとも、この観察対象を喪うしなうことに比べれば……。

　しかし、寸前。

「──シッ!!」

　鋭するどい気合が迸り、キリトも動いた。

　イゴームの、薄青い軌道を描く斬ざん撃げきに、怖おそれることなく突つっ込こんでいく。右手が閃ひらめき、空中に鮮やかな紫の曲線を刻む。左から右へ。同時にもう一本──右から、左へ。

　キィン!!　という澄すんだ金属音が、大会会場の壁を越えてザッカリア市街の隅すみ々ずみにまで届かんばかりに響ひびき渡わたった。

　銀色の光が空高く舞い、頂点でソルスの輝きを強く反射してから落ちてくる。赤大だい理り石せきの舞台に突つき立たったそれは、根元から折れた剣の刀身。

　キリトの技はあまりに速すぎて、観察者オブザーバーの眼めにも全すべては捉とらえられなかった。しかし、肝かん心じんな場面だけは確かに見た。

　左から右へと振られた剣が、即座に切り返されて右から左へと走ったのだ。とてつもない速度のせいで、まるで二本の剣が左右同時に振り抜かれたかのようだった。事実、響いた金属音は一つだけだ。その二連れん撃げきはイゴームの剣を、あたかも猛もう獣じゆうの一ひと咬かみの如ごとく交こう錯さく点てんで正確に捉え──打ち砕くだいた。優先度プライオリテイが５も上の業わざ物ものを、天てん命めいが半減した試合用の剣で。

　ほとんど柄つかだけになった剣を真下に振り抜いたままの姿勢で、イゴームは両りよう眼めを皿のように見開き、がたがたと体を震ふるわせていた。同じく左に剣を振り終えた体勢のキリトは、間近にあるイゴームの右耳に、そっと囁ささやき掛けた。




「アインクラッド流二連撃技……《スネークバイト》」
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　それを聞いた瞬しゆん間かん──。

　全身のうぶ毛が、残らず逆さか立だつような感覚が訪れた。

　このキリトというユニットは……これまでの予想を遙はるかに超えて異質だ。アンダーワールド三百七十八年の歴史でも稀まれに見る……もしかしたら、マスターや、《かの者》にも並ぶほどの…………。

　全身を駆かけ巡めぐるものが何なのか、いやそれすらも意識しないままに、ただ一つの思考だけを繰くり返かえす。

　見届けるのだ。キリトとユージオ、二人の旅の行く末を。

　その先に、きっと──。




　人じん界かい暦れき三七八年のザッカリア剣術大会は、東ブロック、西ブロックともに北の村からやってきた無む天てん職しよくの若者が優勝し、衛えい兵へい隊たいへの入隊許可を得るという例年にない結果となった。




　結局、キリトがわずかにせよ手こずったのは緒しよ戦せんだけであり、その後は《二に連れん撃げき技わざ》を使う必要もなかった。翌年の春に、キリトとユージオが帝立修しゆう剣けん学がく院いん受験に必要な推すい薦せん状じようを得るであろうことは、もはや明らかすぎるほど明らかだった。
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　──できれば、四帝国統一神前大会まで、女性との試合は無しで行きたいものだ。

　かつて、ザッカリア剣術大会の試合場で、俺おれはユージオにそんなことを言った。あれから、早くも一年半が経たつ。

　ルーリッドで《悪あく魔まの樹き》ギガスシダーを倒し、村を出たのがちょうど二年前。その半年後にザッカリア衛えい兵へい隊たいに入り、更さらに半年後に央おう都とに上って、学院の扉とびらを叩たたいたのが一年前。

　長かったようであっという間の日々だったが、それでも改めて振り返ると、ちょっと呆ぼう然ぜんとせざるを得ない。何せ二年と言えば、かの浮ふ遊ゆう城じようアインクラッドに囚とらわれていた時間に並んでしまうではないか。

　幸い──と言っていいのかどうか、俺が経けい緯い不明ながらダイブすることになったこのアンダーワールドという仮想世界は、想像を絶する超テクノロジーのもとに稼か働どうしている。

《フラクトライト加速機能》──ダイブ者の意識のみを加速し、体感時間を引き延ばすというその魔ま法ほうの倍率は、実に現実比１０００倍に達すると推測される。つまり、現実世界でソウル・トランスレーターに横たわっているのであろう生身の桐きりヶが谷や和かず人とが、ダイブを開始してからまだ十八時間足らずしか経過していないことになる。

　ルーリッド近郊の森で目覚めてから、この央おう都とセントリアはノーランガルス帝立修しゆう剣けん学院に至るまでの二年間が、実際には一日も経たっていないと考えるとクラクラくるが、しかしそれは救いでもある。最悪、俺おれが現実世界で失しつ踪そう状態になっているのだとしても、まだそう長い時間は経っていないということだからだ。

　両親や直すぐ葉は、友人たち、そしてもちろんユイと明あ日す奈なには極力心配をかけたくない。もっとも、ただ心配しているだけの明日奈たちではないことは明らかなので、俺にとってはそちらが気がかりでもあるのだが。

　ともあれ、明日奈たちに心痛を与えている可能性がある以上、せめてこの世界では不用意に女性と接せつ触しよくしないようにしよう。俺はルーリッド村を出る時にそう決意し──ユージオが男性で本当によかった──以後その誓ちかいを貫くつもりで、ザッカリアでもあんな台詞せりふを口にした、わけなのだが。

　よもや、セントリアに上ってからのこの一年、主に女性剣士とのみ剣を交えることになろうとは。




「一年間の総そう浚ざらいだ、そのつもりで来い」

　涼すずしげな声でそう命じるのは、紫むらさき色いろ基調でカスタマイズした学院の制服を隙すきなく着こなし、ダークブラウンの髪かみを長いポニーテールに結わえた上級生、つまり俺の《先せん輩ぱい》だ。

「了りよう解かいです、リーナ先輩」

　答え、俺は左腰の革かわ製せいホルダーから練習用の木ぼつ剣けんを引き抜く。木剣と言っても最上級素材の白シラ金カネ樫ガシを磨みがき上げたもので、金属と見み紛まごうばかりの光こう沢たくがある。刃やいばがついていない、つまり切断属性がないので服を掠かすめるくらいなら天てん命めい減少を引き起こさないが、優先度プライオリテイとしてはザッカリアの大会で貸し出された粗そ製せいの鉄剣よりも高い。

　俺が剣を基本の中段に構えるのを見届けてから、女性剣士も滑なめらかに木剣を抜いた。こちらの構えはやや変則、右前の半はん身みで剣は左腕を隠かくすように斜ななめに据すえられている。しかしこれが彼女の家に伝わる独自流派、《セルルト流戦せん闘とう術》の基本の型だ。

「……最後だし、左手も使っていいですよ」

　俺がにやっと笑いかけながらそう言うと、彼女は真顔で「そうか」と答え、左手を腰の後ろ、大きな飾り帯の下に回した。あそこから何が出てくるかは、いざ立ち合いが始まるまでまったく判わからない。

　十メル、いや十メートル先で構える剣士の立ち姿は、女性云うん々ぬんの決意をしておいて何だが、実に美しかった。

　身長は、現在百七十センチほどある俺より更さらに三センチばかりも高い。結わえた髪は波打ちながら腰こし近くまで流れ、細いリボンの藤ふじ色いろが髪かみのダークブラウンとよく似合っている。顔立ちは、武人の凛り々りしさと貴族の優ゆう雅がさが見事なバランスで入り交じった美び貌ぼう。瞳ひとみの濃のう紺こんは、暮れゆく空を思わせる。

　ぴったりしたジャケット、ふわりと広がるロングスカートの制服を彩るのはグレイシャル・パープル。派手な色ではないが、彼女が身につけるとどんなドレスよりも華か麗れいに見えるから不思議だ。だが、その下の肉体が鋼はがねのように鍛きたえ上げられていることを、俺おれはお役目ゆえにやむなく知ってしまっている。

「……これが、最後なのだな」

　一いち分ぶの隙すきもなく構えたまま、彼女──ノーランガルス帝国貴族の嫡ちやく子しにして帝立修しゆう剣けん学院上級修剣士次席、ソルティリーナ・セルルトは呟つぶやいた。

　俺──帝立修剣学院初しよ等とう練れん士しにして彼女の《傍そば付づき》キリトは、無言で頷うなずくとわずかに腰を落とした。

　毎日の学科授業と実技訓練が朝九時から午後三時まで、そこから更さらに傍付きとしての仕事を一時間かけてこなしている。精神的にも肉体的にも消しよう耗もうしているはずだが、こうしてソルティリーナ先せん輩ぱいと対たい峙じすると、疲れなどどこかに吹き飛んでしまう。夕方五時を回っているため、学院敷地の高台に建つ上級修剣士寮りようの屋内修しゆう練れん場じようには俺たち二人しかいない。

　いまごろユージオは、初等練士寮の大部屋で俺の門限破りにため息をついているだろうが、あいつも別の修剣士の傍付きをしているのだから、事情は理解してくれるはずだ。

　そんな思考を最後に、俺の意識は右手の剣と同化する。リーナ先輩の瞳もふっと色が深まり、空気がぴりぴりと帯電したように張り詰つめていく。広い修練場を照らすランプの炎ほのおが、緊きん張ちように耐えかねてか小さく揺ゆらめく。

　審しん判ぱんがいなくとも、互いの呼吸が完かん璧ぺきに一致したその瞬しゆん間かん、双そう方ほう同時に動いた。

　学院で《歩く戦術総覧》と呼ばれるリーナ先輩に小こ細ざい工くは効かない。十メートルの間合いを一直線に詰め、プレモーションなしの縦たて斬ぎりをやや突つき気ぎ味みに放つ。

　剣術の実技訓練でこんな技を出したら教師に大目玉を食らうが、この試合でちんたらノルキア流の型なぞ使えばあっという間に一本取られる。何せリーナ先輩の操るセルルト流は、俺が知る限りアンダーワールドで最も実戦的な剣術なのだ。

　俺の最速の一いち撃げきを、リーナ先輩は右手の木ぼつ剣けんで受けた。しかし衝しよう撃げきはほとんど無い。彼女の手首から肩かた、腰までもが柔やわらかくしなり、俺の撃うち込こみを刀身で滑すべらせつつ受け流したからだ。セルルト流の極ごく意い、《活カツ水スイ》なる技。俺も一年かけて教えてもらったが、いまだ自分のものにはできていない。

　ちなみに、この世界で読み書き会話に用いられている言語は完全なる日本語（とほんの少しの外来語）だが、漢字の数はかなり少ない。ＪＩＳ第一水準のせいぜい三割、一千字程度といった所か。そんな制限の中で、多くの剣技に独特な名前をつけるアンダーワールド人の想像力は見事なものだ。いまは子供向けの昔話くらいしか存在しないが、もう百年もすれば本格的な小説を書き始めても不思議はない。それが現実世界の日本で出版され、しかも大ヒットでもしてしまおうものなら大変なことに……。

　などという刹せつ那なの雑念を頭から吹き飛ばす勢いで、俺おれは右前に大きく跳とんだ。先せん輩ぱいの《活カツ水スイ》による崩くずしに逆らうと痛つう烈れつなカウンターを喰らうことを学習しているからだ。

　空中で前後反転しつつ、修しゆう練れん場じようの壁際に着地。黒光りする板壁を右足で蹴けり飛とばして再び突進──しようとした瞬しゆん間かん、ついにリーナ先輩の左手が動いた。

　腰こしの後ろから前へとしなやかに弧こを描く指先から、白い光が一直線に伸びてくる。《光こう素そ》を使った神聖術、ではもちろんない。光の正体は、細い白しろ革かわを編んで作られた鞭むち。彼女が長剣以外で最も得意とする武器だ。

　柔やわらかいウル山や羊ぎの革を使った練習用の鞭で、直撃されてもろくに天てん命めいは減らないものの、涙なみだがにじむほど痛い。反射的に剣でパリィしそうになるが、触ふれた途と端たんに鞭が刀身に巻き付いてほぼ無力化されてしまう。かと言って、後ろに下がれば二に撃げき目、三撃目でどんどん追い詰められるだけだ。

　俺は、懸けん命めいに体を左に捻ひねりつつステップでかわそうとした。鞭の先せん端たんが右頰ほおを掠かすめ、後方に流れた瞬間に全力で前に出る。空中でビシッ！　と鋭するどく鳴った鞭が、蛇へびのように身をくねらせながら引き戻されていく。次の一いち撃げきが来る前に間合いを詰めねばならない。ただのダッシュでは届かないと判断し、右足と木ぼつ剣けんを平行に揃そろえて後ろに引く。体を低く、低く前傾させたその瞬間、刀身がペールブルーの燐りん光こうを帯びる。

　リーナ先輩の両りよう眼めがすっと細くなり、同時に左手がぱっと開かれた。思い切りよく鞭を捨てたその手が、右手の剣の柄つか頭がしらに添えられる。

　直後、俺の体が、見えざる手に叩たたかれたかの如ごとく加速した。アインクラッド流剣術──と名乗っているが、その実体は旧ＳＡＯに存在した《ソードスキル》である──片手剣下段突とつ進しん技わざ、《レイジスパイク》。一いち陣じんの疾しつ風ぷうとなって、俺は七メートルの間合いを突進する。

　対するリーナ先輩は、両手で握った剣を右後方に倒した。どん、と左足を踏ふみ込むと、木剣が翡ひ翠すい色いろに輝く。セルルト流秘ひ奥おう義ぎ《輪リン渦カ》。

　右下から跳はね上がる俺の剣と、水平に旋せん回かいする先輩の剣が激突した。二本の木剣が金属質の衝しよう撃げき音おんを放ち、青と緑の光が飛び散って薄うす暗ぐらい修練場を一いつ瞬しゆん明るく照らし出す。

　そのまま鍔つば迫ぜり合あいに移行しつつ体を起こすと、リーナ先輩の顔がほんの十センチ先にあった。表情はあくまで涼すずやかで、白い額ひたいには汗あせひとつ浮かんでいない。それでいて、俺の剣をぎりぎりと押し込んでくる圧力は、少しでも気を抜くと打ち倒されそうなほどだ。

　この世界に於おける人間の能力、言いかえれば《キャラクター・ステータス》は、少々複雑な扱いになっているらしい。

《ステイシアの窓》と呼ばれるウインドウを開いても、そこには天命ヒツトポイントの現在値／最大値と、《オブジェクトコントロールＯＣ権限》《システムコントロールＳＣ権限》なる二つのレベルが表記されているだけだ。

　そのうち、ＯＣ権限のほうが武器防具の操そう作さに、ＳＣ権限のほうが神しん聖せい術じゆつの操作に関わるようなので、ならば前者が筋力ＳＴＲ、後者が魔力ＩＮＴに相当するのだろうと最初は安あん直ちよくに考えた。しかし、単純な力の強さは、どうやらＯＣ権限レベルだけでは決まらないのだ。その他にも年ねん齢れい、体格、健康状態、そして長期間の経験や修しゆう練れんなど幾いくつものパラメータが影響するらしい。

　考えてみれば、もし幼い子供のＯＣ権限レベルが何らかの要因で極端に上昇したとして、その数値だけで筋力が決定されるなら、異様に力の強い子供が出現してしまうことになる。この世界の存在目的からすると、そんなイレギュラーな事象は好ましくないのだろう。

　確認したわけではないが、ＯＣ権限の値だけを比べれば、俺おれはリーナ先せん輩ぱいをかなり上回っているはずだ。それなのに鍔つば迫ぜり合あいがこうも拮きつ抗こうするのは、彼女の日々の鍛たん錬れんがいかに凄すさまじいかを物語っている。俺とユージオもこの二年間、朝晩の稽けい古こを欠かしたことはなかったが、先輩の修行は鬼き気き迫せまるという形容でも足りないほどなのだ。その修行が彼女の筋力パラメータを上昇させると同時に、まったく別種の、数値では表せないとある《力》を高めている。

　しかし本当に恐おそるべきは、そんな彼女でも、学院に十二人存在する上級修しゆう剣けん士しの次席──つまり上にまだ一人いるという事実だ。

　俺とユージオは、来月には高等練れん士しの進級試験を受ける。そこで上位の成績を修めた十二人が、いわば《剣術特待生》とでも言うべき上級修剣士に任ぜられる。俺たちの目標からすれば、修剣士になることはもちろん、最終的には主席・次席（言いかえれば学年一位と二位）の座を独占せねばならない。そうでなくては、卒業後に開かい催さいされる皇こう帝てい御ご前ぜん試合、正式名称《ノーランガルス北帝国剣けん武ぶ大会》の出場権が得られないのだ。

　二年制の修剣学院は、一学年がぴったり百二十人。つまり俺とユージオ以外の百十八人全員を凌りよう駕がする必要があるのだが──こんなに強いリーナ先輩ですら《一番》ではないと思うと、正直少し、いやかなり不安に…………

「──成長したな、キリト」

　不意に、まるで俺の思考を読んだかのような呟つぶやきが至し近きん距きよ離りで発せられた。緩ゆるむ気配もない圧力に耐えつつ、俺は小さくかぶりを振る。

「いえ……まだまだです」

「謙けん遜そんするな。少なくとも、鞭むちの対処法は会え得とくしたようではないか」

「使うほうはさっぱりですけどね」

　その答えに、艶つややかな唇が小さな笑みの形を作る。

「キリトには必要あるまい。最後だから言うが……お前の《アインクラッド流》には、私にも見せていない先があるだろう」

　うっ、と思わず言葉に詰まる。動どう揺ようしたせいか、剣が五センチばかり押し込まれ、リーナ先輩が俺おれを見下ろす体勢になる。

　宵よい闇やみを閉じ込めたような濃のう紺こんの瞳ひとみでひたと俺を凝ぎよう視しし、女性剣けん士しは続けた。

「一年前、私がお前を傍そば付づきに指名したのは、剣けん風ぷうに似た物を感じたからだ。学院の制せい式しき剣術たるノルキア流とは理念からして異なる……見せる為ためではない、勝つ為の剣をな。我がセルルト流も実用剣術のつもりでいたが、キリトの剣に比べればまだまだ堅かたいことを、私はこの一年で思い知ったよ」

　その独白に、俺はただ眼めを見開くことしかできない。

　剣の使い方が違うのは、当然と言えば当然だ。なぜなら俺はアンダーワールド人ではない。俺の剣技は、アインクラッド流という名前が示すとおり、かの浮ふ遊ゆう城じようから持ち込んだものなのだ。あらゆる戦闘が命をかけた実戦だった、デスゲームの世界から。

　対してこのアンダーワールドには、基本的に実戦は存在しない。戦闘は全すべてが《試合》で、地方大会ならば原則寸すん止どめ、中央の高位大会でも初しよ撃げきが入ったところで決着となる。命のやりとりが存在しないなら、技の見み栄ばえを重視する方向に進むのも当然のことだ。

　しかしそれは、アンダーワールドの剣士たちが技に於おいて劣るということでは決してない。それを俺はこの二年で嫌いやというほど学んだ。《型》の修しゆう練れんを無限回繰り返し、磨みがき上あげた一いち撃げきの威い力りよくは、生なま半はん可かな実戦経験など軽く両断してしまう。

　全ては、《イメージ》の力だ。

　アンダーワールドは仮想世界だが、成り立ちはアインクラッドとはまったく異なる。この世界では、魂たましい──フラクトライトから発せられるイメージの強さが、時として物事の結果を左右するのだ。

　子供の頃から、十年二十年とひたすら同じ技の練習をしてきた剣士のイメージ力がどれほどのものなのか……その一いつ端たんは、ＯＣ権限で上回る俺をリーナ先せん輩ぱいが力比べで追い込んでいる、今の状況にも現われている。イメージの力こそが、数値では表せない、この世界に秘められた真の力なのだ。そしてそれは、この世界で目覚めてまだ二年しか経たたない俺はもちろん、同じ時期に剣の修行を始めたユージオにも簡単には身につけられないものだ。

　修しゆう剣けん学院の生徒は、その大部分が天てん職しよく《貴族》の家に生まれ、ほんの三、四歳さいの頃から剣技の英才教育を受けてきたエリートである。とは言え、本気で血の滲にじむような鍛たん錬れんをしてきた者は一ひと握にぎりなのだが、俺とユージオはそんな本物たちの剛ごう剣けんをも正面から打うち砕くだき、学年トップの座につかねばならない。

　そのために、唯ゆい一いつ頼れる武器がアインクラッド流──すなわちソードスキルだ。

　なぜアンダーワールドにソードスキルが存在するのか、その理由はいまだ判明していない。

　しかしどうやら、この世界の剣士たちは基本の単発技わざしか知らない、あるいは使えないようなのだ。

　一年半前、ザッカリアの大会でイゴームという衛えい兵へい見習いが使用したザッカライト流《蒼ソウ風フウ斬ザン》はＳＡＯで言うところの片手剣斜ななめ斬ぎり《スラント》だし、先刻リーナ先せん輩ぱいが使ったセルルト流《輪リン渦カ》は、両手剣旋せん回かい斬ぎり《サイクロン》。その他ほかに、ノルキア流《雷ライ閃セン斬ザン》こと片手剣垂すい直ちよく斬ぎり《バーチカル》、ハイ・ノルキア流《天テン山ザン烈レツ波パ》こと両手剣垂直斬り《アバランシユ》を確認している。

　それらは各流派の秘ひ奥おう義ぎであり、その上に絶ぜつ招しようだの超必殺技は存在しないらしい。ならば、俺おれの知る二連撃、三連撃といった上位のソードスキルは、エリート剣士たちの一いち撃げき必殺の剛ごう剣けんに対抗できる数少ない武器と言える。発想としては少々姑こ息そくと言わざるを得ないが、俺たちはべつに人界最強の栄えい誉よが欲しいわけではない。この帝立修しゆう剣けん学院からほんの数キロ離はなれた丘にそびえる絶対不ふ可か侵しんの巨きよ塔とう、公こう理り教きよう会かいセントラル・カセドラルの門をたった一度通りたいだけなのだ。

　ユージオは、幼い頃に連れ去られたアリスと再会するために。

　そして俺は、この世界の《管理者》と対面するために。

　二人の目的を果たせるのなら、たとえ全すべての試合で卑ひ怯きようと誹そしられようと構わない。俺のみが知る上位ソードスキルを一試合で一つずつ繰くり出だし、勝利し続ける。四帝国統一大会を勝ち抜き、《整せい合ごう騎き士し》の資格を得るまで。

　俺が、この学院に籍せきを得てからの一年間、二連撃以上のソードスキルを封印してきたのはそれが理由だ。使ってもせいぜい、先刻発動させた《レイジスパイク》のような突とつ進しん技わざ程度。

　だが、どうやら俺の姑息な秘密主義は、美び貌ぼうの上級生にあっさり見抜かれていたらしい。

　リーナ先輩は、更さらに一センチ顔を近づけると、いっそう密ひそやかな声で囁ささやくように言った。

「セルルト家は、遠い祖先が皇帝の不ふ興きようを買ったがゆえに、正統剣術たる《ハイ・ノルキア流》の伝承を禁じられた家系なのだ。そのため、鞭むちや短剣といった変則的な武具や、剛ごうではなく柔じゆうの技に頼る剣術を工夫するしかなかった。それがセルルト流だ。……勘かん違ちがいするなよ、決して不満に思っているわけではない。むしろ私は、流派唯一の伝でん承しよう者しやであることを誇ほこりとし、今日まで鍛たん錬れんを続けてきた……」

　言葉とは裏腹に、わずかに白い手が震ふるえ、交差する木ぼつ剣けんが乾かわいた軋きしみ音を発した。あるいは剣を押し戻すチャンスなのかもしれなかったが、俺はそうせず、体勢を保ったまま続く言葉を待った。

「されど我が父は、私がこの学院を主しゆ席せきで卒業し、御前試合でも優勝して、セルルト家の名めい誉よを回復することを期待している。それはしかし、矛む盾じゆんだとは思わないか？　仮に私が父の期待に応こたえ、皇帝からハイ・ノルキア流伝承の赦ゆるしを得られたとして……その時、我が一族はセルルト流を捨てるのか？　ならば……私が幼少の頃から今まで、我が流派に抱いだいてきた誇ほこりとはいったい何だったのか……？」

　その問いに、俺はすぐには答えることはできない。

　最近では、もうほとんど意識することはないのだが、眼前のリーナ先輩や、大切な相あい棒ぼうユージオ、この学院に在ざい籍せきする生徒や教官たち……そして全アンダーワールドに暮らす人々は皆、ある意味では俺おれと同じ人間ではない。アンダーワールドは仮想世界であり、彼らはそこに配置された《ヒューマン・ユニット》なのだ。

　と言っても、既き存ぞんのＶＲＭＭＯゲームに存在するようなＮＰＣともまた異なる。人間の魂たましいであるフラクトライトをコピーし、専用メディアに保存した、言わば《人工フラクトライト》。現実世界の何者か──恐らくは謎なぞ多おおきベンチャー企業《ラース》によって作られた、まったく新しい人工知能ＡＩ──。

　しかしその情動は、時として現実の人間たちよりもずっと豊かに思える。彼らはこの世界と、そこで与えられた運命を純粋なまでに感じ、悩み、受け入れ、あるいは立ち向かおうとする。俺はその姿を目にするたびに、感動のようなものを覚えずにいられない。彼ら……いや、いま俺と剣をせめぎ合わせているソルティリーナ先せん輩ぱいの存在が、とてつもない奇き跡せきのように思えるのだ……。

「……先輩」

　ひと言呟つぶやいた俺に、リーナ先輩はほんの少しだけ自じ嘲ちよう的てきな笑みを浮かべてみせた。

「私は、この学院に入学する以前から、胸の奥底にずっとそんな迷いを抱え続けていた。二年間、ついに一度もあやつを凌りよう駕がし得なかったのは、もしかしたらその迷いゆえのことかもしれないな……」

《あやつ》とは、今年度不動の主席上級修しゆう剣けん士し、ウォロ・リーバンテインという男のことだ。代々、ノーランガルス北帝国騎き士し団だん剣術指し南なんに任ぜられる二に等とう爵しやく家けの跡取りにして、恐おそるべき剛ごう剣けんの使い手。大上段からの一いち撃げきにこめられるイメージの強度は学院随ずい一いちで、俺は以前、彼が木ぼつ剣けんで打ち込み稽げい古こ用ようの丸太をへし折るのを見た。

　この学院のトップエリートたる上級修剣士たちだが、彼らも主席から十二席までの序列をつけられている。その序列は、年に四回行われる検定試合の結果で入れ替わる。

　俺はもちろん、これまで行われた三回の試合は全部、砂かぶりの特等席で見た。ザッカリアの大会と同じくトーナメント形式なので、十二人が二度の試合で三人になり、試合前の序列が最も高い一人がシードされる。決勝の組み合わせは三回とも全すべて、リーナ先輩ＶＳウォロ主席だった。そして先輩は三回ともウォロに勝つことができなかった。

　俺の眼めで見るかぎり、剣士としての実力は伯はく仲ちゆうしていると思う。剛のウォロ主席に対して、柔のリーナ先輩。次々打ち込まれる強烈極まる斬ざん撃げきを、流れる水のようなしなやかさで捌さばき、時折鋭するどく反撃する先輩の技ぎ倆りようは見事のひと言だ。試合は互いにクリーンヒットのないまま時間切れ間際まで続き──しかし、そこでウォロが必ず繰り出すハイ・ノルキア流の奥おう義ぎたる上段斬りを、リーナ先輩は三度の試合全てで受うけ損そこねた。木剣を弾はじかれること二回、叩たたき折おられること一回。

　三試合とも判定まで持ち込んだにせよ、これでは審しん判ぱんの旗がウォロに上がるのはやむを得ない。ゆえにこの一年間、ウォロの主しゆ席せき、先せん輩ぱいの次席という序列はついに動かなかった。

　ちなみに、第三席もまた不動で、つまり準決勝で毎回リーナ先輩に負け続けたのは、ゴルゴロッソ・バルトーという名の巨きよ漢かんだ。もうひとつ付け加えれば、ゴルゴロッソ先輩の傍そば付づきを務めるのが俺おれの親友ユージオである。

　この稽けい古こを始める前、リーナ先輩が『これで最後』と口にしたのは、二日後に四回目の検定たる《卒業試合》があるからだ。そこで最終的な序列が決定され、翌日には十二人の修しゆう剣けん士しを含む高こう等とう練れん士したちは学院を卒業していく。

　つまり、リーナ先輩がウォロを凌りよう駕ができるチャンスは、明後日あさつての試合が最後ということだ。正確には、上位二名は卒業後の《帝国剣けん武ぶ大会》に出場できるので、そこでもう一度ウォロと当たる可能性はあるのだが、在学中に負け続けた相手に御前試合で勝てるとは先輩も思っていないようだ。

「……正直に言おう」

　俺と剣を交差させたまま、リーナ先輩はいっそうかすかな声で言った。

「私は、あやつの《天テン山ザン烈レツ波パ》の構えに相あい対たいすると……竦すくんでしまうのだ。どれほど修しゆう練れんしても、あの剛ごう剣けんを受け切れるという確信を我が身に宿すことができない。初等練れん士しの頃から……いや、二年前の入学試験で初めて奴やつの剣を見た時から、ずっとそうだった……」

　俺は、先輩が初めて見せる一面に驚おどろくと同時に、深く納なつ得とくしてもいた。

　やはり、先輩とウォロの間に実力差はないのだ。唯ゆい一いつ、イメージ力……言いかえれば自信の強さ、大きさを除のぞいては。

　俺の推測したとおり、もしこのアンダーワールドが《ニーモニック・ビジュアル・データ》によって構築された仮想世界なら、イメージ力は物事の結果を左右する巨大なファクターとなるはずだ。なぜなら、俺やリーナ先輩が見たり触ふれたりする全すべてのものはポリゴンデータではなく、フラクトライトから抽ちゆう出しゆつされた《記き憶おくイメージ》だからだ。

　個人個人で微び妙みように異なるはずのイメージ・データをなぜ共有できるのか……それは恐おそらく、多くのフラクトライトから出力されるデータを、《主記憶装置》とでも言うべきものにバッファし、そこでデータの平均化を行うからではないか。ならば、そのバッファデータにすら影響するほど強烈なイメージを発するフラクトライトが存在した場合、事象が個人の意志力によって書き換えられる、というようなとんでもないことが起きると想像できる。

　ウォロ・リーバンテインに代表される剛剣使いたちの強さは、つまりそういうことなのだ。自分の剣技、そして流派に対する絶対の自信が強固極まるイメージを導き、そのイメージが恐おそるべき威い力りよくの一いち撃げきを実現する。

　対して、リーナ先輩は、自分の剣技にわずかな迷いを抱いだいている。その原因は、先刻語ったセルルト流の成り立ちだろう。ハイ・ノルキア流の伝でん承しようを禁じられ、やむなく代だい替たいとして生み出された流派だ、という認識が、ある種の《引け目》のようなものを彼女の心に作り出しているのだ。それでは、絶対の自信をまとったウォロの剣に押し切られてしまうのも仕方ない……のかもしれない。

　でも、俺おれは、今度こそリーナ先せん輩ぱいに勝って欲しい。世界の仕組みとか、イメージによる上書きとかの理り屈くつは抜きに、ただ彼女に、胸を張ってこの学院を卒業していって欲しいのだ。先輩にはその資格も権利もある。なぜなら彼女は、この一年、十二人の上級修しゆう剣けん士しの中で誰よりも──。

「……誰よりも、それこそウォロ主しゆ席せきよりもずっと長い時間、先輩は厳しい修しゆう練れんを積み重ねてきました。その事実があっても、確信を宿すには、まだ足りないんですか……？」

　俺の問いに、リーナ先輩はしばし沈ちん黙もくしてから、小さくかぶりを振った。

「ああ……。どうやら、足りなかったらしい。セルルト流を修練すればするほど、私は考えてしまうのだ。もし木ぼつ剣けんの試合ではなく、鋼こう剣けんによる実戦なら。もし鞭むちや短剣の使用が認められていれば。それならハイ・ノルキア流に後れなど取らないのに、とな。それはしかし、言い訳だよ。なぜならこの人じん界かいで、実戦……つまり本物の戦いくさなど起きるはずもないのだからな。そんな言い訳をしている限り、私は決してウォロの剣を受けられまい……」

　その言葉に対し、俺が何かを言い返す前に、先輩は仄ほのかに微笑ほほえんで続けた。

「だが、お前は違う、キリト。同じように独自流派の使い手でありながら、お前は正統流派の者たちにまるで引け目を感じていない。一年間傍そばで見てきて、その理由がようやく解わかった気がしているよ。さっきも言ったが……お前の《アインクラッド流》は、こんなものではないのだろう？　まだ、ずっとずっと先がある。だからお前の芯しんは揺ゆるがない。前に話してくれた、故郷の森にそびえる大きな杉……ギガスシダーのようにな」

「……自分の手で、切り倒しちゃいましたけどね」

　俺が呟つぶやくと、リーナ先輩は珍めずらしくクスッと声を出して笑った。

　いつしか、双そう方ほうの腕からは力が抜け、木剣は柔やわらかく触ふれ合うのみとなっていた。それでも先輩は体を引かず、むしろ俺に体重を預けるように前傾しながら、女性にしては低めの、滑なめらかな声で語り続ける。

「ならばその樹きはいま、お前の中にそびえているのだろう。どんな嵐もものともせず、昂こう然ぜんと天のソルスだけを見上げて。……キリト、私は、お前の秘めたるその強さを見てみたい」

「…………」

「ウォロとの試合など関係ない。ただ、見たい……いや知りたいのだ。この学院を卒業する前に、お前という剣士の全すべてをな」
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　すぐ目の前にある、夕空を思わせる藍あい色いろの瞳ひとみの奥で、小さな星が瞬またたいた気がした。

　まるで魂たましいを吸い込むようなその美しさに、俺は無意識のうちに五ミリほど顔を近づけていた。だがそこで、前髪がみの生はえ際あたりにちくっと小さな痛みが走り、はっと我に返る。一度瞬まばたきをして、思考を再開させる。

　アインクラッド流の《先》、つまり上位ソードスキルをリーナ先せん輩ぱいにも見せていないのは、決してこれは奥の手だからとかケチ臭くさいことを考えたせいではない。

　単純に、試合や稽けい古こに使われるこのクラス15の木ぼつ剣けんでは、発動できないのだ。せいぜいが二連れん撃げきの《スネークバイト》や《バーチカル・アーク》までで、三連撃以上の技はどう頑がん張ばっても使えない。同クラスの鉄てつ剣けんも試したが、結果は変わらなかった。

　唯一、ギガスシダーを倒すのに用いたクラス45という神じん器き《青あお薔ば薇らの剣》を装備した時だけ、俺は四連撃クラスのソードスキルを繰くり出すことができる。理由はまったくもって不明。少なくとも、旧ＳＡＯにはそんな制限はなかった。

　ともあれ、先輩の望んでいるのは俺の《全すべて》を見ることなのだから、二連撃技わざでお茶を濁にごすような真ま似ねはしたくない。ならば、もう方法はたった一つしかない。ユージオに青薔薇の剣を借りて、それで現在使える最強の五連撃技を演えん武ぶするのだ。

　ユージオに頼めば快く貸してくれるだろうが、本当は、少々躊躇ためらわれる。なぜなら、青薔薇の剣はユージオのもので、剣は剣士の魂たましいであるという信念が俺おれの中には根付いているからだ。借り物の剣を使っている、という意識がある限り、繰り出す技が最高のものにはならないような気がどうしてもしてしまう。だが、まさか学院の武ぶ具ぐ庫こから最大優先度プライオリテイの剣を持ち出すわけにはいかないし、それにしたって俺の剣ではない。

　ほかにあてはないのだし、やはり青薔薇の剣を借りるしかないと腹を決め、俺は言った。

「──解わかりました。でも、すみません、一日だけ待ってください。明日の同じ時間に、必ずお見せします……俺おれが使える、最高の技を」

　すると、それを聞いたリーナ先せん輩ぱいは一いつ瞬しゆん口くち許もとを綻ほころばせたが、すぐに何かに気付いたように眉まゆをひそめた。

「だが、明日は安あん息そく日びだ。稽けい古こは禁じられているし、この修しゆう練れん場じようも使えないぞ」

「……稽古じゃないです」

　俺の答えに、先輩はなぜか少しばかり面白がるような表情を作り、首を傾かしげる。

「ほう。ならば何だ？」

「え、ええと…………」

　少し言葉を探してから、俺は思いつくままに言った。

「お礼、です。先輩はこの一年、俺に色々教えてくれましたから。確か、この学院には、修しゆう剣けん士しが卒業する前日に、傍そば付づき練れん士しが贈り物をする慣習があるって聞きましたよ。俺から先輩への贈り物は剣技にします。それなら、安息日でも問題ないでしょう？」

　俺の台詞せりふに、先輩は小さく苦笑した。

「変わらないな、お前は。剣技が卒業祝いの贈り物だなどという話、聞いたこともないぞ。……だが、この際だ、白状しておくか……」

「え……何をです？」

「実は私も、お前を傍付きに指名するにあたっては、ちょっとした慣習破りをしているのさ。下らんならわしだがな……。《貴族の子女が傍付き練士を選ぶ時は、同じ貴族の、しかし等級が自分より低い家出身の者を指名するべし》。私がお前を指名した時は、高等貴族代表どもが修剣士寮りようの部屋までぞろぞろ抗議に来たものさ」

　フフフ、とリーナ先せん輩ぱいはおかしそうに笑うが、俺のほうは初めて聞く話に思わず口許を引ひき攣つらせてしまう。

　先輩の言う貴族とは、ノーランガルス北帝国の特権階級で、《一等爵しやく士し》から《六等爵士》までが存在し、その上に皇帝家がある。ウォロ主しゆ席せきのリーバンテイン家は二等爵しやく家け、セルルト家は三等爵家で、つまり五等爵家のザッカリア領主よりも更さらに位が高いということになる。

　対してこの世界の俺は（現実世界でもだが）平民も平民、堂々たる最下級民である。貴族でなくとも、コミュニティの有力者だったり広いフィールドの所有者だったりすれば──例えばルーリッド村長のガスフト・ツーベルクや、俺とユージオを居い候そうろうさせてくれたバノー・ウォルデのように──名前に苗みよう字じがつくのだが、その下の平民にはそれすら許されないわけだ。

　帝立修剣学院に首しゆ尾び良よく潜もぐり込こんでから解ったのだが、どうやらこの学校の生徒はほとんどが貴族だの豪ごう商しようの子供で、庶しよ民みん出身は二割しかいない。そもそも、募ぼ集しゆう枠わくからして別なのだ。俺とユージオは、半年の苦労のすえに受験に必要なザッカリア衛えい兵へい隊長の推すい薦せん状じようをゲットしたのだが、貴族なら無条件で受験できると知った時は、文もん科か省しように抗議メールのひとつも送りたくなったものだ。

　まあ、入学してしまえば、貴族の出身だろうと平民出だろうと学則上は扱いにほとんど違いはなかった……のだが、やはり有形無形の差別は存在する。俺おれは（恐おそらくユージオも）そんなものどこ吹く風で一年過ごしてきたが、俺を傍そば付づきに指名したリーナ先せん輩ぱいにまでトバッチリがあったとは知らなかった。

「そ……そんな慣習があるんだったら、なんで俺を……。入学試験の順位なら、俺の上に六人もいましたよ。連中、全員貴族だったんだから、そこから選んでれば、抗議なんか受けずに済んだのに……」

「だが、その六人の得点は演えん武ぶで稼かせいだものだろう。型の美しさなどに興味はないよ。私が見た限り、検定試合で試験官と最もいい勝負をしたのはお前だった。……いや、いい勝負と言うより……」

　その先は言わずに一度唇を閉じ、リーナ先輩は軽く笑ってから続けた。

「……いまさら、お前を指名した理由など言わせるなよ。もうすぐで卒業するんだぞ、私は。それより、明日の話だ。キリトが卒業祝いの贈り物に、アインクラッド流の秘ひ奥おう義ぎを披ひ露ろうしてくれると言うなら、有り難く受け取ろう」

「あ、は、はい、喜んで」

「……だが、少々引っかかるな。さっきの言い方だと、私への贈り物を忘れていて、その場で慌あわてて決めた──と受け取れなくもないが……」

「い、いえ、そんなことないですよ！　前から考えてたんです、ホントです」

　慌てて否定すると、「そういうことにしておこう」と澄すまし顔で呟つぶやいてから、リーナ先輩は表情を改めた。

「それはそれとして、この立ち合いにも決着をつけねばならないな」

「え？　────あ」

　そこでようやく、練習試合の真っ最中だったのだと思い出す。しかし俺が具体的な反応をする前に、軽く触ふれ合あうだけだった木ぼつ剣けんを強きよう烈れつなインパクトが襲おそった。ソードスキルではないが、密着状態から一歩激しく踏ふみ込こむだけで相手を吹っ飛ばす、セルルト流には数少ない剛ごうの技、《止シ水スイ》。

　威い力りよくに逆らわず、俺は自分から大きく後ろに跳んだ。先に使った《活カツ水スイ》と違い、《止水》は両脚に大きな負荷をかけるので、使用直後に短い隙すきが生まれる。しかも、先輩の左手にはもう鞭むちはない。

　真正面からの飛び込み技で勝負をかけるべく、俺は着地と同時に剣を鋭するどく振りかぶった。

　刹せつ那な、背筋にぞくっと冷たいものが走る。

　リーナ先輩は確かに両手で木剣を握にぎっているのだが──その背後に、捨てたはずの鞭が見当たらない。どこに行ったんだ!?　と眼めを見開くが、いまさら技は止められない。片手剣上段突とつ進しん技わざ、《ソニックリープ》が発動し、刀身にペールブルーの輝きが……

　発生したのと、ほぼ同時に。

　リーナ先せん輩ぱいが木ぼつ剣けんから左手を外し、真上に伸のばした。何かを摑つかみ、すかさず鋭するどく振る。その手て許もとから、白い光が蛇へびのように伸び、突とつ進しん寸前の俺おれの体に幾いく重えにも巻き付く。

　どこか遠くに飛んでいったと思った鞭むちだが、実は天てん井じようの梁はりに先せん端たんを巻き付け、鍔つば迫ぜり合あいのあいだもずっと俺たちの頭上にぶら下がっていたのだ。

　と気付いたのは、真横に引き倒され、床ゆか板いたにしたたか後頭部をぶつけたあとだった。

　視界にちかちか瞬またたく星をぼんやり見上げていると、誰かが俺のおでこのあたりで、はぁーっと深いため息をついたような気がした。










　　　２




　ノーランガルス北帝国、いや人じん界かいでも最大の都市である《央おう都とセントリア》は、直径十キロメートル……この世界の距離単位では十キロルの真しん円えんを描く城壁に囲まれている。

　今はなき浮ふ遊ゆう城じようアインクラッドの第一層もちょうど差し渡し十キロだったので、つまりあの広大なフィールドと、形も面積もまったく同じということだ。仮想世界内の都市としては有り得ないほど巨大で、人口も二万を超えるらしい。

　そのうえこの都みやこは、かなり特殊な構造をしている。円形の市街を、堅けん固ごな壁がＸ字に四等分しているのだ。つまり見方を変えれば、中心角九十度の扇おうぎ形がたをした街が四つ集まっているとも言える。更さらに驚おどろくのが、《北セントリア》《東セントリア》《南セントリア》《西セントリア》と呼ばれるそれらの街は、広大な人界を東西南北に分割支配する四つの帝国それぞれの都でもあるのだ。

　すなわち──。同じくほぼ完全な扇形の領土を持つ四帝国の首都が、人界の中央で、たった一枚の壁を隔へだててくっつき合っているということだ。

　この事実を知った時は、さすがに驚いた。首都にはもちろん皇こう帝ていのおわす城と、各国の主力軍である騎き士し団だんの本部もあるので、もし戦争でも起きたらいきなり最終決戦ではないか。──と、危うくユージオに言いかけて、直前で気付いた。殺人はおろか盗ぬすみひとつ発生しないこの世界で、帝国同士の戦争など起きるはずもないのだ。

　さすがに、首都同士を隔へだてる大だい理り石せきの壁──《不ふ朽きゆうの壁》と言うらしい──、つまり国境を超える時には専用の手形が必要とのことだが、そのつもりで見れば俺おれが暮らす北セントリアでも、黒くろ髪かみの東帝国人や日焼けした南帝国人、瘦そう身しんの西帝国人の交易商や観光客がそれなりに目につく。いちおうは外国人ということになるのだろうが、言語が（多少の訛なまりはあるにせよ）まったく同じせいか、地元民とトラブルになったりはついぞしないようだ。

　戦争どころか、国家間の敵てき愾がい心しんすら皆かい無むなように思える理由は、きっと央おう都とのど真ん中……イコール人じん界かいそのものの中心に屹きつ立りつする、純白の巨きよ塔とうだろう。

　公こう理り教きよう会かいセントラル・カセドラル。

　先せん端たんはいつも空に溶けるように霞かすんでいるので、いったい高さが何百メートルあるのか見当もつかない。根元から見上げればさぞかし壮そう観かんだろうと思うが、正方形の教会敷地はこれまた高い壁に囲われ、内部をのぞき見ることは不可能だ。セントリア市街を分割する《不朽の壁》は、カセドラルの白壁の四つの角にがっしり接続している……と言うより、カセドラルを源にして四方に延びていっているという表現が正しい。

　ちなみに、その不朽の壁は央都市街だけに留とどまらず、草原だの森だの砂漠だのを貫いてひたすら真まっ直すぐに伸び、最終的には七百五十キロの彼方かなたに連なる《果ての山脈》にまで至るというからトンデモビックリだ。この世界にはもちろん重機などないので、建造するのにどれだけの時間とマンパワーが必要だったのか、想像するだに恐おそろしい。

　つまりは、公理教会の権威というのは、それほどまでに絶対的なものなのだ。

　人界の中心にあまりにも雄大かつ壮そう麗れいな塔がそびえ、四帝国の皇帝が住まう居城を遥はるか高みから見下ろしているので、この世界の住民たちにとっての国の違いというのは、たとえば俺にとっての《東京都民》《埼玉県民》の差くらいのものなのではないか──と、なんとなく想像している。

　ならば、そもそも全人口が十万にも満たないこの人界を、なぜ四つもの帝国に分割する必要があるのかという疑問が湧わいてくるが、その答えはまだ見つかっていない。帝国の上位に教会という最高統治組織が存在する理由も同じく謎なぞだ。

　公理教会には《司し祭さい》や《元げん老ろう》などの文官のほかに、《整せい合ごう騎き士し》なる武官がいるが、人数はそう多くなく、百人に満たないようだと以前リーナ先せん輩ぱいが教えてくれた。対して四帝国の騎士団や衛えい兵へい隊たいを合計すれば二千人にはなるはずで、なのに皇帝たちが教会に反旗を翻ひるがえした記録がまるでないのは……皇帝すらも教会および禁きん忌き目もく録ろくには一切逆らえないのか、数十人の整合騎士が二千の軍勢より強力なのか、はたまたその両方か──。

　天を衝つくようなセントラル・カセドラルの威い容ようは、修しゆう剣けん学院の敷地のどこからでも見上げることができる。リーナ先輩との、名目上は最後の稽けい古こを終えて上級修剣士寮りようを出た俺は、まだ肌はだ寒さむい春の夕暮れの下を足早に歩きながら、オレンジと藍あい色いろに染まる白はく亜あの巨きよ塔とうを眺ながめた。

　あの最上部から人じん界かいを見下ろしているのであろう何者かは、果たして俺おれと同じ現実世界人のオブザーバーなのか、それともやはりアンダーワールド人、つまり人工フラクトライトなのか。それを確かめるためには、順調にハードルをクリアしていってもあと一年半かかる。もちろん、千倍加速という予測が正しければ現実時間では十時間と少々でしかないのだが、俺の主観からすればあまりにも長い。

　ルーリッド近くの森で目覚めてからの二年間、正確な状況が解わからない不安と、明あ日す奈なや直すぐ葉は、両親や友人たちに会いたいという渇かつ望ぼうに身を震ふるわせる夜は何度もあった。

　しかし、その一方で──カセドラルの天てつ辺ぺんに《出口》が見つかることを、俺は心の奥底でほんの少し怖おそれてもいる。なぜならこの世界からログアウトするということは、ここで出会ったたくさんの人々との別れも意味するからだ。もう長いこと会っていないがルーリッドのセルカや子供たち、学院でできた数人の友人、一年間傍そば付づき練れん士しとして面めん倒どうを見たり見られたりしたソルティリーナ先せん輩ぱい、そしてもちろん《相あい棒ぼう》のユージオ。

　彼らを、単なるＡＩだなどと思えなくなって久しい。俺とはただ魂たましいの容いれ物ものが異なるだけの、まったく同じ人間。ルーリッドからザッカリア、そしてセントリアで過ごした二年間で、その確信を強く抱くに至った。

　いや、ユージオたちへの親愛の念だけではない。俺はきっと、この不思議で、広大で、そして美しい世界そのものに…………。

　そこで思考をせき止め、深呼吸で腹の底に押し込める。

　行く手を見上げると、古めかしい建物が目に入った。石造りの二階建て、屋根は緑色のスレート葺ぶき。北セントリア修しゆう剣けん学院の初等練士百二十人が寝起きする寮りようである。

　面倒を避けるため、できれば二階の窓あたりから部屋に直帰してしまいたいが、寮りよう則そくでそれはできない。そのへんがかなりフリーダムな上級修剣士寮と違って、この初等練士寮や、少し離はなれた高台にある高等練士寮は、旧ＳＡＯのギルド血けつ盟めい騎き士し団だん本部もビックリな規律の厳しさなのだ。

　意を決し、正面入り口の石段を登った俺は、この上なく慎しん重ちように両開きのドアを押し開けた。足音を殺して、エントランスホールを一歩、二歩進んだところで──右側からコホンと小さな咳せき払ばらい。恐おそる恐おそるそちらを向くと、カウンターの奥に座る女性と目が合う。茶色の髪かみをきっちりとまとめ、顔立ちも峻しゆん厳げんのひとこと。歳としは二十代後半あたりだろうか。

　左手を左腰に、右拳こぶしを左胸に当てる《騎士礼れい》なる姿勢へと素早く移行しつつ、俺は大声で申告した。

「キリト初等練士、ただいま帰着しました！」

「……刻限から三十八分遅れているようですが」

　この世界には時計が存在せず、時刻を知らせるのは、街の各所やこの学院にもある《時とき告つげの鐘かね》が三十分毎に響ひびかせるメロディだけだ。正確な時間を知るためには専用の高こう位い神しん聖せい術じゆつを使うしかないはずなのだが、彼女──ここの寮りよう監かんを務めるアズリカ女史は、現在時刻が午後五時三十八分であることをシステム外スキルか何かで察知しているようだ。

　俺おれは騎き士し礼れいポーズを保ったまま、ややボリュームを落として言った。

「指導役・セルルト上級修しゆう剣けん士しより、指導時間の延長を指示されましたので」

　するとアズリカ女史は、ブルーグレーの瞳ひとみでじっと俺を見る。その厳いかめしい雰ふん囲い気きといい、名前の響ひびきといい、どうしてもとある人物を思い出さずにいられない。この寮から出る前に、いちど「北辺のほうにシスター・アザリヤさんていうご親しん戚せきはいませんか」と訊きいてみようと思っていたのだが残念ながらその機会はなさそうだ。理由は、彼女と話す時はたいてい何らかの注意を受けているからだ。今のように。

「……修剣士の指導を受けるのは傍そば付づき練れん士しの義務ですから、やむを得ないでしょう。しかしキリト初等練士、あなたの場合はそれを義務ではなく、門限破りの許可証かなにかだと思っているのでは……という疑いを、私はこの一年ついに晴らせませんでしたよ」

　そこで俺は礼を解き、右手を後頭部に持っていきながら強こわ張ばった笑みを浮かべる。

「い、嫌いやだなあアズリカ先生、俺の目標はただひたすら剣技の練れん達たつですよ。門限破りはあくまで付ふ随ずい的てきな結果であって、そっちを主目的にしているなどということは決して、ええ」

「なるほど。一年間、遅刻し続けてまで技を磨みがいたからには、よほど上達したのでしょうね。その成果を確認したい気持ちがあるなら、稽けい古こ相手を引き受けるにやぶさかではありませんが？」

　びくっ。と再び硬こう直ちよくする俺。

　アズリカ女史の天てん職しよくは《北セントリア帝立修剣学院・初等練士寮寮監》であって剣技指導官ではないが、この学院で働いている大人おとなは皆、基本的にここの卒業生だ。つまり剣の心得は人並み以上にあるわけで、ノルキア流の達人である彼女が、寮りよう則そく違反にならない程度のおいたをした生徒にたいへん恐おそろしい特別指導を課すことを知らぬ者はいない。

　ならば寮則に違反した生徒がどんな目に遭あってしまうのかと言うと──幸い、そんなことは起こり得ない。なぜならこの世界に暮らす人々、つまり人工フラクトライトたちには、《上位規則に絶対に逆らえない》という特性があるからだ。唯ただ一人、フラクトライトの容いれ物ものが違う俺を除いて。

　考えてみれば、この一年間、ただの一度も寮則違反をやらかさずに済んだのはちょっとした奇き跡せきなのだなあ。という感かん慨がいを嚙かみ締しめつつ、俺は首をきっぱり左右に振った。

「いえ、それには及びませんアズリカ先生。まだやっと一年目が終わったところですから」

「そうですか。では、あなたが二年目の修しゆう練れん課程を全すべて終えた時、改めて見せて貰もらいます」

「………………はい、ゼヒ」

　やむなく頷うなずき、彼女がいまの約束を一年で忘れてくれることを全力で祈いのりながら一歩下がる。するとアズリカ女史はようやく視線を手て許もとの書類に落とし、言った。

「あと十七分で食事の時間です。なるべく遅れないようにしなさい」

「は、はい！　失礼します！」

　最後に一礼すると、くるりと身を翻ひるがえし、正面の大階段を寮りよう則そくで許される限界の速度で上る。二階の２０６号室が、俺おれとユージオの寝起きする部屋だ。十人部屋だが、他ほかの八人も気のいい奴やつらである。まあ、女子用フロアである一階の１０６とこの２０６の生徒は全員が庶しよ民みん出身で、残る百人は貴族か豪ごう商しようの子供なので、部屋の中でケンカなぞしている場合ではない……という事情もあるのだが。

　二階の廊ろう下かを、和なごやかに談笑しながら食堂へ向かう生徒たちをスルリスルリとかわし、西の端はしにあるドアを開けて飛び込んだ途と端たん──。

「遅いよキリト！」

　という声が俺を出迎えた。

　発言者はもちろん、右奥ひとつ手前のベッドに腰掛ける亜あ麻ま色いろの髪かみの少年……いやもうその領域からは半なかば脱だつしつつある相あい棒ぼう、ユージオだ。

　立ち上がり、両腰こしに手を当てるその姿は、二年前と比べると三センチほど背が伸び、体つきも逞たくましくなっている。それはそうだ、彼は今年でもう十九歳さいになるのだから。──と言っても、優しげな顔立ちとグリーンの瞳ひとみの輝きは、出会った頃とまるで変わっていない。ザッカリア衛えい兵へい隊たいで過ごした一年目の後半、この学院で学んだ二年目ともにいろいろ嫌いやな目にも遭あったが、彼の真まっ直すぐで強きよう靱じんな魂たましいは一切歪ゆがむことがなかった。

　対して俺はどうかと言うと、人格的にはさして変わった気もしないが、恐おそろしいことに体のほうは、相あい棒ぼう同様に背も伸び筋肉もついている。この世界に落ちてきた時は十七歳さいだったので、今の俺は現実世界とアンダーワールドで二年分のギャップが発生してしまっているわけだ。

　ＳＡＯから二年かかって脱だつ出しゆつした時も相当な違和感があったが、この調子だと今度は三年か四年はかかりそうだ……などと頭の片かた隅すみで考えながら、俺は相棒に歩み寄った。右手でゴメンの手て刀がたなを切りつつ、言い訳する。

「悪い、だいぶ待たせたな。リーナ先せん輩ぱいの稽けい古こが特別版でさ……」

「……まあ、今日が最後だから、それも解わかるけど」

　軽く俺を睨にらみながらそこまで言い、ユージオはふっと口くち許もとを綻ほころばせた。

「実を言うと、僕も二十分遅刻したんだ。ゴルゴロッソ先輩の部屋で話し込んじゃって」

「なんだよ、上にいたのか。……でも、意外だな。ロッソさんこそ、最後の指導は剣で語りそうだけどな」

　ユージオの前を通り、奥の壁際に設置されたデスク一体型ベッドに歩み寄ると、稽古用の革かわ手袋と肘ひじ当あて、膝ひざ当あてを外してそのまま引き出しに放り込む。現実世界で剣道の防具をこんなふうに扱えばたちまちかぐわしい芳ほう香こうを放つようになるが、細菌が存在しない当世界ではその心配はない。稽けい古こを終えた時は汗あせびっしょりだった制服も、いつの間にか完全に乾かわいている。──もっとも、リーナ先せん輩ぱいのほうは最初から最後まで汗ひとつかかなかったのだが。

　身軽になった俺おれが顔を上げると、ユージオが苦笑しながら答えた。

「ロッソ先輩は、あれでけっこう理論派なんだよ。……いや、それもちょっと違うかな。技と同じくらい、心構えを大事にするというか……」

「ああ、それは納なつ得とくだな。あの人のバルティオ流は、ノルキア流以上に一いち撃げき必ひつ倒とうって感じだもんな」

「うん。僕らのアインクラッド流は、臨りん機き応おう変へんが身しん上じようだからね。でも、剣士たるもの、時には不動の構えからの一撃に全すべてを懸かけねばならんこともある！　……って話を、先輩はよくしてくれたよ。今日はその締しめくくりかな」

「なるほどな、確かにそうかもな。言われてみれば、ここしばらく、お前の撃うち込こみが重くなってる気がするもんなあ。……でもそれじゃあ、臨機応変のアインクラッド流に、千せん変ぺん万ばん化かのセルルト流を混ぜ混ぜしちゃった俺はどうなるんだよ」

　──というような話をしながら、二人並んで部屋を出る。

　同室の八人はとっくに食堂へ向かったようで、廊ろう下かにももう生徒の姿はない。寮りようでの朝食・夕食は、夜七時までに食べ終えるべしという規則があるだけなので、六時の開始時間に遅れても違反にはならないが、食前のお祈いのりをスルーしてしまうのは躊躇ためらわれる。何せ俺とユージオは、貴族の生徒から見れば、《平民出身のくせに十二人しか選ばれない傍そば付づき練れん士しをしている生意気なヤツ》だからだ。

　再び最大戦速で、東の端はしにある大食堂を目指す。平民生徒の部屋がいちばん遠いのは偶ぐう然ぜんではあるまい。高等練士寮も同じ構造になっていると聞いたが、四月からはこの苦労はせずに済む──はずだ。何せ俺たちは、月末の進級試験で上位十二人に入り、上級修しゆう剣けん士しに任命されると勝手に決めているのだ。

　と、同じことを考えていたらしいユージオが、小声でぽそっと言った。

「……この《廊ろう下か早歩き》をするのもあと少しだね」

「ああ、上級修剣士寮はここと比べればまるで自由だからな。……でもユージオ、実は俺、修剣士を目指すにあたって、ひとつとっても気が重いことが……」

「みなまで言わなくていいよ。傍付き練士のことだろ」

「ご名答。リーナ先輩の世話焼いたり指導して貰もらうのは楽しかったけどさ……逆の立場になるのはなぁ……」

「だよね……。もし貴族の子がついちゃったら、僕どうしていいか解わからないよ……」

　二人同時に、はあっとため息。

　そこで長い廊下が終わり、目の前のドアを押し開けると、ざわざわと賑にぎやかな空気が俺たちを包んだ。食堂は一、二階吹き抜けで、寮でここだけが男女共用の施設なのだ。生徒百二十名の大半は男子だけ、女子だけでテーブルを囲んでいるが、中には同席してにこやかに談笑している高位スキル持ちもいる。このへんは、現実世界の学校とあまり変わらない。

　俺おれとユージオは足早に階段を下り、まずカウンターで夕食のトレイを受け取ると、隅すみっこの空あいているテーブルにするりと滑すべり込こんだ。直後に六時の鐘かねが鳴り、遅ち刻こくせずに済んだことにほっとひと息。

　寮りよう長ちようをつとめる男子生徒（もちろん高等貴族）が立ち上がり、公こう理り教きよう会かいへのお祈いのりを捧ささげ、全員で「アヴィ・アドミナ」という聖せい句くを唱しよう和わする。意味はまるで不明だ。それが終わると、ようやく食事タイムになる。

　今夜のメニューは、揚あげて香こう草そうソースをかけた白身魚とサラダ、根菜類のスープ、丸いパン二個というものだ。ルーリッドの教会やザッカリアの農場で出てきた食事とあまり変わらず、貴族の子供たちが山ほど通う学校にしては少々意外な感じもするが、彼らはさして不満な顔をするでもなく、当たり前のように食べている。

　これは、貴族といえども暮らしは意外と質素──というわけではなくて、アンダーワールド独特の《空間リソース》なる概がい念ねんに遠因があるらしい。かいつまんで言うと《一定エリアから一定時間内に生成されるオブジェクト質量には限界がある》というシステムで、つまり作物や家か畜ちく、獣けものや魚などはある上限までしか作れない（狩れない）のだ。

　総量一定の食物を、たとえば貴族が大量に独占すると、全平民に行き渡らず餓うえてしまう者が出てくる。するとその人間の天てん命めいが減少する。《他人の天命を正当な理由なく減少させる》ことは、禁きん忌き目もく録ろくで堅かたく禁じられていて、その法には貴族や皇こう帝ていでさえ逆らえない。ゆえにこの世界では、天命維持に直結した食物への執しゆう着ちやく、独占はいにしえよりのタブーとなっている……と、そういうことらしい。

　だから、食べ物にゼイタクを言わないからと言って、貴族たちがあまねく人品高潔であるということにはならないのだ。

「……まったく羨うらやましい話ですなぁ、ライオス殿どの！」

　不意にそんな声が背後から聞こえ、俺とユージオは同時にげんなりした顔になる。

「我らが汗あせ水みず垂たらして掃そう除じした食堂に、後から悠ゆう々ゆうとやってきてただ食べるだけとは、いや本当に羨ましい！」

　聞こえよがしの台詞せりふに、別の声が応じる。

「まあ、そう言うなウンベール。傍そば付づき練れん士しの方々にも、きっと我らにはうかがい知れぬ苦労があるのさ」

「くく、それもそうですな。聞くところによれば、傍付きは指導生に言われるがまま、何でもしなくてはならないそうですからなぁ」

「万が一、平民出だの、禁令持ちだのの指導生に付けられてしまった日には、何をさせられるか知れたものではないぞ」
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　わざとらしいやり取りに反応すれば相手の思う壺つぼなので、連中に背を向けたまま、ひたすらフォークを動かす。とは言え、むかむか来るのまでは止められない。俺おれとユージオを当てこするだけならともかく、《平民出》という言葉はユージオの指導生であるゴルゴロッソ先せん輩ぱいを、《禁令持ち》は俺の指導生ソルティリーナ先輩を暗に示していることは明らかだからだ。

　彼らの嫌いや味みテクニックはそれだけではない。最初の台詞せりふで、『後から悠ゆう々ゆうとやってきて』と言っているところがミソだ。この食堂には、俺とユージオの他ほかにも十人の傍そば付づき練れん士しがいるのだが、夕食の開始時間ぎりぎりに来た傍付きは俺たちだけなので、そのひと言で対象をきっちり限定しているというわけだ。

　ザッカリアの街にも、嫌なヤツはそれなりにいた。剣術大会で俺と試合したイゴーム・ザッカライトの悪知恵などはなかなかのものだったと言えよう。だが、この学院に入学した頃から俺たちを目の敵かたきにしている連中のねじ曲がりっぷりたるや、いっそ感心するほどだ。この世界の住民が人工フラクトライト、つまりＡＩであるという認識が俺の頭からほぼ完全に消え失せている原因の一いつ端たんは、奴やつらの修しゆう辞じの効いた嫌味かもしれない。

「……どうせ、あと少しの我が慢まんだよ、キリト」

　隣となりで、パンをちぎりながらユージオが囁ささやいた。

　短いひと言には、『僕らは修しゆう剣けん士しになって、あいつらとは寮りようが別々になるんだから』という意味がこめられている。ユージオにしては挑ちよう戦せん的てきな台詞せりふだが、もちろん根こん拠きよのない思い上がりではない。

　初等練れん士し百二十人中わずか十二人の《傍そば付づき練士》は、入学試験の成績が上位の新入生から、その年の《上級修しゆう剣けん士し》に選抜された二年生十二人がそれぞれ一人を指名するというシステムになっている。

　傍付きになると、寮りようの清せい掃そうだの練習道具の手入れだのといった雑務から解放される代わりに、放課後は自分の指導生たる修剣士の居室に赴おもむき、掃そう除じや身の回りの世話、そして稽けい古こ相手を務めることになる。

　後方で尚なおもつらつら当てこすりを展開している二人だが、傍付きに指名されていないということは、つまり俺おれとユージオよりも入試の成績が下だったということになる。その後の検定試験でも常に二十～三十位あたりをキープしているので、奴やつらが修剣士選抜ラインに絡からんでくることはないだろうとユージオが予想するのも無理はない。

　……でも、実際のとこはどうだろうな……。

　脳裏でそう呟つぶやきながら、俺は右手のナイフを持ち上あげ、磨みがき上あげられた銀器に背後の光景を映し出した。

　少し離れたテーブルで、二人の男子生徒が、尚もあれこれ言い続けながら時折こちらに視線を向けてくる。左側、灰色の髪かみをオールバックに固めたほうはウンベール・ジーゼックという名前で、確か四等爵しやく家けの出。そして右側、緩ゆるく波打つ金きん髪ぱつを背中まで長く垂たらすほうが、三等爵家の長子だというライオス・アンティノスなる男だ。この学院には一等爵家の子供はいないし（そこまで偉えらくなると、子供には個人教師をつけるらしい）、二等爵家出身も例のウォロ・リーバンテインをはじめとする数人しかいないので、三等というのはかなり上位だ。

　と、言っても、別に高等貴族の子がみんなああいう奴らだというわけではない。あまり話したことはないが、ウォロ主しゆ席せきはいつも物静かな武人だし、ライオスと同じく三等爵家の跡あと取とりであるリーナ先せん輩ぱいも人品高潔のひとことだ。

　そう考えると、ウンベールとライオスは、いかにも《実力が伴わないのに口だけは偉そうな貴族のおぼっちゃま》という感じなのだが……本当にそれだけなのか、と俺はひそかに疑っている。幸か不幸か試合でぶつかったことがないので何とも言えないが、連中はもしかしたら、季節ごとの検定試験……それどころか最初の入学試験でさえ、手を抜いていたのではないかと思えてならない。

　理由は、もし入試で上位十二人に入ると、漏もれなく上級修剣士の傍付きに指名されるからだ。学院では名めい誉よなこととされているが、プライドだけなら間違いなく学院一高いライオスたちは、指導生にあれこれ命じられるの嫌いやさにあえて順位を落とした可能性がある。

　もちろん根こん拠きよはない。しかし、実技の時間に奴らの《型》を見ると、俺は悪お寒かんにも似たプレッシャーを感じるのだ。例の、高等貴族だけが身につけている絶対の自負と、そこから生まれるイメージの威い力りよくを。

「……おいキリト、お皿さらもう空からっぽだよ」

　ユージオに肘ひじでつつかれ、俺おれはやっと、自分が左手のフォークで空のサラダボウルを何度もつついていたことに気付いた。慌あわてて右手のナイフを下ろし、魚フライを切ろうとするが、それもいつの間にか消失している。どうやら、ライオスたちのことを気にするあまり、一日で二番目に楽しい夕食の時間を満まん喫きつしそこねたらしい。これでは、奴やつらの挑ちよう発はつにまんまと乗せられたようなものではないか。

　そのうえ、一番楽しいリーナ先せん輩ぱいとの稽けい古こも今日で終わり──……。

　いや、それは違う。傍そば付づきとしての正式な任務は終了したが、明日の安あん息そく日びにもうひとつ、大切な約束がある。俺の技の全すべてを見せる、という。

　そこでようやく重要なことを思い出し、俺はナイフとフォークを置くと、ユージオに顔を寄せた。

「あのさユージオ、ちょっと話があるんだ。晩飯終わったら、中庭に付き合ってくれ」

「うん、いいよ。僕もちょうど、キリトの《畑》がどうなったか気になってたし」

「ふっふ、かなりいい感じになってきてるぜ。卒業式までにはばっちり間に合うはずだ」

「へえ、楽しみだな」

　小声の会話を終え、二人トレイを持って立ち上がる。まだグチグチ言っているライオスたちの後ろを通り過ぎると、連中が制服にたっぷり振りかけている動物性の香料が嗅きゆう覚かくにまとわりついてくるので、足を早めて振り切る。

　食器をカウンターに戻して食堂から出た途と端たん、二人揃そろってふうっとひと息。

　数分前に鐘かねがひとつ鳴っているので、時刻は六時半過ぎだ。ここから夜十時の消灯まではいちおう自由時間だが、初等練れん士し寮りようからは出られないし、八時には自室に戻っている必要がある。ゆえに、せいぜい自主稽古か学科の勉強くらいしかすることがない──のだが、俺には夕食後の日課がひとつだけある。

　寮の西側（つまり食堂の反対側）の壁には小さな扉とびらが設けられ、その向こうはちょっとした庭になっている。高い鉄てつ柵さくに囲まれていて、屋根はないが寮内扱いだ。

　正方形の庭は四つの花か壇だんに区切られ、それぞれ異なる植物が若芽を伸ばしたり花を咲かせたりしている。専任の寮生が世話をしているのだが、単なる観賞用ではない。この四種の草花は全すべて、神しん聖せい術じゆつの授業で使う触しよく媒ばいの素材なのだ。開花の時期が三ヶ月ずつずれているため、一年を通して実を収穫できる。からからに干した実を指先で砕くだくと、周囲に神聖力を放出するので、それをリソースに生徒が術じゆつ式しきの練習をする──というわけだ。

　もちろん、地面や陽光からもリソースは常時供給されるのだが、都市部は地ち力りよくが薄うすいし、陽力は天気で左右される。一学年百二十人の生徒がいっせいに術式を使うためには、空間神聖力以外のエネルギー源が必要になるらしい。

　今は春なので、北東の花壇で青いアネモネが咲き誇ほこっている。これと、夏に咲くマリーゴールド、秋に咲くダリア、冬に咲くカトレアが、優先度プライオリテイの高い……つまり放出リソースの多い花の代表格なのだそうだ。

　推定三百八十年のあいだに、動植物がかなりの独自変化を遂とげているアンダーワールドで、現実世界と同じ名前と姿を保っていることからも、これらの植物の重要性がうかがわれる。しかし、生態まで現実準じゆん拠きよなのかは少々自信がない。

　何せこの花たちは、花弁が散った後に、どれも似たようなまん丸い実をつけるからだ。実を摘つみ取って干し、皮を剝むくと、中から直径二センチほどのガラス質の球体が出てくる。そいつを指先で砕くとキラキラと緑色の光（すなわち神しん聖せい力りよく）を振り撒まく……のだが、そこはさすがにオリジナル要素だろう。

　神聖術の授業で教師がちょろっと口にしたところでは、これら《四よん大だい聖せい花か》の上に、一年に何度も花を咲かせ、リソースたっぷりの実を付ける奇き跡せきの植物《薔バ薇ラ》が存在するらしい。だが、平民はおろか貴族、皇こう帝ていでも栽さい培ばいは禁じられ、見ようと思ったら野山にごくまれに存在する自生株を探すしかないそうだ。言われてみれば、俺おれもこの世界に来てから本物のバラは一度も見かけていない。神じん器きの意い匠しように使われているのも、そうと知れば納なつ得とくだ。

　可か憐れんなアネモネを愛めでながら、庭園を十字に横切る小道をまっすぐ西へ進む。突つき当あたりの柵さく手前には大きな金属棚だながあり、スコップやじょうろといった園芸道具がきれいに並ぶ。

　棚の片かた隅すみ、目立たない場所に置かれている小さなプランターの前で、俺とユージオはしゃがみ込んだ。

「本当だ、ずいぶん育ったね。もう蕾つぼみがふくらんできてるじゃないか」

　相あい棒ぼうの言葉に、深々と頷うなずく。

「ここまでに三回失敗してるからなあ。今度こそ咲いてくれるといいけど……」

　プランターで育っているのは、ほとんど青に近い色の、鋭えい利りな形の葉を持つ植物だ。ゼフィリアという名前だが、たぶんアンダーワールドの独自オブジェクトだろう。リソースは大して生まないが、代わりに大変美しい……らしい。らしいというのは、俺もユージオも、それどころかノーランガルス北帝国人のほとんどが実物を見たことがないからだ。

　このゼフィリアは、《不ふ朽きゆうの壁》の向こうに広がる、《ウェスダラス西帝国》の固有種なのである。北帝国では、自生はおろか栽培もされていない。

　帝国間の交こう易えきは小規模ながら行われているので、切り花や鉢はち植うえが売られていても良さそうなものだが、それもない。その理由は、《花商人》という天てん職しよくが存在しないから。さらにその理由は、《食べられもしない花を、個人で栽培する程度ならともかく商売にするのは、神聖力の無む駄だ遣づかい》だからだ。《薬草商人》という天職は存在し、彼らは農場で花も育てるのだが、それも例の四大聖花に限られる。この世界は、かくもリソースの有効利用という理念によって動いているわけだ。

　ならば、俺がプランターで育てているゼフィリアの苗なえは、いったいどこからやってきたのかというと──。

「キリトが手に入れた種たねは、この苗なえで使い切っちゃったんだっけ？」

　ユージオの問いに、こっくり頷うなずく。

「ああ、これがラス……最後の機会さ。香辛料商人のおっちゃんも、次の入荷はまた今年の秋になるって言ってたからなあ」

　──そう。花は売っていなくても、種は売っていたのだ。ゼフィリアの種は、すりつぶして粉にすると、バニラっぽい甘あまい匂においを放つ。そのため、西帝国から、お菓か子しに使う香こう辛しん料りようとして少量だが輸入されている……と知ったのが去年の秋。

　手持ちの金シアは、ザッカリアの衛えい兵へい隊たいで貰もらった給料がほぼそのまま残っていたので、とりあえずスパイス商人から買えるだけ買い──と言っても在庫は小袋ひとつぶんしかなかったのだが──種からの発芽に挑戦してみたのだ。

　俺おれがいきなりガーデニングに目覚めた理由は、二つある。

　一つは、この世界の核心部に潜ひそむ、俺命名《イメージング・システム》の実験だ。

　ゼフィリアは、ノーランガルスの土では芽吹かないと、俺は商人のおっちゃんに言われた。せめて西帝国に近い土ど壌じようで育てるために、わざわざ央おう都と郊外の国境線に接した野原から掘ってきた土を使ったのに、最初に撒まいた種は発芽すらせずに天てん命めい全ぜん損そん、プランターの中で消しよう滅めつしてしまった。

　だがそれは、このアンダーワールドを設計・運営する現実世界人（恐おそらくラースのスタッフ）がそう設定したから、ではあるまい。この花は、アネモネやカトレアと違って、現実世界には存在しないのだ。

　ならばなぜ、ゼフィリアは西帝国では育ち、北帝国では育たないのか？

　それはきっと──この世界の人間たちがそう信じているからだ。住民の、思い込みという名のイメージが、主記き憶おく装置内の《ゼフィリア》のバッファデータをそのように規定している。

　で、あるなら。もし俺が、《住民の常識》を超える強度のイメージを数十粒つぶの種に集中させ、一時的にでもバッファデータを上書きできれば……？

　数万人ぶんのイメージを、たった一人でひっくり返そうというのはいかにも不ふ遜そんな企くわだてと思えるが、実際はどうだろうか。

　俺が挑いどもうとしているのは、百年以上も昔から言い伝えられている古びた常識だ。現在のアンダーワールドで、毎日毎日『ゼフィリアは西帝国でしか咲かない！』と念じまくっている人間はそうそう……ことによれば一人もいるまい。つまり、主記憶装置内のゼフィリアのデータは、強力なロックがかかっているわけではないということだ。

　ならば、俺が毎日毎日、必死でイメージを集中し続ければ……いや、咲いてくれと祈いのり続ければ。たったいちど、古い常識を覆くつがえすくらいのことなら可能なのではないか。

　そう考えた俺は、去年の秋から半年間、水と一いつ緒しよにひたすらイメージを注そそぎ続けた。

　最初は失敗。二回目も失敗。だが、三回目は五ミリほどの芽が出た。すぐに枯かれはしたものの、有り得ないとされていたことが起きたのだ。四回目の試行で全すべての種たねを使い切った俺おれは、毎朝の登校前と毎晩の夕食後、それまで以上の集中力を振ふり絞しぼって念じた。土は土、水は水だ。お前たちはここで芽吹き、育ち、花を咲かせることができるんだ、と。

　今では、そう語りかけている時、ごくたまに苗なえがぼんやり光って見えることすらある。それはさすがに眼め……というか意識の錯さつ覚かくだろうが、しかし俺は今や確信している。プランターで育つ二十三本の苗は、今度こそ美しい花を咲かせるだろう、と。

「ほらキリト、水を持ってきたよ」

「…………あ、わ、悪い」

　俺がプランターの前で物思いにふけっているあいだに、ユージオが水を満たしたじょうろを持ってきてくれたようだ。礼を言って受け取ると、相あい棒ぼうは軽く微笑ほほえんで言った。

「しかし、二年も一いつ緒しよにいるのに、キリトにこういう趣味があるとは知らなかったなあ」

「うん、俺も知らなかったよ……」

　深い意味もなく発した答えだったが、ユージオは表情を改め、少し顔を寄せて囁ささやく。

「もしかしたら、記き憶おくが戻る前兆なのかもしれないね。ルーリッドに現われる前のキリトは、自宅で花を育てていたとか……あるいは、そういう天てん職しよくだったのかも」

　その言葉に、俺は一いつ瞬しゆんぽかんと相棒の顔を見てしまってから、慌あわてて咳せき払ばらいした。

「う、ううん……どうだろうな。植物の知識は何もなくて、栽さい培ばい係のミューレに一から教えて貰もらったくらいだからなあ」

　ほとんど忘れていたが、俺は一応《ベクタの迷まい子ご》……つまり闇やみの神ベクタの悪戯いたずらによって記憶を奪われ、故郷から遠く離れた土地に放り出された人間、ということになっている。学院ではルーリッド出身で登録されているので、その《設定》を知る生徒はユージオひとりきりだ。その上、彼も最近は俺の記憶について何も言わなくなっていたので、もう気にしていないのだろうと思っていたが──どうやらそうでもなかったらしい。

　俺の答えに、ユージオはゆっくりと頷うなずいたが、それ以上はコメントせず視線をプランターに向けた。

「さあ、水やりを済ませちゃおうよ。花が早く早く、って言ってるよ」

「お、ユージオ君にもこいつらの声が聞こえるようになりましたか」

「そりゃあ、もう半年もキリトの趣味に付き合ってるからね」

　軽口をたたき合うのはそこまでにして、俺はプランターの前で姿勢を正すと、しばし無言で念じる。

　……そこは狭せまいけれど、でもお前たちの国だ。お前たちを脅おびやかすものはなにもない。堂々と光を受け、水を吸って、綺き麗れいな花を咲かせてくれ。

　そのイメージが、じょうろの中の水にじゅうぶん浸しん透とうしたと感じたところで、そっと右手を傾ける。かすかな音とともに降り注そそぐ水すい滴てきが、ブルーがかった細い葉や茎くきを濡ぬらし、伝い落ちて、黒い土に染しみ込んでいく……。

　その時、二十三本の苗なえたちを、ふわりと温かな光が包んだような気がした。

　またいつもの錯さつ覚かくか、それとも──と思ってちらりと隣となりのユージオを見ると、両りよう眼めを閉じて祈いのっているので現象には気付かなかったようだ。プランターに視線を戻した時にはもう、白い光は消え去っている。

　こうして、俺おれの趣味（を装った実験）に付き合ってくれるユージオにはまことに申し訳ないのだが、彼はこの苗がゼフィリアのものだとは知らない。俺が、市場できまぐれに買ってきた正体不明の種たねだと思っている。

　彼に真実を教えられない理由は、もしそうすると、ユージオの信じる常識が俺のイメージと打ち消し合ってしまうと予想されるからだ。相あい棒ぼうと意志の強さ比べをするのは実験の目的ではないし、俺の本意でもない。そうでなくても、俺はひそかに怖おそれているのだ。上級修しゆう剣けん士しにのみ課せられる、生徒同士の検定試合で、彼と剣を交えねばならないことを……。

「…………ねえ、キリト」

　いつの間にか眼を開けていたユージオに突とつ然ぜん呼びかけられ、俺はハッと視線を向けた。だが、頭の中の声を聞かれたというわけではもちろんなく、ユージオが続けて口にした問いは予想外のものだった。

「キリトは、もし記き憶おくが全部戻ったら、どうするんだい……？」

「え……どうする、って？」

「だってさ、キリトがこの学院で修剣士を……最終的には整せい合ごう騎き士しを目指してるのは、僕の目的に付き合ってくれてるからだろ？　八年前、公こう理り教きよう会かいに連行されてしまったアリスを探す、っていう。でも……記憶が戻って、生まれた町のことを思い出したら…………」

　……帰りたいよね？

　言葉にはせず、ユージオは瞳ひとみで俺にそう訊たずねた。

　故郷に帰りたいか──と問われれば、帰りたいと答えるしかない。だがその場所はアンダーワールドのどこにも存在しない。俺の家があり、待っていてくれる人がいるのは、この世界の外側、現実世界の日本という国だからだ。

　俺がここからログアウトするためには、システム管理者ないしはシステム・コンソールに類するものに接せつ触しよくせねばならない。それが存在するとすれば、公理教会セントラル・カセドラルの中ちゆう枢すう部ぶ以外には有り得ない。だから俺もまた、ユージオと動機は違えど、整合騎士の位を得る必要があるのだ。

　相棒、いや親友に多くの隠かくし事ごとをしている痛みに耐えながら、俺は空からになったじょうろを左手に移すと、右手でユージオの背中をぽんと叩たたいた。掌てのひらを置いたまま、静かに語り続ける。

「……いや、たとえ記憶が戻っても、俺は帰らないよ。俺は、もといた場所では《剣士》だった。それだけは確かだと思う……花を育てる趣味があってもな。剣士なら、央おう都との四帝国統一大会を目指すのは当たり前だろ？」

「………………」

　それを聞いた途と端たん、ユージオの背中がかすかに震ふるえた。

　しゃがんだまま亜あ麻ま色いろの髪かみを深く俯うつむけ、まるで小さくうずくまるような姿勢になると、聞き取れる限界の音量で呟つぶやく。

「…………僕は、弱い人間なんだ。ギガスシダーの下でキリトと出会わなければ、今もまだ、毎日毎日ひとりで斧おのを振ってたと思う。天てん職しよくを言い訳にして、本気で村を出ようともせず……いつかはアリスのことも……忘れてしまって…………」

　足あし許もとの煉れん瓦がに視線を落としたまま、ユージオは細い声で気持ちを吐と露ろし続ける。

「…………ザッカリアで衛えい兵へい隊たいに入れたのも、無事セントリアに辿たどり着ついて修しゆう剣けん学院の試験を受けられたのも、キリトが僕を引っ張ってくれたおかげなんだ。だからせめて……この学院を卒業するまでには、キリトと同じくらい強くならなきゃって、ずっと思い続けてきた。それなのに、僕はいま、記き憶おくが戻っても故郷に帰らないってキリトが言ってくれたことに……すごくほっとしてるんだ……」

　俺おれの掌てのひらの下で、ユージオの背中がもう一度震えた。

　右手に力を込め、先ほど苗なえにしたのと同じように、強く念じる。お前は強い、と。多くの法や掟おきて、ならわしに縛しばられたこの世界で、村から旅立つと決めたのはお前なんだぞ、と。

「……あのな、言っておくけど、俺だってひとりじゃとても央都までは来られなかったんだからな」

　念じながらも、口では明るく言った。

「道も解わからなけりゃ、帝国基本法の記き憶おくも怪あやしいし……何より、路ろ銀ぎんが一シアもなかったし。俺たちがいまこの学院にいられるのは、二人だったからだよ。これからだってそうだ。二人で力を合わせなきゃ、よちよち歩きの頃から剣を握ってきた上級貴族の若様だの、帝国騎き士し団だんの精せい鋭えいにはとても勝てないぞ。ひとりで頑がん張ばろうなんて考えるのは、整せい合ごう騎士になってからでも遅くないだろ」

「……………………」

　それを聞いても、ユージオはしばらく黙だまっていたが、そのうちごく小さな声で答えた。

「ああ。……ああ、そうだね。僕らは二人でここまで来た。だから、二人であの白い塔とうを上るんだ」

「そうさ。そのためにまずは、今月の検定試験で十二位以内の成績を取らないとな。……俺、実技はともかく、神しん聖せい術じゆつのほうが多少怪しいんだよな……。部屋に戻ったら、素因エレメントごとの適性媒ばい体たいのあたりをちょっと教えてくれよ」

「……はは、いいよ。さっそく《力を合わせて》ってわけだね」

「ま、まあな」

　ユージオの背中をぽんと叩たたき、俺おれは立ち上がった。

　遅れて立ったユージオの顔には、いつもの穏おだやかな笑みだけがあった。と、その顔を小さく傾け、相あい棒ぼうは何かを思い出したように言った。

「あれ、そういえば、何か僕に話があったんじゃなかったっけ？」

「え……あ、ああ、そうだ、肝かん心じんなことを言い忘れてた」

　俺は体ごと向き直り、口調を正して続けた。

「ユージオ。明日いちにち、お前の《青あお薔ば薇らの剣》を貸してくれないか？」

「うん、いいよ」

　拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりと頷うなずいてから、そこでユージオはもう一度首を傾かしげる。

「でも、どうしてだい？　感覚が変わるから、検定用の稽けい古こはなるべく木ぼつ剣けんでやったほうがいいって言ってたろ？」

「そうなんだけどさ……。さっき、リーナ先せん輩ぱいと約束しちゃったんだよな。最後に一度だけ、本気の剣を見せるって。木剣じゃ、出せるのは二連れん撃げき技わざくらいまでだからさ」

「ああ、そういうことか。それなら、アインクラッド流の真しん髄ずいを見せてあげないとね。青薔薇の剣は自由に使ってくれて構わないけど……」

　そこで一度言葉を切り、ユージオは少し不思議そうな顔になって言った。

「でも、キリト、忘れたのかい？　明日の安あん息そく日びはあの日じゃないか？」

「え？　なんの日だっけ……」

「おいおい、三の月七日だよ。あんなに楽しみにしてたのに」

「……あ、ああ、そうか、あれが出来上がる日か！　……いやあ、忘れてたわけじゃないんだけど……まさか、一年もかかると思ってなかったからさあ……」

「それって忘れてたってことじゃないか」

　あはは、とひとしきり笑ってから、ユージオは笑顔でもう一度俺に訊たずねた。

「どうする？　青薔薇の剣を使うか、それとも……」

「いや、俺の剣を使うよ。きっとステイシア様のお導きってやつだろうからな。悪いな、貸すって言ってくれたのに」

「いいさ。じゃあ、部屋に戻ろう。消灯までたっぷり勉強を見てあげるよ」

「…………お、お手て柔やわらかに」

　じょうろを棚たなに戻し、先に歩き始めたユージオを追いかける。

　最後にもう一度プランターを振り返ると、若い苗なえたちは、水すい滴てきの宿るつぼみを夜空に向けてぴんと伸ばしていた。

　俺が、ゼフィリアを育てる実験を思い立った二つ目の理由──。それは、頭の中で考えることすら躊躇ためらわれる。

　なぜならちょっと……いやかなり恥はずかしいからだ。
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　アンダーワールドには膨ぼう大だいな種類の天てん職しよくが存在するが、その中に《旅人》の類たぐいはほとんど見当たらない。

　国境の壁を越えて商売をする《交こう易えき商人》がそれに近い気もするが、旅かと言われるとやや微び妙みようだ。なぜなら彼らは、円形の央おう都との中で、たとえば北セントリアから東セントリアへ、またはその逆に商品を運ぶだけなので、移動距離はせいぜい五キロ程度だからだ。

　辺境の村はほぼ完全に自給自足で、村で生産できない薬や高度な金属加工品も、最も寄よりの街（ルーリッドの場合はザッカリア）から馬車の定期便で届けられる。《旅芸人》や《吟ぎん遊ゆう詩し人じん》のような天職は存在しないようだし、レジャーとしての旅行は、週にたった一日の安あん息そく日びという制度が妨さまたげている。

　唯一の例外として、央都セントリアから飛ひ竜りゆうに乗って出しゆつ撃げきし、果ての山脈まで七百五十キロを長ちよう駆くする《整せい合ごう騎き士し》がいるにはいるが、天職と言うには特殊すぎるだろう。

　このように、住民の長距離移動がほとんど行われないアンダーワールドであるが、だからといって旅そのものが禁止されているわけではない。与えられた天職の枠わく内ないであれば、たとえばセントリアの家具屋が、遥はるか北のザッカリアまで品物の仕入れに行くことは可能だ。そもそも俺おれ自身、この世界のルールに則のつとったうえで帝国をはるばる縦じゆう断だんしてきたのだから。

　つまり、旅をするかしないかは、個人の気質にかかっているとも言える。そして、その気質が、アンダーワールド人の九十九パーセント以上は実に保守的だということだ。

　しかし、旺おう盛せいな冒ぼう険けん心しんを持った人物も、ごくまれにはいないでもない。

　北セントリア第七区に店を持つサードレという名の細さい工く師しが、その一人だ。




「見ろぃ、この有様を！」

　という濁だみ声ごえとともに、俺とユージオの目の前にガランガランと音を立てて四角い石せき版ばんが幾いくつも投げ出された。黒くきめ細かい質感のそれは、東帝国特産の砥と石いしらしいが、全すべて厚さ二センチ以下にまで磨すり減へってもう使えそうにない。

「この黒コク煉レン岩ガンの砥石は三年使えるはずが、たった一年で六ツも全損してしまったわい！」

「は、はあ……ほんと、すんません……」

　顔を真まっ赤かにしている店主に誠せい心しん誠せい意い謝罪しつつ、俺は視線を泳がせる。

《サードレ金細工店》の店内には、金属を素材とする実用品から装飾品、はては武具までが所狭しと陳ちん列れつされている。特に眼めを引くのは、奥おくの壁に並ぶ数々の刀とう剣けんだ。細工店なのにどうして剣が？　と最初に来たとき疑問に思った俺とユージオは、強面こわもての店主におそるおそる質問してみた。返ってきた答えは、『ワシは本当は鍛か冶じ師しになって、剣を作りたかったんじゃい』というシンプルなものだった。

　この世界の鍛冶師と細工師がどう違うかというと、これがなんと使う道具の差でしかないのだ。鍛冶師は、炉ろと鉄かな床とこ、金かな槌づちを使って金属素材から売り物を作る。対して細工師は、ノミやキリ、ヤスリを使う。つまり叩たたいて作るか、削けずって作るかの違いだ。

　俺が現実世界で乗っていたマウンテンバイクも、同じ用途のパーツに《アルミ鍛たん造ぞう》のやつと《アルミ切せつ削さく》のやつがあったが、そんなようなものか……と理解した俺は、『同じ剣が作れるなら細工師でも問題ないのでは』と口にした。途と端たん、店主サードレは凄すごい眼で俺を睨にらみ、『同じ鉄を使っても出来が違うんじゃい』と唸うなった。

　どうやら、まったく同じ金属塊かいを素材にしても、そこから剣を削り出すのと、炉で熱して叩き出すのでは、後者のほうが優先度プライオリテイ（例のクラス○オブジェクトという数字）が高くなるようなのだ。おかげで、最初に剣を作り始めた頃は、同じ七区にある鍛冶店から『見み栄ばえばかりの紛まがい物もの』と散々こき下ろされたらしい。

　そこで、冒ぼう険けん心しんに溢あふれる若きサードレはなにくそと燃え上がった。一年分の売り物を根性で作つくり溜ため、店番を奥さんと見習いに任せて、長い旅に出たのだ。叩くのではなく、削るほうが良い剣を作れる素材を求めて。

　旅と言っても、細工師には国境通過の許可は与えられないので、セントリアから北に向かうしかなかった。何ヶ月もかけて街から街、村から村を渡り歩き、いくつかの有望な素材を見つけながらも満足せずに、とうとう辿たどり着ついた北辺の森で、サードレは天を衝つくほど巨大な樹きと遭そう遇ぐうした。

　火を近づけても焦こげすらせず、金属の斧おのなら一発で刃は毀こぼれしてしまうほど硬かたい、漆しつ黒こくの樹じゆ皮ひを持つ大杉……もちろん、《悪あく魔まの樹き》ことギガスシダーだ。

　当時の《刻きざみ手て》であったガリッタ老人（その頃はまだまだ若かったはずだが）と知り合い、意気投合したサードレは、剣の素材とするためにギガスシダーの細枝をせめて一本なりとも折ろうとした。だが、ガリッタ老に手伝ってもらって樹に登り、手頃な枝を手持ちのヤスリで擦こすったが、三日三晩かけても浅い傷ひとつ作れなかった。

　泣く泣く断念したサードレは、ガリッタ老に頼んだのだ。いつかこの樹が切り倒されることがあれば、どうにかして知らせてくれ。その時は、今度こそ枝を手に入れるために、もう一度この森に来るから、と。

　ガリッタ老は、サードレの頼みを、少々異なる形で果たした。

　去年の三月、長旅の果てに北セントリアに到着した俺おれとユージオは、ガリッタ老に言われたとおりに七区のサードレ金きん細ざい工く店を訪れた。俺が差し出した、ギガスシダー最上部の枝を見たサードレは、たっぷり三分間絶句し、じっくり五分間検けん分ぶんしてから言った。

　──一年くれ。一年をかければ、この枝はとんでもない剣になる。

　──整せい合ごう騎き士しの帯びる神じん器きすら超えるほどの、な。

　そして、きっちり一年後──人じん界かい暦れき三八〇年三月七日、つまり今日。細工店を再訪した俺とユージオを、店主が真まっ赤かな顔で出迎えた、というわけだ。

「そ、それで……剣は、できたんですか？」

　どこまでも続きそうなサードレの文句をこわごわ遮さえぎり、俺は訊たずねた。

　口をつぐみ、灰色のヒゲをしごきながらじろりと俺を見た店主は、ふんっと鼻息を鳴らしてから身を屈かがめた。カウンターの下から両手を使って取り出したのは、細長い布包みだ。逞たくましい体に力を込め、気合を入れて持ち上げる。

　ごとん！　といかにも重そうな音を立ててカウンターに置かれたそれから、店主はすぐには手を離そうとしなかった。

　包みに右手を乗せたまま、左手でもう一度ヒゲをしごいて言う。

「若いの。まだ、研とぎ代しろの話をしとらんかったな」

「ウッ」

　思わず詰つまる俺。修しゆう剣けん学院は帝国が運営しているので学費ゼロだが、この一年間、安あん息そく日びごとに街に出ては買い食いだの何だのしていたので、ザッカリア衛えい兵へい隊たいで稼かせいだ金シアはそれなりに目減りしてしまっている。そのうえ、細工師の料金（しかも工期丸一年プラス高級砥と石いし六個ぶん）など見当もつかない。

「……大だい丈じよう夫ぶだよ、キリト。念のために、僕もお金全部持ってきたから」

　後ろでユージオがそう囁ささやいてくれるのは有り難いが、なんだかとっても嫌いやな予感がする。

　万一、俺おれたち二人の全財産を合わせてもまるっきり足りなかったりしたら……それってもしかして禁きん忌き目もく録ろく違反？　警察、ではなく整せい合ごう騎き士しが飛んできて即そく逮たい捕ほ投とう獄ごく……？

「────タダにしといてやらんでもない」

　たっぷり間まを取ってからサードレがそう言ったので、俺とユージオは盛大に安あん堵どのため息をつこうとした。だがその寸前、「ただし」と続く。

「……ただし、若いの。お前さんが、この化ばけ物ものを振れるなら、じゃ。素材の段階でとんでもなく重かったこいつを、北の果てからセントリアまで運んできたんじゃから見込みはあろうが……しかし、言っておくぞ。こいつ、剣として完成した途と端たん、またひときわ重くなりよった。鍛か冶じ師しや細さい工く師しは、テラリア神しんの加か護ごで、どんなに上等な剣でも運ぶことだけはできるはずなんじゃが……儂わしとても、一メル持ち上げるのが精せい一いつ杯ぱいじゃ」

「…………化け物、ですか」

　呟つぶやき、俺は布包みを見下ろした。

　分ぶ厚あつい麻あさ布ぬの越ごしにも、空間を歪ゆがめるほどの存在感が強きよう烈れつに感じ取れる。俺を誘さそうような……それとも逆に俺の内部から発せられているのかもしれない磁じ力りよくに、しかしそのまま身を任せることが、なぜか躊躇ためらわれる。

　二年前。轟とどろく春しゆん雷らいの下を、俺とユージオは南に向けて旅立った。

　ユージオの腰には、今は初等練れん士し寮りようのベッド下の引き出しにしまってある青あお薔ば薇らの剣。そして俺の背中には、ギガスシダーから切り出したばかりの漆しつ黒こくの枝があった。ガリッタ老人から、細工師サードレに加工を依頼するように言われていたのだが、俺は一いつ瞬しゆん、その枝を森の奥深くに埋うめていくべきなのではないかという衝しよう動どうに駆かられた。

　理由はいまでもはっきりとは解わからない。二人の剣士に剣が一本しかないのよりは、二本あったほうが便利だし自然だ。だから、青薔薇の剣と同じくらい強い剣を作って貰もらえることを、怖おそれるよりも喜ぶべきだ。

　淡あわい予感を理性で塗ぬりつぶし、俺はギガスシダーの枝をセントリアまで運んで、サードレに託たくした。

　そして、一年後の今日。枝はついに剣へと姿を変え、麻布の下で俺とのファースト・コンタクトを待っている。

　大きく息を吸い、長く吐はいてから、俺は左手を伸ばした。布ごと摑つかみ、まずはカウンター上で直立させる。ずしりと高密度の手て応ごたえはあるが、重さは青薔薇の剣とさして違いはしないようだ。

　布は緩ゆるく巻いてあるだけだったので、立たせただけで上半分がずり落ち、柄つかが露あらわになった。

　柄頭ポメルはシンプルな錘おもり型がたで、握りには細く切った革かわが密に巻かれている。ナックルガードが少し小ぶりな理由は、別体ではなく元の枝から削けずり出してあるからだ。柄全体が、ギガスシダーの少し透とう明めい感かんのある漆しつ黒こくをそのまま残している。巻まき革がわの色も艶つやのある黒。

　その先の刀身を吞のみ込こむ鞘さやも、同じく黒革仕上げだった。俺おれは右手を伸ばすと、五指を一本ずつゆっくりと握にぎりに巻き付け、ぐっと力を込めた。

　俺はこれまで無数の剣を手にしてきたが、その大部分がＶＲＭＭＯ世界のオブジェクトで、例外は自宅にある古ぼけた竹刀しないだけだ。しかしそれでも──あるいはだからこそ、柄つかを握っただけで伝わるものがある。右の掌てのひらから腕、肩かたを経へて、背筋にぞくぞくと走るこの感覚。

　アインクラッド第一層で、最初のクエスト報ほう酬しゆうだった《アニール・ブレード》を握った時。

　第九層で、ダークエルフの女王から下か賜しされた《クイーンズ・ナイトソード》を握った時。

　第五十層のボスからドロップした、黒い長剣《エリュシデータ》を握った時。

　鍛か冶じ屋やリズベットが鍛きたえてくれた、白い長剣《ダークリパルサー》を握った時。

　あるいは、妖よう精せい郷きようアルヴヘイムで、苦難の末に入手した伝説武器《聖せい剣けんエクスキャリバー》を握った時──。

　それら歴代の相あい棒ぼうたちとの初はつ遭そう遇ぐう時じとまったく同じか、あるいは上回るほどの身み震ぶるいが全身を貫き、俺はしばし立たち尽つくした。震えの余よ韻いんが去ると、腹に力を込め──黒革の鞘から一気に抜き放つ。

　じゃりいぃぃん！　と、青あお薔ば薇らの剣よりも少し重い音が店中に響ひびいた。重いが、金属の硬さはない。と言って木ぼつ剣けんとももちろん違う。何か途と轍てつもなく硬く、それでいて強きよう靱じんな物質の発する音。手首を返して切っ先を天に向けると、りぃん、とかすかに刀身が鳴る。

「む…………」

　細さい工く師しサードレが低く唸うなり、

「わあ……！」

　ユージオが密ひそやかに声を漏もらした。

　そして俺はじっと息を詰め、右手の剣に見入った。

　剣の全長は、かつての愛剣エリュシデータとまったく同じと思える。もっとも、この枝をギガスシダーの幹から切り出したのが俺なら、寸法をサードレに指定したのも俺なので、それは当然なのだが。

　柄と一体構造の刀身は、同じく深い黒に染まる。しかし、やはりわずかに透明感があり、窓から差し込む陽光を内部に取り込んで、角度によっては淡い金色を呈する。形状はオーソドックスな片手用直剣だが、幅は青薔薇の剣より少し広めか。

　鎬しのぎのエッジが恐ろしいほど明確に立っていて、そこですら素手で触れれば皮膚が切れてしまいそうだ。刃やいばの鋭さは言うに及ばず、光さえ切り裂さいてしまうのか、どんな角度からも反射光が見えない。

「…………そいつを振れるかね」

　ようやく、サードレが低く声を発した。

　俺おれは答える代わりに、ちらりと店内を見回し、客が他にいないことを確かめた。見習いの若者も、工こう房ぼうから出てくる様子はない。

　体の向きを変え、長いカウンターと平行して立つ。前方には五メートル以上の空間があり、試し振りをするなら充分だろう。左手に鞘さやを握にぎったまま足を前後に開き、腰を落とす。ソードスキルを使うつもりはないので、基本の片手縦たて斬ぎりの構えを取る。

　正面の壁には、丸い鋼板から削けずり出だして作った円盾バツクラーが飾られていた。五メートルほど離れたそれを仮想ターゲットにして、ゆるやかに剣を振りかぶる。

　この一年、木ぼつ剣けんだけで稽けい古こしてきた俺の右腕に、黒い剣はずしりと容よう赦しやない手て応ごたえを伝えてくる。しかし決して不快な感覚ではない。剣が俺に挑んでくるような、あるいは使いこなしてくれと求めてくるような、心地ここち良よい重さ。

　切っ先が真上に差し掛かる直前、右みぎ脚あしを前に出す。腕力ではなく、体重移動のベクトルと捻ねん転てんのモーメントで剣を引くイメージ。切っ先に蓄ちく積せきされた全エネルギーを──鋭い踏ふみ込こみと気合に乗せて解放。

「シッ……!!」

　黒い光が一直線に走り、少し遅れて空気を切きり裂さく音がビュウッと響ひびいた。切っ先は床ゆか板いたの寸前で止まったが、空から撃うちの威い力りよくが放射状に拡散し、床ゆかをみしっと鳴らした。

　俺がゆっくり体を起こすと、まずユージオが笑顔で拍はく手しゆし、次いでサードレが激しく鼻息を噴ふん出しゆつさせた。

「ふん。……学院のひよっこ練れん士しが、そいつを振りよったか」

「いい剣です」

　それ以上の言葉は必要ないというつもりで俺が答えると、細さい工く師しはここでようやくニヤリと笑い、ヒゲをしごいて言った。

「当たり前じゃい。黒コク煉レン岩ガンの砥と石いし六コじゃぞ。……だがまあ、約束だ。研とぎ代しろはいらん、出世したら剣は細工師サードレの作と広めてくれりゃそれでいいわい。そいつはたった今からお前さんのモンだ」

「……本当に、ありがとうございました」

　ぺこりと頭を下げると、ユージオも続く。体を起こして、剣を鞘に収める。

　サードレは、二秒ばかりじっと黒い剣に視線を注そそいでいたが、すぐにもう一度笑った。

「銘めいはお前さんが考えるんじゃぞ。ウチの店の看かん板ばんでもあるんじゃから、妙みような名前をつけんでくれよ」

「うっ……」

　これには俺も即答できない。今まで、あらゆるオブジェクトに最初から名前がついている世界を渡り歩いてきたせいか、ネーミングという奴やつが少々苦手なのだ。

「……か、考えておきます。それじゃ、天てん命めいが減ったらまた研ぎをお願いしに来ますんで……」

「うむ。言っとくが、その時はタダにせんからな！」

「も、もちろんです」

　そんなやり取りをして、最後にもう一度ぺこりと頭を下げると、俺おれはユージオと一いつ緒しよに戸口に向けて数歩あるいた。

　そこでいきなり、背後からグワラーン！　と盛大な金属音が聞こえ、軽く飛び上がる。振り向くと、サードレが両りよう眼めを丸くして西の壁を眺ながめている。

　視線を辿たどった俺が見たのは、中心から真っ二つに断ち割られ、右半分を床ゆかに落下させた売り物のバックラーだった。





　①、商店の売り物を意図して壊こわしたなら禁きん忌き目もく録ろく違反。

　②、意図せざる事故によって壊し、弁べん償しようしなかった場合もやはり禁忌目録違反。

　③、②の状況で店主が許してくれた場合のみ、違反にならない。



　という新たな知識を脳裏に刻みつつ、俺は学院への帰り道を急いだ。隣となりではユージオ先生がやや青い顔をして、先刻からひたすらお小こ言ごとを口にしている。

「……ただの試し振りなんだから、べつに奥おう義ぎを使う必要はないだろ！　店の中でそんなことしたら、売り物に傷がついちゃうことくらい想像できるじゃないか！」

「う、うーん……ソードス……じゃない、奥義なんか使ったつもりないんだけどなあ……」

「いいや、僕は見たよキリト。振り下ろした瞬しゆん間かん、刀身がちょっとだけ光ったもの。僕がまだ知らないアインクラッド流の奥義としか思えないよ！」

「う、うーん……アインクラッド流に、そんな技はなかったと思うんだけどなあ……」

　などと言い合いをしながら歩いていると、不意に甘あまい匂においが俺の鼻び腔こうに飛び込み、脳天を直撃する。

　北セントリア市街は十の区域に分かれ、いちばん南の（つまり最もセントラル・カセドラルに近い）一区に帝てい城じよう、二区に帝国行政府、三区と四区に貴族のお屋敷街がある。三区に建ち並ぶ高等貴族の屋敷はアスナの自宅もびっくりの豪ごう華かさなのだが、一等から三等の爵しやく士し様は、セントリア市街の外に《私領地》なる広大な土地まで持っているというから驚おどろきだ。

　私領地にはちょっとした村さえ存在し、そこの住民は貴族の使用人扱いらしい。そんな環境で何年も育つ貴族の子供に、時としてライオスやウンベールのような意地悪お坊ちゃまが出現してしまうのは必然というものだろう。

　そして五区には、《帝立》の冠かんむりがつく施設が集まっている。騎き士し団だんの本部や闘技場、そしてもちろん帝立修しゆう剣けん学院もここにある。

　六区と七区は商業エリアだ。その北の、八、九、十区が北セントリア市民の住宅街となる。

　地理学の授業で習ったところによると、この構造は、他帝国の首都である東、西、南セントリアでもまったく同じらしい。偶ぐう然ぜんそうなったわけではないだろうし、といって四人の皇こう帝ていが仲良く相談したとも思えないので、これはつまり公こう理り教きよう会かいの偉えらい人がそのように統一デザインしたということだろう。学生をしていると日頃あまり意識することはないが、教会の権けん威いおそるべしだ。

　ともあれ──。

　七区にあるサードレの金きん細ざい工く店てんから、五区の修しゆう剣けん学院に戻るには六区を通過するわけだが、ここが食材市場と飲食店の集まる、実に誘ゆう惑わくの多いエリアなのである。この一年間に俺おれの財さい布ふから旅立った銀貨や銅貨の全てが、この六区で消費されたと言っても過言ではない。

　ことにヤバイのが、安あん息そく日びの午後二時頃だ。東三番通りに店てん舗ぽを構える《跳はね鹿じか亭てい》というレストランがこの時間に名物の蜂はち蜜みつパイを焼き上げるので、その甘あまく香こうばしい匂においが道路まで流れ出し、俺おれに高難度の意志力セービングスローを要求する。そしてたいがい失敗する。

「…………なあ、ユージオ。盾たての弁べん償しよう金きんもだけど、こいつの研とぎ賃ちんも、タダにして貰もらえてよかったな」

　俺が歩みを減速させながら言うと、相あい棒ぼうは微び妙みようなニュアンスの頷うなずきを返した。

「……そうだね。学院に入学してから知ったんだけど、サードレさんは一級工こう匠しようの認定を受けてる名人らしいよ。もし正規の工賃を支し払はらうことになったら、僕らの全財産でも足りなかったかも」

「へえ……。──あのさ、今いま更さらなこと訊きくけど……足りなかったらどうなるんだ？　その場で捕つかまっちゃうのか？」

「いくらなんでもそれはないさ。その場合はつけにしてもらって、月割りで払はらうんだよ」

「な、なるほどね……」

　自律制せい御ぎよ機構《カーディナル》がコルの価値を厳密にコントロールしていたアインクラッドと違って、この世界では多少なりとも住民間の経済活動が存在するようだ。ならば、しがない貧びん乏ぼう学生の身であろうと、その活発化に寄与すべきではなかろうか。

　という崇すう高こうな動機を胸に秘め、俺はユージオに提案した。

「……せっかくお金も浮いたことだし、三つずつくらいならいいよな？」

　すると相棒は、ここまでの流れを完かん璧ぺきに読んでいたと言わんがばかりのため息をつき、

「二つにしとこうよ」

　と言った。俺はにやりと頷きつつ進路を左斜ななめ前方へと変更し、ちょうど店先のお持ち帰りコーナーに焼きたて蜂蜜パイを並べ始めたお姉さんへと駆かけ寄よった。

　革かわ帯おびで背中に吊つるした黒い剣は、いつの間にかしっくりと体に馴な染じみ、重ささえほとんど感じなかった。まるで、もう何年も前からずっとそこに存在していたかのように。










　　　４




　熱くとろける蜂はち蜜みつとバターのハーモニーを反はん芻すうしつつ学院に戻った俺おれは、ゴルゴロッソ先せん輩ぱいの部屋に行くというユージオと別れ、初等練れん士し寮りようの事務室に足を向けた。寮りよう監かんのアズリカ女史に、私物の剣の保有許可を申しん請せいするためだ。

　学校に全長一メートル超の刃は物ものを持ち込むなど、現実世界なら先生に怒おこられるどころか警察への通報から逮たい捕ほまで有り得る。しかしこの異世界の学院は、剣士育成を目的としているだけあって、一振りまでなら生徒が本物の剣を所持することを認めている。

　なぜ一振りかと言うと、この世界の剣を含む武器は、わずかずつであるが神しん聖せい力りよく──つまり空間リソースを常時吸収するからだ。具体的には、試合などで天てん命めいが損そん耗もうした武器をきちんと手入れし、鞘さやなどに収めておくと、その間に天命は徐じよ々じよに復活する……イコール周囲の神聖力を吸い取る、というわけだ。もちろん、自然回復では補えないほど鈍なまった刃やいばは専門の研とぎ師し、あるいは折れたり欠けたりといった激しい損そん傷しようは鍛か冶じ師しでないと修復できないのだが。

　仮に剣の保有を無制限に認め、武器マニアの生徒が百本くらい持ち込んだとすると、そいつの部屋の周囲でだけ神聖力の供給異常が起きてしまう。ゆえに許すのは一本だけ、とそういう理り屈くつらしい。

　安あん息そく日びゆえにさすがにカウンターには出ていないものの、ドアを開け放ったままの事務室で書類仕事をしていたアズリカ女史は、俺の高速ノックに顔を上げるとブルーグレーの瞳ひとみをいちど瞬しばたたかせた。

「どうしましたか、キリト初等練士」

「失礼します。……私物の剣の持ち込み許可を頂きに来ました」

　軽く頭を下げ、戸口を潜くぐると、ちらりと部屋を見回す。壁には革かわ装そうのファイルをぎっしり詰つめ込こんだ棚たなが幾つも並んでいるのに、机と椅い子すは一つだけ。つまり、生徒百二十名が起き居きよする初等練士寮の管理運営を、この女性が一人でこなしているわけだ。

　女史は俺の言葉に小さく首を傾かしげたが、すぐに立ち上がると、棚一面のファイル群から迷わず一つ抜き出した。中に綴とじられていた常用紙の書類を一枚、俺の前に滑すべらせる。

「それに必要事項を記入しなさい」

「は、ハイ」

　恐おそる恐おそる見下ろすと、記入欄らんは名前と生徒番号、剣の優先度プライオリテイだけの簡単なものだった。保護者署名とかがなくてよかったと内心ほっとしながら、カタカナで【キリト】、生徒番号【７】とすらすら埋うめ──その次で、はたとペン先を停止させる。よく考えたら、俺は黒い剣の試し振りまでしておきながら《窓》を見るのを忘れていたのだ。

　アズリカ女史が見守る前で、いそいそと背中から麻あさ布ぬの包づつみを下ろして机に横たえ、結わえていた革かわ紐ひもを一本解く。柄つかだけ露ろ出しゆつさせればウインドウを引き出せるので、布の端はしっこをほんの少しめくった、その瞬しゆん間かん。

「…………！」

　鋭するどく息を吸い込む音がして、俺おれは顔を上げた。すると、常に冷れい静せい沈ちん着ちやくなアズリカ女史が、珍めずらしく両の瞳ひとみを大きく見開いている。

「あ、あの……どうかしましたか？」

　声を掛けると、女史は数回瞬まばたきをしてから、「いいえ」とかぶりを振った。それ以上何かを言う様子もないので、俺は視線を戻し、右手の指二本でモーション・コマンドを入力。剣の柄つか頭がしらをタップすると、鈴の音のようなサウンドとともにプロパティ・ウインドウが浮き上がる。

　表示されている優先度プライオリテイは──【Ｃｌａｓｓ　46】。

　なんと、神じん器き・青あお薔ば薇らの剣より更さらに１クラス上だ。重いのも道理である。三つ目の記入欄らんに数字を書き写し、剣を元通り包んで、俺は完成した書類を差し出した。

　アズリカ女史は、ゆっくりと視線を卓たく上じようの剣から書類へと移し、受け取ったその内容に見入った。俺の名前や番号などとうに知っているはずなので、見つめているのは46の数字だろう。

　……何かマズかっただろうか、もしかして持ち込める剣の優先度に制限があったのか、と内心ビクついていると──。

「キリト練れん士し」

「は、はい」

「あなたには……その剣の記き憶おくが…………」

　だが、そこで言葉は途と切ぎれた。アズリカ女史はしばし瞼まぶたを閉じ、ぱちっと開いた時にはもう、いつもの厳しい寮りよう監かん先生の顔に戻っていた。

「……何でもありません。保有申しん請せいは受け付けました。言うまでもないことですが、実剣の使用は個人的な鍛たん錬れんに限り認められます。検定試合、集団稽げい古こ等では絶対に用いないこと、いいですね？」

「はい！」

　勢いよく返事をし、黒い剣の包みを背負い直してから、俺は先のひと言についてこちらから訊たずねるべきか一いつ瞬しゆんだけ迷った。だが、訊きいても答えては貰もらえないだろうと思えたので、そのまま騎き士し礼れいだけして、事務室を出た。

　再び正面玄げん関かんへと歩きながら、ぼんやりと考える。

　剣の……記憶。

　不思議な言葉だ。確かにこの世界の、剣を含む全すべてのオブジェクトは記憶的視覚ニーモニツク・ビジユアルデータという形式で記述されている。だがそれは現実世界のベンチャー企業《ラース》が開発したテクノロジーであって、アンダーワールドで暮らす住民たちが意識するはずもない。

　つまりアズリカさんは、剣の記憶という言葉をそのままの意味で使ったのだろう。この黒い剣が、何らかの記き憶おくを持っていると。

　しかしそれは、具体的にはどういうことなのだろう？　彼女は、この黒い剣にいったい何を見たのか……？

　そんな疑問を脳内に漂ただよわせつつ寮りようの外に出ると、屋上から伸びる鐘しよう楼ろうが午後三時のメロディを奏かなでた。ルーリッドの教会にあった鐘より音色はかなり重々しいが、旋せん律りつそのものはまったく同じだ。

　リーナ先せん輩ぱいとの約束は、五時。

　サードレ金きん細ざい工く店てんで試し振りをした限りでは、黒い剣のフィーリングには何の違和感もない……それどころか旧ＳＡＯ時代の愛剣が甦よみがえったかと思うくらい手に馴な染じむ。だが、アインクラッド流の秘ひ奥おう義ぎこと上位ソードスキルをちゃんと発動できるかどうかは、事前に確認しておかねばならない。

　週にたった一日外出が許される安あん息そく日びとあって、セントリア出身の生徒はほとんどが実家に帰り、数少ない地方出身者も央おう都との名所見物に出かけて、広大なキャンパスは閑かん散さんとしている。そのうえ敷しき地ち内には林や小川まであり、技の練習をする場所には事欠かない──のだが、ひと目につく可能性は万が一にも排はい除じよしたい。なにせ、俺おれがこれから練習しようとしているのは、この世界のあらゆる剣術流派が持たない《連続技わざ》なのだ。

　なぜ、アンダーワールドにソードスキルが存在するのか。

　なぜ、それなのに連続技が存在しないのか。

　世界に落ちてきて二年も経たつのに、俺はその理由にまるで近づけていない。唯一想像できるのは、ラースの技術者がアンダーワールドを構築するにあたって、何らかの形で《ザ・シード》パッケージを利用したのではないかということだが……それが事実だとしても、まだ説明はつかない。

　なんとなれば、無料配布されている《ザ・シード》──つまりシュリンク版《カーディナル》システムには、ソードスキルは含まれていないのだ。二〇二六年現在、数あま多たあるＶＲＭＭＯタイトルの中で、ソードスキルを実装しているのは旧ＳＡＯサーバーのフルコピー・システムを使用するアルヴヘイム・オンラインＡＬＯのみ。しかし、まさかＡＬＯを運営するベンチャー企業《ユーミル》が、ラースの実験に協力しているわけもあるまい。

　これ以上はもう、根こん拠きよなき推測を重ねるだけだ。事実を知りたければ、セントラル・カセドラルの天てつ辺ぺんまで辿たどり着つき、管理者に接せつ触しよくするしかない。

　ともあれ──。アンダーワールド人の剣士たちは、流派の秘奥義としてソードスキルを操あやつるものの、その全すべてが《バーチカル》や《アバランシュ》といった単発技だということだ。

　そちらの理由ならば、ある程度推測している。恐おそらく、実戦というものが存在しないからだ。禁きん忌き目もく録ろくという絶対の法と、整せい合ごう騎き士しなる無敵の番人に守られたアンダーワールドでは、あらゆる戦いは必然的に《試合》となる。求められるのは、見み栄ばえのいい、美しい勝利だ。遠間で勇ゆう壮そうな構えを取り、そこから撃うち込こむ単発の大技で一本を取ることを、この世界の剣士たちは何百年も追求してきたのではないか。

　それともう一つ、偶ぐう発はつ的てきな事故を防ぐという意味合いもあるかもしれない。

　地方大会では全ての試合が寸すん止どめ、央おう都との上級大会でも最初の一本が入ったところで決着というルールなので、途と中ちゆうで止めることの困難な連続技わざは自然と忌き避ひされたのだろう。

　このような状況下では、体格と膂りよ力りよくに恵まれ、一いち撃げきの威い力りよくに絶対の自信を持つ……たとえば上級修しゆう剣けん士し主しゆ席せきのウォロ・リーバンテインのような剛ごう剣けん使つかいが強きよう者しやとなるのは、むしろ当然だ。ＳＡＯ時代の俺おれが、仮に連続技禁止というルールでデュエルをしたら、同レベルの両手武器プレイヤーにはまず勝てなかっただろう。

　ソルティリーナ先せん輩ぱいが、二年間ずっとウォロ主席の後こう塵じんを拝し続けている理由も、きっとそこにある。

　俺がソードスキルの連続技を見せても、リーナ先輩がそれを使えるようになりはするまい。既き存ぞんの剣技流派に一切染まっていなかったユージオでさえ、二連撃技《バーチカル・アーク》をマスターするのに何ヶ月もかかったのだから。

　しかし、大上段からの豪ごう壮そうな大振りばかりが剣技ではないのだということを、その眼めで見て貰もらえれば。俺の自称アインクラッド流と似ているセルルト流が、ハイ・ノルキア流に劣おとるというイメージを払ふつ拭しよくしてくれれば、卒業試合での勝機はあるはずだ。

　そんなことを考えながら東へと歩くうち、いつしか俺は学院敷地の端はしっこまで来ていた。

　扇おうぎ形がたの壁に囲まれたキャンパスは、中央校舎と大修しゆう練れん場じよう、図書館、二つの練れん士し寮りようと教官宿舎、そして上級修剣士寮といった多くの建物を収めてもまだたっぷりとした余よ裕ゆうがある。南北の壁には大きな門が設けられているが、西は小高い丘、東はかなり広めの森になっていて、どちらも休日に生徒の姿を見ることはない。

　それでも万ばん全ぜんを期して、遮しや蔽へい物ぶつの多い東の森を選んだ俺は、木立の中にちょっとした空あき地ちを見つけて立ち止まった。細く短い下草がサッカーフィールドのように密に生はえ揃そろっていて、足を取られることはなさそうだ。周囲を見回し、自分の他ほかには二、三匹びきの蝶ちよう々ちようしかいないのを確かめると、背中に右手を伸ばす。

　手探りで麻あさ布ぬのを緩ゆるめ、露ろ出しゆつした柄つかを握る。吸い付くような編あみ革がわの感かん触しよくをしばし味わってから、一気に抜き放つ。

　木こ漏もれ日びを受ける漆しつ黒こくのロングソードは、元々の素材がギガスシダーの枝なので、表現に正確を期せば《木ぼつ剣けん》ということになる。だが、刀身を彩いろどる反射光は、到底そうは思えないほど硬こう質しつな輝きだ。名細さい工く師しサードレの手で一年をかけて研とぎ上あげられた刃やいばは、ひと目見ただけで恐おそるべき優先度プライオリテイの高さを伝えてくるが……しかし、物言わぬオブジェクトのどこにも、《記き憶おく》らしいものは見いだせない。

　疑問をとりあえず棚たな上あげし、俺は両足で基本のスタンスを取ると、右手の剣をすうっと振り上げた。細さい工く店てんで試し振りした時とは異なり、脳内で強く技をイメージする。これまで数え切れないほど放った単発斜ななめ斬ぎりソードスキル──《スラント》。

　一いつ瞬しゆんの溜ためを受け、刀とう身しんが鮮あざやかな水色の光を迸ほとばしらせた。体が見えざる手に押されるタイミングに合わせて、蹴けり足と右腕で技を加速させる。

　しゅばっ！　と鋭するどいサウンドが響ひびき、虚こ空くうに斬ざん撃げきの軌き跡せきが走った。斜めのラインは、すぐに陽炎かげろうの如ごとく揺ゆらめきながら消えていく。剣けん風ぷうが、空あき地ちの下した生ばえを一直線に吹き倒す。

　俺おれは、剣を振り切った姿勢のまま、前方五メートルほどに立つ古木の幹を注視した。だが、技のエフェクトが収束しても、幹に傷が入ったりする様子はない。

　当然だ。基本技《スラント》の間合いはせいぜい二メートル半。その倍も遠い場所にまで、威い力りよくが届くはずもない。

　だが、だとすれば……細工屋の店内で、同じ五メートルの距離にあったバックラーが割れたのはなぜだろう。よもや偶ぐう然ぜんあのタイミングで天てん命めいが尽つきたわけでもあるまいし、そもそも俺はソードスキルを絶対に発動させていなかった。ユージオは「剣が光った」と言っていたが……その理由は判わからない。

　本当に、わからないことだらけだ。まだまだ、この世界には。

　ため息をひとつつき、体を起こす。呼吸を整え、次の技のモーションに入る。

　真上からの斬り下ろし。地面に振れる寸前で、何かに弾はじかれるように切っ先が返り、垂直に斬り上げる。二連れん撃げき技わざ、《バーチカル・アーク》。先ほどより強い風が巻き起こり、下草を激しく揺ゆらす。

　ここまでは稽けい古こ用ようの木ぼつ剣けんでも発動できる技だ。俺は両足のスタンスを変えると、剣を腰だめに構えたまま、体を右に捻ひねっていく。

「ッ…………！」

　無声の気合に乗せて、左水平斬り。正面で斬撃が見えない何かに激げき突とつしたかのように急停止し、右上に跳はね上あがる。一歩踏ふみ込こんで、短射程・高威力の前斬り。三連撃技、《サベージ・フルクラム》。

　数字の４の字に似た真しん紅くの軌跡が空気に溶けて消えていく様さまを、俺は無言で眺ながめた。ひとつ頷うなずき、次の技へ。剣を正せい中ちゆう線せんに立てて構え、頭上でバックスイングする。

　上段。下段。繫つなぎの前斬りを入れ、背中まで振りかぶっての全力斬り下ろし。宙に描かれた青い正方形が、くるくると回転しながら前方へ移動し、拡散する。間合いの広さと隙すきの少なさゆえに旧ＳＡＯ時代から愛用し続けた縦たて斬ぎり四連撃技、《バーチカル・スクエア》。

　四種類のソードスキルは、一度の失敗もなく全すべて発動した。

　これで、黒い剣はユージオ所有の神じん器き《青あお薔ば薇らの剣》と同レベルの優先度プライオリテイを備えていることが確認できたわけだ。もっとも、寮りようの事務室でこの剣の《窓》を開き、クラス46という数字を見た段階で予想してはいたのだが。

　リーナ先せん輩ぱいに上位ソードスキルを見せるという約束は、どうやら果たせそうだ。ほっとひと息つくや否や、別の感情がむくむくと頭をもたげてくる。

　青あお薔ば薇らの剣では、発動できたのは四連れん撃げき技わざまでで、五連撃以上の大技はどう頑がん張ばっても使えなかった。ならば、この黒い剣ではどうか。どうせいつか実験するなら、周囲に誰もいない今こそ好機だろう。

　剣を握り直し、右足を大きく前に出す。左肩かたに担かつぐように振りかぶった剣に、力を溜ためていくイメージ。

　不意に、前髪がみの根元あたりが、何かを警告するようにちくりと疼うずいた。しかし雑念を遮しや断だんし、コンセントレーションを強める。

　ちか、ちかっ、と刀身にオレンジ色の火花が弾はじけるのが、視界の端はしに見えた。

　これまでのように、鮮あざやかなライトエフェクトの放出とはまったく違う、頼りない光り方だ。脳裏で技のイメージを振ふり絞しぼり、尚なおもプレモーションを引っ張る。スパークは明滅を続けるが、まるで安定しない。

　不安定な姿勢ゆえ、これ以上構えていられない、という限界まで堪こらえてから、俺おれは一気に動いた。

「うおっ……！」

　無意識のうちに口から気合が迸ほとばしり、踏み込んだ右足が地面を震ふるわせる。左上から右下に振り下ろされた剣は、システム・アシストによって下か死し点てん直前で鋭角に跳ね返る──はずが、そこで止まらずに激しく地面を打った。

　強きよう烈れつな反動が右手首を襲おそう。ここで無理に剣を戻そうとすると本格的にダメージを受ける、と瞬しゆん間かん的てきに判断。歯を食くい縛しばり、体を振り回すようにして、地面に二十センチ近く食い込んだ剣をそのまま後方に振り抜く。

　ズバアッ!!　と重い衝しよう撃げき音おんが轟とどろき、俺は姿勢を反転させつつ、背中から草地に倒れ込んだ。

　──やはり失敗か。いったい何が足りないのだろう。俺のレベル？　剣のプライオリティ？　それともその両方……？

　そんな思考を巡らせつつ、大の字になって倒れた俺が見たのは──。

　斬ざん撃げきによって吹き飛ばされ、大量に空中を舞う、土と草の混合物。

　そしてその向こう、空あき地ちの端はしにひっそりと立つ、一人の男の姿だった。

　かなりの長身を包む制服は学院生徒のものだが、基本色のグレーではない。白に近いパールホワイトに、鮮やかなコバルトブルーのラインが走っている。制服色を自由にカスタマイズできるのは、この学院にわずか十二人しかいない上級修しゆう剣けん士しの特権だ。

　リーナ先輩は灰色がかった紫むらさき。ゴルゴロッソ先輩は濃こい緑。そして、真しん珠じゆ色いろに青の差し色は……修剣士主しゆ席せき、ウォロ・リーバンテイン──。

　薄うすい色の金きん髪ぱつを短く刈かり込こみ、スチールブルーの双そう眸ぼうにいかなる表情も浮かべず俺を見下ろすのは、間違いなくこの学院で最強の名を不動のものとする男だった。

　倒れたまま俺おれが呆ぼう然ぜんと見やる先で、染しみ一つない純白の制服の胸に、俺の剣が飛ばした泥どろの塊かたまりが一つ衝しよう突とつし、放射状の汚れを黒々と刻み込んだ。




　走って逃げることを、一いつ瞬しゆんでも考えなかったと言えば噓うそになる。

　もしここが浮ふ遊ゆう城じようアインクラッドで、相手がギルド聖せい竜りゆう連合のお偉えら方がたあたりだったら、俺は迷わず遁とん走そうしていただろう。しかし、この世界で何かをしでかして逃亡するのは最悪の選せん択たく肢しだ。罪に罪が重なり、最終的に恐きよう怖ふの《禁きん忌き目もく録ろく違反》にまで育ちかねない。

　ゆえに、硬こう直ちよくしたのは一秒だけで、俺は素早く片かた膝ひざ立だちになると右手の剣を地面に置き──最大級の恭きよう順じゆんを表す行為──頭を下げて叫さけんだ。

「申し訳ありません、リーバンテイン修しゆう剣けん士し殿どの！　我が非礼、伏して謝罪致します！」

　こんなに真剣に謝ったのはきっと、アインクラッド第61層にあったアスナの部屋で彼女にぶん殴なぐられて以来か。などと思いながら平伏し続けていると──。

「お前は確か、セルルト修剣士の傍そば付づきだったな」

　という、落ち着いた声が聞こえた。

　恐おそる恐おそる顔を上げ、青せい鋼こう色しよくの双そう眸ぼうを一いつ瞬しゆん見てから、深々と頷うなずく。

「はい。キリト初等練れん士しです」

「そうか」

　修剣士は、草の上に横たえられた黒い剣をちらりと一いち瞥べつし、深みのあるテノールで滑なめらかに続けた。

「学院則に照らせば、上級生の制服に泥を投げつけるなど、充分に懲ちよう罰ばつ権けん行使の対象となる逸いつ礼れい行為だが……」

　そこまで聞いた時点で、うへえぇーと内心呻うめく。

《懲罰権》とは、全校生徒を導く立場にあるとされる上級修剣士のみが持つ、教官代行権のようなものだ。軽微な学院則違反を意図せずやらかしてしまった生徒に、自分の判断で適切なオシオキを科すことができる。俺も、リーナ先せん輩ぱいの部屋に行くのが遅れたせいで、素す振ぶり百本の刑けいに処されたことが数回ある。

　ならば重大な違反をしてしまった生徒がどうなるかと言うと──この世界では、そんなことは起こらない。重違反はうっかりミスで発生するようなものではないし、人工フラクトライトたちは、あらゆる法や規則を自分の意志で破ることはないからだ。唯一危ないのが天然フラクトライトの俺だが、幸いここまでの一年、大規模なやらかしはせずに乗り切ってきた。──のだが。

　修剣士筆ひつ頭とうの制服に、べっとり泥染みをつけるというこのミスは……どう考えてもクリティカルな……。

「──しかし、安あん息そく日びにまでひと目に隠かくれて剣の稽けい古こをするという、その姿勢は嫌きらいではない。《安息日の稽古》それ自体が学院則違反であるという事実はさて措おいても、な」

　ゲエェーッ。と、再び無音の悲鳴。

　そういえば──そうなのだ。しかしここでそれを認めると、懲ちよう罰ばつ権けん発動の可能性が高まる。通用するかどうかはともかく、最小限の悪あがきをしておかねばならない。

「い、いえ、主しゆ席せき殿どの。これは稽古ではなく……えー、ええーと、そう、新しい剣を試し振りしていたのです。本日、七区の店に依頼していた品が仕上がってきたもので、どうしても明日まで待てず……」

　と、そこまで口にしたところで、俺おれはようやく重大なことに気付いた。

　この金きん髪ぱつボウズ頭……いったいいつから見ていたんだ。それ以前に、どうしてこんな所にいるんだ。

　俺がわざわざ森の奥おくまで入り込んだのは、アンダーワールド剣術に存在しない《連続技わざ》の試し撃うちをするためだ。そしてその理由は、リーナ先せん輩ぱいにだけ連続技を披ひ露ろうし、ウォロ主席打倒の一助として貰もらうため。なのに、技を先輩ではなく主席に目もく撃げきされてしまっては本ほん末まつ転てん倒とうもいいところではないか。

　──という俺の思考をまるごと察したかのように、学院最強の男はごく仄ほのかに苦笑した。

「……試し振りにしては、随ずい分ぶんと気合の入ったかけ声だったようだが。ま、しかし、私が目撃したのはお前がその剣で地面を斬きり付つけ、倒れる場面だけだ。慣れない剣に振り回され、足を滑すべらせた……としておこう。規則を破って安息日に稽古をしていたわけではないと認めよう、私がここを訪れた目的も似たようなものだしな」

　その言葉に、ほっとしつつも俺は首を傾かしげる。

「に、似たような……ですか？」

「あれこれ理由をひねり出して、安息日にも剣を握ろうとする者はお前だけではないということさ」

　形のいい唇をフッと不敵に綻ほころばせ、ウォロは俺が試し振りの場所に選んだ森の空あき地ちに視線を走らせた。

「だが、ここは私が先に見つけた場所だ。卒業後は私の傍そば付づきに譲ゆずる約束をしてしまったのでな、お前は他ほかの場所を探すことだ」

　──なるほどそういうことか、と内心で呟つぶやく。眼前の男も、稽古ではない何かだという理り屈くつをつけて、安息日にも剣の修しゆう練れんを重ねていた……この空き地はそのための場所で、俺は運悪く同じタイミングで入り込んでしまった、というわけだ。下した草くさがやけに綺き麗れいに整っているのも、ウォロに毎週踏ふみ付つけられて、天てん命めいがその都つ度どリセットされているせいだろう。

　次からは荒れ気味の空き地を探そう。と心に決め、俺は再び頭を下げた。

「……わかりました、そうします。寛かん大だいなご処置、ありがとうござ……」

「礼を言うには早いぞ、キリト練れん士し」

「は、はい？」

「私は確かに、安あん息そく日びに剣を振っていたことは不問に付すと言った。しかし、こちらまで許すとは言っていない」

　そうっと顔を上げる。すると、修しゆう剣けん士しは真ま面じ目めな顔で右手の指を一本立て、自分の制服の胸を示した。パールホワイトの生地に、泥どろが黒々と染しみついた、その場所を。

「で、でもさっき主しゆ席せきは、『その姿勢は嫌いではない』と仰おつしやって……」

「ああ、嫌いではないよ。だから、修剣士寮りよう全体の掃そう除じだとか、術じゆつ式しきの書き取り千行だとか、その手の懲ちよう罰ばつは科さない」

　ほっ。としたのも束つかの間ま。

　指先で泥のかけらを弾はじき落おとしながら、ボウズ頭の最強剣士はとんでもないことを言った。

「キリト初等練士。お前への懲罰は、私との立ち合い一本だ。木ぼつ剣けんではなく、その剣を使うといい。私もこれを使う」

　そこでようやく俺は、修剣士の左腰に吊つるされているのが、鈍にぶい金色の柄つかと濃のう紺こんの鞘さやを持つ、いかにも優先度プライオリテイの高そうな実剣であることに気付いた。

「…………た、立ち合い……と、言いますと？」

「立ち合いという言葉に、《試合形式の修しゆう練れん》以外の意味はあるまい。だが、ここでは少々狭せまいな。安息日なら大修練場が空あいているだろう。そこに場所を移そう」

　立て板に水でそこまで言い終えると、筆頭修剣士はくるりと身を翻ひるがえした。

　木こ立だちの下を、滑すべるような歩行で遠ざかる白い背中を、俺おれは二秒ほど呆ぼう然ぜんと眺ながめた。ようやく思考が追いつくと同時に、今度こそ逃走を真剣に考えるが、《懲罰の不ふ履り行こう》はもはや軽微ではなく重大な学院則違反だ。月末の進級試験でウォロと同じ上級修剣士を目指す身とあっては、ここで退学になるわけにはいかない。

　眼前に横たえたままの黒い剣を持ち上げ、背中の鞘にチンと音を立てて収めると、俺は立ち上がった。後方の木立を透すかして見える学院の石壁を往おう生じよう際ぎわ悪く眺ながめてから、やぶれかぶれの覚かく悟ごを決めて、遠ざかる金きん髪ぱつボウズ頭を追いかける。

　空き地から一歩でも出ると、地面を覆おおう多種多様な雑草が足に絡からみついてくるのに、ウォロはつまずく様子もない。

　…………あいつなら、飛んでくる泥の塊かたまりくらい、避よけるなり払はらい落おとすなりするのは朝飯前じゃないのか。

　と、今いま更さらのように気付くが、最も早はや手遅れもいいところだった。










　　　５




　森を出て、石いし敷じきの歩道に合流すると同時に、午後四時の鐘かねが鳴った。

　空はいつのまにか夕焼けの色を帯び、キャンパスにも市街から戻ってきた生徒たちの姿が散見される。彼ら彼女らは、俺おれの先を行く白と青の制服を見た途と端たん、揃そろって眼めを丸くする。

　それも当然だろう。ウォロ・リーバンテインは、上級修しゆう剣けん士しに任ぜられて以後ほとんど専用寮りようから姿を現すことがなく、傍そば付づき練れん士し以外は年に四回の検定試合の時くらいしか目もく撃げきできないレアキャラなのだ。リーナ先せん輩ぱいの傍付きとして修剣士寮に毎日出入りしている俺とても廊ろう下かで数回見かけた程度で、まともに言葉を交わしたのはこれが初めてだ。

　そんな伝説めいた存在が、後ろに平民出の初等練士を引き連れて歩いている……しかも目指すのがどうやら大だい修しゆう練れん場じようとなれば、目立つのはやむを得ない。

　恐おそろしいのは、俺たちに気付いた生徒たちのうち少なからぬ人数が、校舎や練士寮のほうにダッシュしていくことだ。今頃はもう学院のあちこちで、「修練場で何かありそうだぞ！」とご注ちゆう進しんが飛んでいるに違いない。

　安あん息そく日びの門限はちょっと遅めの夜七時なので、この時間ならまだ半分以上の生徒は学院外にいるはずだ。それでも、ぼやぼやしているとかなりの人数が俺とウォロの立ち合いを見学、いや見物しに集まってしまいかねない。こうなればとっとと終わらせて、ほとぼりが冷めるまでリーナ先輩の部屋にでも退たい避ひ……。

　いや、待て。終わらせるって、どうやってだ？

　ウォロが説明してくれたとおり、学院では《立ち合い》というのは稽けい古こ以上試合未満の勝負を意味する。ルールは原則として寸すん止どめだが、双そう方ほうが合意すれば、ＳＡＯ時代のデュエルでもよく用いられた《初しよ撃げき決着》も認められる。つまり、撃うち込こみが一本入ったところで終了だ。

　その場合は、もちろん敗者がある程度の傷を負う。禁きん忌き目もく録ろくが厳に戒いましめる、《他者の天てん命めいを故意に減少さしむる行為》が起こり得る数少ない例外規定。ザッカリア衛えい兵へい隊たいですら禁止されていた初撃決着試合が、この学院では許されている理由は、医務室に高価な薬品が揃そろっていることと、高位神しん聖せい術じゆつが使える教師がいることだ。つまり、立ち合いで大おお怪け我がを負っても、治せるから良し……というわけなのだろう。

　とは言うものの、今回の立ち合いは、ウォロ主しゆ席せきが自ら実剣使用を宣言しているので寸止めルールで間違いあるまい。ならば、俺が勝とうとするなら、大上段からの剛強極まる撃ち込みを躱かわすか捌さばくかした上で、返しの一いち撃げきを急所手前で止めなければならない。

　考えるまでもなく困難だ。だがそれ以前に、そもそも俺は勝つべきなのか？

　ウォロは、リーナ先輩が二年をかけて打破しようとしている最大の目標だ。そんな相手に、先輩の指導を受ける傍付きの俺が勝ってしまっていいのか。仮に俺が勝利したとして、リーナ先せん輩ぱいは喜んでくれるのか……。

　いつしか、俯うつむき加減で歩きながらそんなことを考えていた俺おれの耳に、猛もう然ぜんと駆かけ寄よってくる二つの足音が届いた。

　はっと顔を上げ、左方向を見る。視界に飛び込んだのは、制服のスカートを翻ひるがえして疾しつ駆くするソルティリーナ・セルルト上級修しゆう剣けん士しと、その後に続く俺の相あい棒ぼうユージオ。二人とも、歩道ではなく芝しば生ふの丘を突つっ切きって、一直線に近づいてくる。

　ユージオはともかく、俺はリーナ先輩が息せき切って走るシーンなどこれまで一度も見たことがない。ぎょっとして立ち止まると、前を行くウォロも足を止め、体ごと左に向き直った。

　ほんの数秒で歩道に到達したリーナ先輩は、気き遣づかわしげな視線を一いつ瞬しゆんだけ俺に留めてから、ウォロと正面から相あい対たいした。グレイシャル・パープルのスカートをぴしっと整え、背筋を伸ばして口を開く。

「……リーバンテイン殿どの。これはどういうことだ」

　この学院の生徒で、ウォロに敬語を使わないのはリーナ先輩だけだ。周囲を遠く取り巻く生徒たちが、小さくざわめく。

　濃のう紺こんの瞳ひとみから放たれる射い貫ぬくような視線を、筆ひつ頭とう剣士は表情をまるで変えずに受け止めた。短く刈かり込こんだ金きん髪ぱつをわずかに傾け、平然と答える。

「見ての通りだ、セルルト殿。そなたの傍そば付づきに、ちょっとした逸いつ礼れい行為があってね。安あん息そく日びに大おお仰ぎような懲ちよう罰ばつを科すのもどうかと思ったので……立ち合い一本で済ませるつもりだ」

　ざわっ、と先ほどより大きな声が周りから湧わく。

　リーナ先輩は、そこでようやく、ウォロの制服の胸に黒々と染しみつく汚よごれに気付いたようだった。それだけで事態を察したのだろう、軽く唇を嚙かむ。

　上級修剣士の主しゆ席せきと次席が対たい峙じしている間に、俺はスススと横移動すると、人ひと垣がきの内側で立たち尽つくす相あい棒ぼうに近寄った。その顔には、最も早はやかなり見慣れてしまった表情──《何やらかしたんだよ！》と《またか……またなのか……》のブレンドが貼はり付ついている。

「……随ずい分ぶん早かったな」

　俺が囁ささやくと、ユージオは小刻みに頷うなずいた。

「修剣士寮りようの食堂にいたら、ゾバン先輩の傍付きが駆け込んできてさ。主席がお前と試合するかもって言うから、まさかと思ったけど一応セルルト先輩にも知らせて、駆けつけたんだけど……まさかじゃなかった、みたいだね」

「ああ、まあ……そうみたい」

　俺が頷くと、ユージオは何かを言いかけるように大きく息を吸い込んだが、そのまま数秒ホールドし、空気の大部分をため息に変えて排はい出しゆつした。

「……いや、キリトが今日まで、いちおうは何も問題を起こさなかったのが奇跡なんだ。一年溜ためてきた厄やつ介かいごとの素もとを、これで全部使い切ってくれよ」

「さすが、長い付き合いだけのことはあるな、相あい棒ぼう」

　俺おれは思わずにやりと笑うと、ユージオの背中を軽く叩たたいてから視線を動かした。

　リーナ先せん輩ぱいは、尚なおも厳しい顔でウォロ主しゆ席せきを凝ぎよう視ししている。だが、状況を覆くつがえすに足る根こん拠きよが存在しないのは、学院則の暗記が怪あやしい俺にすら解わかる。

　ユージオから離れ、先輩の傍そばまで移動した俺は、敬愛する指導生に小さく頷うなずきかけた。

「ご心配おかけしてすみません、先輩。でも、俺なら大だい丈じよう夫ぶです。むしろ……主席殿と手合わせできるのは幸運なことと思っていますから」

　小声でそう言いながら、俺はリーナ先輩のダークブルーの瞳ひとみから、彼女の気持ちを読み取ろうとした。傍そば付づき練れん士しが、最大の敵手と戦うことをどう思っているのかを。

　しかし──。直後、そんなふうに勘かん繰ぐろうとしたことを、俺は大いに後悔した。彼女の眼に見いだせたのは、ひたすらに俺の身を案じる色だけだったのだ。

「キリト。……立ち合いの決めはどうなっている」

　いきなりそう訊きかれ、瞬まばたきしてから答える。

「え……実剣使用ですから、寸すん止どめなのではと……」

「ああ、言い忘れていたな」

　と、言葉を挟はさんだのはウォロだった。相変わらず平静極まる表情で続ける。

「私は、寸止めの立ち合いはしないのだ。太た刀ち筋すじを鈍にぶらせるだけだからな。院則で寸止めと決まっている検定戦は仕方ないが、個人的な試合は全すべて一本先取を決めにしている」

「えっ……じゃ、じゃあ……」

　愕がく然ぜんとする俺の前で、筆ひつ頭とう剣士はほんの少しだけ表情を変えてみせた。挑ちよう発はつするように……あるいは、わずかに牙きばを剝むく肉にく食しよく獣じゆうのように。

「もっとも、一本先取試合は双そう方ほうの合意がなくては行えない。禁きん忌き目もく録ろくにそう定められているからな、これはもちろん修しゆう剣けん士し懲ちよう罰ばつ権けんより優先される。ゆえに、お前が拒こばむのなら、寸止めもやむなしだな。……選択は任せよう、キリト錬士」

　ずっと低くざわめいていた、周囲の生徒たちが一様に押おし黙だまった。

　寸止めにしておくんだ！　というユージオの声が、背中越しに聞こえるようだった。リーナ先輩は言うに及ばずだろう。俺とても、学院最強と名高い男相手に、木ぼつ剣けんではなく実剣で初しよ撃げき決着モードのデュエルを挑いどむほど無む謀ぼうではないつもりだ。

　つもりだった、のだが。

「……方法はお任せします、リーバンテイン殿。俺は懲罰を受ける身ですから」

　という言葉が、ほとんど自動的に俺の口から発せられた。

　背後でユージオががくりと項うな垂だれる気配。リーナ先輩は鋭するどく吸い込んだ息をぐっと止める。

　そして、誰かが、俺の頭の上でやれやれとため息をついた──気がした。




　修しゆう剣けん学院大修しゆう練れん場じよう、と名前こそ厳いかめしいが、つまりは大きめの体育館だ。床ゆかは磨みがき抜かれた白板張りで、材を黒っぽいものに変えてある正方形の試合場が四面取られている。周囲には階段状の観かん覧らん席せきが設けられ、最大のイベントである修剣士検定トーナメントの際には、全生徒・教員合わせて二百六十人を収容できるだけのキャパシティがある。

　ウォロが選んだ南東の試合場の枠わく線せん近くからちらりと周囲を見ると、詰つめかけた生徒の数は早くも五十を超えているようだ。安あん息そく日びの門限前ということを考えれば、学院内にいた生徒がほぼ全員集まったのだろう。教官も三人ほど来ており、驚おどろいたことに初等練れん士し寮りようのアズリカ寮りよう監かんの顔まである。

　もうひとつ意外なのは、生徒の中に、例の嫌いや味みな上級貴族……ライオスとウンベールがいることだ。たまたま実家の屋や敷しきから早く帰ってきていたのだろうか。観覧席の最前列に陣じん取どり、にやにやと底意地の悪い笑みを浮かべている。俺おれがウォロにぶった斬ぎられる所を早く見たい、と顔に書いてあるようだ。

　売り言葉に買い言葉で『ルールは任せます』などと豪ごう語ごしてしまったことに後悔はない……というか、あの状況では、俺という人間にはそう言う以外の選択はなかったと思える。

　その一方で、別種の迷いが頭の片かた隅すみで堂々巡めぐりを続けている。

　俺は、ウォロと戦うべきなのか否か。

　この学院で最強と名高い剣士に挑ちよう戦せんしてみたい、という気持ちは拭ぬぐいがたく存在する。そもそも、遥はるか北のルーリッド村からこの央おう都とセントリアまで旅した目的の三番目が、《強い奴やつと戦いたい》というオールドゲームのキャッチコピー的な欲求だったのだ。

　しかし、今の俺には、自分がウォロと剣を交えることよりずっと強い望みがある。

　リーナ先せん輩ぱいに、最後の試合であの男に勝って欲しい。勝って、家名や流派といったしがらみから解き放たれて欲しい。俺は、この一年間ずっと傍そばに仕つかえながら、彼女が心の底から笑う顔をただの一度も見ていないのだ。

　試合場の反対側で愛剣の刃やいばを確かめるウォロの様子を見やりながら、ひそやかな葛かつ藤とうにとらわれていると──。

「キリト」

　後ろから、当のリーナ先輩に呼びかけられ、俺は弾はじかれるように振り向いた。

　濃のう紺こんの瞳ひとみでまっすぐ俺を見つめ、次席修剣士は普段通りの、揺ゆるがぬ声で囁ささやいた。

「キリト、私はお前の強さを信じる。信じるがゆえに教えておく。帝国騎き士し団だん剣術指し南なん役やくたるリーバンテイン家には、秘めたる家か訓くんがあるのだ。《剣を強つわ者ものの血に濡ぬらせ。されば強さは我が物とならん》」

「……血、ですか」

　呟つぶやく俺に、先輩はそっと頷うなずきかけた。

「そうだ。ウォロは学院入学以前にも、私領地で実剣による一本先取勝負を幾度となく行っているはずだ。その経験が、奴やつの恐おそるべき剛ごう剣けんを生み出している。そして奴は……お前の剣力をも血に変えて吸い取り、糧かてとするつもりだ」

　即座には理解の難むずかしい話だったが、俺おれは頭の中で自分の馴な染じんだ理り屈くつに置き換え、なるほどと頷うなずいた。

　全すべては《イメージの力》なのだ。セルルト家の剣士に代々受け継つがれている、《正統剣術を禁じられた傍ぼう流りゆうである》というイメージが先せん輩ぱいの剣を縛しばっているように、リーバンテイン家に伝わる《剣に強敵の血を吸わせれば吸わせるほど強くなる》というイメージが、ウォロの剣に力を与えている。

　奴は恐らく、森の空あき地ちで俺の連続技わざの片へん鱗りんと高優先度プライオリテイの黒い剣を見て、自分が血を流させるに相応ふさわしい相手だと判断したのだろう。光栄な話とも思えるが、つまりは《格好の獲え物もの》と見られたに等しい。

　言い換えると、俺がこの立ち合いでまんまと一いち撃げき喰らって流血すれば、ウォロのイメージは更さらに強化されてしまうわけだ。そしてそうなる可能性は正直、かなり高い。

　リーナ先輩の最後の試合を前に、むざむざ敵に塩を送るわけにはいかない。ここはどんなに無様だろうと前言を撤てつ回かいし、寸すん止どめルールに変更して貰もらうべきか……と考えた、その時。

　いつしか俯うつむきかけていた俺の両肩かたにぽんと手を置き、先輩は言った。

「しかし、繰くり返かえすが、私はお前を信じている。あやつに容易たやすく喰われるような剣士ではない、とな。……昨日、私に約束したことを忘れてはいないだろう？」

「約束……」

　繰り返し、すぐに深く頷く。

「ええ。俺の全てを先輩に見せると約束しました」

「ならば、少々状況は変わってしまったが、ここで見せてくれ、キリト。お前の持てる力と技の全てを解き放ち、ウォロ・リーバンテインに勝て」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、俺はあらゆる迷いが霧む散さんするのを感じた。

　先輩を差し置いてウォロと戦うことを躊躇ためらい、戦って負けて相手の糧となってしまうことを怖おそれるなど、思い上がりと負け犬根性を混ぜ合わせた最低の言い訳だ。危うく、そんな代しろ物ものを尊敬する先輩にプレゼントしてしまうところだった。ひとたび剣を握にぎれば、あとは全身全ぜん霊れいでぶつかるのみ。あまたの仮想世界で、俺はそれを第一規き範はんとしてきたはずだ。

　先輩にこくりと頷き返すと、俺は右に視線を振り、観覧席の手すりから乗り出すようにこちらを見ているユージオと視線を合わせた。にやりと笑いかけてやると、相あい棒ぼうはいつもの心配顔ながらも、握った右拳を小さく突つき出だしてみせる。

　俺も同じゼスチャーで応こたえ、再びリーナ先輩に向き合うと、

「約束、果たしてきます」

　とだけ言った。先輩は無言で頷くと、一歩下がった。それを待っていたかのように、試合場の反対側から、穏おだやかな声が飛ぶ。

「そろそろいいかな、キリト練れん士し」

　俺おれはゆっくりと振り向くと、試合場の境界線を示す黒い板ぎりぎりまで進み、「はい」と答えた。ウォロと同時に、手の甲こうを上に向けた右拳こぶしで左胸を軽く叩たたく略りやく式しきの騎き士し礼れいを行う。正規の試合ではないので審しん判ぱん役やくの教官はいないが、決着に迷う怖おそれはない。先に斬きられて血を流したほうが負けだ。

　一歩前に出て、試合場に踏ふみ込こむ。二歩、三歩、四歩目で、白い横板を嵌はめ込んだ開始線に達する。

　相手は左腰こしから、俺は背中から、それぞれの剣を音高く抜いた。金茶色の柄つかと磨みがき上げられた鋼はがね色いろの刀身を持つウォロの剣には、周囲の生徒たちから「おおっ」という感かん嘆たんの声が上がったが、次に俺の剣を見た途と端たん、それは途と惑まどったようなどよめきに変わる。柄も刀身も真っ黒な実剣など、誰も見たことがないのだろう。

「おやおや、辺境では剣に墨すみを塗ぬる風習でもあるんですかなぁライオス殿どの！」

　観覧席のウンベールが、小声を装いながらも充分周りに聞こえるボリュームで叫び、

「そう言ってやるな、ウンベール。傍そば付づき殿は忙しくて、剣を磨くひまもないのだろうさ」

　とライオスが毎度の皮肉で返すと、周囲の貴族出身生徒たちから失笑が上がった。

　だがそれも、ウォロがゆっくりと剣を動かし始めた途端、一気に静まりかえる。主しゆ席せき修しゆう剣けん士しへの礼れい儀ぎもあろうが、構えが完成する前から強きよう烈れつに迸ほとばしった威い圧あつ感かんを連中も肌はだで感じたのだ。

　──木ぼつ剣けんと実剣で、こうも違うか。

　俺もまた、胸中でそう呟つぶやいていた。

　ウォロ・リーバンテインが得意とするハイ・ノルキア流《天テン山ザン烈レツ波パ》の構えそのものは、これまで三回行われた修剣士検定試合にて、リーナ先せん輩ぱいの傍付きとして試合場のすぐ外から見ている。だが、木剣ではなく本物の剣を握にぎったウォロと、しかも対戦相手として向き合うのでは、受けるプレッシャーがまるで違う。

　金きん髪ぱつをボウズに刈かり込こみ、どちらかと言えば瘦やせ形がたのウォロには何となく修モ行ン僧クのような印象を持っていたが、それが大いなる誤りであることを俺は今ようやく知った。スチールブルーの双そう眸ぼうに宿る光は、鋼こう鉄てつの刃やいばで敵の肉体を切きり裂さくことだけを求める剣けん鬼きのそれだ。

　ゲーム世界なら《バスタード・ソード》に分類されるであろう、やや長めの刀身と柄を持つ剣を、ウォロは両手でゆるやかに持ち上げていく。刀身の周囲が陽炎かげろうのように揺ゆらいで見えるのは錯さつ覚かくではない。剣の優先度プライオリテイと、持ち主のイメージに裏打ちされた《威い力りよく》が空間を振動させているのだ。

　ズッ、とひときわ重々しい揺らぎを放ち、主席修剣士は大上段の構えを完成させた。

　あそこから、あとわずか剣を後ろに引くだけで、《天山烈波》……別名を両手剣単発重じゆう突とつ進しん技わざ《アバランシュ》が発動する。

　遥はるかな過去とも、ついこの間とも思える浮ふ遊ゆう城じようアインクラッドでの日々の中で、俺おれは少なからぬ回数のデュエル、すなわち一対一の対人戦を経験した。最も印象に残っている両手剣使いは、ギルド血けつ盟めい騎き士し団だん副長時代のアスナの護衛を務めていた、クラディールという男だ。

　奴やつにデュエルを挑いどまれた俺は、初しよ撃げきを《アバランシュ》だと先読みし、同じ単発突とつ進しん技わざである《ソニックリープ》で相手の両手剣の側面を狙ねらい撃うつことで武器破壊アームブラストを成功させた。

　その記き憶おくが脳裏に瞬またたき、同じ戦術を検討しかけるが、即座に捨てる。敵の剣を折るどころか、こちらの剣が折られ──まではせずとも弾はじかれ、肩かた口ぐちからばっさり斬きり裂さかれる展開しか予想できない。

《天テン山ザン烈レツ波パ》は、原型こそ《アバランシュ》だが、ウォロのそれは重さ・速さともに別物と考えるべきだ。強烈極まる自負が、奴の技に絶対の威い力りよくを与えている。まずはこちらも、奴に対抗し得るだけのイメージ……確信を五体から剣けん尖せんにまで行き渡らせねば、同じ土ど俵ひようにすら立てない。

　私的な立ち合いだからと出だし惜おしみせず、連続技を使うべき時だ。

　そう考えた俺は、現状使用可能な最上位技、四連れん撃げき《バーチカル・スクエア》のモーションに入った。超高精度のコントロールが要求されるが、敵のアバランシュに一、二、三撃目までぶち当てれば威力を相そう殺さいできるはずだ。そして四撃目で勝つ。

　右手の剣を、ウォロとは対照的にコンパクトなフォームで振り上げていく。ソードスキルによるソードスキルの迎げい撃げきはタイミングが命だ。敵の技の発動にこちらの技を合わせる、つまり《後の先》を取らねばならない。

　ゆるやかに動く黒い剣の切っ先が円えん弧この頂点を超え、わずかに後ろへ傾いた、その刹せつ那な。

「…………カァァッ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合を迸ほとばしらせ、ウォロが動いた。

　バスタード・ソードの刀身が、眩まばゆい赤金色に輝く。燃え盛さかる炎ほのおにも似た軌き跡せきを宙に引きながら、かつてリーナ先せん輩ぱいの《サイクロン》を三度粉ふん砕さいした両手上段斬りが轟ごう然ぜんと迫る。

　その時にはもう、俺も動いていた。最小限のプレモーションから発動させた《バーチカル・スクエア》の初撃を強めのステップインで加速し、飛び込み気味の前まえ斬ぎりを放つ。

　ギャイン！　と甲かん高だかい金属音が響ひびくと同時に、右手を途と轍てつもない衝しよう撃げきが襲おそった。俺の初撃は呆あつ気けなく真下に叩たたき落おとされる。周囲の生徒や教官たちは、俺の技をノルキア流奥おう義ぎ《雷ライ閃セン斬ザン》、つまり単発の《バーチカル》だと認識したはずだ。もしその通りだとすれば、この時点で勝負は決する。しかし、ここからが本番だ。

　たとえ敵の技と衝しよう突とつしても、モーションが大きく狂わされない限り、発動中のソードスキルは継続する。バーチカル・スクエアの二撃目は真下からの斬り上げ。まだ俺の技は終わっていない。

「ぜあっ！」

　全身を左にスピンさせながら、剣を鋭するどく振り上げる。再び、衝しよう撃げき音おん。俺おれの剣を包むブルーの光と、ウォロの剣がまとうオレンジの光が混じり合い、白い光こう芒ぼうとなって薄うす暗ぐらい修しゆう練れん場じようを照らし出す。

　今度もまた、俺の剣は後方に弾はじかれた。だが、敵のアバランシュの速度も鈍にぶる。歯を食い縛しばり、すかさず三さん撃げき目を放つ。上から下への垂直斬ぎり。

　ガギイッ！　とひときわ鈍にぶい音が轟とどろき、二本の剣が咬かみ合った。

　予定通り、三撃目で弾くまでには至らなかったが、奴やつの技もまた止まった。

　ここで押し返せば、アバランシュは中断され、しかし俺にはラストの四撃目が残されている。

「う……おおッ！」

「ぬう……んッ！」

　俺とウォロは同時に唸うなり声を漏もらし、互たがいに相手の剣を弾こうと力を振ふり絞しぼった。

　こうなればもう、ソードスキルの攻こう撃げき力だのシステムアシストだのは関係ない。イメージとイメージ、気合と気合の勝負だ。切り結ばれた剣の交差点が白熱し、細かいスパークが散る。巨大な圧力を受け止めている試合場の分ぶ厚あつい床ゆか板いたがみしみしと悲鳴を上げる。

　仮にいま、このアンダーワールドを丸ごと格納している主記き憶おく装置を外部から観察している人間がいれば、そいつは光ひかり量りよう子し専用媒ばい体たいの一箇所が同じように白熱している様さまを見るだろう。俺とウォロのフラクトライトから出力される信号が、お互たがいを上書きせんとせめぎ合っているのだ。相手の顔にも、これまでの余よ裕ゆうは存在しない。眉み間けんに深い谷を刻み、口くち許もとも激しく歪ゆがんでいる。俺の顔も似たようなものだろう。

　均きん衡こう状態が二秒、三秒、四秒続いた──その時。

　俺は、予想だにしなかったものを見た。

　上級修しゆう剣けん士し主しゆ席せきウォロ・リーバンテインの左右や背後に、顔立ちの似通った、しかし明らかに別人の剣士たちが五人以上もぼんやりと浮かび上がったのだ。

　全員の体はおぼろげに透すき通とおり、ウォロと同じ姿勢で剣を握にぎっていることしか解わからないが、それでも俺は直感的に悟さとった。この剣士たちは、帝国騎き士し団だん剣術指し南なん役やくという家名を受け継ついできた、リーバンテイン家代々の当主に違いない。

　それはすなわち、主席と言っても今はまだ一学生であるウォロが背負っている……あるいは背負わされているものの、真の姿。ウォロの斬ざん撃げきが持つ圧倒的威い力りよくの、真の源泉だ。

　──私は……負けられんのだ!!

　そんな咆ほう哮こうが聞こえた気がした、次の瞬しゆん間かん。俺の両腕を、これまでに数倍する圧倒的な重圧が襲おそった。

　もはや劫こう火かにも等しいオレンジの光彩をまとったバスタード・ソードが、俺の黒い剣をギリギリと軋きしませながら押し込んでくる。懸けん命めいに踏ふみとどまろうとするが、両足が少しずつ後ろに下がる。

　あと十……いや五センチ後退させられたら、ソードスキルが強制終了する。その瞬しゆん間かん、剣は弾はじき飛とばされ、体は深々と斬きり裂さかれるだろう。

　三百八十年。

　そんな言葉が、脈みやく絡らくもなく脳裏に瞬またたいた。

　このアンダーワールドは、生み出されてからすでにそれだけの歴史を積み重ねているのだ。たとえ絶対の法によって保護され、実戦の存在しない世界であったとしても……ここに生まれた剣士たちは、それほどまでに長い歳月の中で、磨みがき上げた剣けん技ぎを代々伝えてきたのだ。結果生み出されたものは、もはや《ＶＲＭＭＯゲームの攻こう撃げきスキル》などという領域を遥はるかに超えている。

　ずっ、と右足が更さらに下がり、黒い剣のまとう光が小刻みに明滅した。

　──でも。

　俺おれだって、決して経験値を稼かせぐために戦っているわけじゃない。

　最初に出会い、俺に温かい手を差し伸べてくれた友・ユージオのために。一年間俺を優しく、厳しく導き、多くのことを教えてくれたリーナ先せん輩ぱいのために。そして何より、現実世界で俺の帰き還かんを待ち望んでくれているだろうアスナやスグ、クラインやリズ、シノン、エギル、シリカたち沢たく山さんの人のために。

「俺だって……ここで、負けられないんだ……！」

　声ならぬ声で叫さけんだ、そのひと言と呼応するように──。

　右手の剣が、どくん、と震ふるえた。

　消え去る寸前の青い光をまとう漆しつ黒こくの刀身、その中心に、黄金の輝き点てんが生まれる。光はたちまち数を増やし、やがて剣の内側いっぱいに広がる。現象と同期して、周囲の空間が急激に薄うす暗ぐらくなったが、俺はそれをほとんど意識できなかった。

　なぜなら、更さらに驚おどろくべき変化が、剣に訪れたからだ。

　きん、きん、と澄すんだ音をかすかに響ひびかせつつ、刀身が巨大化していく。激しいライトエフェクトに遮さえぎられ、まだ実際の変化幅はばも数センチ程度だったので気付いたのは俺とウォロだけだろうが、目の錯さつ覚かくでないことは明らかだ。

　刀身だけでなく、柄つかもまたわずかに伸びた。導かれるように俺は左手を動かし、黒くろ革かわ仕上げの柄を両手で強く握にぎった。

　もしここがアインクラッドなら、この時点でイレギュラー装備状態となり、ソードスキルは強制終了したはずだ。だが、消え去る寸前だったバーチカル・スクエアの青い光は、両手持ちに移行するや一気に輝きを取り戻し、刀身内部の金色の光と融ゆう合ごうして激しく渦うず巻まいた。

　手中の剣が荒あらぶる様さまに、俺はなぜか、この黒い剣の大本の姿……ルーリッド南の森に高々とそびえていた《巨きよ神しんの大杉》ギガスシダーを想起した。大地と陽光から大量のリソースを吸収し、三百年にもわたって切り倒されることを拒こばみ続けた、漆しつ黒こくの大たい樹じゆを。

　…………剣の…………記き憶おく。

　そんな言葉が耳の奥おくに甦よみがえったが、すぐにそれを俺おれの咆ほう哮こうが上書きした。

「お……おおおおおおおッ!!」

　あらん限りの筋きん力りよくと意志力を振ふり絞しぼり、右足を一歩──前へ。

　ずん、と踏ふみ込こんだ途と端たん、二本の剣の交差点に凝ぎよう縮しゆくされたエネルギーが、密度に耐えかねたかのように弾はじけた。

　それはもう燃ねん素そ系けい高位神しん聖せい術じゆつの暴発にも等しく、俺とウォロはひとたまりもなく後方へと吹き飛ばされた。だが二人とも倒れることは拒きよ否ひし、前傾姿勢を保ったまま足を踏ふん張ばる。硬こう化か加工されたブーツの革かわ底ぞこが、試合場の床ゆか板いたと擦こすれて煙を上げる。それぞれ二本の焦こげ跡あとを刻みつつ、俺も、そしてウォロも境界線ぎりぎりで踏みとどまった。

　双そう方ほうとも、剣は大きく跳はね上げられたままだ。ウォロの《アバランシュ》はここで終了し、オレンジの光が収しゆう束そくしていく。

　だが──。俺の《バーチカル・スクエア》は、両手持ち状態にもかかわらず、まだ終わっていない。

「せいああッ!!」

　短い気勢を迸ほとばしらせ、俺は地面を蹴けった。ラスト四よん撃げき目、後方に大きく振りかぶっての上段斬ぎりが発動。空中に鮮あざやかなブルーの弧を描き……防ぼう御ぎよ姿勢に入れないウォロの胸元を──。

　ちっ、とわずかに掠かすめ、床板の寸前で停止した。バーチカル・スクエアは突とつ進しん技わざではない。懸けん命めいの距離ブーストはかけたが、それでも試合場の反対側までは届かなかったのだ。

　俺とウォロが至し近きん距離から顔を見合わせ、生まれたごく短い停てい滞たいを、鋭するどい声が切きり裂さいた。

「そこまで!!」
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　俺は反射的に跳とび退すさり、充分な間合いを取ってから剣を下げた。正面では、ウォロも同じように戦闘姿勢を解いている。

　それを確認してから俺は、筆ひつ頭とう修しゆう剣けん士しが審しん判ぱんなしと定めた立ち合いに、いったい誰が口を挟はさんだのだろうと思いながら声の方向を見やった。そしてそこに、初等練れん士し寮りようのアズリカ先生の姿を発見し、驚おどろきのあまり絶句した。

　教官ではなく寮りよう監かんの彼女がなぜ審判のような真ま似ねを。そしてその指示に、なぜウォロが素直に従ったのか。

　という二重の疑問にとらわれて立たち尽つくしていると、左側から剣を下げたままの筆ひつ頭とう修剣士がすたすたと近づいてきて、小声で言った。

「あの方の裁定ならば、従わぬわけにはいくまい」

「……え、ええと……なぜです？」

「あの方は、七年前の四帝国統一大会に於おける、ノーランガルス北帝国第一代表剣士だからだ」

　ええ────!?

　と目を剝むく俺おれに視線を戻すと、ウォロ・リーバンテインは、先刻までの剣けん鬼きじみた闘とう気きがすっかり消えた修モ行ン僧クっぽい顔を軽く頷うなずかせた。

「キリト練れん士しの懲ちよう罰ばつはこれにて終了とする。今後は、誰かに泥どろを跳はね飛とばさぬよう気をつけることだ」

　口を閉じると同時に剣を左腰の鞘さやに収め、身を翻ひるがえす。

　白と青の制服姿が悠ゆう然ぜんとフロアを横切り、出入り口から外へと消えた瞬しゆん間かん──。

　うわあっ、という大歓かん声せいと拍はく手しゆが大修しゆう練れん場じよういっぱいに響ひびき渡わたった。ぎょっとして左右を見回すと、いつの間にか百人近くにもなっていた観かん覧らん席せきの生徒や教官たちまでが盛んに両手を打ち鳴らしている。その最前列、いつもの真ま面じ目め顔で手を叩たたくアズリカ寮りよう監かんの近くで、拍手しながら涙なみだまで浮かべている相あい棒ぼうユージオを発見して、俺は左拳こぶしを軽く上げてみせた。彼の横には、いつ現われたのか、指導生であるゴルゴロッソ先せん輩ぱいの巨きよ軀くもある。

　最後に、右手に提さげていた剣をちらりと眺ながめ、それが本来のサイズに戻っていることを確かめてから、背中の鞘さやにチンと音を立てて収め──るや否や、

　ばしん！

　と猛もう烈れつな勢いで後ろから両肩かたを叩かれ、俺は軽く飛び上がった。白い手は乱暴に俺を反転させ、すると目の前にあったのは、ユージオ以上に顔をくしゃりと歪ゆがめたソルティリーナ先輩の顔だった。

「………………斬きられた、と思ったぞ」

　俺おれにしか聞こえないであろうボリュームの掠かすれ声に、こくりと頷うなずく。

「ええ……俺もそう思いました」

「…………なのに降参しないとは…………この、大馬鹿者め」

　瞼まぶたがぎゅっと閉じられ、長い睫まつ毛げが小刻みに震ふるえる。しかしどうやらそこで落らく涙るいセービングロールに成功したらしく、先せん輩ぱいは大きく深呼吸してから目を開けた。深い紺こん色いろの瞳ひとみに、かつてないほど優しい光が浮かぶ。

「見事な……素す晴ばらしい戦い振りだったぞ、キリト。礼を言わせてもらうよ。独ひとり占じめできなかったのは残念だが……お前は、約束どおり、私に全力の戦いを見せてくれた……ありがとう」

「えっ……で、でも、引き分けですし……」

「あのリーバンテイン相手に引き分けておいて不満か？」

「い、いえ、そういうわけじゃ」

　ぶんぶんかぶりを振ると、先輩は珍めずらしくクスリと笑い、俺の耳に唇を近づけて囁ささやいた。

「もはや勝ち負けは問題ではないよ。お前の戦いぶりに、私は大切な……とても大切なものを学んだ。私は、私がセルルト流の後こう継けい者しやであることを、いま心の底から誇ほこりに……そして嬉うれしく思っている。……お前の指導生となれたことも、な」

　ぽん、ともう一度俺の両肩を叩たたき、リーナ先輩は顔を離すと、口の端はに微び笑しようの余よ韻いんを残したまま続けた。

「門限までにはまだ少々あるようだ。私の部屋で、軽く祝杯を上げようじゃないか。ユージオ君も呼ぶといい。……彼の指導生が同席することも、ま、今日は許そう」

　その言葉を聞いて、俺も口くち許もとを綻ほころばせながら頷うなずいた。観覧席のユージオに向かって手を上げ、指先で出口を示す。彼とゴルゴロッソ先輩がそちらに移動し始めるのを見届けてから、いまだ熱気冷めやらぬ修しゆう練れん場じようの床ゆかを、リーナ先輩と並んで歩き出す。

　その間、俺の脳内の七割ほどを占せん領りようしていた思考は、先輩秘ひ蔵ぞうのワイン・コレクションでも、ゴルゴロッソ先輩の無限ループ剣けん技ぎ史しウンチクでもなく──。

　……懲ちよう罰ばつ権けんによる立ち合いって、降参リザインできたのかよ!!

　というものだった。

　それゆえに、観覧席の一角で、こちらに異様な視線を注そそぐウンベールとライオスに気付いても、俺はさして意識することなく見過ごしてしまったのだ。










　　　６




　かつての浮ふ遊ゆう城じようアインクラッドにも、ワインやエール酒の類たぐいは豊富に存在した。

　だが、たとえ猛もう烈れつにカラい火ひ酒ざけを樽たる一杯吞のみ干ほそうとも、それで酔よっ払ぱらうということは原理的には有り得ない。なぜなら、現実世界のジェルベッドに横たわる生なま身みの肉体は、一いつ滴てきのアルコールも摂せつ取しゆしないからだ。

　だが、驚おどろいたことにこの世界では、酒は酒としてある程度機能する──つまり飲めば酔っ払う。おそらくフラクトライトに《酩めい酊てい状態》を促うながす信号を与えているのだろうが、こんな無む慈じ悲ひな実験世界の設計者にもささやかな良識はあったようで、その酔っ払い具合は《理性を失わない程度の陽気さ》に固定される。泣なき上じよう戸ごや怒いかり上戸はいないし、酒が原因で法を破る人間もいない。

　──とは言うものの、そのリミッターが俺おれにまで適用される保証はないので、リーナ先せん輩ぱいの部屋で開かい催さいされた《引き分けおめでとうの会》では、ワインをグラス二杯まででセーブした。先輩は秘蔵の百年ものまで開けてくれて、これがワインの知識なぞ皆かい無むの俺も「うまい！」と叫さけばずにいられないお味だったので、かなりの意志力が要求されてしまったが。

　ユージオとゴルゴロッソ先輩も交え、この一年間の思い出や来きたる卒業試合・進級試合の予想、さらには剣技や流派のマニアックなうんちくなど話に花が咲き、初等練れん士し寮りようの門限十五分前になるのはあっという間だった。

　上級修しゆう剣けん士し寮を名残なごり惜おしく辞去し、ユージオと二人で寮に戻った俺は、酔よっ払ぱらいステータスが消えていない様子の相あい棒ぼうを部屋に残し、西の花か壇だんへと向かった。安あん息そく日びといえども、ゼフィリアの花の水やりは休むわけにはいかない。二階から階段を下り、ドアを開ける。

　ユージオをベッドに寝かせ、黒い剣を引き出しにしまっている間に最後の残照も消え去り、外はすっかり夜のとばりに包まれていた。

　俺は瞼まぶたを閉じ、ひんやりと心地ここちいい夜気と、満開のアネモネの香りを胸いっぱい吸い込もう──とした途と端たん、思わず顔をしかめる。空気に、花のさわやかな芳ほう香こうとは別の、ベッタリしつこい動物性の香料がわずかに混入していたからだ。しかも、俺はその匂においに覚えがあった。つい昨日の夕食時にも嗅かいだ……しかし、この場所には存在するはずのない匂い。

　ばちっと両りよう眼めを見開き、花壇を四つに区切る通路の先に視線を凝こらしたのと同時に、暗がりの向こうから二つの人影が現われた。灰色の制服は俺と同じ初等練士のものだが、胸のボタンを三つも外し、どぎつい色のシャツを見せつけるように露ろ出しゆつさせている。ぬらぬらと光こう沢たく感かんのある赤いシャツが、ライオス・アンティノス。蛍けい光こうっぽい薄うすい黄色のシャツが、ウンベール・ジーゼック。

　栽培係ではなく、植物に興味があるとも思えないこの二人がなぜ花壇に……という途と惑まどいを追いかけるように、嫌いやな予感が込み上げてくる。校舎の西壁に設けられた扉とびらから一歩踏ふみ出だしたところで立たち尽つくす俺おれに、ライオスとウンベールはまっすぐ近づいてくると、一メートル先で足を止めた。

「おやおや、ちょうど良かった、キリト練れん士し」

　ライオスが滑なめらかな……それでいてざらつくような悪意をたっぷり含んだ声を出す。

「今から、貴き殿でんを探しに行こうと思っていたところだったのだよ。これは手間が省けたな」

　その言葉に、後ろのウンベールが引き攣つるような甲かん高だかい笑いを漏もらした。俺は視線をライオスに戻すと、ぼそりと訊たずねた。

「……何の用だ」

　無ぶ愛あい想そう極まるひと言にウンベールがさっと顔を歪ゆがめるが、ライオスは右手の一振りで抑え、俺の問いに答えた。

「無論、貴殿の見事な戦いぶりに賛辞を送ろうと思ってな。よもや禁令持ち修しゆう剣けん士しの傍そば付づきが、かのリーバンテイン殿と引き分けるとは」

「いやまったく、まったく。ま、あのような曲芸じみた剣術には、さしもの主しゆ席せき殿も多少面食らった、というところですかなあ」

　そこで声を合わせてクックックと笑うので、俺はいっそうトーンを下げて言った。

「あんたら、褒ほめてるのか、それとも喧けん嘩かを売ってるのか？」

「ハハハ、とんでもない！　高等貴族は、決して平民に何かを売ったりはしないのだよ。施ほどこすことはあってもな、ハハ」

　愉ゆ快かいそうにひとしきり笑うと、ライオスは制服のポケットに左手を突つっ込こんだ。すぐにそこから、何か細長いものをつまみ出す。

「貴殿の曲芸……いやさ、健闘を称たたえて、これを進しん呈ていしよう。受け取ってくれたまえ」

　一歩前に出ると、腕を伸ばし、俺の胸ポケットにそれを挿さし込む。

「……では、我々はこれにて失礼する。おやすみ、キリト殿」

　至し近きん距離でそう囁ささやき、唇の両りよう端たんを吊つり上あげて笑うと、ライオスは長い金きん髪ぱつを一振りして俺の横を通り過ぎた。続くウンベールも顔を近づけると、

「いい気になるなよ、無姓の輩やからが」

　捨すて台詞ぜりふを吐はき捨すて、ライオスを追う。

　二人が寮りよう舎しやの中に消え、バァン！　と叩たたき付つけるようにドアが閉じられても、俺はしばらく動けなかった。なぜなら──。

　ライオスが俺の胸に挿していったのは、青に近い色の葉を一枚つけた、今にもほころびそうな花の蕾つぼみだったのだ。冷え切った右手でポケットから取り出し、見入る。

　細い茎くきを荒く切断されたそれは、四つの花壇で栽さい培ばいされている《四よん大だい聖せい花か》のどれでもなかった。俺がこの半年、何度も失敗しながら懸けん命めいに育ててきた、西帝国産のゼフィリアの花に間違いなかった。

　そうと認識した瞬しゆん間かん、俺おれは割われ砕くだけんばかりに奥おく歯ばを食い縛しばっていた。もし背中に剣があったら、いますぐ寮りよう舎しやに駆かけ込こみ、ライオスとウンベールに向かって抜いていたかもしれない。その代わりに、右手に薄うす水みず色いろの蕾つぼみを握にぎり締しめたまま、花か壇だんの奥に向かって駆かけ出だす。十字路を通り過ぎ、奥おくの壁に面した用具棚だなへ。その片かた隅すみに置かれた、白い素焼きのプランターが眼めに飛び込む。

「…………あ、ああ…………」

　という嗄しやがれた声が、俺の喉のどから絞しぼり出だされた。

　香こう辛しん料りようとして売られていた種たねから芽吹き、異国の地で懸けん命めいに育って、あとわずかで花開こうとしていた二十三本のゼフィリアの苗なえたちは──その全すべてが、茎くきの半なかばから無残に引きちぎられていた。

　丸い蕾は、プランターの周囲にばらばらとこぼれ、すでに特徴的な青緑色を褪あせさせている。土に残る茎もまた力なく萎しおれ、双そう方ほうの天てん命めいが急速に減少中なのは明らかだ。

　そして、死にかけた苗たちの真ん中に、この殺さつ戮りくを引き起こした凶きよう器きがまるで墓ぼ標ひようのように突つき立たてられていた。球根を植えるのに使う、細長い鉄製のスコップ。何者かが……いや、ライオスとウンベールがこれを振るい、苗を容よう赦しやなく切断したのだ。

　両脚からすうっと力が抜け、俺はプランターの前にがくりと膝ひざを突ついた。

　棚に散らばる蕾たちを呆ぼう然ぜんと見つめながら、半なかば麻ま痺ひした頭でぼんやりと考える。

　なぜ。動機も手段も明白だが、奴やつらにはなぜこの行為が実行できたのだ。他人の所有物を故意に損そん壊かいするのは完全なる禁きん忌き目もく録ろく違反で、どんな高等貴族でも、この絶対の法には逆らえないはずなのに。

　アンダーワールドに於おいて、オブジェクトの所有権は誤解の余地なく規定されている。俺も旅に出てから知ったのだが、自分の持ち物の《窓》を開くと、所有状態ポゼツシヨンを示すＰの記号が隅に小さく表示されるのだ。逆に言うと、Ｐマークがないオブジェクトは全て自分のものではないので、盗ぬすんだり壊こわしたりは絶対にできない。

　確かに、根付いた状態の植物そのものに所有権は存在しないのだが、土、つまり土地にはある。誰かが所有する土地に生はえた植物は、その誰かのものとなる。背後の花壇は修しゆう剣けん学院の敷しき地ちゆえ、咲き誇ほこっているアネモネは学院の所有物だ。同様に眼前のプランターは、俺が六区の市場で買ってきた私物なので、そこに生えるゼフィリアの苗も自動的に俺の所有物となる、と信じて疑わなかったのに。

　怒りと絶望で熱く痺しびれた頭で、どうにかそこまで考えた時、俺はあることに気付き眼めを見開いた。

　土。プランターに満たされた黒い土は……学院の土地から堀ったものでも、市場で買ってきたものでもない。央おう都との外、誰の所有地でもない原野から運んできた土だ。俺はそのことを、栽さい培ばい係のミューレほか数人に話している。ライオスたちはそれを小耳に挟はさみ、《所有権の存在しない原野の土に生はえているなら、その植物もまた誰のものでもない》と判断したのか。

　だとすれば……これは、俺おれのミスだ。誰でもアクセス自由な花か壇だんに置くなら、俺はもっと所有権について真剣に考えるべきだった。

　アンダーワールド人は決して法を破らない。しかしそれは、この世界の住民全すべてが善人だということとイコールではない。中には、《法で禁じられていないことなら何をしてもいい》と考える奴やつらも厳然と存在するのだ。

　俺はそのことを、ザッカリア剣術大会のおりに学んでいるはずだったのに。

「………………ごめんよ…………」

　口から、そんな掠かすれ声ごえが漏もれた。

　右手で、棚たなに散乱する蕾つぼみたちをひとつひとつ拾い、左手に集める。だが、掌てのひらの中で、鮮あざやかだった青緑色はどんどん灰色に変じていく。

　二十三本の蕾を集め終えた直後、それら全ての天てん命めいが全損した。蕾たちは俺の両手の中で、青く儚はかない光の粒つぶをわずかに散らしながら、空気に溶けるように消え去った。

　不意に、両りよう眼めから涙なみだが溢あふれた。

　育てていた花をいじめっ子に引きちぎられて泣いている自分を嗤わらうべく、俺は無理やり口を笑みの形に変えようとした。しかし頰ほおが小さくわなないただけで、そこにとどまっていた涙が落ちて足あし許もとの煉れん瓦がに小さな染しみを作った。

　俺はいまようやく、自分がゼフィリアの苗なえたちに何を仮か託たくしていたのかを悟さとっていた。

　この花を育てようとした理由の第一は、アンダーワールドに於おけるイメージ力の実験をするため。

　第二の理由は……以前、一度でいいから本物のゼフィリアを見てみたい、と俺に言ったリーナ先せん輩ぱいの望みを叶かなえてあげるため。

　しかし、いままで自覚すらしていなかった、第三の理由があった。俺はきっと、異国の土で懸けん命めいに咲こうとしているこの花たちに、自分自身を重ねていたのだ。現実世界から……親しい、愛いとしい人々から切り離され、いつ再会できるかも解わからない寂さびしさや苦しさを、花たちと分かち合おうとしていたのだ……。

　涙はとどまることなく溢れ、頰を伝い、滴したたった。

　嗚お咽えつを必死に堪こらえながら小さく身を丸め、地面に両手を突つこうとした、その時。

　また、あの声がした。




　──信じなさい。

　──異国の土でここまで育った花たちの力を。そして、その花をここまで育てた、あなた自身の力を。




　長い旅の途と中ちゆう、何度か聞こえた不思議な声。女性の声と思えるが、俺おれの知っている誰のものでもない。二年前、果ての山脈を貫く洞どう窟くつで聞いた幼い少女の声とも違う。冷静で、深い叡えい知ちを内包し、それでいて仄ほのかに温かい声……。

「……でも、もう……みんな、死んでしまった」

　俺が呟つぶやくと、声は静かに答えた。

　──大だい丈じよう夫ぶ。

　──土に張った根は、まだ生きようとしているわ。それに……感じるでしょう？　この花か壇だんに咲くたくさんの聖せい花かたちが、小さな仲間を助けたいと思っているのを。命を分け与えたいと願っているのを。あなたなら、その願いをゼフィリアの根に伝えられる。

「……無理だよ。俺にはそんな高等な神しん聖せい術じゆつは使えない」

　──あらゆる術じゆつ式しきは、《シンイ》……あなたの言うイメージを導き、整えるための道具に過ぎないわ。今だけは、式しき句くも媒ばい体たいも必要ない。

　──さあ、涙なみだを拭ふいて、立ち上がって。そして、感じて。花たちの祈いのりを。

　──世界の、ことわりを……。




　声はそこまでを告げると、夜空のどこかへと遠ざかるように消えた。

　俺はわななく胸で大きく息を吸い、吐はいてから、制服の袖そでで目め許もとをごしごし拭ぬぐった。体を起こし、立つ。

　ゆっくり振り向くと、驚おどろくべき光景がそこにあった。四つに分割された花壇で栽さい培ばいされている聖花たち……満開の青いアネモネだけでなく、まだ蕾つぼみもつけていないマリーゴールド、球根から短い茎くきだけを伸ばすダリア、地面に這はい回る根だけしかないカトレアまでが、薄うす闇やみの中で仄かな緑色の光を帯びている。

　神聖力。空間リソース。そんな言葉には何の意味もないのだと思えるほど優しく、穏おだやかで、力強い光だ。

　導かれるように、俺は四種類の聖花たちへと両手を差し伸べた。

「……頼む。力を……命を、ほんの少しだけ分けてくれ」

　短く囁ささやきかけ、静かにイメージする。聖花から放たれる生命力が、俺を導線として、プランターに残るゼフィリアの根に流れ込むさまを。

　緑色に光り輝く細いラインが、花壇から無数に浮き上がった。それらは寄り集まり、織られ、何本かの太いリボンとなる。俺が指を動かすと、音もなく空中を舞い、やがて一点を目指して流れ始める。

　あとはもう、その流れ行く先を追うだけでよかった。光のリボンは、萎しおれた茎だけが残るプランターを包み込み、幾いく重えにも結わえるような……あるいは大たい輪りんの花にも似た形を作ってから、土に吸い込まれて消えた。

　二十三本の茎くきたちが、ゆっくりと、しかし着実なスピードで再び伸び始める。

　鋭するどい剣に似た形の葉が茎から分かれ、それらに守られるように、蕾つぼみが丸く膨ふくらんでいく。

　その光景を見守る俺おれの両りよう眼めから、再びの涙なみだが溢あふれた。

　何て……何て不思議な世界なのだろう。万物は仮想世界のオブジェクトであるはずなのに、その一方で、現実世界をも遥はるかに超える美しさを……生命力を……そして意志を備えている。「…………ありがとう」

　俺は花か壇だんの四よん大だい聖せい花かたちと、不思議な声の主に向けて礼を言うと、少し考え、制服の襟えりから校章のピンを外した。それを、プランターの端はしにそっと立てる。ここは俺の領土だぞ、と宣言するために。

　部屋に戻ったら、ベッドの下の引き出しに横たわる黒い剣……ギガスシダーの枝に、切り倒してしまったことを謝ろう。それと、ウォロとの試合で助けてくれた礼も。

　そんなことを考えながら、俺はしばらく、元気な姿を取り戻したゼフィリアの蕾たちに見入っていた。やがて七時半の鐘かねが鳴ったのを機に立ち上がり、寮りよう舎しやに戻るために歩き始める。

　ドアの手前で何気なく南を見ると、花壇を囲む石いし塀べいと、大修しゆう練れん場じようの屋根のずっと向こうに、満天の星空を垂直に切きり裂さいてそびえ立つ公こう理り教きよう会かいセントラル・カセドラルが眼に入った。無数の窓にオレンジ色の灯あかりが瞬またたくさまは、まるで現実世界の超高層ビルのようだ。しかしそれよりずっと高く、ずっと美しい。

　──と、かなり上の階で、光が一つ塔とう本体から離れた。

　そんなばかな、と眼を凝こらす。しかし見み間ま違ちがいでも錯さつ覚かくでもない。その証しよう拠こに、光は徐じよ々じよに輝きを増しながら、北セントリア市街に近づいてくる。高度を保ち、ゆっくりと夜空を滑すべるその光の正体は……

「…………飛ひ竜りゆう！」

　俺は低く叫さけんだ。

　間違いない。あれは、空そら駆かける竜の鎧よろいにぶら下げられた大型カンテラの光だ。前ぜん照しよう灯とうでも警告灯でもなく、地上の人間たちに夜でもきちんと畏い敬けいの念を呼び覚まさせるための灯あかり。あの竜の背中には、世界最強の秩ちつ序じよ執行者たる《整せい合ごう騎き士し》が乗っているのだ。

　巨大な竜は、両翼よくを広げたまま夜空を滑るように横切り、北東方向へ遠ざかっていく。人じん界かいの警護任務を果たすため、果ての山脈に向かうのだろう。あの竜は、俺とユージオが丸一年かけて辿たどった七百五十キロメートルの道のりを、わずか一日で飛んでしまう。

　カンテラの光が星空に溶けて消えると、俺は首を巡めぐらせ、再びカセドラルの威い容ようを見やった。整合騎士が離陸したのは、下から四分の三くらいの高さだったはずだ。そのフロアに発着場のような施設があるのかもしれない。そこから更さらに見上げていくが、塔の最上部は夜空に紛まぎれて視認できない。

　そこに、俺おれの求めるものが存在するはずだ。現実世界へと繫つながる扉とびらが。

　だが──俺の中にある、帰りたいという渇かつ望ぼうの熱が、日々少しずつ、少しずつ薄うすれていると思えるのは錯さつ覚かくだろうか？　それに反比例して、この不思議な、美しい世界をもっと見たい、もっと知りたいという感情が大きくなっていると思えるのは気のせいなのだろうか……？

　俺は胸いっぱいに花たちの香りを吸い込み、時間をかけて吐はくと、カセドラルから視線を外して目の前の古びたドアを開け、寮りようの中に戻った。




　三月の末──。

　ソルティリーナ・セルルト次席上級修しゆう剣けん士しは、最後の対戦となる卒業トーナメント決勝戦で、ウォロ・リーバンテイン主しゆ席せき上級修剣士を破り、北セントリア修剣学院を第一位の成績で卒業した。

　別れの時、俺が満開のゼフィリアの鉢はち植うえを差し出すと、リーナ先せん輩ぱいは初めて満面の笑みと、そして涙なみだを見せてくれた。




　彼女は、卒業式の二週間後に帝立闘技場で開かい催さいされた《帝国剣けん武ぶ大会》に出場したものの、緒しよ戦せんでノーランガルス騎き士し団だん代表と当たり、激闘のすえに惜おしくも敗れた。










　転章Ⅱ




　かちり、とブーツの踵かかとが鳴らされると同時に、きびきびした声が広い部屋いっぱいに響ひびいた。




「ユージオ上級修剣士殿、ご報告します！　本日の掃そう除じ、完了いたしました！」




　声の主は、灰色の初等練れん士し制服に身を包んだ、わずかに幼さの残る赤い髪かみの少女だ。

　この春に学院の門をくぐり、上級修剣士の傍そば付づきに任命されてからまだ一ヶ月と経過していないせいか、直立不動の姿勢には痛々しいほどの緊きん張ちよう感かんが漲みなぎっている。

　ユージオとしては可能な限り優しく接しているつもりだが、しかし言葉で何と言われようとそうそう簡単に肩かたの力が抜けるものではないことは、自身一年前に嫌いやと言うほど経験してもいた。初等生にとって、学院に十二人しかいない上級修剣士は、ある意味では鬼おに教官たちよりも近寄りがたく恐おそろしい存在なのだ。

　どうにか普通に会話ができるようになるまでは最低でも二ヶ月はかかるものだし、ユージオだってそれは例外ではなかった。もっとも、何から何まで型破りな相あい棒ぼうだけは、まったくその限りではなかったらしいが。

　読み古した神しん聖せい術じゆつの教本を閉じ、高い背もたれのついた椅い子すから立ち上がると、ユージオはひとつ頷うなずいてから言葉を返した。

「ご苦労様、ティーゼ。今日はもうこれで寮りように戻っていいよ。……で、ええと……」

　視線をティーゼの赤毛から左に動かし、同じように背筋を伸ばしている、焦こげ茶ちや色いろの髪かみの少女に向ける。

「……ごめんね、ロニエ。あいつには何度も、部屋の掃そう除じが終わるまでに戻ってこいって言ってあるんだけど……」

　教練課程が終わるやいなや消えてしまった相あい棒ぼうの代わりにユージオが謝ると、ロニエという名の初等練れん士しは、眼めを丸くして大きくかぶりを振った。

「い、いえ、報告を完了するまでが任務ですから！」

「じゃあ、悪いけどもうちょっと待ってて。何て言うか、その……同室があんな奴やつで、ほんとにごめん……」

　北セントリア帝立修しゆう剣けん学院は、ノーランガルス全土から貴族や豪ごう商しようの子し弟ていが集まる最高峰の剣士育成機関だが、いったん学院の土を踏ふめば、例え皇家の流れであろうとも初等練士から横一線のスタートとなる。

　最初の一年は実剣に触ふれる機会もほとんどなく、ひたすら木ぼつ剣けんによる型の練習と、戦術理論や神しん聖せい術じゆつの学習に明け暮れることとなるが、初等生はそれに加えて学院内の様々な雑務も学習の一環として課せられる。

　どのような仕事を与えられるかは、入学直後の剣術試験の点数によって決まる。九割の生徒は学内の清せい掃そう係や用具の手入れ係、聖せい花かの栽さい培ばい係に任じられるが、得点上位の十二人だけが上級修しゆう剣けん士しの傍そば付づきを拝はい命めいし、同級生の羨せん望ぼうと約二ヶ月の緊きん張ちよう感かんを手に入れることになる。

　もっとも、傍付きと言っても実際の仕事は他ほかの生徒とあまり変わらない。同級生たちが教室や修しゆう練れん場じようを掃除している時間に、同じように上級生の部屋の掃除をする、というだけのことなのだが、しかし付いた生徒の底意地が悪かったり散らかし魔まだったり、あるいはフラフラどこかに消える癖くせを持っていたりすると、このロニエのように毎日苦労する羽は目めになるわけだ。

「……もしロニエが望むなら、僕から先生に言ってあげるから、傍付きを他の人に代わってもらってもいいと思うよ……。アイツに付いてると、一年間苦労するよ、間違いなく」

「と、とんでもありません！」

　ユージオの提案に、ロニエがもういちどぶんぶん首を横に振った、その時だった。ドアではなく、開け放した窓の向こうの夕ゆう闇やみから、聞き慣れた声がした。

「おいおい、人の留る守すに何を言ってるんだ」

　三階の窓からするりと部屋に滑すべり込こんできたのは、上級修剣士の制服に身を包んだ二年来の相あい棒ぼう、キリトだった。形はまったく同じだが、ユージオの制服が少し灰色がかった藍あい色いろなのに対して、あちらは完全な漆しつ黒こくだ。制服の色を自由に選べるのも、上級修剣士の数多い特権の一つである。

　何やらいい匂においのする紙袋を抱かかえて戻ってきたキリトを見て、ロニエは一いつ瞬しゆんほっとしたように口くち許もとを綻ほころばせると、すぐに顔を引ひき締しめ、音高くブーツの踵かかとを打ち鳴らした。

「キリト上級修しゆう剣けん士し殿どの、ご報告します！　本日の清せい掃そう、滞とどこおりなく完了しました！」

「はい、お疲れさま」

　相変わらず傍そば付づき練れん士しの存在そのものが苦手で仕方なさそうなキリトは、所在なげに黒くろ髪かみを搔かきながらロニエをねぎらった。その様子に苦笑しながら、ユージオは改めて相あい棒ぼうの所業を追及した。

「あのねえキリト、外に行くなとは言わないけど、彼女たちはお前の何倍も忙いそがしいんだから、掃除が終わるまでには戻ってきてやりなよ。だいたい、なんで窓から帰ってこなきゃならないんだ」

「東三番通りから帰ってくるときはこの窓が最短コースなんだよ。ロニエとティーゼも覚えておくと将来役に立つぞ」

「妙なこと吹き込むなよ！　……東三番通りってことは、その袋は跳はね鹿じか亭ていの蜂はち蜜みつパイだな」

　キリトの腕の中から漂ただよう甘あまく香こうばしい匂いは、夕食前のユージオの胃を暴力的なまでにきりきりと刺激してくる。

「……確かにあれは絶品だけど、だからってなんでそんなに山ほど買ってくるんだ」

「ふふん、欲しければ素直にそう言いたまえよユージオ君」

　キリトはにやっと笑うと、膨ふくれた紙袋から黄金こがね色いろに焼けた円筒形のパイを二つ取り出し、片方をユージオに放るともう片方を咥くわえた。残りを袋ごと、どさりとロニエの腕に落とす。

「寮りように戻っはら、部屋の皆ほ食べろよ」

　ティーゼとロニエは、わあっ！　と十五、六歳さいの少女らしい歓かん声せいを上げたあと、慌あわてたように姿勢を正した。

「あ、ありがとうございます上級修剣士どの！」と、ロニエ。

「頂いただいた物資の天てん命めいが減少しないよう、全速で寮に戻ります！　それではまた明日！」と、ティーゼが叫さけぶ。

　高速で略りやく式しき礼れいをすると、二人はかつかつとブーツを鳴らして部屋を横切り、扉とびらを開けて廊ろう下かに出た。軽い会え釈しやくののちに扉が閉められた途と端たん、廊下からまたしても歓声が聞こえ、ぱたぱたと走る音がたちまち遠ざかっていった。

「…………」

　ユージオは、焼きたてのパイを大きく一口齧かじると、横目でじろっとキリトを見た。

「……なんだよ」

「いや、別になんでも。ただ、キリト上級修剣士殿は、なんで僕らがここにいるのか忘れておいでじゃないでしょうね、と思っただけだよ」

「ふん、忘れるかよ」

　たちまちパイを食べ終わったキリトは、ぺろりと親指をなめると、黒い瞳ひとみを窓の外──初等練れん士し寮りようからは見えなかった、セントリア中心にそびえる公こう理り教きよう会かいの巨きよ塔とうへと向けた。

「あと三つ……ようやくここまで来たんだぜ。まずは、卒業検定試合で他の上級修しゆう剣けん士し十人に勝って学院代表の座につく。次に、帝国剣けん武ぶ大会で騎き士し団だんだの近衛このえ隊たいのおっさんもぶっ倒す。最後に、四帝国統一神前大会で二人とも勝ち残る。そしたら、お前は整せい合ごう騎き士しになれる。堂々と、正面からあの塔に乗り込めるんだ」

「うん……。あと一年……それで、やっと……」

　──やっと、会える。八年前、目の前で整合騎士に連れ去られた金きん髪ぱつの幼おさな馴な染じみに。

　ユージオは彼方かなたのセントラル・カセドラルから視線を戻すと、部屋の壁に掛けられた、白黒二振りの剣を見つめた。

　二人をここまで導いた運命の剣たちが傍かたわらにある限り、僕らは決して挫くじけることはない。

　一いち抹まつの疑いもなく、ユージオはそう信じた。
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（アリシゼーション・ランニング　終）









　　　あとがき




　川かわ原はら礫れきです。『ソードアート・オンライン10　アリシゼーション・ランニング』をお届けします。

　サブタイトルの《ランニング》は、実行する、進行する、というような意味でつけました。プログラムを走らせる、のランですね。そのわりにはあまり走っている印象のない巻になってしまいましたが……。ことに、前半部分をまるまる状況説明に充あててしまったので（私の本ではよくあることですが）、いつになったらソードがアートするの！　と思われた読者さまも少なからずいらっしゃることと思います。この場を借りて、恒こう例れいのひとことを言わせて頂いただきます。説明しまくってすみませんでした！

　ついでですので、もう一つ謝罪というかおことわりをさせて下さいませ。問題の章では、ついに本来の所属が明らかになった菊きく岡おか氏がそりゃもう色々と語っておりますが、それは作者の思想の代弁というわけではありません。彼の動機はあくまで彼の立ち位置から生まれたものであって、もちろんそれと対立する動機を持つキャラクターも作中には多く存在します（実際にアスナが菊岡の思想を否定していますし……）。この、《キャラクターと作者の距離感》は、本来はこんな説明を入れずとも本文だけできちんと読者さまに伝わらねばならないものですが、私の作品はどうもそのへんが不ふ明めい瞭りようで……。今後も精しよう進じんしていきたいと思っておりますので、ひとまずご理解のほどよろしくお願いいたします！




　そしてもう一つお詫わびを。この本の発売日は二〇一二年七月十日で、つまりデビュー以来続けてきた《偶ぐう数すう月づきの隔かく月げつ刊行》がここで途と切ぎれてしまいました。テレビアニメ版ＳＡＯの放送開始に合わせるという意図もあったのですが、スケジュールが危うくなっていたことも事実ですので、隔月刊を期待して下さっていた皆様には申し訳ありませんでした！　いちおう予定（というか理想？）としては、この本の後に刊行予定の『アクセル・ワールド12』は従来ペースどおりの八月刊とし、そこからはまた隔月に戻して、走れるところまで走りたいと思っております。いつかは本格的にペースが崩くずれる時が来るでしょうが、その時はまた全力で謝罪いたします。……とか言って、そのいつかが今年中だったりしたらマジすみません……。




　前述したとおり、この本が出る頃には、テレビアニメの放送が開始されている予定です。十年前、ネットの片かた隅すみでｗｅｂ小説としてスタートしたＳＡＯが、電撃文庫になり、コミックになり、ドラマＣＤになりそしてアニメにまでなったことには、嬉うれしさはもちろんですが、ものごとの不思議さというものを強く感じます。ゲームのシナリオではないですが、ここに至るまでには無数と言っていい分ぶん岐き点てんがありました。担当編集者が三み木き氏しでなかったら、イラストがａｂｅｃさんでなかったら、第十五回の電撃小説大賞に応募しなかったら、ｗｅｂ版の連れん載さいをどこかで止めていたら、そして十年前に「ＶＲＭＭＯデスゲームものを書こう」と思わなかったら、今の状況はなかったはずです。私は基本的に、ものごとはなるようになるし、ならないようにはならないと考えるヒトですが、それでもＳＡＯという作品についてはどうしても、何か大きな力に導かれてここまで来たというように思えてなりません。もちろんそこには、いままでこのお話と作者を応援して下さった皆様のお力も多大に含まれています。物語はまだまだ続きますので、これからもキリトの冒険に末永くお付き合い下さると嬉うれしいです。




　気付けばあとがきが三ページめに突とつ入にゆうしてしまっていたので、ここらで近況でも……と思いましたが特筆すべきことが何もない……！　唯一の趣味である自転車も、乗ってはいるんですがコースが完全に固定化しているのでもはや自宅でローラー台回してるのと大差ないですし。インプット量が減れば当然アウトプット量も減ってしまうので、なるべく色々なことをしたりあちこちに行ったりしたいのですが、時間的な問題もさることながらこのところ興味の対象がやけに限定されてきちゃってるんですよね。正直、いま心の底からやりたい！　と思うことは原稿を書くことだけという（笑）。だからといって執しつ筆ぴつペースが上がったりはしないのが癪しやくですけどね。

　でも、デビュー後三年以上経たって今いま更さらな感かん慨がいですが、自分の書きたい物語を書けるというのはもの凄すごく幸せなことだと思います。それって簡単なようで、実はハードルが山ほどありますからね。しかも自分の努力でどうにかできるハードルは案外少ない……。せめて健康には気をつけるべく、今後も自転車には乗り続けたいです。目標は週に百五十キロ！




　あと十四行も余ってますが、原稿の提出期限が十分後なので、このへんで締しめさせて頂こうと思います。いつもなら謝辞に五行ほど使わせて頂いただくんですが、今回はもうそれっぽいことを書いておりますので、代わりに今後の展開などを……。

『アリシゼーション編』三冊目となる11巻では、キリトとユージオがいよいよアンダーワールドの核心へと乗り込むこととなります。世界がどのように形作られ、何者によって支配されているのかが明らかになる……はずですので、引き続きシリーズにお付き合い頂ければと思います。

　アニメ版と、そして現在メーカー様にて開発進行中のゲーム版ＳＡＯのほうもどうぞ宜よろしくお願いいたします。たぶん脱だつ出しゆつ不可能のデスゲームにはならないと思います！





二〇一二年五月某日　　　川かわ原はら 礫れき





















次ページには、紙書籍版刊行時の『アクセル・ワールド12　─赤の紋章─』発売告知ページのイラストを収録しています。
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プロフィール画像を更新したので改めて説明致しますと、顔の横の数字は年齢ではなく《現実世界のソロクエストで上がったレベル》です。一人で焼肉にいったりカラオケにいったり誕生日パーティーをしたりすると上がります。上がって嬉しいかどうかは大変微妙です。
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